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　登山列車の窓まどから鳴なる神かみ市しを見おろすと、凄せい惨さんな戦いの痕あとがくっきりと残っていた。

　昨夜から降ふり始めた雪がそれを白く塗ぬりつぶそうとしている。

　袖そでのやぶれた制せい服ふくを着た血まみれの少年は窓の霜しもを指で拭ぬぐうとぽつりとつぶやいた。

「ミトラ……」

　吐と息いきが窓に新たな霜を作り、視し界かいがぼやける。

　ぎゅうぎゅう詰づめの列車の中では、女め々めしいひとり言も、かんたんに他人の耳に入ってしまったかもしれない。

　しかし恥はじらう気持ちはなかった。

　こんなときに感かん情じようを素す直なおに表ひよう現げんしないとすれば、それはもう人間じゃない。

　それに他の乗客に人を茶化す余よ裕ゆうもないだろう。

　鳴神市の真ん中に巨きよ大だいな雪せつ像ぞうがある。それも、ひどく怖おそろしげな。

　二匹ひきの怪かい物ぶつが互たがいの体を喰くらいあった姿すがたのまま力ちから尽つきていた。

　断だん末まつ魔まの声が聞こえてきそうな顔が雪に覆おおわれていく。

　薙なぎ倒たおされた建物や陥かん没ぼつした地面はモニュメントの台だい座ざだった。

　誰だれかの声が言う。

「マイトレヤ教のミトラルカ様が世界の敵てきを打ち祓はらったそうだ」

　べつの誰かの声が嬉うれしげに言葉を継つぐ。

「さすがは世界最強の聖せい女じよ様。霊れい害がい警けい報ほうが鳴ったときはもうダメかと思ったもんだが。復ふつ興こうにちょいと時間はかかるかもしれないが、また鳴神市に戻もどってくることもできるだろう。いや、それもこれもミトラルカ様の力の賜たま物ものだ」

「ああ、本当に良かった……あのお方がいらっしゃる限かぎり、人類が滅ほろびることはない」

「なに言ってんだ」

　沈ちん鬱うつな声が会話に混まざる。




「ミトラルカ様は殉じゆん職しよくされた。『あれ』のような化け物がふたたび現あらわれれば、いったい誰に止めることができるだろうか」




「…………」

　少年はポケットの中からコードを引っぱりだしてイヤホンを耳につっこんだ。

　スマートフォンの音楽を頭が痛いたくなるほどの音量で聴ききはじめる。激はげしく楽器を打ち鳴らすハイテンポな曲が周囲の会話を完全に隔へだててくれた。

　独ひとりの世界に沈しずみながら、手の中のリボンを握にぎりしめる。ドレスワンピースの胸むな元もとをゆるく結びつつ飾かざることを目的として織おられたリボンは華はなやかな赤色で手て触ざわりもふわりとしている。

　それがまたひとりの少女の笑顔を、その幻げん影えいを目の前に浮うかばせて、少年は体を丸めた。

　世界の敵てきは倒たおされた。

　ハッピーエンド。

　グッドエンド。

　平和な世界に戻もどすためにみんなで力を合わせてがんばっていこう。

　──無理だ。

　いったい人は最後まで逃にげずに戦い抜ぬいた少女のことをいつまで憶おぼえているだろう。心の底からの感かん謝しやを捧ささげて哀かなしみつづけるのだろうか。この七日間で散っていった、名も知られていない祓ふつ魔ま師したちを悼いたんでくれる人はいったいどれだけいるのか。

　無理だ。平和の本当の価か値ちを知らない人々と同じ喜びを分かち合うことなんてできない。




「結末に納なつ得とくがいかないか？」




　その声は音楽も車内の雑ざつ音おんも無む視しして耳の奥おくに響ひびいた。ありえない。少年が目を見ひらいて振ふり向くと、人の波の中にあっても奇き妙みように浮きあがる黒い人ひと影かげがそこにあった。

　しかし何な故ぜか顔は見えない。フードも仮か面めんもつけていない──と思う。それなのにどんな顔をしているのかわからない。声も、聞こえているはずなのに、どんな声かわからない。男なのか女なのか、穏おだやかか荒あら々あらしいか。そういえば、服ふく装そうも。

　つまり、なにもかもがわからない。

（まあ……どうでもいいや）

　しかし疲つかれきった少年には深く考えるだけの気力も残っていなかった。黒い人から視線をそらして、ふたたび音楽の世界に沈もうとする。

「英えい雄ゆうとして戦う恋こい人びとをただ応おう援えんすることしかできなかった無力な自分」

「……ッ」

　少年はぎりっと歯を噛かんで黒い人を睨にらみつけた。

「あなたは、なんなんですか」

「きみの幸福を望む者」

「宗しゆう教きよう家か？　……なら他をあたってください。僕が信しん仰こうする宗教はひとつだけですから」

「やりなおしてみたくはないか？」

「…………」

　少年は一いつ瞬しゆん、黙だまった。

　そんなことができるならたとえどんな禁きん呪じゆだとしても自分はそれを求めただろう。だがそれはおとぎ話だ。たとえ七しち聖せい人じんの契けい約やくする神しん格かく級きゆう霊れい体たいであっても不ふ可か能のうなことなのだから。

「できもしないことをできると嘯うそぶいての勧かん誘ゆうは違い法ほうですよ。聖せい職しよく者しや協きよう会かいは詐さ欺ぎを許ゆるさない」

　少年が強い口く調ちようで忠ちゆう告こくする。

　しかし黒い人にたじろいだ様子はない。

「やりなおしてみたくはないか？」

「しつこいな！　そんなの……やりなおしたいに決まってるだろ！」

　少年が叫さけんだ瞬間だった。

　凄すさまじい揺ゆれが列車を襲おそった。乗客の悲鳴や怒ど声せいがあちこちから聞こえてくる。窓まどがつぎつぎと割われて寒風が容よう赦しやなく車内に吹ふきこんでくる。

　しかし少年の目が驚きよう愕がくに見ひらかれたのは、その混こん乱らんに対してではなかった。

　黒い人の輪りん郭かくがどろりと融とけていたのだ。水たまりのような闇やみが足元に広がっていく。自分の体が呑のみこまれていくのを感じて少年は必死でもがいた。しかし体はずぷずぷと沈しずんでいく。

　なにが起きたんだろう？　霊体の攻こう撃げきを受けた？　わけがわからず、とにかく溺おぼれまいと、手足をばたつかせる。手足にはいっさいの抵てい抗こうがない。夢ゆめの中で歩いているような感覚だ。

　夢。そうか、これは夢か。夢ならばさっきの黒い人の現げん実じつ感かんに乏とぼしい印象も納なつ得とくできる。

「今回の結末を夢にしたいか？」

　どこからかさっきの声がした。

　どうせ夢ならと少年は答える。

「そうだね。夢だったらいい」

「現実はどんな世界だろうか」

「ミトラが命を懸かけて戦う必要のない世界。僕があの子を護まもってあげるような世界……って、夢だからって無茶苦茶なこと言ってるな……現実離ばなれしすぎだろ、僕……」

　手の中のリボンを見て自じ嘲ちようっぽく笑う。

　しかし、声は笑わなかった。

「自分のすべてを捧ささげられるか？」

「すべて？」

　少年の問いに、声が答える。

「十六年間の人生。体、心、記き憶おく。そのすべてだ」

「すべて、か」

　それはハードルが高いな。自分が積みあげてきたもののすべてを大切な人のために捨すてるなんて、そうそうできることじゃない。

　そんな決けつ断だんができるのは、それこそ世界最強の聖せい女じよ様ぐらいのものだ。

「ミトラは……できたんだよな」

　つぶやくと同時に闇やみの質しつ感かんがほんのすこし変わった気がした。

　夢ゆめのような浮ふ遊ゆう感かんが薄うすれ手足が自由に動かせるようになった。

　まるでこの闇の世界に体が順じゆん応のうしているかのようだった。

「すべてを捧ささげるならば、この理り不ふ尽じんな結末を否ひ定ていしてやろう」

「捧げるさ。もし本当にミトラを救えるなら。あの子だってきっとそうするに決まってる」

　リボンを思いきり握にぎりしめて少年はそう断だん言げんした。

　すると、闇がぶるりとふるえた。

「ああ……その言葉が聞きたかった──逢あい沢ざわ拓たく真ま」




　少年はその先を知らない。

　唐とう突とつに道が途と切ぎれた先には黒でも白でもない本物の〝無〟がただただ存そん在ざいするだけだ。顔も形も心も記き憶おくも過か去こも未来もなく、誰だれが忘わすれても自分だけは憶おぼえていようと誓ちかった少女との思い出を回想することさえかなわない。

　だがある意味でそれは彼にとって救いだったかもしれない。もしもたったひとかけらほどでも自じ意い識しきが残っていたなら、火であぶられるよりも残ざん酷こくな責せめ苦くにさらされただろう。

　ミトラルカ・シルヴェスタが聖せい職しよく者しや協きよう会かいの敵てきとして世界から憎にくまれ、繰くり返される時の中で幾いく度どとなく悲ひ惨さんな死を遂とげる──そんなシナリオが、彼の望みの結果だと知れば。

　世界最強の聖女と、彼女に見み初そめられただけの無力な少年の物語は、こうして幕まくをおろした。

　真実を知る者は、この世界の内側にはいない。
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　初夏の熱に蕩とろかされそうな頭に冷れい却きやくシートのひんやり具合が心ここ地ち好よい。いっそ頭ず蓋がい骨こつに直ちよく接せつ貼はりつけてやりたい気分に駆かられながら逢あい沢ざわ拓たく真まは洋館の庭木にゆるりともたれていた。

　その手には小さな木箱を持っている。小こ洒落じやれた木細工の小箱は掌てのひらに収おさまるほどの大きさで、重さもたいしたことがない。鍵かぎ穴あながひとつついている。しっかりと鍵がかかっているらしく、力をこめても蓋ふたはぴくりとも動かない。

「なにそれ」

　ふいに声がして、拓真の手から木箱がひょいと取りあげられる。

　健康的で快かい活かつな印象を抱いだかせる耳みみ慣なれたその声は、幼おさななじみの比ひ良ら坂さか翠すい花かである。

「なんかかわいすぎない？　あんたってこういうの好きだったっけ」

「俺のじゃねえよ」

「……もしかして、ミトラちゃんの私し物ぶつを勝手に」

「変な妄もう想そうするな。昨日、影かげ縫ぬいに渡わたされたんだよ」

「影縫理事長に？」

　翠花は露ろ骨こつに眉まゆをひそめた。

「そういえば、祓ふつ魔ま学がく園えんが霊れい害がい時以外で休校になったのって初めてよね。影縫理事長に緊きん急きゆうの出しゆつ動どう要よう請せいがあって、学園の管かん理り責せき任にんを全まつとうできないからってことらしいけど」

「納なつ得とくいかないって顔だな」

「ふつー、理事長が留る守すだからって、休校になったりする？」

「祓魔学園は全宗教が集まってるだけあって微び妙みようなバランスで成り立ってるからな。責任者の重じゆう要よう性せいが他の種類の学校よりも高いんだろうよ。生徒会もピエトロの件けんでぐだぐだだし」

「それにサヴァちゃんとも連れん絡らくつかないのよ。なんか変なことにならないといいけど」

　翠花が奥おく歯ばにものがはさまったような言い方をする。拓真は翠花の態たい度どに疑ぎ問もんを覚えて口をひらこうとした。が、ちょうどそのタイミングで木箱を投げ返されて、あわててキャッチする。

　翠花は長い髪かみを揺ゆらして踵きびすを返すと、さっきまでの微妙な表ひよう情じようを消して言った。

「ま、せっかくの臨りん時じ休きゆう校こうだし、楽しまないと損そんよね。拓真もつまんない顔してないで混まざりなさいよ」

「拓真ーっ、スイカーっ、こっちです。とっても気持ちいいですよっ」

　ミトラルカ・シルヴェスタが手をふっている。

　精せい緻ちな西洋人形めいた顔。銀色の髪に水の滴しずくが弾はじける。華きや奢しやな体にぴったりと合うスクール水着を身に着けている。水を張はったビニールプールに両足をつっこんで、高校生らしからぬはしゃぎっぷりを見せていた。

　その背はい後ごから人ひと影かげが忍しのび寄よっている。

「ミトラおねーさーん。禊みそぎの時間だーっ！」

「ええっ!?　ひゃわっ」

　金色の二つ結びの髪かみを揺ゆらして水着姿すがたのルナ・フェルマーがミトラを水中に引きずりこんだ。ミトラの悲鳴とともに激はげしい水しぶきがあがる。

「あいつらはかなり楽しんでるみたいだけどな」

　拓たく真まは苦笑して、翠すい花かのほうを見る。

「それにくらべるとおまえはリラックスしてるようには見えないな」

「……あたしの水みず着ぎ姿すがたが見たいってこと？」

「いや、全然」

「否ひ定てい早すぎっ！　……というか、この格かつ好こうだってじゅうぶん恥はずかしいんだけど」

　翠花は唇くちびるをとがらせて胸むな元もとの合わせ目を寄よせた。

　彼女が着ているのは、水着ではなく、白しろ装しよう束ぞく。濡ぬれた白装束は成長した体にぴったりと張りついている。いつも一本にまとめている黒髪は解ほどかれていてたっぷりと水をふくんでいる。

　小学生のころの大和やまと撫子なでしこ然とした翠花を思い出させる姿だ。どうしてそんな格好をしているのだろうか。

「禊の見本を見せてたのよ。ただ遊んでたわけじゃないわ」

　拓真の疑ぎ問もんを読んだかのように翠花はむすっとした声で言った。

「神しん道とうの文化を学ぶために禊が見たいってミトラちゃんが言ってたでしょ。朝ごはんのとき」

「言ったか？」

「全然人の話聞いてなかったのね……あんた、最近すこし抜ぬけてるわ」

「そうでもないと思うけど」

「んー、あたしもうまく言えないんだけど。前みたいな張りつめた感じが薄うすれてるっていうか。むかつくところはそのままだけど、ほんのちょっと険けんがとれたというか。ミトラちゃんの聖せい女じよオーラにあてられて洗せん脳のうされたのかしら」

「焦あせってもしょうがないって気づいただけだよ。ところで」

　拓真は肩をすくめて指をさした。

「こっち向くと見えるぞ。思いきり前が透すけてる」

「ぬあっ!?　……デッッッリカシーがないところも直しなさいよばかっっ!!」

　拓真の肩かたに蹴けりをいれると翠花はぷんぷんと肩をいからせて行ってしまった。

　痛いたいな、アホ。と蹴られた部分をさすりながら、拓真は自分でも自分の変化に気がついた。

　いままではミトラや翠花がどれだけ異い性せいとしての魅み力りよくを発はつ揮きしようとも、心の根っこの部分からそれを意い識しきしないようにシャットアウトしてきた。

　ところが、わざと茶化さなければ自分をごまかせなくなりつつある。

　それが成長なのか、〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟の呪のろいが進行した結果なのかは自分でもわからない。

　少なくとも嫌いやな感じじゃないのはたしかだった。

　だからこそ、胸むねのうちに、説明できない不安がくすぶるのだ。

「絶ぜつ対たいにあけてはいけない……か」

　拓たく真まは木箱を眺ながめて、昨日の影かげ縫ぬいの言葉を反すうした。

　拓真がぼんやりとそれを見つめていると、ふいにバケツをひっくり返すような雨に襲おそわれた。しかもかぽっとなにかが頭にかぶさり視し界かいが真っ暗になる。

　桶おけだ。拓真は頭からはずした桶を見て、それから正面に立つ無ぶ愛あい想そうな金きん髪ぱつ男おとこを見あげた。

「おい玖く珂が。ずいぶんと派は手でに喧けん嘩かを売ってくれるじゃねえか」

「貴き様さまも付き合え。何な故ぜ、オレだけが子守りをせねばならんのだ」

　暁あきらは頬ほおをひきつらせて言った。いつもの祭服は水びたしで裾すそや股またのあたりから雫しずくが滴したたるというとんでもなく恥はずかしい姿すがたをさらしている。

「ぷっ」

「貴様、笑ったな？　……こっちへ来い。もう一度、ぶちまけてやる」

「あははっ。いい格かつ好こうだな、玖珂。それぐらいのほうが茶ちや目めっ気けがあっていいぞ」

「クソが……」

　暁は忌いま々いましげに振ふり返り、はしゃぎまくるルナを睨にらみつけた。

「金きん髪ぱつめ……あとで百回刺さし殺す」

「ある意味、仲良いよな、おまえら」

　拓真が苦笑する。

　と、ミトラが小走りにこちらに駆かけ寄よってきた。

「拓真も遊びましょう。そんなに濡ぬれてるなら同じですよ」

　ミトラはにこにこと笑いながら小さな手を差しのべている。

「布ふ教きよう活かつ動どうをサボって遊び通すとは悪い教きよう祖そ様だな」

「に、日に本ほん神しん道とうの禊みそぎを学ぶのは異い教きよう文ぶん化かに歩み寄るためですからっ」

「はいはい」

「ああっ!?　まったく信じてない顔ですっ」

「信じてる信じてる」

「二回言うあたりに他意を感じますっ」

「だって途と中ちゆうから完全にプールを楽しんでるだろ？」

「うっ」

　ミトラの目が泳ぐ。

「楽しいプール遊びは人生を豊ゆたかにするのです。古こ事じ記きにもそう書いてあります」

「書いてないし、そこはマイトレヤ教の教典から引いてこいよ」

「マイトレヤ教にそんなへんてこな教えはないですっ」

「へんてこだって自覚はあるのかよ」

　拓たく真まは呆あきれたように笑うと木箱と〝雪ゆき風かぜ〟を置いて立ちあがった。

「言っとくが逢あい沢ざわ家のプール遊びはハンパじゃないぞ」

「伝でん統とう的てきな遊び方なのですか？」

　ミトラがきょとんとする。

　拓真は、ああ、とうなずき、いたずらを思いついた子どものような表ひよう情じようを浮うかべた。

「水中で一分以上息を止めたまま互たがいに関かん節せつ技わざをかけあうんだ」

「えっ」

「もちろんミトラには最後まで付き合ってもらうからな」

「そんなの絶ぜつ対たい死んじゃいますっ」
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　午前の行ぎよう水ずい遊びが終わるとミトラは自室に戻もどって着き替がえを済すませパソコンの電でん源げんをいれた。

　画面が立ちあがると、マウスを操そう作さして、メーラーを起動する。

　受信ボックスには差出人不明のメールが大量に保ほ存ぞんされていた。

　マイトレヤ教のウェブページに設せつ置ちしたメールフォームを通してのメッセージだけをひらく。

『さっさと辞やめてしまえ』『教えになにひとつ共感できません。宗しゆう教きよう全体のイメージが悪化するだけなのでいますぐ棄き教きようすべきです』『僕の信じる神様を食べる気なんですかね？』

　言こと葉ば遣づかいやハンドルネームこそ違ちがうが、こういった趣しゆ旨しのメールは毎日のように届とどいている。目を覆おおって、耳をふさぎたくなることもある。けれどミトラはそれらを削さく除じよしなかった。

　これまでに届いたメッセージは好悪にかかわらず、すべて大切に保存している。

　どんな意見であれ、それらはミトラ自身やマイトレヤ教への世せ間けん一いつ般ぱんの正直な気持ちなのだ。

『水着をお求めならウチのお店でね！　教きよう祖そ様♪』

　ひとつだけ雰ふん囲い気きの異ことなるメールがあった。

　匿とく名めいだったが、誰だれからのメールかひと目でわかる。

「えへへ。日ひ南な子こはいたずら好きですね。携けい帯たいのアドレスも知ってるのに」

　ミトラはこそばゆい気持ちになって、そのメールを「信者フォルダ」に移い動どうさせた。

　そこに登録された名前はまだたったの二人。けれど、大切な二人だ。名前を見るだけでも、頬ほおが緩ゆるんでしまうのを堪こらえられない。こうして救われているぶん、彼女たちが救いを求めてきたときにはきちんと道を示しめしてあげられるようにならなければ。

「拓たく真まが入信してくれるともっと嬉うれしいのですが……」

　ミトラは胸むねのリボンをぎゅっと握にぎりしめた。

　命の恩おん人じん。頼たよれる護ご衛えい。憧あこがれの優ゆう秀しゆうな祓ふつ魔ま師し──。

　拓真を言い表す言葉はいくつもある。しかし、それらはどれも一方的なものだ。

　双そう方ほう向こうではない。その事実がミトラに〝壁かべ〟を感じさせる。

〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟の呪のろいがあるから必要以上には近づけない。それはわかる。頭では理り解かいしているつもりだ。けれど胸を強く締しめつける感覚は理性で消せるようなものじゃない。

　そういえば、昨日は影かげ縫ぬい理事長がきて、拓真になにかを渡わたしていた。拓真からそれについての話をされていない。やはりどこか蚊か帳やの外に置かれている気がしてミトラは唇くちびるを噛かんだ。

「ミトラ」

　その拓真の声でいきなり呼よばれて、ミトラは驚おどろきのあまり椅い子すを鳴らして飛びあがっていた。

「ふえっ!?　た、拓真っ？」

「悪い。なんか変なタイミングだったか？」

「い、いえ。いきなりだったので驚いただけで……なにかご用ですか？」

「ああ……」

　拓真は指で四角を作ってみせた。

「これくらいの大きさの箱を見なかったか？　影縫に預あずけられた木箱なんだが」

「いえ、わたしは見ていませんが……失くしたのですか」

　ミトラの語ご尾びがすこしあがる。

「さっきの行ぎよう水ずいで目を離はなしたら消えてたんだよ。ってどうして嬉うれしそうなんだおまえは」

「えへへ。そう見えますか」

　拓真のどじを見るのは好きだ。完全無欠で四六時中緊きん張ちようしているような人間が隙すきを見せてくれると妙みような安心感と微笑ほほえましさを覚える。

　一方で、ミトラのこういった内心をきっと理解できていないのだろう拓真は、むすっと唇をとがらせているのだが。ミトラにはそういう表ひよう情じようも好ましく思えるのだった。

「おまえが隠かくしたんじゃ……いや、ないな。ミトラはそういうタイプじゃない」

「うう、ごめんなさい。心当たりがあればよかったのですが」

「いや気にするな。失くした俺が悪い」

　言ってから、拓真は頬ほおを掻かいた。

「しかし、まいったな。誰だれかのいたずらならいいんだが、失くしたり盗ぬすまれたとなると、話がだいぶややこしくなる」

「あれはどういう品物なのですか」

「…………」

　沈ちん黙もく。拓真の目にまじまじと見つめられる。

「言いたく……ないですか。やっぱり、わたしなんかには……」

「いや、なんだ、その」

「言いたく……ないんですね」

「そんな顔をするなよ……わかった。わかったよ」

　拓たく真まは目を泳がせて歯切れ悪くその事実を口にした。

「ルール違い反はんをしてるんだよ。人からの預あずかりものだってのに、気になって中身を〝解析アナライズ〟で調べちまったんだ」

「えっ」

「そういうことすると怒おこるだろ、ミトラ。だから黙だまってたんだよ」

　拓真は視し線せんをこちらに合わせないまま早口で言いきった。

「……えへっ」

「なに笑ってんだ」

「えへへっ。なんでもないですよー」

　なんだ。蓋ふたをあけてみれば笑ってしまうくらいどうでもいい理由。自分に話してくれないのは信しん頼らいされていないからだなんて深く考えてしまったのが馬ば鹿かみたいだ。隠かくしごとをしていたのはたしかだけど、それは人間ならば誰だれでもするようなことでしかない。

「ミトラの笑いのツボがわかんねえよ」

　拓真ははあと息を吐はいて、話を戻もどした。

「〝解析〟によればあの木箱は聖せい職しよく者しや協きよう会かいの書庫をひらくための鍵かぎらしいんだ」

「聖職者協会の書庫……って、拓真の探さがしている〝叡えい智ちの書〟が保ほ存ぞんされているという……」

「そうだ」

　あっさりとうなずく。

「どうやらあの木箱をあけると書庫への扉とびらがひらかれるらしい。聖職者協会のあらゆる書物が眠ねむる場所と聞いていたからただの書庫だとは思ってなかったが、まさか魔ま術じゆつ的てきな仕し掛かけが施ほどこされてるなんてな」

「どうしてあけなかったのですか？」

「絶ぜつ対たいにあけるなと言われてたからな」

　本当に？　あれほど強く求めていた〝叡智の悪あく魔ま〟の手がかりを前に？

　たしかに拓真は冷静だ。刹せつ那な的てきな感情よりも理性的な判はん断だんを優ゆう先せんする。しかし長年の目的を前に冷静さを保たもてるのだろうか？

　ミトラの疑ぎ問もんを表情から察したのか拓真が苦笑を浮うかべる。

「俺もばかじゃない。そして、影かげ縫ぬいだって同じだ」

「えっと、どういうことですか」

「影縫だって〝解析〟で中身を調べる可か能のう性せいぐらい考こう慮りよしてるはずだ。そのうえで絶対にあけるなとあいつは言った。つまり本当の本当にあけたらヤバイ代しろ物ものだってことだ」

「なるほど……」

「影かげ縫ぬいが仕事を終えて帰ってきたら問いただすつもりだ。交こう渉しようするのもいい。だけどあけたらどうなるかわからないままあけるわけにはいかない」

　さすが拓たく真まです、とミトラは思った。マイトレヤ教を再さい興こうさせる魔ま法ほうの箱。そんなものが目の前に置かれたら、自分だったら絶ぜつ対たいにあけてしまう。

　そこまで考えて、ミトラの頭にふと疑ぎ問もんがよぎった。

「聖せい職しよく者しや協きよう会かいの書庫への鍵かぎってことは、影縫理事長はその場所を知ってたということですか」

「……そういうことになるな」

　拓真の声は低い。〝叡えい智ちの悪魔〟の発見は拓真の悲願だ。もしも影縫がその居い場ば所しよを知りながら情報を与あたえずにいたとなれば、それは大きな裏うら切ぎりのように思える。芯しんの通った、厳きびしい性せい格かくの拓真なら激げき怒どしてもおかしくない。

　と思い、ミトラはおそるおそる顔をうかがってみるが、意外にもそこに浮うかぶ表情は冷静だ。

「影縫たちがなにかを隠かくしてるのは知ってた。それも含ふくめて帰ってきたら問いただす」

「拓真がそれで納なつ得とくならいいのですが」

「引っかかる物言いだな」

「……すこし拓真らしくないかなと思いました」

　ミトラは素す直なおな感想を口にした。

「大切な物を失くしたこともそうですが。隙すきが増ふえたと言いますか」

「そういえば、翠すい花かにも似にたようなことを言われたな」

　拓真が不思議そうに首をひねった。ミトラはあわててフォローする。

「あ、でもでも。わたしはそういう拓真も安心できて好きなのですよ」

「お、おう……あいかわらずストレートだな、ミトラは……」

　しかしこれは重大な事じ件けんだ。聖職者協会の書庫をひらくための鍵だなどという重要なアイテムを紛ふん失しつしたとなると、日にち常じようの一ひと幕まくとして片かたづけることはできない。悪あく魔ま契けい約やく者しやや悪意ある者の手に渡わたれば聖職者協会が有する知ち識しきが不当に持ち出されてしまうことになるのだから。

　目をそらしていた拓真の手を握にぎってミトラは言った。

「誰だれかが落とし物と勘かん違ちがいして拾っただけかもしれません。みんなの話も聞きましょう！」

「いや俺の責せき任にんだし。ひとりでやる」

「わたしがお手伝いしたいのです。ダメですか？」

「……わかった。わかったっての」

　真しん摯しに見つめると、拓真はあっさりと折れた。

「……あいかわらず奉ほう仕し的てきな意味で押おしが強いな」

「え？　なにか言いましたか」

「宗しゆう教きよう家かの鑑かがみだなって言ったんだよ」

　拓たく真まのなげやりな言葉にミトラは素す直なおに「えへへ。嬉うれしいです」とはにかんだ。
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　祓ふつ魔ま学がく園えんの教きよう職しよく員いん棟とうのエレベーターには特別な仕し掛かけがある。ドアが完全に閉しまってから、二十一階のボタンを四回ばかり押おし、一秒以内に一階のボタンを押すことで特別な階に行けるようになっている。忘わすれてはならないのがボタンを押す指に魔ま力りよくをこめることだ。

　二十階建てのビルに二十一階は存そん在ざいしない。

　これは限かぎられた者のみに立ち入りが許ゆるされる地下室へ行く方法だ。

「まどろっこしいわ。ガキの妄もう想そうする秘ひ密みつ基き地ちじゃあるまいし」

　モニカ・クレメンティは、エレベーターのドアがひらくと、地下室の回かい廊ろうに足を踏ふみだした。うしろには、数人の修しゆう道どう女じよたちを引き連れている。

　その中の、取りたてて特とく徴ちようのない修道女が、モニカの耳元でささやく。

「聖せい職しよく者しや協きよう会かいの者に聞かれたらコトです。シスター・モニカ」

「私が信じるのは白しろ十じゆう字じ教きようだけよ。アスター教が設せつ計けいした建物に文もん句くをつけても冒ぼう涜とくにはならないわ」

「おや、アスター教の代表は影かげ縫ぬい様のはず……シスター・モニカは、影縫様も信しん頼らいできるお方だとおっしゃっていたような」

「雑ざつ用ようを私に押しつけてサヴァトリィと二人きりで出かけた影縫理事長が信頼できるお方？　そんな面おも白しろい冗じよう談だんを口にするピエロさんはどこの誰だれかしら」

「……ああ」

　修道女が納なつ得とくの声をもらす。背はい後ごからもくすっ、と笑う気け配はいがあった。モニカはますます唇くちびるをとがらせてヒールの音も高らかに歩いていく。

　回かい廊ろうの左右には厚あつい鉄の扉とびら。空調の風は冷たい。かり、かり、と金きん属ぞくを掻かく音や低い呻うめきが耳を撫なでて不ふ愉ゆ快かいだ。酸さんや油やカビのにおいがひどく鼻を刺さす。

　煉れん獄ごく。白十字教徒の間ではこの場所はそう呼よばれている。

　罪つみを犯おかした宗しゆう教きよう関かん係けい者しやを収しゆう監かんし苦く罰ばつを与あたえて清めるための施し設せつ。罪から解とかれふたたび聖せい性せいを得た聖職者は釈しやく放ほうされるか、己おのが信じる神に招まねかれて命を絶たつかの選せん択たくを許ゆるされる。

　と言えば聞こえはいいが、ようするに聖職者や悪あく魔ま契けい約やく者しやのための監かん獄ごくだ。一般的な監獄と変わらない。なにせふたたび聖性を得られた者など過か去こに誰一人としていないのだから。

　ここには当然、最近の犯罪者も収監されている。

　鳴なる神かみ市しを謎なぞの霧きりで覆おおった襲しゆう撃げき者しや、オリヴィアとノエリア。それを手引きした滝たき鳳ほう仙せん。〝愛あい憎ぞうの悪魔〟イシュタルと組んで教きよう皇こうの暗殺を目もく論ろんでいた元生徒会長のピエトロ・プルトーネ。同じくイシュタルに与くみしたとされる日に本ほん神しん道とうの賀か久く留る左さ京きよう。

　彼ら彼女らもまたここで冷たい飯を食べている。

　そして、もう一人。

「入るわよ。メンゲル」

　モニカは声をかけると、扉とびらのひとつをあけた。

　六畳じようの部屋。その中心に醜みにくい容よう姿しの老人が座すわっていた。でっぷりと脂あぶらののった体からは信じられないほどに痩やせた手足には枷かせ。蓮れん教きようの呪じゆ文もんが刻きざまれた魔ま力りよく抑よく制せいの呪じゆ具ぐで拘こう束そくされている。

　メンゲル・ヘルツォークはうなだれたまま落ち窪くぼんだ目でぼんやりと虚こ空くうを見つめていた。

「囚しゆう人じんの分ぶん際ざいで尋じん問もん相あい手てを選ぶなんて贅ぜい沢たくね。ああ、だから豚ぶたなのかしら」

「……ピエトロ枢すう機き卿きようではないのか」

　ピエトロの事じ情じようを知らないのか、メンゲルは落らく胆たんしたようにそう言った。

「ご不満？」

「いや、白しろ十じゆう字じ教きよう徒とならば、誰だれでもいい」

「あ、そ。じゃあさっさと用よう件けんを言ってちょうだい。ちょっといまイライラしてるのよ」

「助けてくれ」

「は？」

　あまりにも率そつ直くよくな台詞せりふにモニカは思わず訊きき返した。

「ずいぶん堂々とした依い頼らいね。やっぱりあなた、気が狂くるっちゃったのね」

　モニカはもともとこういった事じ態たいを予想していた。

　なにせ、モニカが影かげ縫ぬいから頼たのまれた内ない容ようは──「煉れん獄ごくでここ最近、メンゲルが『白十字教徒を連れてきてくれ！』と叫さけびつづけていて、近くの部屋の囚しゆう人じんからも苦く情じようがきていると監かん守しゆから連れん絡らくがあった。〝終末〟にかかわる話らしいが、白十字教徒以外に話すつもりはないらしい。話を聞いてきてくれないか」──というものだったのだから。

　そんなの、どう考えても耄もう碌ろくしたジジイが発はつ狂きようしただけだ。

　モニカは顔に徒労感をありありと浮うかべて部屋を出ようとする。

「待ってくれ。儂わしは正気だ。貴き様さまら白十字教徒にとっても悪い話じゃない」

「運が悪かったわね、おじいちゃん。あいにく、私は誰よりも正せい義ぎに忠ちゆう実じつな女よ」

「認みとめよう。煉獄から逃のがれたいという感情があることは認めよう。だが違ちがうのだ。儂の助力がなければ貴様らは死ぬ。ヨーロッパ各地に残っている儂の仲間と研究成果がなければ、終末の時を生き延のびることはできん」

「あの、科学で神の祝福を代だい替たいするってやつかしら」

「そうだ。悪あく魔ま契けい約やくによる不老不死、生体霊枢核バイオロジカル・コア、魔ま力りよく炉ろ、寄生装置パラサイト・デバイス──現げん在ざいの祓ふつ魔ま師しの力ではない、新たな力を求めたのは、これまでの神が無力と化す世界で生き抜ぬくためだ」

「……なんですって？」

　モニカは眉まゆをひそめた。

　神を貶おとしめる聞き捨ずてならない発言だ。しかし、メンゲルの口く調ちようは真しんに迫せまっている。ごまかしや欺ぎ瞞まんは感じられない。

「儂わしは〝原げん初しよの悪あく魔ま〟にそそのかされた。奴やつに従したがえば終末後の世界でも生き延のびられる、と。数々の研究もミトラルカの抹まつ殺さつも奴の指し示じだった」

「取り調べでは言わなかったことね」

「奴に忠ちゆう誠せいを誓ちかっていれば救われると信じていたのだ！　たとえ捕つかまったとしても終末の日に必ず救われると……！」

　メンゲルは声を張はりあげ、目に大おお粒つぶの涙なみだを浮うかべた。

「だが裏うら切ぎられた。〝原初の悪魔〟は利り用よう価か値ちのある魔人を救ったが、儂を無む視しした！　奴め、最初から儂を救う気などなかったのだ！　死にたくない……儂は死にたくない！」

「ちょっと待って。無む視しされたってどういうこと？　この煉れん獄ごくで〝原初の悪魔〟とやらと接せつ触しよくする機会があったというの？」

「貴き様さまはなにをとぼけている？」

　モニカの問いに、今度はメンゲルが怪け訝げんそうな顔をした。

「外では脱だつ獄ごく騒さわぎが起きているものと思っていたのだが」

「そんな話、まったくないわよ」

「なんだと？　そんなはずはない。回かい廊ろうのほうから、たしかに話し声が聞こえた」

　モニカは背はい後ごの修しゆう道どう女じよたちに「知ってる？」と目で問うた。が、首を縦たてにふる者はいない。

「ばかな。片かた方ほうは〝原初の悪魔〟の声。もう片方は若い女の声だった」

「ちなみに、どんな会話？」

「『終末を始める。ともにこい、七の魔人の一人──賀か久く留る左さ京きよう』……と」

「彼女の部屋はどこ!?」

　モニカは顔色を変えて声をあげた。

「ふたつ隣となりです！」

　修道女が答える。

「そこのジジイを見み張はっててちょうだい」

　モニカは乱らん暴ぼうに言い放つと、部屋を飛び出して、左京の収しゆう監かん先さきへと向かった。じゅうぶんに警けい戒かいしながら、ロックをはずし、室内に踏ふみ入る。わずかな腐ふ臭しゆうを放つ、蝿はえのたかる部屋だ。

　そこに、人の姿すがたは……あった。

　長い濡ぬれ髪がみをだらりとたらした白しろ装しよう束ぞくの女が、壁かべにもたれている。顔は見えない。しかし、話に聞く賀久留左京の姿とほぼ一いつ致ちしている。

「なによ、驚おどろかせて……」

　やはりメンゲルの虚たわ言ごとか。モニカは踵きびすを返そうとした。が、ふと立ち止まり、

「賀か久く留る左さ京きよう。寝ねているのかしら」

　と、声をかけた。なにかがおかしいような気がする。

「自分は、起きている」

　女の首がかくりと動き、ぼそぼそしたかすれ声が答えた。口く調ちようも聞いていたとおりだが……。

　モニカはごくりと喉のどを鳴らす。

「顔をあげなさい」

「……」

　女は初めてモニカの命令を無む視しした。

「顔を見せなさいと、言っているのよ」

　低い声で言うと、うつむく女のあごに手を添そえて、顔を上向かせた。

「……っ」

　モニカの喉のどから声にならない悲鳴がもれる。

　女の顔は腐くさったように爛ただれていた。ぱっくりと裂さけた傷きず口ぐちに蛆うじが湧わいている。首の皮ひ膚ふも、経けい年ねん劣れつ化かしたゴムのような感かん触しよくで、とても生きているようには思えなかった。

　試しに女の胸むねに手をあてる──やはり、心しん臓ぞうが動いていない。

「死んでいる。それなのに、動いて、しゃべった。まるでゾンビじゃないの」

　自分で発した言葉にモニカははっとした。

「ゾンビ……まさか、ヴォドゥン教の秘ひ術じゆつ……？」

　ヴォドゥン教とは中米のハイチや西アフリカで信しん仰こうされている民みん間かん宗しゆう教きようだ。鳴なる神かみ市しにもそこそこの広さの教区を設もうけているし、祓ふつ魔ま学がく園えんには数人の生徒や教員がいる。

　ヴォドゥン教にはいくつかの掟おきてが存そん在ざいし、それらのうちのひとつでも破やぶった者は罰ばつを受けるという。その罰こそが「ゾンビになり、労働を課せられ、生前の罪つみを償つぐなう」というものだ。

　正せい確かくには契けい約やく霊れい体たいの魔ま術じゆつで犯はん罪ざい者しやを仮か死し状じよう態たいにし、脳のうの活動が低下した状じよう態たいで洗せん脳のうする手法を取るため、死体の使し役えきとは呼よべないらしい。が、上位の精せい霊れいになると、完全な死体を操そう作さすることさえ容易たやすい。

「賀久留左京がゾンビにされた？　いえ、メンゲルの話から考えるに、このゾンビは替かえ玉。本物の左京は脱だつ獄ごくしていると考えるべきね」

　何者かが煉れん獄ごくに侵しん入にゆうし、本人に似にせたゾンビと入れ替えて左京を脱獄させたのだ。

「シスター・モニカ。これは……」

　修しゆう道どう女じよの一人が室内に入り、息を呑のんだ。

　モニカは振ふり返って命じる。

「監かん守しゆに連れん絡らく。一週間以内に煉獄に立ち入った聖せい職しよく者しやをリストアップしてもらって。ヴォドゥン教の祓魔師は特にチェック」

「はい……っ」

　修しゆう道どう女じよは背せ筋すじを伸のばし、ぱたぱたと立ち去った。

「やられたわ。ここに入れるような聖せい職しよく者しやに裏うら切ぎり者がいたなんてね」

　モニカはメンゲルの部屋に戻もどり、疲つかれたように言う。

　メンゲルはぐっと身をのりだした。脂あぶら汗あせを流しながら期待に瞳ひとみをぎらつかせる。

「信じてくれたか？　どうだ。貴き様さまらの捜そう査さにも貢こう献けんした。助けてくれてもいいだろう」

「嫌いやよ」

　モニカはばっさりと切り捨すてた。

「だ、ダメでもなく、嫌……だと……？」

「言ったはずよ、私は正せい義ぎしか認みとめない。悪に妥だ協きようする気なんてこれっぽっちもないの」

「し、しかし、有ゆう益えきな情報を与あたえたではないかっ」

「情報？　情報ってなにかしら」

　とぼけたように眼鏡めがねの弦つるに指を添そえる。

「〝原げん初しよの悪あく魔ま〟とやらの存そん在ざいに七の魔人、賀か久く留る左さ京きよう。ヴォドゥン教の関かん与よ？」

「そ、そうだ」

「あら残念。もともとそれは想定の範はん囲い内ないよ」

　モニカはあっさりと言った。

「だって、影かげ縫ぬい理事長とサヴァトリィの行き先は──ヴォドゥン教区だもの」

　ピエトロの事じ件けんで行方ゆくえ不ふ明めい中ちゆうの白しろ十じゆう字じ教きよう徒との集しゆう団だんが洗せん脳のうされ街中で暴あばれたことがある。だが、その大人数が街の内外を出入りした痕こん跡せきはいっさいなかった。

　敵てきは市内に潜ひそんでいる。となれば全教団の中でもっとも聖職者協会に提てい供きようしている情報量が少なく、それなりの敷しき地ち面めん積せきもあるヴォドゥン教を疑うたがうことになるのは当然だった。

「だが儂わしの仲間と研究がなければ終末の時は越こえられんぞ。〝原初の悪魔〟は儂を謀たばかったが、あれらの技ぎ術じゆつが生き残りに必要なものだというのはおそらく本当だ」

「そう言いきれる根こん拠きよは？」

「奴やつは新しい唯ゆい一いつ神しんを創そう造ぞうし、世界の理ことわりを書き換かえるつもりだ。そうなれば我われ々われ祓ふつ魔ま師しが操あやつる霊れい体たいは無力と化す」

「神の創造……理の書き換え……ね」

「だが科学は裏切らん！　きたる次の世界でも──」

「ちょっとうるさい」

　モニカはメンゲルの言葉をさえぎるとうんざりした顔で部屋を出た。

「ま、待て。最後まで話を」

「悪人の話、聞く価か値ちなし」

　断だん言げん。あんぐりと口をあけるメンゲルに軽けい蔑べつの視し線せんを送る。

「終末は必ず回かい避ひできるわ。私たちには最強の希望がいる」

　ドアが閉とざされメンゲルの豚ぶたじみた醜みにくい視し線せんが遮しや断だんされる。

　それから、不安げな修しゆう道どう女じよたちへ向けて、モニカは眼鏡めがねの奥おくの瞳ひとみを柔にゆう和わに細めてみせた。

「世界最強の聖せい女じよと〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟に愛された少年が、ね」




　　　　＋　＋　＋




　うわさの拓たく真まとミトラは洋館の食堂にて熾し烈れつな戦せん闘とうをぽかんと眺ながめていた。

　食しよく卓たく上じようの将しよう棋ぎ盤ばんをはさんで金きん髪ぱつの男女が睨にらみあっている。言うまでもなく、暁あきらとルナだ。

　よく見るとただの将棋ではない。王おう将しようや飛ひ車しや角かく金きんといった一いつ般ぱん的てきな駒こまの代わりに「修道士」「呪じゆ術じゆつ師し」「巫み女こ」「忍しのび」「魔女」「天使」「悪魔」「精せい霊れい」といった特別な駒を使う祓ふつ魔ま師し向けの戦せん略りやくシミュレーションボードゲームである。

　聖せい職しよく者しや協きよう会かい考案の商品で学園の購こう買ばいでも売っている。制せい作さく者しやは大だい規き模ぼな戦せん闘とうにおける戦略的な判はん断だん力りよくを養やしなうための遊びだと謳うたっているが、遊びは遊びだ。現げん実じつは卓上のゲームのようにお行ぎよう儀ぎ良くはできていない。とはいえ、翠すい花かに付き合わされたとき不覚にもかなり熱中してしまったからゲームとしての完成度は高いのだろう。

「八─五の巫女ががら空あきだよ。コイツ取れば王をチェックしてる精霊も消えちゃうけど？」

「黙だまって次の一手を打て。オレにミスはない」

「ふうん。じゃ、遠えん慮りよなく──ひょいっと」

「かかったな。次に洗せん脳のう済ずみの修道士を六─六に打ち、天使を六─七に出せば貴き様さまの詰つみだ」

「ええっ!?　噓うそ、まだ逃にげら……あっ。ああーっ！　ホントだっ!?　三手後に詰まされる！」

　ルナは頬ほおを押おさえてぐにゃあと敗者の表情を浮うかべた。

　暁は無表情で盤上を指さす。

「ここで魔女と悪魔を逃がしたのは悪あく手しゆだったな。貴様は捨すて駒ごまの使い方を覚えるべきだ」

「えーっ。逆ぎやくにアキラはガンガン殺しすぎじゃないかな。前ぜん衛えいの修道士なんてほとんど捕ほ虜りよにされるか墓ぼ地ち送りになってるじゃん」

「最後に勝てばいい。これはそういうゲームだ」

「むー。もーいっかい！　もーいっかい！」

「おっと。その前にちょっといいか」

　拓真は頃ころ合あいと見て声をかけた。

　暁が横おう柄へいに、ルナが碧へき眼がんを輝かがやかせて振ふり返る。

「どうした、逢あい沢ざわ」

「あっそうだ私の軍ぐん師しになってよおにーさん。こいつぶっ倒たおすの手伝って！」

「あとで時間が空あいたらな」

「二人はこれぐらいの大きさの木箱を見ませんでしたか？」

　ミトラが拓たく真まの陰かげからひょいと顔を出して訊きいた。

　暁あきらは切れ長の目を細め、

「知らんな」

　と、即そく答そうした。

　ルナは指の上でからすのぬいぐるみを回転させつつ「うーん」とうなっている。

「心当たりがあるのか？」

「どこかで見たような……はっきりとは憶おぼえてないんだけど」

「なんでもいい。教えてくれ」

　拓真はルナの肩かたをつかんで正面から顔を見み据すえた。

　その勢いきおいでぬいぐるみがころんと床ゆかに落ちる。

「あ、落ちましたよ……あれ？」

　ミトラはそれを拾いあげるとふいに首をかしげた。

「すこしお腹なかのところが汚よごれていますね。シールを剥はがしたあとみたいな」

「ああそれ？」

　ルナが朗ほがらかに笑う。

「前に児じ童どう失しつ踪そう事じ件けんを追うために翠すい花かおねーさんと姉妹しまいのふりをしたじゃん？　そのときに、事じ故こで呪じゆ符ふが使えなくなったときの保ほ険けんとしてそこに呪符のストックを貼はっといたの。ふふっ、盤ばん上じようではアキラに負けるけど現げん実じつの戦せん略りやくは得意だからね」

　と、そこまで言ってから、ルナは「あっ」と声をあげた。

「思い出したあああああっ!!」

「本当か？」

　どうしてまたこんなタイミングに？　と思いつつ、拓真は訊いた。

　ルナはうなずいて、

「翠花おねーさんが持ってるんじゃないかな」

「翠花が？」

「うん。盤を貸かしてもらうときに翠花おねーさんが持ってるのを見た気がする。袖そでがふくらんでて、変だなーって思ったから憶おぼえてるの。そこから小さな木箱がちょっとだけ覗のぞいてた」

「そうか……翠花の奴やつが持ってたのか」

「よかったですね、拓真。スイカが拾っただけなら安心です」

　ミトラが両手をあわせて柔にゆう和わに微笑ほほえんだ。

「ああ……」

　うなずきつつもすこし釈しやく然ぜんとしない。

　すると拓真の内心を代だい弁べんするかのように暁が口をひらいた。

「事情は知らんが妙みようではないか？」

「妙みようって？」

　ルナが問い返す。

「察するに逢あい沢ざわは失くした私し物ぶつを探さがしていたのだろう」

「そうだね。で、翠すい花かおねーさんが拾った」

「その黒くろ髪かみの行動が妙だ。何な故ぜ、わざわざ袖そでの中に隠かくしていた？　逢沢の私物と知らずに拾ったにせよ、そうでないにせよ、不自然ではないか？」

「……つまり、どーゆーこと？」

「つまり──」

　暁あきらは真しん剣けんな表情で声をひそめる。拓たく真まやミトラやルナ、三人の喉のどがごくりと鳴る。

「──黒髪はとんでもない変へん質しつ者しやであり逢沢の私物を部屋に持ちこんでいるのではないか？」

「………………………………………………………………」
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　場を沈ちん黙もくが支し配はいすること十秒。

「……っは!?　びっくりしたー！　アキラって冗じよう談だんも言えるんだねっ……」

　最初に我われに返ったルナが感心の声をあげて暁の肩かたをたたいた。

　暁は不ふ快かいげに眉まゆをひそめる。

「貴き様さま、もしかしてオレを馬ば鹿かにしているのか？　冗談など言っていない」

「えっ。あれ本気なの？」

「なんだその顔は……金きん髪ぱつ、貴き様さま、どうやら刺さされたいようだな」

「っきゃー！　ストップストップストッピャーッ!?」

　細剣レイピアに貫つらぬかれたルナの腕うでから景気のいい血がアーチを描えがいた。

　そんな日にち常じよう風ふう景けいをよそに拓たく真まは真しん剣けんな顔で思考する。

「拓真？　スイカは正々堂々を絵に描かいたような人ですから。拓真の私し物ぶつを手に入れて匂においを嗅かいだり観かん賞しようしたりといった趣しゆ味みはないはずです。たぶん。きっと。おそらく」

「ああ、いや、大だい丈じよう夫ぶ。べつにそこは疑うたがってない」

　心配げなミトラに拓真は苦笑を返した。そしてまた表情を引き締しめる。

「が、妙みようなのはたしかだ」

「妙、ですか？」

「あいつには箱の話をしてるんだ。拾ったのに俺のところに届とどけてないってことは……すげえ嫌いやな予感がする」

　次の瞬しゆん間かん、拓真は食堂を飛び出した。

「拓真っ!?」

　あわてて追いかけてくるミトラを待つこともしない。

　いったい、翠すい花かはなにを考えている？




　ドアを蹴け破やぶり翠花の部屋に突とつ入にゆうした拓真の目に最初に飛びこんできたのは異い様ような光景だった。

　唐から草くさ模も様ようの和風な壁かべ紙がみで敷しき詰つめられた部屋にまったくそぐわないロマネスク調の門が壁へき面めんいっぱいに浮うかびあがり、口をあけている。門の奥おくにはどろりとした闇やみがわだかまっている。見つめているだけで左手首の数珠じゆずがかたかたとふるえてなにかを訴うつたえかけてくる。

　部屋の真ん中でしりもちをついていた翠花が青ざめた顔で振ふり返った。

「な、なによこれ……なにが起きてるのか説明しなさいよっ」

「俺の台詞せりふだ、ばか」

　翠花の横に転がった、蓋ふたのあいた木箱を目にして、拓真は呆あきれた声を吐はき出した。

「正々堂々がモットーの翠花にしちゃ珍めずらしいことするじゃないか。人のモノを勝手に持ち出して勝手にあけるなんてよ」

　しかもあけるなと禁じられていた品物だ。

「おまえも聖せい職しよく者しや協きよう会かいの書庫に用があったのか？」

　拓真の問いに翠花は首をふった。

「違ちがう。あたしは、拓真とミトラちゃんが心配で」

「意味わからん。動機と行動が一いつ致ちしてないだろそれ」

「影かげ縫ぬい理事長の私物なら調べればなにかわかるかもしれないと思ったのよ……だけどまさか、こんなワケわかんないことになるなんて思わなくて」

「そもそも影かげ縫ぬいの私し物ぶつを調べてどうするんだ？　まさか影縫のストーカーなのか？」

「ちっがーう!!　あたしがずーーーっと悩なやんでたことをギャグで流さないでくれる!?」

　翠すい花かが絶ぜつ叫きようし拓たく真まの胸むねに取りすがった。

　香こう水すいの古木にも似にた和の匂においが鼻をくすぐる。潤うるんだ黒い瞳ひとみに見あげられる。微び妙みように気き恥はずかしい感情が湧わいて目をそらしつつも拓真は努つとめて冷静に訊きいた。

「落ち着いて順番に話してくれ。なにを悩んでたんだ、おまえは？」

「言えるなら最初から言ってるわよ！」

　まるで口くち封ふうじでもされていたのだと言わんばかりの調子だ。だが翠花の言葉と一連の行動を照らし合わせると、自然とその行動原理にたどり着く。

　難むずかしい話じゃない。つまりこの不器用な幼おさななじみの少女はひとりで空回っていただけだ。

「どうやったか知らないけど、おまえ、影縫とサヴァトリィの核かく心しんに触ふれたな？」

「えっ。どうしてわかるわけ!?」

「誰だれでもわかる。で、奴やつらが怪あやしいから疑うたがっていた……と」

「そう。そうよ。もしかしたらあの人たちは拓真とミトラちゃんを利用して……痛いたッ」

　興こう奮ふん気ぎ味みに詰つめ寄よる翠花の額ひたいを拓真は指で弾はじいた。ひん、と喉のどを鳴らして、すこし赤くなった額をさすりながら、恨うらめしげな目を向けてくる。

「いきなりなによっ」

「ばか。なに先走ってんだおまえは」

「ば、ばかっ!?　ひどくない？　あたしは──」

　クールダウンする気け配はいのない翠花の口を手でふさぐ。目を合わせて「いいか？」と子どもに聞かせるように言った。

「あいつらが俺になにかを隠かくしてたのには気づいてる。けど完全な敵てきじゃないのも確かく信しんしてるんだよ。だからあいつらが戻もどってきたら真意を確かく認にんするつもりでいた」

「…………で、でも……あんたが思ってる以上に……サヴァちゃんは……」

　言うべきか言わぬべきか迷まよっているのか、もごもごと口を動かす翠花。

　だがすぐに意を決したように顔をあげる。

「マイトレヤ擁よう護ご派はは拓真とミトラちゃんを利用するために生かしてるって……いざってときには敵に回るかもしれないって……サヴァちゃん、暗器をあたしに向けたのよ。殺されはしなかったけど、下へ手たなことをすれば、なにをされたかわからないし」

　翠花には珍めずらしく真しん剣けんな顔で経けい験けんしたことを訥とつ々とつと語っていく。

　なるほど、と、拓真はうなずいた。そういった事情があるならば、仕方ない。他の生徒にくらべれば優ゆう秀しゆうとはいえ、翠花もまだ学生で、じゅうぶんな経験を積んでいない。サヴァトリィの脅おどしに対して混こん乱らんし、判はん断だんを誤あやまるのも無理はない。

　それに心配してくれていた翠花を、これ以上、責める気にもなれなかった。

「ばかは言葉が悪かった。撤てつ回かいする」

「あ、うん……」

　翠すい花かもばつが悪そうにうなずき、蚊かの鳴くような細い声でつづける。

「あたしも……相談もなしに勝手に動いて、ごめん……」

「過すぎたことはいい。が、まいったな、これ。どうすりゃいいんだ」

　いまだ闇やみを湛たたえたままそこにある門を前に拓たく真まは茫ぼう然ぜんとつぶやいた。〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟の呪のろいがさっきからどくんどくんという脈動を通じて訴うつたえかけてくる。ここだ。この先だ、と。

〝叡智の書〟が保ほ管かんされるという聖せい職しよく者しや協きよう会かいの書庫。この門はおそらくその入口。いっそ足を踏ふみ入れて、目的の品をかっさらってしまうのも手だろうか。

　──いや。やはり書庫にはなにかがある。影かげ縫ぬいたちの帰りを待つのが賢けん明めいだろう。

　門を消して、木箱をとじる方法を考えなければ。などと思っていると、背はい後ごで息を呑のむ音。

　ミトラだ。いつの間にか追いついていたミトラが虹こう彩さいを大きくして立ち尽つくしていた。緋ひ色いろの瞳ひとみが闇を湛える門を見つめたまま、奇き妙みような揺ゆらぎを見せる。口元を手で覆おおい、一歩、二歩とうしろにさがる。

「ミトラ？」

　驚おどろくのも無理はない。が、すこし大げさすぎないだろうか。

「どうして……」

　ミトラは喉のどをふるわせた。

　小動物じみた挙動の多い彼女が怖おじ気けづくのはそう珍めずらしいことじゃない。だがその表情は怪かい奇きや脅きよう威いの類たぐいを目にしたというよりは、思わぬ場所で旧きゆう知ちの友に出くわしてしまったような、どうしてここにいるの、という困こん惑わくの色に染そまっているようだ。

「天界に至いたる門」

　ミトラの細い喉から言葉がもれる。

「どうしてここに……？」

「この門がなんなのか、知っているのか？」

「……はい」

　拓真の問いにミトラは真しん剣けんにうなずく。

　そして……言った。

「太陽の使者に導みちびかれ、民が通る門──マイトレヤ教の教典に描えがかれた架か空くうの門です」




　　　　＋　＋　＋




　鳴なる神かみ市し最さい東とう端たんのヴォドゥン教区にはほとんど人が住んでいないにもかかわらず、民みん間かん宗しゆう教きようの区画最大の敷しき地ち面めん積せきを誇っているのには歴史的かつ文化的な理由がある。

　ヴォドゥン教はもともと西アフリカの部族に信しん仰こうされていた民みん族ぞく宗しゆう教きようだ。十五世紀に盛さかんだった欧おう州しゆう諸しよ国こくによる奴ど隷れい貿ぼう易えきで奴隷とされた人々が誇ほこりを維い持じし主人に対たい峙じするために必要な支ささえでもあったという。だが自然信仰と祖そ先せん信仰を併あわせた価か値ち観かんや奇き妙みような踊おどりや独どく特とくの儀ぎ式しきが怖おそれられ、信仰を禁きんじられる奴隷も多かった。

　現げん在ざいでは聖せい職しよく者しや協きよう会かいの公こう認にん宗しゆう教きようのひとつであり、それなりの地位を取り戻もどしている。しかし、ヴォドゥン教徒の胸むねのうちには欧州や白しろ十じゆう字じ教きように対する敵てき愾がい心しんが強く根づいたままくすぶっているのだ。

　ゆえに、ヴォドゥン教徒の居きよ住じゆう地ち域いきは他の教区といっさい隣りん接せつしない場所に創つくられている。彼らの強い希望だ。隣となりの教区と隣接する場所には巨きよ大だいなバリケードが設もうけられ、しばらく無人の更さら地ちや草原がつづき、その先に、ようやく民家がお目見えする。

　頭の構こう造ぞうがふつうではない天才の手による幾き何か学がく的てきな抽ちゆう象しよう画がが描えがかれた民家の壁かべ。四本腕うでの奇妙な人魚の像ぞう。いくつもの魂たましいをごった煮ににしたような混こん沌とんきわまるモニュメント。

　そんな秘ひ境きようめいた街まち並なみを一組の男女が歩いている。

　赤毛の法衣姿すがたの女と、仮か面めんをつけた着流しの男だ。

「ボクを連れてきて正せい解かいだね」

　B.L.サヴァトリィは建物の中に潜ひそむ武ぶ装そうした聖職者や一いつ般ぱん信しん者じやらしいアフリカ人を一いち瞥べつして、ひょいと肩かたをすくめてみせた。

「ああ」

　隣を歩く男──影かげ縫ぬいは飄ひよう々ひようとうなずいた。

「彼らとまともにやり合うのは非ひ常じように面めん倒どうだからね」

「でも気を抜ぬいちゃだめだよぅ。かなり強い結界だからそうそう見み破やぶられることはないけど、イシュタルって奴やつには、たぶん通用しないから」

「もちろんさ。そもそもここに敵てきがいるとすれば、困こまったことに、とんでもない人物が敵側についている可か能のう性せいが濃のう厚こうだからね」

「ヴォドゥン教区の代表、だね」

「ああ。彼は七しち聖せい人じんの一人。きみよりも格かく上うえだ」

「もっと強いオヒキを連れてこなくてよかったのかな？」

「祓ふつ魔ま師し同士の戦いが〝格〟だけで決まるならべつの人を連れてきただろうね。結界が通用するのは格下までだが、きみなら格上との戦い方も心得ているだろう？」

「むふっ。買いかぶりすぎだよぅ──っと？」

　サヴァトリィはおどけた表情を瞬しゆん時じに解といて青く透すき通る空に視し線せんを移うつした。

　影縫も察したのか、やれやれ、と首をふる。

「あちゃー……この気け配はい……あけちゃったっぽいね、木箱」

「ふむ。危き険けん性せいはあったが彼なら迂う闊かつな真ま似ねはしないと思ったんだがね」

「ま、しょーがないさ。万が一にでも返り討うちにされちゃってアレを奪うばわれたら大変だかんね。ボクらは最さい善ぜん手しゆを打ったはずだよ。この街で一番丈じよう夫ぶな金庫は拓たく真まくんたちの寮りようだし」

　想定外の事じ態たいにもサヴァトリィは笑みを絶たやさない。影かげ縫ぬいもあごをひと撫なでしただけで、すぐに歩きはじめた。

「まあいい。イシュタルを仕し留とめてしまえば問題ない」

「だね。神しん託たく機き械かいが報しらせた世界の終末を引き起こすのが〝愛あい憎ぞうの悪あく魔ま〟イシュタルだとすれば、拓真くんやミトラちゃんに隠かくしつづける必要もないしねー」

　二人は草ひとつ生えていない荒あれた地を進んでいく。彼らの姿すがたに気づかず、棒ぼう立だちだったり、あくびをしたりしている聖せい職しよく者しやの間をするりと抜ぬけて、巧こう妙みように隠されている小さな建物にたどり着いた。

　木で編あんだ籠かごのような窓まどがついた、古く脆もろそうな三角形の小屋である。だがヴォドゥン教の精せい霊れいの加か護ごによって強化された建材は強固で、すこし力をこめても軋きしむ音ひとつ立てなかった。

　入口には見み張はりが二人。サヴァトリィは二本の針はりを同時に二人の首にたたきこんだ。麻ま痺ひの薬と睡すい眠みん薬やくを我が流りゆうの配分で調合した薬の力で見張りはあっさりとくずれ落ちた。

「さすが私の右みぎ腕うで。頼たよりになるね」

「あはっ。またまた。影縫に腕なんて必要ないくせにー」

　皮肉をこめてサヴァトリィは笑う。影縫は両手を袖そでの中につっこんだままだ。サヴァトリィは、影縫の本当の実力を知っている。誰だれかを頼る必要などまるでないことを知っている。

〝愛憎の悪魔〟イシュタルがどれほどの者かはわからない。だが本気を出した影縫に勝てるほどの者だろうか？　……さいわいなことにＹＥＳとは思えないのだった。

　小屋の中にぽつんと放置されていた不気味な牛顔人間の像をどけると台だい座ざごと床ゆかが剥はがれて持ちあがり、地下への階かい段だんが現あらわれた。うなずき合い、二人は、ゆっくりと階段をおりていく。

　薄うす暗ぐらい石の回かい廊ろうは夏だというのにやけに冷たい空気に充みちている。ヴォドゥン教の地ち下か神しん殿でんなのだろう。壁かべが外で見た抽ちゆう象しよう画がめいた珍ちん妙みような絵にぎっしりと埋うめ尽つくされている。

　石せき室しつのひとつに入ると、サヴァトリィの口から、おっ、と声がもれた。横目でうかがうと、影縫も圧あつ倒とうされたようにそれを見あげている。

「これは……きみにはどう見えている？　サヴァトリィ」

「心しん臓ぞう、かなぁ」

「ああ。私もそう思う」

　そこにあったのは巨きよ大だいな肉の塊かたまりだ。赤とピンクの塊が規き則そく的てきに脈を打っている。細い繊せん維いが上下にのびて天てん井じようと床にぴったりと張はりついていた。

「あるいは繭まゆ……あるいは子宮……といったところかな？」

　肉にく塊かいの内側に得体の知れない影が透すけている。その影は、視し界かいに入れるだけで、ざわざわと産うぶ毛げを逆さか立だたせるほどのなにかを感じさせた。だが同時に、傅かしずき、崇あがめたくなるような、圧あつ倒とう的てきな聖せい性せいをも帯びている。

「第二の〝聖霊ミスラ〟──新たな神の創そう造ぞうがイシュタルの目的だったよね」

「ああ。おそらく、これがそうなのだろう」

　サヴァトリィと影かげ縫ぬいは目を合わせ、同時にうなずいた。

「アンラ・マンユ」

　影縫は袖そでから両手を抜ぬき腕うでをふった。数枚の天てん正しようかるたがばらばらと宙ちゆうを舞まう。光がかるたをつぎつぎと覆おおい、いくつもの巨きよ大だいな影がぼうっと浮うかびあがった。

　炎ほのおの衣をまとった不死鳥。兜かぶとのような頭部をもつ怪かい魚ぎよ。蒼あおざめた馬を駆かる騎き士し。この場に、拓たく真まとミトラがいたら目を丸くしただろう。なにせ彼らが戦い倒たおした敵てきを筆頭に、見本市のように数匹ひきの大悪魔がずらりと並ならんでいるのだから。

　アスター教のアンラ・マンユ。それは、影縫が〝悪〟と認にん識しきしたすべての霊れい体たいの力を完かん璧ぺきに再さい現げんする……あらゆる〝悪〟を創そう造ぞうする悪あく神じんだ。

　フェネクスが灼しやく熱ねつの風を起こしたのを皮かわ切きりに大悪魔たちは一いつ斉せいに肉にく塊かいに襲おそいかかった。

　一発一発が必殺の威い力りよくを誇ほこる大悪魔の猛もう攻こう。炎、斬ざん撃げき、殴おう打だ、雷らい撃げき、射しや撃げき、ありとあらゆる攻こう撃げきにさらされて肉塊がぶるりと痙けい攣れんし苦く悶もんのうめきがもれる。だが、毬まりのように柔じゆう軟なんに形を変えるだけで、表面の薄うすい皮ひ膜まくには小さな傷きずひとつつくことがなかった。

　影縫の顔に焦あせりの色が浮うかぶ。

「我わが愛すべき第二の〝聖霊〟にずいぶんと手て荒あらな真ま似ねをしてくれるネ」

　嘲あざけるような響ひびきをふくんだ少女の声に影縫とサヴァトリィは顔をあげる。

　幼おさない少女が細い足を華か麗れいに組んで肉塊の上に腰こしかけていた。蝋ろう人にん形ぎようを思わせる白い肌はだ。奇き妙みような光をちらつかせる妖よう艶えんな瞳ひとみ。すみれ色の長い髪かみ。

「きみが〝愛あい憎ぞうの悪魔〟イシュタルか。オリヴィアとノエリアの証しよう言げんどおりの外見だ」

「あの子たちってばとっても口が軽いネ。新世界では軽口の罪つみを原げん罪ざいに加えてみようかナ」

「好きにするといい。その新世界とやらが作られることは未み来らい永えい劫ごうありえないがね」

「あはっ。それはどうか──」

　イシュタルの言葉がぶつりととぎれた。虚こ空くうから突とつ如じよとして突つき出された灰はい色いろの掌てのひらが彼女の横よこ面つらにたたきこまれたのだ。

「!?」

　勢いきおいよく壁かべにたたきつけられたイシュタルの口から苦しげな声がもれる。彼女は憎ぞう悪おの色が宿った瞳で影縫の横にたたずむサヴァトリィを睨にらみつけた。

　サヴァトリィはその視し線せんを軽く受け流して、不ふ動どう明みよう王おうをふたたびけしかける。拳こぶしの連撃は、直撃こそほとんどしなかったが、徐じよ々じよに確かく実じつにイシュタルを追い詰つめていった。

　さらにはアンラ・マンユが再さい現げんした大悪魔たちも攻撃の矛ほこ先さきをイシュタルへ向ける。膨ぼう大だいな魔力による凶きよう悪あくな攻撃の波が悪魔の華きや奢しやな体を押おし潰つぶそうとした。

　イシュタルはとっさに片かた手てに出しゆつ現げんさせた銀ぎんの剣つるぎを一いつ閃せんさせる。最前線にいた悪あく魔またちが斬きり裂さかれ悲鳴を残して消しよう滅めつする。しかし、その超ちよう人じん的てきなわざをもってしても、すべての攻こう撃げきを防ふせぐことはできなかった。

　剣の迎げい撃げきをすり抜ぬけた炎ほのおがイシュタルの肌はだを焦こがし、矢が腹はらに刺ささり、爪つめがふとももの肉を浅くえぐった。

「ぐうっ……」

　イシュタルは激げき痛つうに顔を歪ゆがめ、剣にもたれかかるようにしながら、地面にくずれ落ちる。血がどくどくと流れだし、彼女の白い肌を赤く染そめあげていく。しかし次の瞬しゆん間かんに彼女の口元に浮うかんでいたのはまぎれもない笑みだった。

「たしかに強いネ。でもそれじゃあ、勝てないヨ」

「うん、知ってる」

　サヴァトリィのあっさりとした一言に、イシュタルの笑みが一瞬で凍こおりつく。

「……!?」

　不ふ動どう明みよう王おうの巨きよ大だいな掌てのひらがイシュタルの細身を鷲わしづかみにしていた。凄すさまじい握あく力りよくで握にぎり潰つぶされ、その体から、めきり、めきりと、骨ほねの軋きしむ音がする。口の端はしから唾だ液えきがたれ、手足がだらりとたれる。

「〝愛あい憎ぞうの悪あく魔ま〟や〝叡えい智ちの悪魔〟は知性をもつ特別な悪魔だけど、他の霊れい体たいと同じく霊枢核コアを用いた具ぐ象しよう魔ま術じゆつによってのみ現げん界かいに存そん在ざいできる。だからいざとなったら具象魔術を解といて、異い界かいに逃にげちゃえばいいんだってね？」

　サヴァトリィがくすりと笑う。

「洗せん脳のう能のう力りよくが厄やつ介かいそうだから少しよう数すう精せい鋭えいできたんだけど、影かげ縫ぬいは、ボクだけは連れてきた。その理由がコレだよ」

「具象魔術が解けない……!?」

　イシュタルが驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめる。

　不動明王の力は万ばん物ぶつの有う為い転てん変ぺんを禁きんじる力。あらゆる変化を認みとめない力。ゆえに具象魔術の状じよう態たいを強きよう制せい的てきに保たもち、現界に縫ぬい留とめておくことができる。

「鳴なる神かみ市しへの襲しゆう撃げき。ミトラちゃんの殺さつ害がい未み遂すい。動機は知らないけど、世界に終末をもたらす者としてもっとも疑うたがわしい存そん在ざい──キミはここで確かく実じつに殺す。絶ぜつ対たいに逃にがさないからね」

　不動明王の手に力がこもる。イシュタルの背せ骨ぼねが折れる。折れた骨が肌を突つき破やぶる。

「ぐ……なるほど、やるね……こんな力ちから技わざでワタクシ様を追い詰つめるなんて」

「完全に滅めつする前に訊ききたいんだけど、新たな神なんかを創そう造ぞうしてなにがしたいのかな？　きっとキミはこの世界を終わらせる原げん因いんになるんだろうけど、まさか理由もなく、気まぐれで、なんて言わないよね？」

「んっ、ふふふぅ……問いがとっても人間的ネ。世界の終末に目的があるとでも？」

「目的もなしに終わらされたらたまらないからねー」

「ん、ふふふぅ」

　イシュタルは不気味な笑みをもらした。

「人間は想そう像ぞう力りよくに乏とぼしくて嫌いやになっちゃうネ。世界の終末、それ自体に大いなる意味を見出す者の存そん在ざいが理り解かいできないのかナ」

「うん、理解できない。じゃあ動機は聞くだけ無む駄だってことか。影かげ縫ぬい、これ以上得るものはなさそうだし、このまま殺しちゃっていい？」

「他の仲間の所しよ在ざいや計画の全ぜん容ようなど訊ききたいことは山ほどあるが、仕方ないね。隙すきを見せて殺やり損そんじるほうが問題だ。ひねり潰つぶしてくれたまえ」

「りょーかい」

　サヴァトリィの軽い返事と同時に不ふ動どう明みよう王おうの手にぐっと力がこもった。本来、霊れい体たいは現げん界かいで致ち命めい傷しようを受けると具ぐ象しよう魔ま術じゆつが解とかれて強きよう制せい的てきに異い界かいに戻もどることになるが、不動明王に縛しばられた状じよう態たいでは、存在そのものの死、すなわち消しよう滅めつにつながる。

　イシュタルの体が完全にすり潰される寸すん前ぜん。空気を裂さいて飛来した極太の矢が不動明王の腕うでを貫つらぬいた。巨きよ体たいがびくりと痙けい攣れんし指の力が弱まると、イシュタルの体は解かい放ほうされ床ゆかに落下する。

　彼女を受け止めたのは大おお柄がらの司祭だ。黒の祭服をまとった筋きん肉にく質しつの青年で、刈かりあげた金きん髪ぱつとくまの浮ういた目元、額ひたいに焼きついた十じゆう字じ架かの刻こく印いんが特とく徴ちよう的てきだった。

「おお。愛すべきワタクシ様の信者、アラン・ティベルティ。素す晴ばらしい働きダヨ」

「〝指導者フアーザー〟の危き機きに黙だまっていられるほど私は寛かん容ようではない」

　アランと呼よばれた白しろ十じゆう字じ教きよう徒とは苛いら立だちを感じさせる荒あらい声で言った。

　怒いかりの視し線せんはサヴァトリィと影縫に向いている。

「〝指導者〟への度たび重かさなる無ぶ礼れいな態たい度ど。他の誰だれが許ゆるそうとも私は許さぬぞ」

「アラン・ティベルティ……霧きりの事じ件けんのときに行方ゆくえ不ふ明めいになった白十字教徒の一人か。きみはたしか賀か久く留る左さ京きようと同じチームのリーダーだったはずだが……そうか、洗せん脳のうされていたか」

　影縫が残念そうに肩かたを落とす。

「聖せい職しよく者しや協きよう会かいにとっても貴き重ちような人材だったんだがね」

「黙だまれ。聖職者協会などどうでもいい。ここにいる者は皆みな、〝指導者〟に忠ちゆう誠せいを誓ちかっている」

「皆、か」

　影縫が視線を向ける。石室内にはいつの間にか数人の人影が現あらわれていた。

　アランと賀久留左京をはじめとした、錚そう々そうたる顔ぶれを前に影縫はあきれた息をもらす。

「ああ……うすうす感づいてはいたが、いざ目にすると哀かなしいものだね」

　数人の男女はそれぞれ個こ性せい的てきな外見をしており、そのいずれもが名の通った聖職者だ。

「クカカッ。哀しむべきは貴き様さまらの無知よ。聖職者協会などという目のくもった連中とつるんでおるから、ますます間ま抜ぬけになっていく」

　ミイラのようにひょろりと痩やせた猫ねこ背ぜの老人が、爬は虫ちゆう類るいめいたぎょろりとした目を見ひらき、しゃがれた声で言う。太たい陽よう教きよう一のベテラン祓ふつ魔ま師しであり七しち聖せい人じんの一人、老頭シムショーンだ。

「じ、ジイ……さんの……言うとおりだァ……」

　聞き取りづらいぼそぼそとした声がした。シムショーンの背はい後ごに立っていた黒い肌はだの男だ。二メートルほどの身長に加えてまるまると横にも太った体型で、痩せた老人と並ならぶと、とても同じ生物だとは思えない。とてつもなく長い舌したを器用に動かして、胸むねにかかえたポテトチップスの袋ふくろを漁あさっている。

「ぬう。儂わしのうしろに立つな、でぶ。鼻がひん曲がってしまう」

「お、おれの……こと、くさがるなよ……へ、変な、誤ご解かいをされる、だろォ」

「汗あせくさいほうがマシじゃ。年中、死体のにおいをまとわりつかせおって」

「しょ、しょうがない、だろ……お、おれの仕事だし……あと、でぶって、呼よぶな……おれには、モルガン・ホフマンという名前が……ある」

　口内で乾かわいた咀そ嚼しやく音おんを鳴らしながらモルガン・ホフマンは主しゆ張ちようする。自じ己こ管かん理りのなっていない大たい食しよつ漢かんにしか見えないが、彼こそヴォドゥン教区の代表であり七聖人の一人。屍し人びと使つかいの名を世界中に轟とどろかせた最強クラスの祓魔師だ。

「じ、ジイ……さん、こそ、加か齢れい臭しゆうがきつい……おれのそばに立たないで……くれ」

「儂もとうとう耳をおかしくしてしまったかの？　豚ぶたの鳴き声が罵ののしり言葉に聞こえたわ」

「豚……？　ジイ、さん……おれの、ゾンビに、なりたいのか……？」

　巨きよ漢かんと老人の凸でこ凹ぼこコンビが互たがいに殺気を交わし合い異い様ような空気を発する。

　と、それを察したのか、額ひたいにほくろをつけた坊ぼう主ず頭あたまの男が静かに錫しやく杖じようをかかげ二人を制せいした。蓮れん教きようの法衣をまとった僧そう侶りよだ。顔立ちは若わかいが、落ち着き払はらった態たい度どには貫かん禄ろくがある。

「冷静になりなさい。仲間相手に昂たかぶってなんの得があるのでしょう」

「キミも敵てきに回っていたんだね、破は戒かい僧そうクリシュナ」

　サヴァトリィが肩かたをすくめた。

「五年前まで大だい僧そう正じようの座ざにいて最年少で七聖人入りを果たした元神しん童どう。戒かい律りつを破やぶり悪あく魔ま契けい約やく者しやに加か担たんしたために破戒僧の烙らく印いんを押おされたまま逃とう亡ぼうしていたキミがこんな場所に現あらわれるとは」

「久しいですね、B.L.サヴァトリィ。かわいい妹弟で子しが最年少の七聖人入り記録を塗ぬり替かえたというニュースを期待していたのですが、なかなか耳に入ってこず残念に思っていました」

　サヴァトリィの余よ裕ゆうの笑みが凍こおりつく。奇き妙みように歪ゆがんだ表情でかつての兄弟子を睨にらみあげた。

「面おも白しろい冗じよう談だんを言うね。〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟の呪のろいを一パーセントの力で封ふう印いんできたにもかかわらず、その義ぎ務むを放ほう棄きし、あまつさえ悪魔契約者と組むなんて伝言を残して消えた男が」

「ああ。あの件けんで力を持っていかれているのですね」

　クリシュナは穏おだやかな笑みを浮うかべながら錫杖の先を持ちあげた。

「ですが、それはあなたの未み熟じゆくさゆえ。呪のろうならば己おのれの才能を呪いなさい」

「……ッ」

「サヴァトリィ」

　激げつ昂こうに任まかせて数珠じゆずをかき鳴らそうとする彼女の前に影かげ縫ぬいが腕を差し出す。名前を呼よんだだけでそれ以上の言葉はない。だがサヴァトリィは無言にふくまれたメッセージを即そく座ざに理り解かいした。胸むねを押おさえて深しん呼こ吸きゆうし、乱みだれた心を落ち着けようとする。

　冷静になってみれば、現げん在ざいのとてつもなく危あやうい状じよう況きようが見えてくる。

　敵てきはイシュタルとアラン、左さ京きよう、老頭シムショーン、モルガン・ホフマン、そして破は戒かい僧そうクリシュナの六人。しかも、そのいずれもが七しち聖せい人じんやそれに匹ひつ敵てきする実力の持ち主だ。他にも姿すがたを見せていないだけで神しん殿でん内ないに仲間がいるかもしれない。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　サヴァトリィの内心の不安を読み取ったように影縫は口元に笑みを浮うかべた。

「心配はいらない。何人いようとも私の手札のほうがずっと多い」

　大だい悪あく魔まの群むれがイシュタルたちに殺さつ到とうする。

　正面に、アランの操あやつるクロスボウの天使が立ちはだかった。極太の矢が連続で射しや出しゆつされる。強力な矢の一いち撃げきは、しかし、フェネクスの炎ほのおの体に吸すいこまれると、火にくべられた薪まきのごとく瞬しゆん時じに燃もえ尽つきてしまう。

　直後、ふいに横合いから割わりこんだ、べつの悪魔の斬ざん撃げきが、天使の首をあっさりと切せつ断だんした。白しろ銀がねの胴どう体たいが力なくくずれ落ちると、イシュタルたちの間に、どよめきが生じる。

「さすがは祓ふつ魔ま師しの学び舎やを任まかされた者。凄すさまじい力ですね」

　破戒僧クリシュナが冷静に目を細めて言う。

　他の面々もそれぞれにそれぞれの感情をあらわにした。

「クカカッ。情けない。儂わしの契けい約やく霊れい体たいならばあの程てい度どの敵──」

「じ、ジイ、さん……ばか言っちゃ、だめだァ……太たい陽よう教きようの知ち的てき精せい霊れいは戦せん闘とうにゃ向いてねぇ」

「私の天使を一撃だと……大悪魔が神しん格かくの霊体に匹ひつ敵てきするとはいえ、こうもあっさりと……」

　大悪魔の群むれが陽かげ炎ろうのように不気味にうごめく。悪の化け身しんたる怪かい物ぶつたちの凶きよう悪あくな瞳ひとみが祓魔師たちを取り囲み、獰どう猛もうなうなり声と空くう腹ふくの獣けものが唾だ液えきをすする音があたりに充みちる。地じ獄ごくという場所が本当に存そん在ざいするならば、きっとこのような光景だろう。

　サヴァトリィは確かく信しんした。ここに影縫を上回る者は存そん在ざいしない。仮かりに全員が己おのれの契約霊体を呼び出したとしても、十を超こえる大悪魔を一度に相手にすればひとたまりもないだろう。

　勝った。そう確信した。そのとき。




「正義を騙かたり悪の使し役えきを正当化する──聖せい職しよく者しやの鑑かがみのような存在だ」




　若わかい男の声がいきなり耳の近くで聞こえた。サヴァトリィは袖そでに潜ひそませていた針はり状じようの暗器を抜ぬき、背はい後ごの気け配はいに向けて腕うでをふった。暗殺の術じゆつをきわめたサヴァトリィの手刀の、その速さは、剣けんの達人の居い合あいをも凌りよう駕がする。常じよう人じんの反はん射しや神しん経けいでは絶ぜつ対たいに捉とらえることはできない。

　だがその男は難なんなく彼女の手首をつかんでいた。

　正せい確かくには男かどうかはわからない。声は男だが、フードの奥おくに隠かくれた顔を確かく認にんすることができなかったのだ。フードをかぶったぐらいで完全に顔を隠すことなど不ふ可か能のうだろうに、そいつの顔はまるで闇やみで塗ぬりつぶされているかのようにしか見えない。

　──まずい。この相手は、ヤバすぎる。

「不ふ動どう明みよう王おう！」

　仏ほとけの灰はい色いろの腕うでがフードの男に振りおろされる。

　その大だい質しつ量りようの攻こう撃げきを──彼は、片かた手てで受け止めた。

「調整中の肉体に無理は禁きん物もつなんだがな」

　男が軽く拳こぶしを握にぎりしめる。すると、ばぎん、と大きな音がして、不動明王の腕がもがれた。男は元は腕だったガラクタを、不動明王の顔を目がけて、ひょいと投げつける。

　動作としてはたったそれだけだ。だというのにガラクタはカタパルトから放たれたがごとく驚きよう異い的てきな加速を得て飛来していき、不動明王の厚あつい胸むな板いたに大きな穴あなをあけた。勢いきおいの止まらぬガラクタが神しん殿でんの壁かべに直撃し壁が崩ほう壊かい、凄すさまじい震しん動どうが建物全体を襲おそい、砂すな埃ぼこりが舞まった。

　なんだこれは。なんだこのでたらめな力は。

　その動どう揺ようをサヴァトリィが口にする余よ裕ゆうはなかった。それよりも早く、容よう赦しやない拳がサヴァトリィの腹はらに突つき刺ささったのだ。

「……っ……！　はッ……！」

　背せ中なかまで突き抜けるような衝しよう撃げきに苦く悶もんの声がもれる。意い識しきが、一いつ瞬しゆん、飛ぶ。手足から急速に力が抜け、胃いの腑ふから嫌いやな感覚がせりあがってくる。

　強きよう烈れつな吐はき気を必死に耐たえながらサヴァトリィはふるえる顔をあげた。

「この……力……キミは……いったい……」

「〝原げん初しよの悪あく魔ま〟」

　男は億おつ劫くうそうに名乗るとサヴァトリィの手首を解かい放ほうした。力なく崩くずれ落ちる相手に見向きもせず、地じ獄ごくを描えがき出したような大悪魔の見本市に向けて足を踏ふみ出す。悠ゆう然ぜんと歩く姿すがたには怖おそれも驕おごりも気き負おいもない。王が玉ぎよく座ざに座すわることに特別な感かん慨がいなど抱いだかないように。大悪魔の群むれを前にいっさいの感情が見られない。

　恐きよう怖ふしていたのはむしろ影かげ縫ぬいのほうだった。名前からして〝叡えい智ちの悪魔〟や〝愛あい憎ぞうの悪魔〟と同どう格かくの悪魔なのだろうが、なにかが本質的に違ちがっている。住んでいる世界？　次元？　あるいは時間？　実じつ態たいがまるでつかめない恐きよう怖ふを味わうのは数年ぶりだ。

　影縫は学者だ。世の理ことわりを知り世界に対する理り解かいを深めていくことを至し上じようの歓よろこびとする。

　真理の探たん究きゆうは人の根こん源げん的てきな性さがであり、神が人だけに許ゆるした権けん利りである。知ち識しきは強きよう靭じんな肉体も並なみはずれた生命力も持たない人間が他の生物の上に君くん臨りんするために必要な武ぶ器きだった。しかし、それは裏うら返がえせば、知ち識しきの及およばない相手、理り解かいできない相手が天敵となり得るということだ。

　目の前の理解の外にある存そん在ざいを影かげ縫ぬいは明めい確かくに天敵と認にん識しきした。そして高らかに命じる。

「世界を統すべる秩ちつ序じよある〝悪〟よ。無法の〝悪〟を滅めつせ！」

　大だい悪あく魔まの軍ぐん勢ぜいが統とう一いつされた意思を得て、その身を食い破やぶらんと〝原げん初しよの悪魔〟に殺さつ到とうする。

「代だい償しようもなく大悪魔の力を行使する──なるほど、かなり強いな。が……」

　片かた腕うでが奔はしる。空をひと薙なぎ。魔力の光が虚こ空くうに残ざん影えいを描えがいた、ように見えた。

　光の一いつ閃せんが触ふれるや、大たい群ぐんは霧きりのごとく弾はじけ、細こま切ぎれになった怪かい物ぶつの欠片かけらが飛び散った。

「俺には絶ぜつ対たいに勝てない。当然だろう」

　絶ぜつ句くする影縫に顔を向け〝原初の悪魔〟は嘲あざ笑わらうように肩かたをゆらす。

「人間が認知しているレベルの悪魔たちを創つくったのはこの〝原初の悪魔〟なのだから」

「すべての悪魔の創そう造ぞう主しゆ……だと……？」

「さあ、終わりにしようか、人間」

　フードの中の闇やみが濃のう度どを増ました。この部屋のすべてを掌しよう握あくしているのではと錯さつ覚かくするほどの凄すさまじい闘とう気き、覇は気きに気け圧おされて、生き残った悪魔たちが戦せん慄りつする。影縫もサヴァトリィも、イシュタルやその信者たちまでもが、完全に場に呑のまれている。

　ここから始まったのは戦せん闘とうではない。

　一方的な蹂じゆう躙りんだった。




　　　　＋　＋　＋




「あらぁ、派は手でにやってるわねぇ」

　大きな破は壊かい音おんと天てん井じようから舞まった埃ほこりを見あげて、ひとりの女が億おつ劫くうそうに髪かみをかきあげた。

　豊ほう満まんな肉体を、露ろ出しゆつの多い黒衣で覆おおった、道行く男の誰だれもが情じよう欲よくにまみれた視し線せんを向けるであろう妖よう艶えんな美女である。

　名はレムステラ。姓せいはない。名乗る必要などなかったからだ。彼女はイシュタルが介かい入にゆうする前から〝ルネサンス〟の〝副指導者〟として活かつ躍やくしてきた。前の〝指導者フアーザー〟を裏うら切ぎり、その座ざをイシュタルに明け渡わたしてからは、彼女の寵ちよう愛あいを受けつつ、右みぎ腕うでとなって働いてきた。

　すすり泣きが聞こえた。鉄てつ格ごう子しの中にいる数十人の子どもたちがえぐえぐとしゃくりあげながら、恐きよう怖ふに醜みにくく顔を引きつらせている。格子の隙すき間まから〝餌えさ〟を放る。彼らはガバッと体を起こし、菓か子しパンの詰つまった袋ふくろに跳とびついた。

　レムステラの顔が恍こう惚こつの色を帯びる。誘ゆう拐かいした児童に聖せい別べつ食しよく品ひんを与あたえる〝餌やり〟の時間が彼女にとってもっとも愉たのしい時間だった。ああ、やはりイシュタルを崇あがめ、ついてきてよかった。前の〝指導者〟では絶ぜつ対たいにこの快かい感かんの時を経けい験けんさせてはくれなかっただろう。

〝ルネサンス〟は志こころざしの高い組そ織しきだった。前の〝指導者フアーザー〟は聖せい職しよく者しや協きよう会かいが人じん類るいのガンになると信じ、傲ごう慢まんにも世界の頂ちよう点てんたらんとする白しろ十じゆう字じ教きように対しては、特に反感を示しめしていた。

　悪あく魔まを利用した。その一点を除のぞけば、ある意味ではひとつの宗しゆう教きようのようなものだったのだ。

　だがレムステラにはそれが不満だった。生きつ粋すいの〝悪〟である彼女は崇すう高こうな目的や志など必要なかった。他者を見下す優ゆう越えつ感かん。圧あつ倒とう的てきな快かい楽らく。それ以外にはなにもいらなかった。

「聖せい性せい付ふ与よの進しん行こう状じよう況きようはどうかナ？　レムステラ」

　唐とう突とつに生じた気け配はいと声。

　レムステラは、あら、と弾はずんだ声で応おうじる。

「イシュタル様。上はもういいのかしら」

「〝原げん初しよの悪魔〟が片かたづけてくれてるからネ。いけすかない男だけど強さは本物だヨ」

「あらあら。どうして彼ほどの実力者をこれまで使わずにいたのだか。メンゲルやオリヴィア、ノエリアよりもずっとラクにコトが進んだのではなくて？」

「ワタクシ様の命令を素す直なおに聞くような奴やつじゃないからネ。〝聖霊ミスラ〟に喰くわれる可か能のう性せいがゼロじゃないうちは、ミトラルカに接せつ触しよくするような真ま似ねはしないヨ」

「ふぅん。でも、そろそろよねぇ？」

　レムステラは檻おりの中を一いち瞥べつした。視し線せんにふくまれた意味を本ほん能のう的てきに察したのか、子どもたちがパンを貪むさぼる手を止め、硬こう直ちよくする。

「第二の〝聖霊〟の材料はまだまだ足りないケド、ミトラルカ・シルヴェスタがすでに二人の信者を獲かく得とくしてるからネ。あの子がとっとと死んでくれてれば、ゆっくりと年末を待てたのに。残念残念残念ネ。〝聖霊〟が完かん全ぜん覚かく醒せいする前に決着をつけないと」

　イシュタルが遠くを見るような目をした。口元に笑みが刻きざまれる。

「都合のイイコトに書庫への扉とびらがひらかれたみたいだしネ。うくくっ。腐くされBitchのヴィオレッタちゃんの叡えい智ちに頼たよるのは不本意だケド……ま、しょーがないよネ」

「ああ。ついにきたのね。この日が」

　レムステラはぶるりとふるえる体を抱だき、恍こう惚こつの声をもらす。

「創そう神しん創そう世せいの秘ひ儀ぎが記しるされた〝叡智の書〟を奪うばい去り、世界に変へん革かくをもたらす日が」

　イシュタルはにやりと笑い、うなずく。

「レムステラ、左さ京きよう、アラン、シムショーン、クリシュナ、モルガン、〝原初の悪魔〟──七の魔人にはぞんぶんに働いてもらうからネ」

　そのとき、ひときわ大きな轟ごう音おんが響ひびいた。

　レムステラはイシュタルと顔を見合わせ、音のしたほうへ向かった。階かい段だんをあがったところに、創つくりかけの神が、常つねと変わらず鼓こ動どうを繰くり返している。

　しかし、周囲の壁かべはくずれて、天てん井じようも落ち、瓦が礫れきの中に半なかば埋うもれてしまっていた。

「殺した？」

　イシュタルが訊きいた。

「いや、逃にげられた」

〝原げん初しよの悪あく魔ま〟は首をふり、拳こぶしの血を拭ぬぐった。

「だがあれが祓ふつ魔ま学がく園えんの責せき任にん者しやであり聖せい職しよく者しや協きよう会かい屈くつ指しの実力者だとすれば、第二の〝聖霊ミスラ〟を完かん全ぜん覚かく醒せいさせる必要すらない。退たい屈くつすぎて途と中ちゆうからあくびが止まらなかったくらいだ」

「言うわねぇ。でも〝聖霊〟には勝てないんでしょう？」

　レムステラが意地の悪い顔で挑ちよう発はつする。

「…………」

〝原初の悪魔〟は無言で答えた。闇やみに塗ぬりつぶされた顔には感情がない。その不ぶ気き味みさに、レムステラは、心しん臓ぞうを愛あい撫ぶされるような心ここ地ちよさをいつも感じていた。

「心配ないヨ」

　うくくっ、と嘲ちよう笑しようをもらして、イシュタルが脈みやく動どうする赤い毬まりに手を這はわせる。

「書庫に行き〝叡えい智ちの書〟を奪うばうまでの間でイイ。それだけなら〝聖霊〟を無力化する手しゆ段だんがないわけじゃないからネ」

　場がざわめく。イシュタルの言葉がひとつの事実を予感させたのだ。

　誰だれともなく「では、ついに」という声があがる。

「That's right.That's right.成せい長ちよう途と中ちゆうの神様の一部をキミたちに分け与あたえちゃうよん」

　興こう奮ふんが室内に伝でん播ぱする。

　そう。この日のためにイシュタルの信者として生きてきたのだ。新たな世界の支し配はい者しやたる神。その肉体を構こう成せいする七の獣けもの。そのうちの一体と契けい約やくし神の頂いただきに至いたる──これこそが望みだ。

　肉にく塊かいが不ふ規き則そくな膨ぼう張ちようと収しゆう縮しゆくを繰くり返した直後、激はげしく膜まくを破やぶり無数の触しよく手しゆが突つき出した。血の霧きりを払はらって伸のびた触手がまっすぐにレムステラたちに降こう下かする。

　誰一人として避よけない。避けるわけがない。これこそが待ち望んでいたことなのだ。

　触手が肌はだに張はりつく。痛いたみが走る。表面に生えた細かな棘とげが血けつ管かんに侵しん入にゆうしているのだろう。ざわりと全身の毛がふるえ立ち、うっとりするほどの充じゆう足そく感かんが全身に広がる。

　体の芯しんが熱を帯びる。ああ。やはり自分は間ま違ちがえていなかった──。

　この世界にこれほどの快かい感かんが他にあるだろうか。孤こ独どくにせつなくうずく体を慰なぐさめ鎮しずめてくれる安らぎの一いつ瞬しゆんは、イシュタルとともにあらねばきっと得られなかったに違いない。

　──必ずイシュタルの悲願を成じよう就じゆさせてみせる。

　生まれながらに悪あく魔ま契けい約やく者しやの十じゆう字じ架かを背せ負おい、孤独の人生を歩んできたレムステラに、人肌の温度を教え、いままた極上の幸福を与えてくれた。今度は自分の番だ。恩おん義ぎに報むくいるときだ。

　耳の奥おくに直ちよく接せつ伝わるようなくぐもったイシュタルの声が聞こえてくる。

「愛すべきワタクシ様の魔人ども。七の契けい約やく霊れい体たい〝聖せい獣じゆう〟はキミたちのモノだヨ！」

　高らかに、告げる。

「ワタクシ様の望みは第二の〝聖霊ミスラ〟を完成させるための叡えい智ち！　目的は〝叡智の書〟の奪だつ取しゆ。〝聖せい獣じゆう〟の力をぞんぶんにふるい、聖せい職しよく者しや協きよう会かいの書庫を制せい圧あつしちゃってネ！」

　魔ま人じんたちは胸むねに手をあて背せ筋すじを伸のばし、軍人のごとく声を張はった。

「right. 新たなる世界のために！」
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　無む宗しゆう教きよう者しや寮りようの館。食堂。

　休日の昼間だというのに楽しい雰ふん囲い気きなど欠片かけらもなく、食しよく卓たくを囲んだ五人の表ひよう情じようは深しん刻こくだ。昼食のラーメンはとっくに汁しるを吸すって伸のびている。一時間近く、誰だれも一言も発していない。

　ミトラはぼうっと器を見つめ、翠すい花かは泣きはらした顔でうつむき、暁あきらは不ふ機き嫌げんそうで、ルナははらはらした様子でそれぞれの顔を交こう互ごに見ている。さぞかし居い心ごこ地ちが悪いだろう。

　それは拓たく真まも同じだ。

　そもそもの発ほつ端たんは暁のもたらした情じよう報ほうだった。

　二階の翠花の部屋での騒さわぎを聞いて駆かけつけた暁は、異い様ような門を目まの当たりにした瞬しゆん間かん、怒いかりの形ぎよう相そうで説明を求めた。翠花が木箱をあけたことがきっかけで門が現あらわれたのだとわかると、暁は、ぱん、と音が鳴るほど強く翠花の頬ほおをはたいたのだ。

「馬ば鹿かが!!　軽けい率そつにも程ほどがある。聖職者協会の書庫は現げん界かいの外側──異い界かいの書物が眠ねむる知ち識しきの宝ほう庫こ。悪意ある者に異界の叡智を盗ぬすまれれば世界の滅めつ亡ぼうを招まねく怖おそれさえある……！」

　──と。

　正直、拓真はいま、頭をかかえたい気持ちで一杯だった。

　書庫への門をふたたび木箱に封ふうじることはできなかった。どうしてマイトレヤ教の教きよう典てんにも登場する門と同じデザインなのかもわからない。軽率な行動を咎とがめられた翠花は珍めずらしく消しよう沈ちんし、いまもまだ立ち直れていない。

　ため息をひとつ。

「玖く珂が。すまない。俺が悪かった」

　と、拓真は頭をさげた。

「何な故ぜ、貴き様さまが謝あやまる？　軽率な行ないをしたのは黒くろ髪かみだろう」

「翠花の行動を予想できなかった俺が悪い。ミトラや翠花の言うとおり、どうやら最近の俺は腑ふ抜ぬけているらしい。目を離はなした隙すきに取られるなんて、ありえないミスだ」

「ふん。たしかに貴様も迂う闊かつだったな。だが黒髪の罪つみは軽けい減げんされんぞ。終末の引き鉄がねになるかもしれんのだからな」

「ま、待ってよアキラ。わ、私も翠花おねーさんと一いつ緒しよに作戦行動してたのに、サヴァトリィおねーさんとの間になにかあったことに気づけなかったんだし……私も同どう罪ざいだよ」

　ルナが暁あきらの腕うでにすがって言った。

「くだらん。あらゆる要よう因いんは結果を正当化しない。他にいかなる要因があったにせよ、決定的なミスを犯おかした黒くろ髪かみがすべて悪い」

「でも……」

「過すぎた馴なれ合いは緊きん急きゆう時じに不要な感かん情じようを発生させ、時間を浪ろう費ひし、判はん断だんを鈍にぶらせる。貴き様さまの保ほ護ご観かん察さつ官かんだからこうして付き合ってやっているが、本来ならここに通うべきではなかった」

　憤ふん然ぜんと言い放ち、組んだ腕うでを苛いら立だたしげに指でたたく暁。

「オレも甘あまかった。貴様を保護したこと、貴様がマイトレヤ教の信者になったこと──それらは絶ぜつ対たい過か去こ視しで認にん識しきできないイレギュラーだが、警けい戒かい心しんが足りていなかった」

「〝分解ブレイク〟で破は壊かいしたらどうなる？」

　拓たく真まは頭の中でパッと浮うかんだ打だ開かい策さくを口にした。

「貴様の脳のうはスポンジでできているのか？」

　暁が、ゴミを見るような目で言った。

「〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟の呪のろいは現げん界かい異い界かいを問わず理り解かいした存そん在ざいを解とく力。書庫への門を完全に抹まつ消しようすれば人類は二度と異界の叡智を得ることができなくなる」

「玖く珂がの話が本当なら、終末を引き起こすかもしれない奴やつも干かん渉しようできなくなるんじゃないか」

「書庫を失った場合も人類は遠からず滅めつ亡ぼうの道をたどることになるだろう」

　え、という顔をした拓真に、暁は「そんなことも知らんのか」と呆あきれた表情を浮かべた。

「聞いたことがあるわ」

　元気のない声のまま翠すい花かが横から言った。

「大だい飢き饉きん、黒死病、世せ界かい恐きよう慌こう、世界大戦……人類は何度も滅めつ亡ぼうの憂うき目にあってるって話よ。前ぜん代だい未み聞もんの事じ態たいを迎むかえたとき聖せい職しよく者しや協きよう会かいの上じよう層そう部ぶは人知れず異界の叡智に触ふれ、解かい決けつ策さくを授さずけられてきたんだって」

「初めて聞いたな……」

「あたしもうわさで知ったくらいだし。聖職者と付き合いがなくて勉強もしてこなかった拓真なら知らなくて当然だと思うわ」

「でも妙だな。聖職者協会なら自分たちの手て柄がらを喧けん伝でんしそうなもんだけど。表には全然出てない話だろ、それ」

「異界の叡智や〝叡智の悪魔〟はそれほど秘ひ匿とくすべき存そん在ざいだということだ」

　暁がふたたび声を発する。

「世間に広まれば広まるほど書庫は危き険けんにさらされる。聖職者協会とて馬ば鹿かではない。そんな愚ぐを犯おかすような真ま似ねはしない。どこかの誰かと違ちがって、な」

「う……」

　暁の責めるような眼まな差ざしに、翠花がまた気まずそうにうつむいた。

　ふたたび沈ちん黙もく。拓たく真まには気の利きいたフォローの言葉が出てこない。ミトラや翠すい花かや暁あきらやルナ。それぞれ異ことなる思いを渦うずまかせているであろうことは、表ひよう情じようでなんとなく察している。しかし、どんな言葉を口にすれば場を明るくできるのかがわからない。

　翠花に何度となく罵ののしられたように自分は怖おそろしく不器用で人の機き微びに疎うといのだなと、本当の意味で自覚できたような気がする。半はん生せいを強くなることに捧ささげてきた結果、温ぬるい平へい穏おんの求め方も、それを維い持じする方法もわからなくなってしまったのだろうか。

　──いや。

　拓真は深みに落ちていく思考を払はらうように首をふり、仲を取り持つ言葉を発しようとした。

　そのとき、




　拓真の目は、食堂の壁かべが瞬しゆん時じに変色し融とけていくのを見た。
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「な……!?」

　この場にいる全員が驚きよう愕がくに目を見ひらき、椅い子すを倒たおして立ちあがる。

　壁に濃のう厚こうな染しみが広がる。鼻をつくのは酸さんのにおい。塗と装そうの剥はげ落ちる音がぱりぱりと鳴り、火で炙あぶられた紙のごとく、押おし広げられるように穴あながあく。

　拓真は無言で暁と視し線せんを交わすとミトラを背はい後ごに隠かくし日本刀──〝雪ゆき風かぜ〟の柄つかを握にぎった。暁とほぼ同時に駆かけ出して朽くちかけの壁に強きよう烈れつな回し蹴げりをお見み舞まいする。建材の残ざん骸がいの粉を浴びながら中庭に躍おどり出るや、〝雪風〟を抜ぬいて一いつ閃せん。壁に寄より添そうように存そん在ざいしていた気け配はいへと正せい確かくな斬ざん撃げきを放つ。

　しかし手て応ごたえはまるでない。

「おふっ！　おふっ！　あぶっ……危あぶないなぁっ……」

　限げん界かいまで膨ぼう張ちようした気球のごとく丸々と太った巨きよ漢かんが飛び退のいた。黒い肌はだのその男は、巨体に似に合あわぬ俊しゆん敏びんな動きで庭木の根元まで転がっていく。その体を小さな足が止めた。

　巨漢を踏ふみつけにしたまま、口元に嘲ちよう笑しようを浮うかべるのは、体にぴたりと張はりつくようなスーツをまとった幼おさない少女。ヴィオレッタと同じすみれ色の髪かみをもつ〝愛あい憎ぞうの悪あく魔ま〟イシュタルだ。

「おまえ……こんなところになにをしにきた？」

　拓真は警けい戒かい心しんを隠すことなく訊きいた。

　これはまずい。とてつもなく嫌いやな予感がする。イシュタルは手を替かえ品を替えミトラの抹まつ殺さつを目もく論ろんできた相手だ。最終的な目的はわからないが、暁の推すい測そくが正しければ世界の終末とやらにかかわる可か能のう性せいもある。書庫への扉とびらがひらかれたこのタイミングは、とても都合が悪い。

　しかも、イシュタルは一人ではなかった。

　踏ふみつけている巨きよ漢かん。それから、背はい後ごには他に六人の仲間を引き連れている。性せい別べつも人種も統とう一いつされていない。が、全員の立ち居いふる舞まいや魔ま力りよくの質しつは、その実力を雄ゆう弁べんに物語っていた。

　実力者という一点のみ彼ら彼女らは共通しているのだ。

「た、拓たく真ま。これは」

　ミトラと翠すい花かとルナが遅おくれてやってきた。イシュタルたちの姿すがたを見て、はっと息を呑のむ。

　イシュタルは小こ刻きざみに肩かたを揺ゆらした。

「うぷぷっ。予想はしてたけど本当に逢あい沢ざわ拓真の場所だったんだネ」

「なんの話だ？」

　拓真は警けい戒かいし、核かく心しんに触ふれないように問う。

「聖せい職しよく者しや協きよう会かいの書庫のハ・ナ・シ♪　ごまかしてもムダムダ。腐くされBitchのヴィオレッタちゃんの気け配はいがむんむんに漂ただよってきてるからネ。この洋館でひらいちゃってるのは確かく実じつだネ」

「チッ。書庫を狙ねらってどうする気だ？　ヴィオレッタが目的なのか？」

　隠かくしても無む駄だだと悟さとり、拓真は素す直なおに予想を口にした。

「教えなーい」

　イシュタルはぺろりと舌したを出して言った。それからくすくすと嘲ちよう笑しようする。

「影かげ縫ぬいは書庫への鍵かぎをもっとも安全と判はん断だんした相手に託たくしたんだろうけど誤ご算さん誤算大誤算かナ。うぷぷっ。キミらに愛すべきワタクシ様の魔人たちを倒たおす力があるとは思えない、ネッ！」

　語尾の弾はずみと同時に巨漢の腹はらを蹴ける。するとイシュタルの体は弾力に弾はじかれて、空高く跳ちよう躍やく。二階の窓まどを蹴け破やぶり館の中に侵しん入にゆうする。他の六人も同じように跳躍し、イシュタルのあとにつづこうとした。

　が、

「来い、マスティマ！」

　暁あきらの詠えい唱しようのほうが数秒ばかり早かった。空気中の水分を霊枢核コアに呼よび出された巨大な天使が魔人たちの行く手を阻はばむ。このままいけば六人の魔人は白しろ銀がねの装そう甲こうに弾かれ、地面にたたき落とされる──はずだった。

　だがそうはならなかった。赤い粘ねん着ちやく質しつななにかがマスティマの足首にまとわりつき、驚きよう異い的てきな収しゆう縮しゆく力りよくで地面にたたきつけたのだ。中庭の地面が深く抉えぐれ、震しん動どうで館が悲鳴をあげる。

「おいおい、ありかよ……」

　拓真は呻うめいた。

　マスティマを捕とらえたものの正体、それは、巨漢の口から伸のびている、舌。ただし常じよう識しきではありえないほどの長さを誇ほこり、それ自体が意思をもつかのように自じ在ざいに動いている。もはや体の一器官ではなく、一匹ぴきの生物と呼んでもいい。

「我わが愛すべき信者モルガン・ホフマン。彼らの始末はキミに任まかせちゃうヨ」

　イシュタルが割われた窓から顔を覗のぞかせて言った。

「わ、わかった……お、おれ、がんばる……」

　モルガン・ホフマンと呼よばれた巨きよ漢かんがたどたどしく返事をする。

　イシュタルは満足げに笑うと六人の仲間もろとも洋館の中へと引っこんだ。

「雑ざ魚この相手をしてる暇ひまはない！　二階へ急ぐぞ逢あい沢ざわ！」

「ああっ」

　足止め役と素す直なおに戦う必要はない。書庫への扉とびらを護まもるのが最さい優ゆう先せんだ。

「──!!」

　が、拓たく真まと暁あきらは同時に足を止め、顔をしかめる。

　館内への道がふさがれていた。

　ただの通せんぼならば問題ない。ひとつの道を放ほう棄きしてべつの入口から入ればいいだけだ。しかし、モルガン・ホフマンは館内へのすべての道を同時にふさいでいるのだ。

　贅ぜい肉にくにまみれた彼の体は無む限げんに膨ぼう張ちようし、いまや中庭の半分を覆おおうほどの大きさとなっていた。顔、手、足、輪りん郭かくこそ人間のそれだが、もはや人と同じ生物とはいえない。異い形ぎようの怪かい物ぶつだ。

　不気味で醜みにくく、それでいて、異界の霊れい体たいを凌しのぐほどの圧あつ倒とう的てきな迫はく力りよくを備そなえた怪物を前に、暁、ルナ、ミトラ、翠すい花かは完全に絶ぜつ句くしていた。

「す、すごい、すごいぃ……こ、これが七しち聖せい獣じゆうの一、〝暴食フレツセレイ〟から与あたえられる権けん能のう……！」

　岩を丸まる呑のみにできそうな口から、だらりと一いつ滴てき、唾だ液えきがこぼれる。唾液に触ふれた一本の庭木が白い煙けむりを噴ふき上げて一いつ瞬しゆんのうちに溶とけてしまう。

　酸さんだ。最初に洋館の壁かべを破やぶったのも酸の攻こう撃げきだったのだろう。

　判はん断だんと同時に地面を蹴ける。飛び散る酸の雨を見切り、避よける。股また下したから跳ちよう躍やく。下か腹ふくから一気に斬きりあげる。腹が裂さけ、黒い血が、飛び散る。モルガン・ホフマンは叫さけびをあげない。その唇くちびるの端はしが、にい、とつりあがる。左右から太い腕うで。腹はら太だい鼓こだ。拓真の体を押おし潰つぶそうと巨大な掌てのひらが襲おそう。バシィッ！　と肉をたたく音がした。腹の肉がぶるりとふるえる。

「拓真!?」

　ミトラと翠すい花かの悲鳴が重なる。彼女たちには拓真が潰されたように見えたのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶだ！」

　敵の指を切せつ断だんし、その隙すき間まから逃のがれていた拓真は、手の甲こうを蹴けりつけ、体を駆かけあがる。狙ねらいは首。モルガン・ホフマンの肉体は通つう常じよう攻こう撃げきなど蚊かに刺さされた程てい度どにしか感じないかもしれない。だが、生命活動の要かなめ──脳のう、あるいは脊せき髄ずいを斬れば、さすがに動きを止めるはずだ。

　そのとき、拓真は足を滑すべらせた。思いきり転てん倒とうした。

「なんだ？」

　拓真は動どう揺ようして言った。

　足元がぬめっている。転んだ拍ひよう子しについた手を見ると、ぬるぬるした液えき体たいが糸を引いた。

「……気持ち悪い野や郎ろうだ」

　汗あせだった。とめどなく分ぶん泌ぴつされる汗が拓たく真まの足を絡からめ取っている。

「くっそ！　なんだこれ！」

　足に力をこめられない。跳ちよう躍やくもできない。その場に立っているだけで限げん界かいだ。

　モルガン・ホフマンの顔がぐるりと動いた。にい、と口の端はしをつりあげ、頬ほおがぷくりとふくらむ。酸さんを吐はかれる……！　と拓真は思ったが、回かい避ひする手しゆ段だんを思いつけない。この足場では横や上への移い動どうは不ふ可か能のう。かと言って、下に逃にげれば、落下中に酸を吐かれる。どれだけ体を鍛きたえていても、空中で回避するなんて無理だ。

「邪じや魔まだ逢あい沢ざわ！　マスティマよ、〝断罪神鏡ヘイトリフレクシヨン〟の使用を許きよ可かする！」

　そのとき、舌したの拘こう束そくをふりきったマスティマが飛ひ翔しようし、モルガン・ホフマンの眼がん前ぜんに割わりこんだ。装そう甲こうが、かっ、と黄金色の光を放つ。攻こう撃げきの意思を反はん射しやし自じ滅めつを誘さそう催さい眠みんの光を浴びて、モルガン・ホフマンの肉体が、びきり、と引きつった。それから思いきり仰のけ反ぞり、

「ぐぱあっ!!」

　と、天に向けて酸を吐いた。

　酸の雨はモルガン・ホフマン自身に容よう赦しやなく降ふりかかる。

「があああああああああああああああああああああ!!　ウアアアアアアァァアアァア!!」

　獣けものじみた苦鳴。街全体に響ひびくほどの大音量。顔は崩くずれ、肉体はただれ、溶とけていく。拓真はあわてて飛び降おりる。このままでは自分も巻まきこまれてしまうからだ。

　しかし相変わらず見事だなと拓真は素す直なおに感心した。〝断罪神鏡〟という能のう力りよくの威い力りよくもそうだが、拓真がまだ敵てきに近い場所にいたのに巻きこむ可か能のう性せいを微み塵じんも考こう慮りよしない胆たん力りよくも凄すさまじい。もっとも、この程てい度ど、自力で逃のがれられないような人材は必要ない、と言いたいのだろうが。人を駒こまとしてしか見ていない。そう割わり切れるのは、暁あきらの圧あつ倒とう的てきな強みだ。

　暁は肉にく塊かいと化した敵を見下して、ふん、と鼻を鳴らした。

「呆あつ気けなかったな。どれだけ見た目が怪かい物ぶつじみていようと、顔を半分失い、腕うでが千切れ、腹はらを裂さかれれば、生きてはいられん」

「ああ」

　と、拓真がうなずいて、

「急いでイシュタルたちを追わないと──」

　そう言った瞬しゆん間かん、

「ア……ウ……アア……ア……イ…………ジュダァ…………ルゥ…………ザ……マ……」

　肉塊から声が発された。

「おいおい。こいつ、まだ生きてるのかよ」

「クソが。雑ざ魚こは雑魚らしくさっさと死ね」

　拓真は呆あきれ半分に、暁はわずらわしそうに、それぞれ剣けんを抜ぬこうとしたそのとき、

「ダメですっ！　二人とも、下がってくださいっ」

　ミトラが大きな声で制せい止しした。

「っ！」

　拓たく真まは反はん射しや的てきに暁あきらを突つき飛ばすと自分も地面を蹴けって後こう退たいする。

　直後、鼻先を豪ごう風ふうがよぎった。空からぶった拳こぶしが洋館にめりこむ。二階の一室から食堂にかけてが斜ななめに潰つぶされ、吹ふき飛んだ瓦が礫れきが近所の建物に降ふり注ぎ、周囲で悲鳴があがった。

「こいつ……！」

　拓真は急に暴あばれ出した敵てきを睨にらみつけた。

　モルガン・ホフマンはだらりと両りよう腕うでをたらした自然体だ。しかし口からは酸さんの唾だ液えきがあふれだし、喉のど奥おくからは空くう腹ふくの獅し子しを彷ほう彿ふつとさせるうなり声がもれている。顔が半分溶とけて頭ず蓋がい骨こつがあらわになっているのだが、眼がん窩かにはまった目は、血を吸すったように爛らん々らんと輝かがやいていた。

「人間じゃねえとは思ってたが、これは……」

「これはたぶん〝喰鬼グール〟です」

　拓真のそばに寄より添そい、ミトラが深しん刻こくそうな声で言った。

「〝喰鬼〟？」

「モルガン・ホフマンというのは七しち聖せい人じんの一人、ヴォドゥン教区の代表です。ヴォドゥン教には人をゾンビに変える秘ひ術じゆつが存そん在ざいすると言われています……と、二学期で使う予定の教科書に書かれていました」

　わざわざ予習しているのか、と感心するようなうんざりするような気持ちを堪こらえて問う。

「自分自身をゾンビにしたってことか？」

「はい。基き本ほん的てきにゾンビ化は罪ざい人にんを永えい遠えんに奴ど隷れいとして使し役えきするために行なうのですが、中には兵士を創つくり出す秘術も存在するらしいのです」

「それが〝喰鬼〟化ってわけか」

「理り性せいを捨すて、攻こう撃げき力りよくを高め、どんな傷きずでも倒たおれない不死身の肉体を獲かく得とくする。人の肉を喰くらい尽つくすまで止まらない不死身の戦士……それが〝喰鬼〟なのだと書かれていました。ですが、疑ぎ問もんも残ります」

「疑問？」

「教科書では『術者自身の〝喰鬼〟化』は絶ぜつ対たいに成功しないとあったのです」

「なんだって？」

「理性を奪うばうには継けい続ぞく的てきな精せい神しん干かん渉しようが必要らしくてですね、特に死肉さえ漁あさるという〝喰鬼〟の性質は人の本ほん能のうが拒きよ絶ぜつするので……祓ふつ魔ま師し本人が理性を失い制せい御ぎよができなくなった時点で、術は解とかれ、肉体は土に還かえるはずなのです」

「だが現げんにあいつは自分が化け物になってるぞ」

「そうなのです……なのでいったいどうなっているのか……」

　ミトラが申もうし訳わけなさそうに縮ちぢこまる。

　その頭に手をのせて拓たく真まは首をふった。

「その情じよう報ほうだけでもかなり助かる。さて、不死身の敵てき。どう倒たおすか」

「さすがに細こま切ぎれにすれば死ぬのではないか？」

　暁あきらが大おお真ま面じ目めに言った。

「アホか。あいつ、何トンあるように見える？　細切れにする前に脂あぶらで刃はが駄だ目めになるだろ」

　拓真がじと目で言う。

　そのとき、拓真の服の袖そでが引かれた。振ふり返ると、ルナが妖よう艶えんな笑みを浮うかべている。

「肉にく片へんひとつ残さないほど殺せば死ぬの？　アレ」

「ああ。たぶんな」

「ふうん。じゃあ、私に任まかせてよ」

「出しゃばるな、金きん髪ぱつ」

　暁がルナの肩かたをつかんだ。すると、ルナは、からすのぬいぐるみを暁の眼がん前ぜんに突つきつける。

「うるさい。年上には甘あまえとくものだよ」

「なっ……」

「だいたいアキラは卓たく上じようの戦いで屁へ理り屈くつこねるのが得意だからって調子に乗りすぎ。白しろ十じゆう字じ教きよう相手に一人で喧けん嘩か売った悪あく魔ま契けい約やく者しやナメんなっての。というか、実戦でボードゲームみたいな捨すて駒ごま戦せん略りやくなんて必要ないし」

　ルナはぬいぐるみを思いきり空に向かって放り投げた。放物線を描えがく球体に橙だいだい色いろの光がまとわりつく。具ぐ象しよう魔ま術じゆつが行使される合図である。

「だって──現げん実じつなら、捨て駒なんて利用するまでもなく、私たちが最強なんだからさ！」

　ルナの声に応おうじて空中に巨きよ大だいな霊れい鳥ちようの姿すがたが現あらわれた。全身に炎ほのおの衣をまとった鳥は、甲かん高だかい鳴き声をあげると、モルガン・ホフマンの巨体へと急きゆう降こう下かした。

「ア……ア……アァッ……ダベ……ダイ……ダベェダァァァァイ……!!」

　ばぎんっ、とばね仕じ掛かけのごとく口があいて、飛び出した長い舌したが螺ら旋せんを描えがく。舌が炎に触ふれる。肉の焼ける音が鳴り、焦こげたにおいが漂ただよい始める。だがモルガン・ホフマンは熱さなど感じていないかのように、舌で絡からめ取ったフェネクスの体を、自らの口内に引きずりこんだ。

　喰くらった。元は人間の身でありながら大だい悪あく魔まの肉体を呑のみこんだのだ。

　あまりの事じ態たいに拓真もミトラも翠すい花かも暁も息を呑んだまま微び動どうだにできなかった。

　しかし、ただ一人。ルナだけがこの事態を前に笑みを崩くずしていない。

「〝喰鬼グール〟化による不死身の肉体、ね。ふふっ。親近感湧わいちゃうかも。だけどね」

　ぱちん、と指を鳴らした。瞬しゆん間かん。

　モルガン・ホフマンの巨体が内側から炎を噴ふき出していた。毛け穴あな、細さい胞ぼうの隙すき間ま、傷きず口ぐち、穴という穴から橙色の炎がもれだしている。炎は瞬またたく間に汗あせに引火して全身に伝っていく。

「ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」

　悲ひ痛つうな叫さけびをあげて肉だるまがうずくまる。圧あつ倒とう的てきな質しつ量りようを誇ほこっていた脂し肪ぼうが急きゆう激げきに燃もやされて、その巨きよ体たいは徐じよ々じよに縮ちぢんでいく。燃えながら悶もだえ狂くるう敵てきの頭を踏ふみつけ、ルナは言った。

「不死身なら私のほうがずっと格かく上うえ。年季が違ちがうもんね」

「……！　……！」

「ん？　なぁに」

　モルガン・ホフマンがなにかを訴うつたえているようだった。

　ルナは顔をしかめながらも、腰こしを落として、その声に耳を傾かたむける。それだけでなく、ルナのほうから、一言、二言、なにかを言っている。

「…………」

　ルナの表情がほんのすこし暗くなった。やがて話を聞き終えると、ルナは「わかった」とだけ言って、体を離はなした。赤々と立ちのぼる火柱が容よう赦しやなく肉にく塊かいを焼き焦こがす。肉塊の影かげが完全に消えてから、ルナは炎ほのおを消した。

　そこには黒く焦げたなにかが転がるだけで、モルガン・ホフマンの原形は残っていない。

　ルナは茫ぼう然ぜんと立ち尽つくしていたが、ふいに、疲つかれたような息を吐はいた。

「最後、なんて言ってたんだ？」

　拓たく真まはルナの肩かたを叩たたきながら訊きいた。

「〝暴食フレツセレイ〟と契けい約やくした時点でこいつは人間じゃなかったんだってさ」

「どうして人間を辞やめてまでイシュタルに与くみしたんだか……やっぱり、洗せん脳のうされてたのか」

「ううん」

　ルナは首をふった。

「モルガン・ホフマンの出身は西アフリカ。聖せい職しよく者しや協きよう会かいが世界の秩ちつ序じよを守ると公言して多大な権けん力りよくを得た現げん在ざいでも、貧ひん困こん地ち域いきの問題は解かい決けつされてないんだってさ。毎年、病気や飢き餓がで死ぬ人間が後を絶たたない……だからイシュタルに世界を変えてもらいたかった。平和を望むと口先だけで語る聖職者協会は信用できない──ってね」

　それは共感できる。だが完全な同意はできない。

「都合のいい話だ。自分が幸せにしたい奴やつがいるからってこっちに迷めい惑わくかけられてたまるか」

「ふふっ。まあね。でも私はあの人の願いを受け取ったよ」

　ルナはミトラのほうを向いて、にこりと微笑ほほえんだ。

「ミトラおねーさんが聖職者協会のトップに立てば、理り想そう主しゆ義ぎみたいな世界も実じつ現げんできそうな気がするもん」

「も、もちろんそのあかつきには、多くの人に幸せになってもらえるように頑がん張ばりますよっ」

　ミトラはぐっと胸むねを張はって宣せん言げんしてみせた。

　その姿すがたを見ていると微笑ほほえましい気持ちが湧わいてくる。

　しかし同時に拓真の中には言葉にしづらい不安の芽めが出ていた。

（イシュタルや、奴やつに付き従う連中の目的。なにを考えて動いているのか……知っておくべきなんだろうけど、これは、ちょっと厄やつ介かいかもしれないな）

　ルナのセンチメンタルな表情が不安を煽あおる。ミトラの命を狙ねらう完全無欠の悪であれば、その目的を妨ぼう害がいし、排はい除じよすることになんら迷まよいはない。だがすこしでも正当な動機を彼ら彼女らが備そなえていたら？　──と思いかけて拓たく真まは首をふった。自分の中に情が生じかけた事実に思わず笑えてきてしまう。

　ミトラや翠すい花かの言うとおり、最近の自分はどうかしている。あまりにも甘あますぎる。

　このままじゃミトラを護まもりきることはできない──もっと強く。もっと冷れい徹てつに。もっともっと。そういうふうに自分自身に言い聞かせる。

　よし、大だい丈じよう夫ぶだ。と、拓真が仲間たちに声をかけてイシュタルの後を追おうとした瞬しゆん間かんだ。

「待ってくれないかな」

　いまにも死にそうなほど弱々しい女性の声が呼よび止めた。

　振ふり返ると、B.L.サヴァトリィとモニカ・クレメンティの姿すがたがあった。蓮れん教きようの法衣はずたずたに引き裂さかれ、赤毛はくすみ顔には切り傷きずや青く腫はれた痕あとの残る満まん身しん創そう痍いの姿をさらした赤毛の教きよう師しは、モニカの肩かたを借りてようやく立っていられる、という様子だ。

　見み慣なれた大人おとなの凄せい惨さんな姿に、この場の全員が息を呑のむ。

「あはは。そんな顔されると照れるな」

　そう笑って、サヴァトリィは言った。

「奴らについて大切な話があるのさ。悪いけど、付き合ってもらうよ」
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　翠すい花かの部屋に出しゆつ現げんした異い様ような門の前で車くるま座ざになった六人は神しん妙みような顔でサヴァトリィの話を聞き終えた。彼女の口から語られたのは、ヴォドゥン教の神しん殿でんで影かげ縫ぬいと一いつ緒しよに見たという人じん造ぞうの神の姿すがたとイシュタルのこと、そして七の魔ま人じんの正体だった。

　七しち聖せい人じんに名を連ねる者、蓮れん教きように背そむいた元大だい僧そう正じよう、左さ京きようやアランといった若わかい精せい鋭えい。そのどれもが侮あなどれない相手だが、中でもひときわ異い彩さいを放っていたのは、〝原げん初しよの悪魔〟である。

　影縫とサヴァトリィが手も足も出なかった相手。

　それも、ヴィオレッタに気をつけろと忠ちゆう告こくされた名だ。

　明かされた事実はそれだけではない。

「騙だましててごめんね」

　と、サヴァトリィは、拓たく真まとミトラに土ど下げ座ざした。

　翠花と暁あきらはすでに知っていたらしい。翠花は脅おどされたために、暁は情報共有の必要を感じなかったために、黙だまっていたという事実。

　神しん託たく機き械かいと呼よばれる自動筆記で予言の詩を記す機械が年末で記述を止めた。神託機械は聖せい職しよく者しや協きよう会かい内でもその信しん憑ぴよう性せいが疑うたがわれる程てい度どのオカルトで、信じない者も多かった。

　だが影縫は信じた。教きよう団だんをまたいで数人の同どう志しと手を結び、終末の日を回かい避ひすべく根回しをしていた。ミトラを生かしてきたのもいずれ来る危き機きに対する保ほ険けんでしかなかったのだ。

　拓真とミトラは互たがいに互いの暴ぼう走そうを止められる相そう互ごの監かん視し役やくだったというわけだ。

　薄うす々うす感づいていたとはいえ、いざ直ちよく接せつ聞かされると、拓真は苦い顔になる。

　しかし、ちら、と横目で見たミトラの顔にはサヴァトリィへの非ひ難なんの色はなかった。

「顔をあげてください。先生が生徒に情なさけない姿を見せてはいけませんよ」

「ミトラちゃん……」

「理由はどうあれわたしはお師し匠しよう様や影縫理事長、サヴァトリィに助けられて、いまこうして生きているのです。感かん謝しやはしても、恨うらむ理由なんてありません」

　裏うらを感じさせない柔やわらかな表情で断だん言げんする。

　拓真はミトラのそんな純じゆん朴ぼくさを、正直、羨うらやましいと感じた。サヴァトリィや影縫を過か剰じように責せめるつもりはないが、それは、疑うたがい深いゆえに最初から信用していなかっただけだ。ミトラのように他人に信しん頼らいを寄よせながら、裏うら切ぎりを許せるほどの懐ふところの大きさは、残念ながらない。

「ありがとう……」

　珍めずらしく神しん妙みような声でそう告げると、サヴァトリィは、さらにつづける。

「イシュタルが終末をもたらす存そん在ざいかどうかはわからない。でも地ち下か神しん殿でんで創つくられていた不気味な怪かい物ぶつからは、すごく嫌いやな予感がした……それにタイミングも良すぎる」

「タイミング？」

　拓たく真まが訊きき、サヴァトリィがうなずく。

「神しん託たく機き械かいは年末で筆記を止めていたんだけど……最近になって、いきなりここ数日の予言を吐はき出すようになったのさ。それも、いままでの詩とまるで異ことなるものをね」

「まさか……」

「うん。今日が災さい厄やくの一日目になるかもしれない。おそらく、イシュタルが〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟と接せつ触しよくし、新たな神とやらの創そう造ぞうに成せい功こうしたとき──終末のラッパが鳴らされる」

　全員が愕がく然ぜんとなった。

　特に翠すい花かは顔がん面めん蒼そう白はくとなって、その身を抱だいてぶるぶるとふるえている。

「影かげ縫ぬいは集しゆう中ちゆう治ち療りよう室しつ行き、敵てきはすでに書庫の中。笑えるほど順調なシナリオだ」

　暁あきらが皮肉を言った。

「そしてこの悠ゆう長ちような学がく生せい首しゆ脳のう会かい議ぎ。滅めつ亡ぼうの時を正せい座ざで迎むかえろと言うのか？」

「聖せい職しよく者しや協きよう会かいと各国に散っている七しち聖せい人じんには連れん絡らくしてあるよ」

「それにしては静かだな。増ぞう援えんの気け配はいもない」

「……いや、その理由はなんとなくわかるな」

　暁の疑ぎ問もんに対して、拓真はぽつりとつぶやいた。

　眉まゆをひそめる暁に顔を向け、頭に浮うかんだ考えを口にする。

「サヴァトリィ、いま、宗しゆう教きよう区く画かくでは騒さわぎが起こってるんじゃないか？　たとえばヴォドゥン教徒と太たい陽よう教きよう徒とが同時に他の教区を攻こう撃げきしてるとか。で、白しろ十じゆう字じ教きよう、蓮れん教きよう、日に本ほん神しん道とうの祓ふつ魔ま師したちはその鎮ちん圧あつに駆かり出されてる」

　サヴァトリィが大きく目を見ひらいた。

「へえ。どうしてわかったんだい？」

「ヴォドゥン教のモルガン・ホフマンは、敵だが、彼なりの大望を抱いだいていた。しかもそれは故こ郷きようの民の望みに根差していた。聖職者協会全体の利り益えきには反するけど、ヴォドゥン教の信者たちが支し持じするにふさわしいトップだろう。奴やつらは身内を裏うら切ぎっていない──つまり教きよう団だん全体を味方につけている。魔ま人じんの中で一教団のトップを張はっていたのはモルガン・ホフマンの他には太陽教の老頭シムショーンだ」

「うん、正解。ヴォドゥン教と太陽教はもともと聖職者協会に反発していたからね。主が禁きんを解とけば、彼らは喜んで戦争を始めるよ。中立区画にはまだ騒ぎが聞こえてこないけど、戦せん闘とうが激げき化かすれば街中に花火の音が響ひびくんじゃないかな」

「七聖人や増援を待っている時間はなさそうだな」

「だけど闇やみ雲くもに追いかけても返り討うちに遭あうだけだよ」

「馬ば鹿かが。奴やつらに〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟との接せつ触しよくを許ゆるせば終わりだ。動かないでどうする」

　サヴァトリィの忠ちゆう告こくを暁あきらは一言で切った。

　サヴァトリィは、ごもっとも、とつぶやいて、法衣の内側からＡ３用紙を取り出した。

「ボクは闇やみ雲くもに追うなって言っただけさ。まずは現げん在ざいの敵てき味み方かたの戦力を整理しよう」

　そう言って、サヴァトリィがどこからか取り出した筆を走らせる。そこに書かれたのは、計十六の名前だった。




《祓ふつ魔ま学がく園えん側》

　影かげ縫ぬい　　　　　　　　　　B.L.サヴァトリィ　　　　　　　　　　モニカ・クレメンティ

　逢あい沢ざわ拓たく真ま　　　　　　　　ミトラルカ・シルヴェスタ　　　　　　比ひ良ら坂さか翠すい花か

　玖く珂が暁あきら　　　　　　　　　ルナ・フェルマー




《イシュタル側》

　イシュタル　　　　　　　アラン・ティベルティ　　　　　　　　賀か久く留る左さ京きよう

　老頭シムショーン　　　　破は戒かい僧そうクリシュナ　　　　　　　　　　モルガン・ホフマン

　レムステラ　　　　　　　〝原げん初しよの悪魔〟




　このうちの影縫とモルガン・ホフマンはすでに戦せん闘とう不ふ能のうだ。実じつ質しつ、七対七となっている。

「敵側の名前は神しん殿でんに入る前に影縫が放っていた密みつ偵てい用の下か級きゆう悪あく魔まが収しゆう集しゆうした情報を元に埋うめてる。影縫は〝原初の悪魔〟にやられて、ボクに連れられて脱だつ出しゆつし病院に運ばれるまでの間、この情報を死守するために気き絶ぜつしないように気を張はってくれてたんだ」

　サヴァトリィが似に合あいもしない感かん傷しよう的てきな口く調ちようで言う。

　深入りは厳げん禁きん、か。と判はん断だんし、拓真は話を変えた。

「祓魔学園側で動ける祓魔師はこれだけなのか？」

　影縫を除のぞけば、この場にいる人間の名前しかない。霧きりの事じ件けんで多数の死者を出したとはいえ、祓魔学園にはまだ有望な祓魔師が何人も残っているはずだ。紛ふん争そう状じよう態たいになっている宗しゆう教きよう区く画かくならともかく、学園校こう舎しやはこの中立区画にある。

　しかしサヴァトリィはふるふると首をふった。

「休校中だから生徒は自じ宅たく──つまりそれぞれの宗教区画にいるんだよね。教員は出しゆつ勤きんしてるんだけど、ヴォドゥン教はともかく、三大宗教のひとつだった太陽教全体の裏うら切ぎりは、とんでもない混こん乱らんを招まねいてるんだ。影縫もアスター教っていうマイナー宗教だし、もともと悪魔を扱あつかうってことで怖おそれられてもいたから……」

「まさか……疑うたがわれているのか？」

「残念だけどね。学園関係者で真実を知ってて戦力になるのは、ここにいる七人だけ」

「なるほど……絶ぜつ望ぼう的てきだな」

　拓たく真まは呻うめいた。

「敵てきは七しち聖せい人じんとそれに匹ひつ敵てきする祓ふつ魔ま師しや悪あく魔まで構こう成せいされてる。こっちは半分以上が学生だ」

「いいや、拓真くん。ボクらには最終兵器がある」

　サヴァトリィが目だけを動かした。

　視し線せんを向けられたミトラが自分の白い頬ほおに指を添そえて瞬まばたきする。

「ミトラちゃんには〝聖霊ミスラ〟を最さい大だい限げんに活用して敵を殲せん滅めつしてもらいたい」

「わたしが……ですか？」

「うん。いくら敵が手て練だれの集団でも〝聖霊〟を倒たおせる奴やつはいない。ちょうどいまは影かげ縫ぬいが力を使えないし、七聖人の中にも裏うら切ぎり者がいたと知れ渡わたって、聖せい職しよく者しや協きよう会かいそのものも混こん乱らんしてるからね。多少のルール違い反はんは問題ないよ」

「ですが、見つからなければいい、というわけでは……」

　うつむきがちになるミトラの肩かたをサヴァトリィはしっかりとつかんだ。びくりとゆれる緋ひ色いろの瞳ひとみを教きよう師しの顔で見つめて、彼女は言い含ふくめるような低い声を出す。

「緊きん急きゆう事じ態たい時に規き律りつもクソもないよ。大だい丈じよう夫ぶ。あらゆる動機は行こう為いを正当化しないけど、キミの行為はそもそも悪じゃない。キミが力を禁きんじられなきゃいけない世界がそもそも間ま違ちがってると言っても過か言ごんじゃないとボクは思うよ」

「サヴァトリィ……わかりました」

　ミトラは決意をあらわにうなずいた。

「この力を……使います。使わせてほしい、です」

「頼たのむね。他のみんなも、いい？」

　サヴァトリィが声をかけると、一人の例外もなく、賛さん成せいの声をあげた。

　拓真もうなずいたが、軽く挙きよ手しゆをして、

「だが俺も門の向こうに行く」

　と、提てい案あんした。

「〝聖霊〟一匹ぴきで敵を殲滅できるかもしれないが、万が一、ミトラ本人を奇き襲しゆうされたらまずい。〝聖霊〟を戦わせている間、護ご衛えいする人間が必要だと思う」

「あっ……じゃ、じゃああたしもっ」

　あわてて声をあげたのは翠すい花かだ。

「元はと言えばあたしのミスが招まねいた事態だし……挽ばん回かいのチャンスがほしいの。あ、あのっ、あたし、防ぼう御ぎよに徹てつすれば、賀か久く留る様とも互ご角かく以上に戦えたのよっ。本当だからっ」

「翠花……おまえ、やっとか」

　拓真が感心の息をもらした。

「え？」

　と、翠すい花かは瞬まばたきする。

　拓たく真まは苦笑して首を横にふった。

「いや、なんでもない」

　翠花が己おのれの才さい能のうを自覚して防ぼう御ぎよに集中してくれるのなら足手まといにはならないだろう。さすがにそれだけで七しち聖せい人じんクラスの敵てきと対等に戦えるとも思えないが、生せい存ぞん率りつは高まりそうだ。

「大だい丈じよう夫ぶ。どっちにしてもここにいる全員に書庫に入ってもらうことになるから」

　身を乗り出す翠花の額ひたいに軽く手をあててサヴァトリィが苦笑する。

「七人が一いつ斉せいに襲おそってきたら護ご衛えいが一人じゃ捌さばききれないでしょ。これは失敗できない任にん務む。慎しん重ちように慎重を重ねなきゃね」

「……たしかにな」

「矮わい小しような脳のう味み噌そを絞しぼる無む駄だ会かい議ぎは終わったか？　オレたちはとうに覚かく悟ごを決めているぞ」

　暁あきらとルナはすでに闇やみ色いろの門の前に待たい機きしていた。切れ長の冷たい瞳ひとみは、長年の研けん鑽さんの果てに免めん許きよ皆かい伝でんの試験に臨のぞむ修しゆ行ぎよう者しやのような、力強い光を宿している。ルナのほうも余よ裕ゆうを感じさせる妖よう艶えんな笑みを口元に貼はりつけていて、さすがに不老不死の貫かん禄ろくがあった。

「決まりね。サヴァトリィの下は気に入らないし、ガキのお守もりは趣しゆ味みじゃないけど。正せい義ぎのためなら仕方ないわ」

　モニカも眼鏡めがねを指で押おしあげつつ、豊ほう満まんな胸むねをぐいと張はって一歩前に出た。

　サヴァトリィは鼻の下を指でこすりながら、全員を見み渡わたした。

「うん。この危き機きに最高の仲間が揃そろってる奇き跡せきに感かん謝しやするよ」

「ミトラ。おまえはちゃんと俺が護まもってやる。だから安心して力を使ってくれ」

　緊きん張ちようにがちがちになっているミトラに気づいて、拓真は彼女の銀色の髪かみに軽く触ふれた。ぴくんと肩かたをふるわせて、ミトラが、やや潤うるんだ瞳で見あげてくる。

　ドレスワンピースを飾かざる赤いリボンを小さな手がぎゅっと握にぎりしめている。

「ありがとう、ございます……」

「怖こわいか？」

「……いいえ。ただ……」

「ただ？」

　拓真が訊きくと、ミトラは言うか言うまいか迷まようような間をあけて、結局、口をひらいた。

「頭の中で〝聖霊ミスラ〟が語りかけてきているような気がするのです」

「……なんて？」

「わかりません。この世界の情報ではなくって、どこか遠い遠い世界の話をされているような。この門を見たときから、小さな声がずっと聞こえていたのですが……〝聖霊〟を解とき放つんだと強く意い識しきしたら、その声が大きくなったような気がして」

　ミトラが不安げに体をふるわせる。

「まるで忘れてはいけないなにかを忘わすれていて、〝聖霊ミスラ〟がわたしに教えてくれようとしているみたいな……だけど、わたしにはそれがなんなのか、まったくわからないのです」

「…………」

　拓たく真まには気の利きいた言葉がすぐに思いつかない。自分のこういうところはつくづくダメだと思う。修しゆ行ぎように半はん生せいを費やして他人とかかわらずに生きてきたからだと自じ己こ分ぶん析せきしていたのだが、祓ふつ魔ま学がく園えんに入学して、そこそこの交流を得ても変わらなかったので、これはもう性しよう分ぶんだろう。

　たっぷりと五秒ほど答えに窮きゆうしたすえに、拓真はこう言った。

「〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟に教えてもらうか」

　自分でも驚おどろきのいいかげんさだ。

　ミトラも「え？」という顔をしている。

「敵てきの目的は〝叡智の悪魔〟との接せつ触しよくだろ。もしかしたら俺たちも〝叡智の悪魔〟に会うことになるかもしれない。あいつはこの世界のことをなんでも知ってるはずだからな」

「なるほど……」

「まあ、なんだ。すまん。自分でも投げやりな答えだってわかってる」

「いえ」

　ミトラはくすりと微笑ほほえんだ。

「だいぶ気が楽になったのですよ。えへへ。やっぱり拓真は優やさしいのです」

「……ミトラの『優しい』は評ひよう価か基き準じゆんが甘あますぎるんだよ」

　拓真は逃にげるように顔をそらし、頬ほおを掻かきながらそう言った。

　ミトラの顔を直ちよく視しできなかったが、笑っているような気け配はいだけは感じられた。




　　　　＋　＋　＋




　闇やみ色いろの門をくぐると、すぐに視界がひらけ、見み慣なれた風景が広がった。

　背はい後ごには登山列車の駅と気が遠くなるような険けわしい霊れい峰ほう。眼がん前ぜんに長い下り坂。眼下に点々と見える建物は、教会寺院神社ビルとさまざまだ。強引に継つぎはぎされたような街まち並なみである。

　鳴なる神かみ市しにとてもよく似にた街だが、確かく実じつに同じではないと言いきれる。何な故ぜなら、遥はるか視線の先に見えるはずの水平線はどこにもなく、どこまでもつづく暗闇の海が横たわっているからだ。頭上にはすみれ色の空が一面に広がっている。現げん界かいではなかなか見られない空の色だった。

　人ひと気けもない。本物の鳴神市ならば駅前には布ふ教きよう活かつ動どうに勤いそしむ聖せい職しよく者しやの群むれが押おし寄よせるのだが、そのわずらわしい人ひと影かげはどこにもなかった。街は死んだようにしんと静まり返っている。

「風も吹ふいてなければにおいもねえ。なんだこの薄うす気き味み悪い場所は」

　拓真が顔をしかめて言った。

「異い界かいが鳴神市を転写したのさ」

　サヴァトリィは肩かたをすくめて答える。

「異い界かいは現げん界かいと異ことなる原理で成り立つ世界。現界の常じよう識しきでは測はかれない超ちよう常じよう現げん象しようは日にち常じよう茶さ飯はん事じ。形も距きよ離りも時間もあらゆる概がい念ねんがねじ曲がってるんだよね。ボクらは祓ふつ魔ま師しとして強い魔ま力りよくをまとっているから現界の存そん在ざいとして原形を保たもっていられるけど、一いつ般ぱん人じんが迷まよいこんじゃったりしたら、存在自体がぐちゃぐちゃってかき混まぜられてジュースになっちゃう」

「ぞっとする話だな……」

　拓たく真まはぶるりと身をふるわせた。

　それからぐるりとあたりを見回して、サヴァトリィに訊たずねる。

「で、書庫ってのはどこにあるんだ？」

「ここだよ」

　そう言って、両手を左右に広げるが、当然近くにそれらしき建物はない。

　拓真が怪け訝げんそうな顔をすると、サヴァトリィはじれったそうに拓真の頬ほおをむにっとつかんだ。

「だーかーらー、こーこー。この偽にせの鳴なる神かみ市し全体が書庫なんだってば」

「は……？　この街全体が？」

「そゆこと。テキトーな建物の中身を見てごらん」

　拓真は言われたとおりに手近な土産みやげ物もの屋やの中を覗のぞきこんだ。ミトラや翠すい花か、暁あきら、ルナたちも同じように中を見て、驚おどろいたように目を見ひらく。

「拓真っ。ここのお店、お土産ではなく本ばかりを並ならべていますっ。これじゃ本屋ですよっ」

「ああ……しかも、なんだこりゃ。全部、すみれ色の表紙だ」

「〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟の色、ですか？」

「空の色といい、なんだってんだ、ここは」

　拓真は頭を抱かかえたい気分になった。

　すると暁が一冊さつの本を手に取って、ぱらぱらとめくり、なにやら納なつ得とくしたようにうなずく。

「書庫が広すぎて貴き様さまや影かげ縫ぬいでも〝叡智の悪魔〟の場所を把は握あくしていない──というのは、こういうことだったのか」

「そゆこと。おまけに時間や距離の概念が滅め茶ちや苦く茶ちやだから、彼女を捕とらえている場所にたどり着けるかどうかは完全に運任せなんだよね」

「場所そのものはわかっているのか」

　拓真が問う。

「この世界における祓ふつ魔ま学がく園えん校こう舎しや最上階。わかっててもなかなかたどり着けないんだけどね」

　サヴァトリィがひょいと肩かたをすくめた。

　そのとき拓真の脳のう裏りにひとつのアイデアがよぎる。

「いや待て。これはチャンスかもしれないな」

「んむ？」

「敵てきもかんたんには〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟に近づけないってことだろ？」

「そうだね」

「だけど、こっちはかんたんにたどり着ける」

　拓たく真まはそう言って、ミトラを振ふり返った。

　水を向けられたミトラは最初は「えっ」と戸と惑まどっていたが、すぐにはっと息を呑のんだ。

「〝聖霊ミスラ〟の空くう間かん転てん移い……ですねっ」

「そうだ。ふつうに歩いても歪ゆがんだ距きよ離りと時間に邪じや魔まされるって言うなら、それ以上に歪んだやり方で突とつ破ぱしてやればいい」

　拓真の断だん言げんにサヴァトリィは、その手があったかとばかりに、ぽんと両手を打った。

「先さきんずれば勝つ、か。いいね。〝叡智の悪魔〟の場所まで移動して、彼女の身み柄がらを確かく保ほ。そのままこの世界を脱だつ出しゆつして彼女を安全な場所に隠かくしてしまえばいい」

「ミトラ、お願いできるか？」

　拓真がうかがうように訊きくと、ミトラはとんと胸むねをたたいた。

「四十秒で支し度たくします！」

　背せ中なかの祭さい壇だんを地面に下ろして両手をかざし、魔力を練ねる。祭壇を包つつむ、青の光。清せい廉れんな光。凄すさまじい強風が吹ふき荒あれて銀色の髪かみを激はげしくなびかせる。巨きよ大だいな獣けものの影かげが浮うかびあがる。

〝聖霊〟の顕けん現げん。世界最強の神がこの場に威い容ようを現あらわそうとしているのだ。

　すべての視し線せんが〝聖霊〟の放つ圧あつ倒とう的てきな光に吸すい寄よせられていた。

「ん？」

　拓真はふと違い和わ感かんを覚えて目をすがめた。

　ミトラの陰かげから黒く細長いなにかが顔を覗のぞかせている。それはずるりとミトラの体を這はい、右みぎ腕うでにぐるりと巻まきついた。

　蛇へびだ。黒い蛇が、赤い舌したを躍おどらせて、白い牙きばを剥むく。

「ミトラ！」

　拓真が叫さけぶ。だが、間に合わない。蛇がぐんと体を伸のばし、首くび筋すじに牙をたてた。

「痛いたッ！」

　瞬しゆん間かん。祭壇に集まっていた青い光が弾はじけて消えた。

　ミトラがかぶりをふって黒い蛇をふりほどく。

　ぼとりと地面に落ちる。そこへ向けて、拓真は〝雪ゆき風かぜ〟を振りおろした。神速の一いち撃げき。

　しかし直撃の寸前、黒い蛇はどろりと影の中に溶とけた。影はすばやく左右にふれながら移動し、坂の中ほどで止まった。すると影がふたたび形を変える。

　ずるり、と、影の中から坊ぼう主ず頭あたまの男の上半身がぬっと生えてきた。

　額ひたいのほくろと蓮教の法衣、そしてサヴァトリィの表情で、拓真は敵の正体を察した。

　破は戒かい僧そうクリシュナだ。

「…………」

　クリシュナは言葉を発することなく、ただじっと挑ちよう発はつ的てきな目でこちらを見ている。

　拓たく真まが接せつ近きんしようと足に力をこめる。瞬しゆん間かん。

　敵てきはあわてたように影かげの中に溶とけ、すばやく坂の下へ遠ざかっていった。数秒前の表情からは想そう像ぞうできないほどの腰こし抜ぬけっぽい反はん応のうに拓真は拍ひよう子し抜ぬけしたように瞬まばたきした。

「風ふう神じん！　あいつを追いかけて！」

　翠すい花かが呪じゆ符ふを抜き白毛の狛こま犬いぬを呼よび出した。風神はひと鳴きすると、羽のように軽かろやかな足で去りゆく影を追いかけていった。

「見み逃のがしても風神なら風に混まざるにおいで敵を追つい跡せきできるわ。雷らい神じんと風神は互たがいに引き合うから、雷神に案内してもらえば、あいつを追いかけられる」

「よくやった、翠花。ミトラ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　翠花を労ねぎらうと、拓真は、まだうつむきふるえているミトラに駆かけ寄よった。

　ドレスワンピースのリボンを解ほどき、首の様子を確かく認にんする。念のため、〝解析アナライズ〟で状じよう態たいを診みる。そこで、拓真ははっとした。ミトラの泣きそうな顔が目に入る。

　結けつ論ろんから言えば、ミトラの体調は──問題なかった。毒を流されたわけでもなく、出血量もたいしたことがない。だが、魂の情報パーソナルデータはある致ち命めい的てきな異い常じようを拓真に伝えていた。

「どうしましょう……〝聖霊ミスラ〟がわたしの呼びかけに応こたえてくれません」
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「どうやら、呪のろいをかけられたみたいだな」

　拓たく真まは唇くちびるを噛かんだ。

　ミトラの首には傷きずこそついていなかったが、首輪のような黒い痕あとがくっきりと残っている。

「見せてごらん」

　サヴァトリィがミトラの首を触しよく診しんしたり、魔ま力りよくを通わせたりと試みる。数秒の診察のあと、彼女は悔くやしげな顔で首を横にふった。

「ボクじゃ解かい呪じゆも緩かん和わもできそうにないや」

「これは、どういう呪いなのですか？」

「魔力を一時的に不ふ浄じように染そめる呪いだね。ふつうの祓ふつ魔ま師しなら問題にならないんだろうけど、ミトラちゃんは強すぎたのが仇あだになったかも。ほら、神しん格かくの霊れい体たいは不浄を嫌きらうから」

「そんな……では、二度と〝聖霊ミスラ〟を……？」

　ミトラは泣きそうな目になって訊きいた。

「いやいや。契けい約やく自じ体たいは解とかれないし、あくまで一時的なものだから。時間が過すぎて自然に呪いが解ければ、また〝聖霊〟を呼よび出せるよ」

　サヴァトリィが言うと、ミトラはホッと胸むねを撫なでおろした。

「よかったです……でも、呪いが解けるまでに、どれくらいかかるのですか？」

「二時間くらいかな」

「二時間、ですか」

「もともと一時の不浄も嫌う聖せい職しよく者しやを拷ごう問もんするための術じゆつで、本当なら五分もあれば解けるはずなんだけど、妙みような強化が施ほどこされてるみたいなんだよね。ヴォドゥン教のモルガン・ホフマンも特とく殊しゆな〝喰鬼グール〟化をしたって話だし、第二の〝聖霊〟の一部とやらと契約したことが影えい響きようしているのかもしれない」

「二時間は長いな。復ふつ活かつするのを待ってからだと、先に〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟に接せつ触しよくされる」

　拓真は八つ当たり気味に土産みやげ物もの屋やの壁かべを殴なぐりつけた。

「んむむ……残ったメンバーだけで敵てきを止めないとダメっぽいね」

「ふん。このオレを誰だれだと思っている。銀髪に頼たより切りになるほど、ヘタレではない」

　暁あきらが細剣レイピアの柄つかを握にぎりながらいつものいけすかない口く調ちようで断だん言げんする。

「そうだね。どうせ私、死なないし。敵がどんなに強くてもどーとでも切り抜ぬけられるよ」

　ルナはぬいぐるみをかかげ小生意気に笑う。

「あ、あたしだって！　望むところなんだからっ」

　翠すい花かもあわてて声をあげた。

　モニカも言葉こそ発さなかったが眼鏡めがねの奥おくにあるのは覚かく悟ごを決めている者の瞳ひとみだった。

「皆みなさん……ごめんなさい。わたしが迂う闊かつなばっかりに……」

　ミトラが申もうし訳わけなさそうに頭をさげる。

「気にするな。敵てきに気づけなかったのは全員同じだ。責せき任にんなら俺たち全員にある」

　拓たく真まはミトラの頭を撫なでながらはっきりとそう言った。

　だが厄やつ介かいな状じよう況きようには変わりない。モルガン・ホフマンと同どう格かくであろう七の魔ま人じんは、数人の力を合わせれば倒たおせるかもしれない。だが、敵の中には〝原げん初しよの悪魔〟がいる。

　影かげ縫ぬいとサヴァトリィを圧あつ倒とうしたという存そん在ざいを相手に生き残れるだろうか。いざとなれば数珠じゆずの封ふう印いんをはずして、〝解析アナライズ〟と〝分解ブレイク〟が常じよう時じ発動される状じよう態たいになるしかない。呪のろいの進行はかなり早まるが、どうせここまで来れば〝叡えい智ちの悪魔〟に会える可か能のう性せいは高いのだ。

　完全に自分が消しよう滅めつする前に呪いを解といてもらえばいい。

　ふいに拓真の肩かたがたたかれる。

「拓真くんは、ずっとミトラちゃんのそばについててくれるかな？」

　サヴァトリィが真しん剣けんな顔で言った。

　拓真が目を見ひらく。

「ミトラを帰らせないのか？」

「呪いの主が死ねば呪いは解ける。ボクはこれからクリシュナを追いかけて、彼を討うつ。彼が死ねばミトラちゃんはすぐにでも〝聖霊ミスラ〟を使えるようになる」

「それなら俺も手伝う。ミトラは玖く珂がやルナと一いつ緒しよにここで待機してればいい」

　拓真は真剣に提てい案あんした。するとサヴァトリィは急に拓真の腕うでにしなだれかかり、大きな胸むねを思いきり押おしつけてきた。

「だーめー。クリシュナがわざわざ姿すがたを見せてから逃にげたのはどうしてだと思う？　あれ、どう考えても『追いかけてこい』っていう合図だよ？　その先には絶ぜつ対たいに罠わながある」

「気づいてた。だからこそ、あんたが一人のこのこ行ってどうするんだって言ってんだ」

「それでもクリシュナを一番に討つのがこちら側の最さい善ぜん手しゆ。ミトラちゃんをわざわざ封じてきた事実こそ、敵の中に〝聖霊〟に太た刀ち打うちできる奴やつが一人もいない証しよう明めい。だけど、もしも敵の罠がボクらの予想を超こえるようなとんでもないモノだったらどうなる？」

「俺とサヴァトリィがやられ、ミトラの呪いも解けない」

「最悪のシナリオでしょ？　それに学がく園えん校こう舎しやへの最短ルートを知ってるのは拓真くんだけなんだからさ」

「最短ルート……？」

　何なに気げなく放たれた言葉に、拓真は眉まゆをひそめた。が、すぐにその意味に気づき、指を鳴らす。

「〝解析〟でこの世界全体の構こう造ぞうを理り解かいすればいいのか」

「そゆこと。距きよ離りや時間の概がい念ねんがひん曲がってるけど、それでも一定の規き則そく性せいは保たもたれてる。聖せい職しよく者しや協きよう会かいの歴代の偉えらい人ががんばって調整してくれたおかげでね。だからふつうの道順ではなかなかたどり着けないけど、最短ルートを理解できるキミならやれる」

「本当に一人で戦うつもりなのか？」

「うん。兄あに弟で子しの不始末だし。それに勝算がなかったらこんなこと提てい案あんしないよ」

「………………わかった」

　拓たく真まは長い沈ちん黙もくのあと、そう言ってうなずいた。

　無む責せき任にんでいつも飄ひよう々ひようとしている彼女が、眉まゆひとつ動かさずに言い放ったのだ。その覚かく悟ごを思うと、野や暮ぼな引き止めはむしろサヴァトリィに対する侮ぶ辱じよくになるような気がした。

「イイ男になったね」

　と、サヴァトリィはからかうように耳元でささやいて、拓真の腕うでから離はなれた。そして仏ぶつ頂ちよう面づらのモニカの肩かたを軽けい薄はくにたたく。

「モニカ。生徒の引いん率そつよろしく」

「あなたの頼たのみというのが気に入らないところだけど、まあいいわ」

「あはは。相変わらずモニカはボクのこと大好きなんだからー」

　顔をそむけるモニカの脇わき腹ばらをぐりぐりと肘ひじで押おしながらサヴァトリィが笑った。

「準じゆん備びはできてるわ」

　翠すい花かがおずおずと口をはさんだ。黄色の体毛を逆さが立だてた狛こま犬いぬが、いまにも走り出しそうなほど興こう奮ふんして、足元をちょこまかと動き回っている。

　翠花は一枚まいの呪じゆ符ふをサヴァトリィの手に握にぎらせた。

「雷らい神じんは風ふう神じんのいる場所に走っていくように命令してあるわ。この子を追いかければ、きっと追いつける。敵てきを見つけたらこの呪符を破やぶって。風神の具ぐ象しよう魔ま術じゆつが解とけるように設せつ定ていしてあるから。こっちでまた風神を呼び出したら、雷神があたしたちのいる場所に案内してくれる」

　合流のことまで考えていたようだ。翠花の見せた意外な冷静さに、拓真も思わず感心する。

「ありがと。お礼のちゅー」

　サヴァトリィは翠花の前まえ髪がみを軽くかきあげて、その額ひたいに軽くキスをした。

　翠花の顔が瞬しゆん時じに赤く染そまる。

「はあっ!?　ななっ、なにすんのよっ!?　子どもじゃないしっ、女同士だしっ」

「あははっ。ごめんねごめんねー」

　サヴァトリィはからかうように笑うと、ぎゅっと翠花の体を抱だきしめた。

「脅おどかして怖こわい思いをさせちゃってごめんね」

「い、いまさらそこ？」

「騙だましてはいたけど、翠花ちゃんやみんなと仲良くやっていきたいって思ってたのはホントだからさ。全部が全部、計算なんかじゃないって、ちゃんとわかってほしかったんだ」

　遺ゆい言ごんじみた言葉に翠花は不安げに表情をくもらせた。

「やめてよ、縁えん起ぎでもない」

「あはは。死し亡ぼうフラグってやつかな」

　サヴァトリィは笑いながら翠花の胸むねをひと揉もみすると、法衣の裾すそをひるがえらせた。

「──って、なについでのように胸むねを触さわってんの!?」

「スキンシップ、スキンシップ♪　それじゃあ、ちょっと兄あに弟で子しをぶちのめしてくるね」

　軽い調子で言うと、サヴァトリィは地面を蹴けった。

　待っていたとばかりに咆ほう哮こうをあげる雷らい神じんとともに偽にせ鳴なる神かみ市しの街まち並なみの中へと消えていった。

「もう……！　大人のくせにいっつもいいかげんなんだからっ」

　頬ほおをふくらませて文もん句くを言う翠すい花か。その顔からさっきまでの緊きん張ちようや憂ゆう鬱うつそうな雰ふん囲い気きが消えているのに気づいて、拓たく真まは笑いそうになる気持ちをぐっと堪こらえた。

　まったく。サヴァトリィという女は、全然教きよう師しらしくないくせに誰だれよりも教師に向いている。

　彼女は相当な祓ふつ魔ま師しだが、この作戦にはかなりの危き険けんがあるはずだ。

　その覚かく悟ごに自分も応こたえなければならない。

「よし。俺たちも急ごう」

　拓真は左ひだり腕うでの袖そでをまくってそう言うと、地面に手をつき、〝解析アナライズ〟を開始するのだった。
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　破は戒かい僧そうクリシュナは、偽鳴神市の蓮れん教きよう区く画かくまでやってくると、影かげから人の姿すがたに戻もどった。

　黒岩と、敷しき詰つめられた白しら砂すなの、美しい庭園風景。街で一番大きな寺院の抱いだく広大な庭は、空を覆おおうすみれ色に照らされて、すこしだけ神しん秘ぴ的てきな色合いに染そまっている。木の段だんをあがり、引き戸をあけると、講こう法ほう堂どうの異い様ような姿がさらされる。

　蓮教の儀ぎ式しきを執とり行なうはずの場には、大量の本が雑ざつ多たに積まれていた。どれもがすみれ色の革かわの装そう丁ていで、ラベンダー畑にでも迷まよいこんだのかと錯さつ覚かくさせるほどの光景だった。

　その書物の山の上。あぐらをかく猫ねこ背ぜの老人の姿があった。

　老人──老頭シムショーンは、クカカ、と骨ほねを打ち合わせるような奇き怪かいな音をたてて笑う。

「坊ぼう主ずが野の良ら犬いぬを連れて帰りおったわ。蓮教の赤毛を誘さそうはずではなかったのか」

「いえ。あの物もの陰かげの犬は巫み女こが追つい跡せきに走らせただけでしょう。サヴァトリィは来ます。昔から楽天家のきらいはありましたが、意外と仁じん義ぎを通す性た質ちでもありますから」

「まあ、どちらでもよいわ。なんなら二人まとめてでも構かまわん。両手に花というやつじゃ」

「枯かれない爺じい様さまですね」

　クリシュナは苦笑を浮うかべた。

　自分の四倍以上の年月を生きた老人の目はいまだ活いき活きとして、自信に満ち溢あふれている。若わかき祓魔師を相手に負ける可か能のう性せいなど微み塵じんも考えていないようだった。

（〝傲慢ホツフアート〟……か。驕おごりが吉きちと出るか凶きようと出るか）

　他人を見下したがるのは地力に乏とぼしい小者と相場が決まっている。だが真の実力者が分ぶん相そう応おうの傲ごう慢まんさを備そなえた場合、それはただの驕りではなく、何事にも動じない鋼はがねの心となる。

「しかし、貴き様さまも酷ひどい男だの。健けな気げにも追ってくるだろう妹いもうと弟で子しを無む視しして、儂わしに差し出すというのだから」

　シムショーンが下げ卑びた笑みを浮かべて肩かたをゆらす。

「〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟に至いたるまでの間、私はミトラルカを封ふうじなければなりませんからね。万が一にも死ぬわけにはいかない……それに爺じい様さまの契けい約やくした〝傲慢ホツフアート〟ならば、サヴァトリィの能のう力りよくを完かん封ぷうできますから」

「たわけ。そういった話ではないわ」

「ではどういった？」

「こんなうわさを聞いたことがあるぞ。『最年少で七しち聖せい人じん入りした蓮れん教きようの大だい僧そう正じよう。しかし彼は若わかさゆえに天才と勘かん違ちがいされやすいが、もともとは落ちこぼれの貧びん乏ぼう坊ぼう主ずの息子。血のにじむ努力で這はいあがった成り上がり者だ』と。彼は努力家ゆえに嫉しつ妬と深かった。才能ある他者を妬ねたまずにはいられなかった。蓮教の頂ちよう点てんの座ざを手に入れたあとも、若き才能や異い教きようの権けん力りよく者しやへの嫉妬はとどまることを知らず──ついには己おのれを育ててくれた寺を焼き払はらい、師しと弟弟子たちを抹まつ殺さつしたという」

「お耳が遠くなったというのは気のせいでしたか」

「クカカッ。これぞ知ち的てき精せい霊れいを崇あがめる太たい陽よう教きよう徒との情じよう報ほう網もう──ともあれ、貴様が焼いた寺の生き残りが、あの若き赤毛の蓮教徒であろう。その因いん縁ねんに儂が水を差してもよいのかと訊きいているのだ。〝嫉妬ナイド〟の契けい約やく者しやよ」

「爺様はなにか勘違いしています。私に嫉妬や煩ぼん悩のうはありません」

「蓮教の提てい唱しようする解げ脱だつの境きよう地ちというやつか。クカカッ、愚おろかしい教えだ。あのでぶのゾンビとなにが違うのだろうな？　脳のうを麻ま痺ひさせられているか、心を麻痺させられているか、その違いしかないだろうに」

「蓮教の教えを愚ぐ弄ろうしますか」

　クリシュナは穏おだやかな表情のまま、声にわずかな棘とげをふくませた。

　シムショーンの乾かわいた口が邪じや悪あくに歪ゆがむ。

「戒かい律りつ破やぶりの不ふ良りよう坊ぼう主ずがよく言う。まあ、いい。貴様が構かまわぬというのなら、あの赤毛、この儂がしっかりと食い散らしてやろう」

「……頼たのみました」

　平へい淡たんな声を装よそおって頭をさげると、クリシュナはふたたび黒い蛇へびへと変じ、影かげの中に溶とけた。

　それとほぼ同時、入れ替かわりのように。

　サヴァトリィが黄色の狛こま犬いぬとともに、寺院の庭園に足を踏ふみ入れた。
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　庭園にたどり着くと、講こう法ほう堂どうの中から、腰こしのひん曲がったひとりの老人が現あらわれた。七しち聖せい人じんに名を連ねる太たい陽よう教きようの老頭シムショーンである。周囲に他の人ひと影かげはなく、クリシュナを追っていたはずの風ふう神じんの姿すがたも見えない。どうやら入れ違ちがいで逃にげられてしまったらしい。

「やっぱり罠わな。誘さそいこまれちゃった、か」

　サヴァトリィは自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑い、数珠じゆずを鳴らして身み構がまえた。

　七聖人は聖せい職しよく者しや協きよう会かいの切り札と呼よべる存そん在ざい。ゆえに能のう力りよくの詳しよう細さいは伏ふせられていることが多い。並なみ大たい抵ていの霊れい害がいでは動員されないため、経けい験けん豊ほう富ふなサヴァトリィでさえ、七聖人の戦せん闘とうを目にしたことがない。おまけに太たい陽よう教きようの知ち的てき精せい霊れいはもっともトリッキーな戦闘を得意とする霊体だ。どれだけ警けい戒かいしても、しすぎるということはない。

「おおう、やはりきたのか。不ふ良りよう坊ぼう主ずめ、さすが妹いもうと弟で子しのことをよく理り解かいしておるわ」

　シムショーンは感心したように笑った。

　すると彼は、枯かれ木のような両りよう腕うでをおもむろに左右に突つき出した。

「都合が良い。〝傲慢ホツフアート〟の力を試すのに学生風ふ情ぜいでは物足りないと思っておったのだ」

「……ッ」

　サヴァトリィは思わず絶ぜつ句くした。

　シムショーンの腕が、どろりと溶とけ落ちる。液えき化かした骨ほねや皮ひ膚ふが足元にたれる。その不ふ純じゆんな液体は、うねりながら形を変えて、一匹ぴきのある猛もう獣じゆうの姿すがたへと変じた。

　体毛は黄色と黒の縞しま模も様よう。猫ねこに似た目と強きよう靭じんな四足。丸太のような太い胴どう体たい。

　虎とらだ。それもただの虎じゃない。地上最強の生物と謳うたわれるベンガル虎によく似にている。熊くまを捕ほ食しよくし、一匹ぴきでインド象を食い殺せる動物と同じ姿をしているからには、かなり強いのだろう。見かけ倒だおしという可か能のう性せいもあるが、そこまで楽らつ観かん視しできるほど馬ば鹿かではない。

「不ふ動どう明みよう王おう」

　契けい約やく霊れい体たいの名前を呼よぶ。魔ま力りよくが数珠に流れこみ、すぐさま一体の仏ぶつ像ぞうの影かげが浮うかびあがった。

　不動明王が筋きん肉にく質しつの腕を動かして眼がん前ぜんに掌てのひらをかざすと、〝傲慢〟と呼ばれたベンガル虎が、獲え物ものを求めて地を蹴けった。

　そのとき、不動明王の左手に一本の荒あら縄なわが現あらわれる。悪あく魔まや悪意ある霊体を屈くつ服ぷくさせ、蓮れん教きようの世界観を刷りこみ、悪意や敵てき意いを強引に祓はらう救きゆう済さいの縄である。

　縄が〝傲慢〟の足に絡からみつく。それを見極めると、不動明王は右手に剣けんを生じさせた。

　断だん罪ざいの刃が空を裂さき、虎の胴体に吸すいこまれる。

　悪意を祓われた怪物は目的を失い停止するしかなく、斬ざん撃げきを避よける発想も持たないはずだ。

　しかし、そんなサヴァトリィの思いこみは一いつ瞬しゆん後に打ち砕くだかれる。

〝傲慢〟は縄を引きちぎり、斬撃を回かい避ひすると、その強靭な牙きばで仏像の肩かたを抉えぐっていた。

「……！　ノウマク サマンダ バザラダン カン！」

　サヴァトリィはすぐに小しゆう呪じゆを口にし、不動明王の傷きずをふさぐと、袖そでを軽くふって、隠かくしておいた針はり状じようの暗器を抜ぬいた。

　霊れい体たいの悪意を制せい御ぎよするわざが効きかなかったのであれば、この虎とらは霊体ではなく生物だ。そう判はん断だんしたサヴァトリィは、〝傲慢ホツフアート〟に接せつ近きんすると、もっとも防ぼう御ぎよの薄うすい網もう膜まくに針を刺さした。

　やわらかな感かん触しよくとともに針が埋うまっていく手て応ごたえがする。

　針に塗ぬられているのは即そつ効こう性せいの麻ま痺ひ薬やく。一いつ滴てきあればくじらでも一いつ瞬しゆんで痙けい攣れんする。

　……………………いや、だめだ！

　唐とう突とつに背せ筋すじを這はいあがった妙みような不安感に従したがって、サヴァトリィはすぐに飛びのいた。

　その眼がん前ぜんを太い爪つめの一いつ閃せんがよぎる。〝傲慢〟は倒たおれるどころか、むしろ勢いきおいを増まして、突とつ進しんしてきた。その猛もう攻こうは、サヴァトリィの後こう退たいする速さをはるかに凌しのぐ。

　死ぬ。これが直ちよく撃げきしたら、絶対に死ぬ。

「ノウマク サラバタタギャテイビャク サラバボッケイビャク　サラバタ タラタ センダマカロシャダ ケン ギャキギャキ　サラバビキンナン ウン タラタ カンマン」

　サヴァトリィが常じよう識しきでは考えられないほどの速さで火か界かい呪じゆを口にした直後、その体は強きよう烈れつな衝しよう撃げきを受けて、高らかに宙ちゆうを舞まった。

　十メートルもの距きよ離りを弾はじき飛ばされた体は頭から地面に落下し、白しら砂すなを削けずり、いろいろなところを打ちつけながら転がっていく。

　法衣は引き裂さかれ、全身を鞭むち打うちのような痛いたみが襲おそい、サヴァトリィは低く呻うめいた。直撃のさいに牙きばが内ない臓ぞうをえぐったらしく、尾おを引くような不ふ快かい感かんが体内でくすぶっている。

「ほう、まだ生きておるのか。丈じよう夫ぶな小こ娘むすめだ」

　シムショーンは感心したように言ってから、ふと目を細めた。サヴァトリィの腹はらに傷きず口ぐちがないことに気がつくと、納なつ得とくしたとばかりにクカカと笑う。

「身に降ふりかかる障しよう難なんを滅めつする、か。死にゆくという変化、現げん象しようを食い止めたということか」

「賢かしこいお爺じいちゃんは好きじゃないなぁ」

　サヴァトリィは苦しげながらも笑みを保たもち、ふるえる足で立ちあがる。血は出ているものの、能のう力りよくのおかげで傷はない。だが心に余よ裕ゆうがあるわけではなかった。

（まいったな。このお爺ちゃんをボクに当ててきたのは、そういうわけか）

　現げん界かいの生物ならば一撃で動きを封ふうじられる毒が効かなかった。だとすれば、その正体が霊体か生物かにかかわらず、『〝傲慢〟だからこちらの攻撃を通さなかった』と考えるしかない。

　つまり〝傲慢〟はいっさいの呪のろいを受けつけない。あるいは、外部からの干かん渉しようを遮しや断だんする。そういった能力を持っている可能性が非ひ常じように高い。

　さっき使ってみせた死という現象そのものを食い止める能力は切り札だった。死を確かく信しんした瞬間に一度だけ延えん命めいできるが、消費する魔ま力りよく量りようが半はん端ぱではない。拓真の封ふう印いんのために、魔力を半分以上失っているサヴァトリィでは、一日一回が限げん度どだった。

　ゆえに二度目はない。おそらくシムショーンもそれを見切っている。

〝傲慢ホツフアート〟が今度こそ敵てきを屠ほふるべく地を蹴けった。その進行方向をふさぐように不ふ動どう明みよう王おうが立ちはだかるが、〝傲慢〟の爪つめはあっさりとそれを引き裂さいてみせた。猛もう虎この顔が迫せまりくる。

「クカカッ。何者も〝傲慢〟を阻はばむことなどできん！　王者の歩みは止まらん！」

　シムショーンが高らかに勝利の雄お叫たけびをあげる。

　これは、詰つんだ。

　そう悟さとった瞬しゆん間かん、サヴァトリィはシムショーンにとって予想外の行動に打って出た。

「まいった！」

　それは、見事なまでの土ど下げ座ざだった。
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「なに……？」

　突とつ然ぜんの行動に、シムショーンは呆あつ気けにとられたように瞬まばたきした。〝傲慢〟も動きを止めて、どうするのだと問いたげな顔で主を振ふり向く。

「ボクの負けだよ……あまりにも格かくが違ちがいすぎる。七しち聖せい人じんに勝てるわけがなかったんだ」

「猿さる芝しば居いはよさんか。貴き様さまはそんなタマじゃなかろう」

「いや、正直、ボクは驕おごっていた。自分の力を過か大だい評ひよう価かしていたよ。七聖人にだって勝てるかもしれないと、勘かん違ちがいしていた……でもダメだ。ボクじゃ勝てない。このとおり、なんでもするから、命だけは助けてほしい」

「……ふん」

　シムショーンは真意を探さぐるようにまじまじとサヴァトリィを見つめた。

　そして、骨ほねを擦こすり合わせるような奇き怪かいな笑い声があがる。

「蓮れん教きようの実力者が儂わしに頭をさげて命いのち乞ごいか。クカカッ。良い姿すがたではないか。おい小こ娘むすめ、本当に降こう参さんするというなら服を脱ぬげ。服を着た暗器使いの言葉など信じられんからな」

「……はい」

　サヴァトリィは素す直なおに命令に従したがった。

　法衣の帯を解ほどいて、足た袋びを脱ぬぎ、一いつ糸しまとわぬ裸ら体たいをさらす。法衣の中に隠かくれていた数々の暗器も、がちゃがちゃと音を立てて、地面に落ちる。

　シムショーンの瞳ひとみは情じよう欲よくの色だけでなく、嗜し虐ぎやく的てきな色をも帯びていた。

「白しろ十じゆう字じ教きようや蓮教の連中は昔から気に食わんかった。同じく古い歴史を誇ほこる我わが太たい陽よう教きようを、崇すう拝はいする知ち的てき精せい霊れいを、あたかもおまけのように扱あつかいおって……白十字教め、我ら二番手が成り上がれないように不当に貶おとしめおった。紛ふん争そうやテロの構こう成せい員いんに太陽教徒がいるとわかれば喧けん伝でんし、批ひ判はんし、イメージを悪化させた。そんなものはたった一部の話でしかないというのに。蓮教の連中もそうだ、太陽教の発言力を弱め、規き模ぼが小さいくせに偉えらい顔をしおって……く、クカッ。まあいい。そんなことはもういい。これほど愉ゆ快かいな光景があるのだからな！」

　シムショーンは全ぜん裸らで土ど下げ座ざするサヴァトリィに歩み寄よると、その後頭部を踏ふみつけた。

「見ろ、この無ぶ様ざまな雌めす豚ぶたの姿すがたを！　これが蓮れん教きようのエリートだ！　もともとこうあるべきなのだ。こうして太たい陽よう教きようの下に媚こびへつらっているほうがよほどお似に合あいではないか！」

　シムショーンは赤毛をつかんで強引に立ちあがらせると、乱らん暴ぼうな手つきで胸むねをつかんだ。

　サヴァトリィは、ん、と声をもらしてうつむいた。

「生き娘むすめでもあるまいに恥はじらうな。貴き様さまが隷れい従じゆうを誓ちかった男の顔ぐらいしっかりと見よ」

「……」

　無言のまま、サヴァトリィがゆっくりと顔をあげる。顔が近い。女らしい唇くちびるが、えさを待ち侘わびる雛ひなのようにわずかにひらかれている。

「クカカ。かわいい顔をするではないか。どれ」

　と、顔を近づけようとした瞬しゆん間かん、その口から細い針はりが飛び出した。優ゆう秀しゆうな暗器使いは体中のどこにでも武ぶ器きを仕し込こむ。仮かりに全裸であっても、隙すき間まという隙間に武器は収おさまるのだ。

　麻ま痺ひ毒どくを塗ぬられた針がシムショーンの肌はだに突つき刺ささる。

「ぐ、ぎゃあああああああああああああああああああ!!」

　耳をつんざくほどの悲鳴がしわがれた老人の喉のど奥おくから発せられた。

「──という反はん応のうを期待していたか？」

　が、シムショーンはすぐにけろりとした顔を取り戻もどしていた。

「な……くあっ!?」

　驚きよう愕がくする暇ひまも与あたえずにサヴァトリィの頬ほおを張はり、その体を地面に押おし倒たおす。

「小娘の企たくらみごとき、見み破やぶれぬ儂わしではないわ」

「滅茶苦茶だ……あの毒を受けて、人が動けるわけがない」

　サヴァトリィが絶ぜつ望ぼうに喘あえぐような声で言った。

「儂は〝傲慢ホツフアート〟であり、〝傲慢〟は儂だ。〝傲慢〟に効きかぬ毒が儂に効くわけがない。儂を阻はばみ、止めようとする力はたとえどんなものであろうと排はい除じよできる。物理的にも、魔ま力りよく的てきにも」

「そんな……」

「クカカ。人は不思議な生き物よな。絶ぜつ望ぼうの中だというのに体はこんなに熱くなっておる」

　シムショーンはやわらかな体に覆おおいかぶさり、サヴァトリィの首くび筋すじに顔をうずめた。

　抱だきつくような格かつ好こうになったサヴァトリィは赤毛をふり乱みだし、相手の背せ中なかを何度も引っ掻かいた。しかし、枯かれ木のような腕うでからは信じられないほどの腕わん力りよくが、それを強引に押さえつける。

「クカカ。無む駄だじゃ無駄じゃ。儂は貴様を愛めでると決めた。ならばもう阻むことはできん。儂の〝傲慢〟は、そういう存そん在ざいなのだからな」

「…………」

　サヴァトリィが抵てい抗こうをやめて、力が抜ぬけたように腕をおろした。

　シムショーンは満足げに舌した舐なめずりすると、その手を下のほうへ移い動どうさせていく。

「…………」

　ふと、サヴァトリィの口がなにかをつぶやいた。

「どうした？　健けな気げにおねだりでもする気になったのか？」

　その問いに、サヴァトリィが答える。




「うん──そろそろ死んでくれないかなって、おねだりしたんだー」




　シムショーンが言葉の意味を理り解かいするよりも先に、その異い変へんは起きていた。顔が土つち気け色いろに変わっていき、枯かれ木のようだった腕うではますます痩やせ細っていく。骨ほねが軋きしみ、全身の毛という毛が抜ぬけ落ちる。あれほど情じよう欲よくに燃もえていた瞳ひとみからも色が消え、虹こう彩さいが白く濁にごっていく。砂さ漠ばく化かしていく大地の様子を何なん億おく倍ばいも早送りしているかのように肌はだの乾かん燥そうが加速する。

　ミイラのような老人の肉体が、本物のミイラに成り果てようとしているのだ。

「き、貴き様さまァ……なにを……っ」

「絶ぜつ対たいに阻はばまれることがなく、歩みを邪じや魔まするすべてを跳はね除のける力──たしかに解かい呪じゆや呪のろいではどうにもならない厄やつ介かいな力だよね」

　サヴァトリィは艶えん然ぜんと微笑ほほえみ、血のついた指を舐なめた。

「だったら、妨さまたげる必要なんてない。ただ変わりゆく時の流れを後あと押おししてあげればいい」

「血……！　自分の血か！　まさか、儂わしの背せ中なかを引っ掻かいた、あのときに──」

「うん。書いたよ。有う為い転てん変ぺんにさからわず、ただ対象の時間を加速しまくる呪のろいの言葉をね」

　シムショーンは絶ぜつ叫きようしながら背中を掻きむしろうとする。しかし、ただでさえ老いた体は、加速度的な老化の波にさらされて、すぐに使いものにならなくなった。握あく力りよくが失われ、関節も曲がらない。背中に刻きざまれた呪じゆ文もんに触ふれることさえできない。

　すべてサヴァトリィの狙ねらいどおりだった。奥おくの手を使いきったと見せかけて敵てきと密みつ着ちやくし、隙すきを見て呪じゆ言ごんを刻きざむ。〝傲慢ホツフアート〟本体に刻む隙はないが、シムショーン本人ならば色いろ仕じ掛かけが通じると判はん断だんした。最初に相対したときから、サヴァトリィは、情欲の視し線せんに気づいていたのだ。

　五秒と経たたず勝敗は決した。

「ア……ぐ……ァ……」

　老人はもはや原形をとどめていない。ただの茶色の塊かたまりが掠かすれたうめきをもらすのみ。その声が訴うつたえているであろう怨えん嗟さもサヴァトリィの耳には届とどかない。

　やがて声は消えた。あとには物言わぬミイラが転がるだけだった。〝傲慢〟の姿すがたも主あるじと同じく茶色の塊となって地面に転がっていた。体の上にかぶさったそれをうっとうしげに蹴け飛とばして、サヴァトリィは静かに立ちあがる。

「良いお歳としなのにおっぱいばっか見てるからそうなるんだよー」

　サヴァトリィは呆あきれたように言った。

　法衣を拾って羽は織おり直すと、亡なき骸がらへ向けて、茶ちや目めっ気けたっぷりにウインクする。

「引いん退たいおめでとう、お爺じいさん」
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「あーもう！　ちょこまかちょこまかとうっとうしいなぁ！」

　苛いら立だたしげな叫さけびをあげながらルナは偽にせ鳴なる神かみ市し中立区画の街道をひた走る。ビルの林立する現げん代だい的てきな街を、縫ぬうように逃にげていく黒い蛇へびを追いかけていく。

　金かな網あみの隙すき間まを抜ぬけて公園の敷しき地ち内ないに逃げこんだのを確かく認にんすると、ルナは急いで入口へと回り込こみ、人ひと気けのない寂せき寥りよう感かんを覚える滑すべり台へと駆かけ寄よった。噴ふん水すいのある広い公園の、全ぜん貌ぼうを見み渡わたせるような大きな滑り台だ。滑かつ降こう面めんを一いつ足そく跳とびであがり、てっぺんから周囲を見渡す。

　遅おくれて追いついた暁あきらがルナの隣となりに立ち、まんべんなく視し線せんを走らせると、チッと舌した打うちした。

「逃げられたか。やはり陽動か？」

「でも、ここにあの蛇がいるってことは、サヴァトリィおねーさんが殺やり損そんじたってことかもしれないから。誰だれかがアレを倒たおさないと」

　ルナと暁が拓たく真またちと別行動を取っているのは、数分前に目の前に現あらわれた、黒い蛇が原げん因いんだった。破は戒かい僧そうクリシュナが変じているであろう蛇を確かく実じつに始末すべく、攻こう撃げき力りよくに特化した二人が追つい跡せき役やくに立りつ候こう補ほしたのだ。本当は二ふた手てにわかれるのはリスクが高かったが、足の遅おそいミトラに合わせていたら確実に逃げられてしまうので仕方ない。

　拓真はミトラのそばで護ご衛えいしている。翠すい花かもいるが、風ふう神じんと雷らい神じんを追跡役として出しているため、戦力としては心もとない。いざとなれば目もく視しだけで相手を衰すい弱じやくさせられるモニカを残しておくことで、三人の生せい存ぞん確かく率りつはあげたが、やはりこれは悪あく手しゆだったのではないかと、ルナの心に一いち抹まつの不安がよぎる。

「狙ねらわれてるのはどっちかな？　私たち？　ミトラおねーさんたち？」

「両方、という可か能のう性せいもあるな」

　暁は周囲を警けい戒かいしつつ、ため息をついた。

「あの蛇を見失った以上、ここに長なが居いする理由はない。戻もどるか」

「うん。そうし──にゃ!?」

　ルナは足を滑らせて、背せ中なかから転んでしまう。滑り台から落ちそうになり、あわててつかんだのは暁の祭服の裾すそだった。「馬ば鹿かが！」と暁がわめくと同時に転てん倒とうし、二人まとめて砂すな場ばに滑り落ちる。ずばっ、と盛せい大だいに砂が舞まう。

「……ごほっ……げほっ……き、貴き様さま……」

　頭から砂をかぶった暁が激はげしく咳せき込こみながら、細剣レイピアの柄つかに手をやった。

　煤すすけた金きん髪ぱつと動どう揺ようにゆれる瞳ひとみを見ていたら、ふいにこみあげるものがあって、ルナは笑う。

「あははっ。事じ故こ、事故」

「笑うところではない。刺さすぞ」

「作戦行動中に私し情じようで無む駄だな行動を取るのはけしからん──じゃなかったっけ？」

　暁あきらの荘そう厳ごんな口く調ちようを真ま似ねてルナは言う。自分の言葉で意い趣しゆ返がえしをされてぐうの音も出なかったのか、暁は反はん論ろんせずにただ唇くちびるを結んだ。

　ルナはワンピースの汚よごれを手で払はらい、あらためて周囲を見回す。それから、暁の姿すがたを見る。無言で砂すな埃ぼこりを拭ぬぐうその目からはもう怒いかりの色は消えていた。遥はるか遠くを睥へい睨げいする見み張はり台の兵のように。いつもの険けわしくも芯しんのある瞳をしている。

　──ん。と、ルナは、心の中で生じた唐とう突とつな違い和わ感かんに顔をしかめた。その奇き妙みような感覚の正体を探さぐろうと、まじまじと暁を観察し……そして、理り解かいする。なにが奇妙だったのかを知る。

　この公園は、現げん界かいの鳴なる神かみ市しにおいて、ミトラが土日を利用して布ふ教きよう活かつ動どうに励はげんでいる場所に相当していた。ルナが同行した回数など数えるほどしかないが、子連れやカップルや通行人で賑にぎわっていたのを憶おぼえている。子どものはしゃぐ声がうるさくも心ここ地ち好よかった。

　すみれ色に支し配はいされたこちらの公園では、ブランコはゆれないし、砂の城しろは作られていない。公園としてあるべき姿ではないと思う。

　だというのに、暁は、この風景の中に、あまりにもぴったりとはまるのだ。

「拓たく真まおにーさんって、昔から強かったわけじゃないんだってさ。翠すい花かおねーさんがいっつも楽しそうに話してくれる。ま、イメージは違ちがうけど、想そう像ぞうできなくはないよね」

「……いきなりなんの話だ？」

「アキラの小さいころの姿って全然イメージできないなぁ」

　顔をしかめる暁を流し見て、ルナは小こ悪あく魔まめいた口調でさりげなく問いただす。

「昔から、いまみたいな、最低最悪極ごく悪あく非ひ道どうのいけすかない性せい格かくしてたの？」

「その形けい容ようは甚はなはだ不本意だが、昔と現げん在ざいで特に変化はない、という点は肯こう定ていしよう」

「へえ。かわいくないね」

「かわいこぶっている暇ひまなどありはしなかった。終末を回かい避ひする。それがオレの役やく割わり。それだけがオレの存そん在ざい意い義ぎだ」

「……そっか」

　ためらいのない口調と、己おのれの人生の結末まで見み据すえていそうな瞳に、ルナは確かく信しんした。暁には幼よう少しよう期きに遊んだ経けい験けんもなければ、真に心を許ゆるしあった友もいない。全身から滲にじみ出る孤こ独どくの気け配はいが、殺風景な公園の空気と混まざりあい、見事に調和しているのだ。

「終末を生き抜ぬいたらどうするの？」

　ルナはふいに口をひらいた。

「〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟に出会い、オレの力の秘ひ密みつを暴あばく」

「へえ、拓たく真まおにーさんと同じだね」

　ルナがこくりと首をかしげて問うと「勘かん違ちがいするな、金きん髪ぱつ」と暁あきらは不ふ快かいげに顔をそらした。

「オレの絶ぜつ対たい過か去こ視しは天然物だ。呪のろいではないし、能のう力りよくを失いたいとも思わない。だがこんなクソな能力を何な故ぜ、オレに押おしつけたのか。それだけは教えてもらわなければ納なつ得とくできん」

「そのあとは？」

「特にない」

　暁はきっぱりと言い放った。拓真には解かい呪じゆされたあとの未来に対する不安が感じられたが、暁の顔には迷まよいも不安もない。その態たい度どは、決められたプログラム通りに動くことしかしない、機械のようでさえあった。

「一いつ緒しよに砂すな遊あそびでもしよっか。きっと楽しいよ」

「からかっているのか？」

「アキラはただの子どもみたいに遊びの経けい験けんを積んだほうがいいよ」

　説せつ教きよう臭くさいかなと思いつつも、ルナは言わずにはいられなかった。

「生きてて楽しそうに見えないんだもん。私は永えい遠えんに子どもの体のまま大人おとなの体になれないけど、アキラみたいに大人のまま、一度も子どもになれないのも損そんじゃん」

「くだらん。幼よう稚ちな遊びに興きよう味みなどない」

「プール遊びでけっこームキになってたよーな」

「……貴き様さまの子守りをしていただけだ」

「はいはい。じゃあ私の子守りついででいいから。公園で砂遊び。約束ね」

　背せ伸のびをしたルナが暁の顔にからすのぬいぐるみをぐいぐい押しつけた。

　暁はうっとうしげにそれを押しのけ、口をへの字にまげる。

「ふざけるな。オレは、他人の命令に従したがうつもりはない」

　そう言い捨すててから、ちらりとルナを一いち瞥べつし、

「……一度だ。オレ自身の判はん断だんで一度だけ付き合ってやる。それで満足したら二度と妙みような提てい案あんをするな、わずらわしい」

「ふふっ。素す直なおじゃないね」

　ルナは口元に手をあてて笑った。

　暁の手が細剣レイピアの柄つかにのびる。

「って、ちょっ、ストップストップ！　からかいすぎたごめん調子に乗っただから待っ」

「伏ふせろ！」

　暁は細剣を抜ぬき払はらいざまに一いつ閃せんした。その行動自体に意味はない。暁が大気に混ざる水分を霊枢核コアとして利用し、天使マスティマを呼よび出すときに、必ずその行動を取るというだけだ。

　瞬しゆん時じに顕けん現げんしたマスティマの大おお鎌がまが頭上から飛来してきた極太の矢を打ち払った。

　がぃん！　と高い音をたてて、矢は宙ちゆうを舞まい、遠く離はなれた地面に突つき刺ささる。

　音からして、矢は鋼こう鉄てつ製せい。地面に埋うまった深さを見るに、かなりの重量。鉄パイプを数本、束ねているような太さで、人の体を容よう易いに貫つらぬけるのだという凄すごみを感じさせる。

「どこから!?」

　ルナは驚おどろきに目を見ひらいた。

　気け配はいが察知できなかった。遠えん距きよ離りからの攻こう撃げきならば狙そ撃げき手しゆの殺気が伝わらないこともある。だが、ルナと暁あきらの研ぎ澄すまされた感覚は、数十メートルくらいの距離なら苦もなく感じられる。

　それよりも離はなれた場所から狙撃したのだとすれば、狙撃手の力量は、常じよう識しきを遥はるかに超こえている。スナイパーライフルの射しや程てい距きよ離りならばともかく、弓矢あるいはクロスボウの射程距離は、一いつ般ぱん的てきにはそう長くないのだから。

「ふん。どこからだとしても、問題ではない」

　暁はマスティマを見あげて高らかに命じた。

「〝断罪神鏡ヘイトリフレクシヨン〟の使用を許きよ可かする。どこから撃うとうと、こちらを目もく視ししなければならない攻撃である限かぎりオレは殺れないと、教えてやれ、マスティマ」

　発光。白しろ銀がねの装そう甲こうが眩まばゆい黄金色に染そまる。すみれ色の鬱うつ々うつとした世界に清せい廉れんな光が充みちる。

　それは、絶対の勝利を約束された光。だというのに、ルナの心中に影かげがかかる。

　違い和わ感かん。なにか大事なことを見落としているような気がする。

　そう。とてつもなくおかしい点がひとつあるのだ。まるで理り屈くつが通らない、圧あつ倒とう的てきな矛む盾じゆんが。

（そんな超ちよう長距離射撃ができるなら、どうしてミトラおねーさんを撃たなかったの？）

　暁やルナに直前まで殺気を悟さとらせないほどの制せい御ぎよ能のう力りよく、あるいは悟られないほどの遠距離からの攻撃が可か能のうなのであれば、わざわざクリシュナが暗あん躍やくするまでもなかったはずだ。ミトラにヘッドショットを決め、他の仲間も順番に射い抜ぬいていけばいい。

　なのに、そうしなかった。いや、できなかったと考えるべきだ──。

「アキラ！」

　絶ぜつ望ぼう的てきな推すい測そくが脳のう裏りをよぎった瞬しゆん間かんにルナは叫さけんでいた。

　が、その声が届とどくよりも先に、虚こ空くうから突とつ如じよ現れた矢がマスティマの胸むねに吸すいこまれた。

　鋼鉄の矢が装そう甲こうを食い破やぶる。体たい勢せいを崩くずした天使が暁の頭上に落下する。

　あまりにも唐とう突とつな出来事を前に愕がく然ぜんとし棒ぼう立だちとなっていた暁に、ルナは強きよう烈れつな体当たりをかまし、もつれあうようにして転がった。紙かみ一ひと重え。髪かみの先で、マスティマが地に落ちる音が響ひびき、恐きよう怖ふと安あん堵どに心しん臓ぞうがどきどきと高鳴った。

「〝断罪神鏡〟を使用中のマスティマを攻撃しただと……？　クソが。いったいなにがどうなっている……！　敵てきはどこから攻撃している!?」

　体の下で、暁が狼ろう狽ばいし、地面を殴なぐる。

　ルナはその手を上から握にぎって、まっすぐに暁を見み据すえた。

「落ち着いて！　冷静さを失ったら、敵の思うツボだよ！」

「わかっている。だが、霊枢核コアにまぎれて内側から攻こう撃げきするでもなく、外側からの物理攻撃をマスティマに当てることなど不ふ可か能のうだ」

「かんたんだよ。〝断罪神鏡ヘイトリフレクシヨン〟はマスティマを攻撃しようという意思がなきゃ反はん射しやできない。つまり、敵てきの攻撃はマスティマを狙ねらっていなかったってことだよ！」

　ルナが声をあげて推すい測そくを語る。

「なんだと……？」

　暁あきらは眉まゆをひそめた。

「これが高こう性せい能のうの超ちよう長ちよう距きよ離り射しや撃げきなら、敵はミトラおねーさんを最初に狙うはず。だけど、わざわざ私たちを狙った。しかも、こんな場所に誘さそいこんで」

「！　この場所限げん定ていで発はつ揮きされる能力、というわけか」

「さっすがアキラ。理り解かいが早いね」

「だが、敵がどこにいるのかわからない以上、どうすることもできんぞ」

「うん。だから──勝つのは諦あきらめようよ。逃にげて、生き残れば、それでいい」

　七の魔ま人じんと無理に戦う必要はない。ルナたちの目的は、敵よりも先に〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟と接せつ触しよくし、ミトラの復ふつ活かつまで時間を稼かせぐこと。負けなければそれでいいのだ。

　暁とうなずきあうと、一いつ瞬しゆん後ご、弾はじかれるように立ちあがるとともに公園の入口へ駆かけ出した。

　予想が正しければ、敵の能力は公園内限定。ここから出れば、大だい丈じよう夫ぶ。入口まで二十メートル。十メートル。あと一歩。

　あと一歩。本当にあと一歩というところで。

　鋼こう鉄てつが肉をたたく、鈍にぶい音が鳴った。

　ルナが振ふり返るのとほぼ同時のことだ。

「ぐっ、あああああああぁぁぁっ」

　凄すさまじい絶ぜつ叫きようは暁の口から発せられていた。矢は暁の脇わき腹ばらを深ふかく傷きずつけていた。衝しよう撃げきと痛いたみで地に倒たおれ、暁は、脂あぶら汗あせを滲にじませながら強く唇くちびるを噛かんだ。

「アキラ！」

　ルナも悲鳴のような声をあげて暁のもとに駆け寄よった。祭服の脇が大きく裂さけ、赤い傷口が、ぱっくりと口をあけている。凄まじい出血量だった。

　暁の碧へき眼がんは色がくすんで焦しよう点てんがあっていない。顔も唇もどんどん青白くなっていく。

「や……」

　どくん、と。ルナの心しん臓ぞうが高く跳はねた。血が煮にえたぎり、黒い感情が暴あばれ狂くるう。

　やめてよ──という言葉が喉のど元もとまでせりあがってきて、しかし声にならずに消えていく。

「アキラ！　た、立ってよ！　もうちょっとだよ!?　もうちょっとで公園の外だからっ」

「すまんな、金きん髪ぱつ……不覚を……取った」

　暁は声をふるわせた。ふるえる手でルナの肩かたに手を置く。弱々しいタッチにこめられた意図を、すぐに理り解かいすることはできなかった。

　しかしそれが「早く行け。ここで倒たおれるような足手まといなど捨すて置け」というメッセージなのだと悟さとった瞬しゆん間かん。

　シスター・クラウディアの死に顔が目の前に浮うかびあがり──

　やはりそうだ。やはりおまえがかかわった聖せい職しよく者しやは不幸になるではないか。と、悪あく魔まの声が耳元でささやき、違ちがう、そうじゃない、こんなのはかすり傷きずだ、暁あきらが倒れるわけがない、嫌いやだ、違う、違う、などと誰だれも聞いていないのに駄だ々だっ子じみた言葉で必死の抵てい抗こうを試みる。

　だが現げん実じつは変わらない。幼おさない子の幼よう稚ちな願いが神に聞き届とどけられることはない。

　ルナの腕うでの中で暁は瞑めい目もくし、その手足からは、完全に力が抜ぬけていた。

「いや……やだ……アキラ……！　アキラあああああああああ!!」
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　暁の胸むねに顔をうずめて、ルナは涙なみだと鼻水を流しながら、みっともなく泣きわめいた。




　　　　＋　＋　＋




　一方、公園からすこし離はなれたビルの屋上に、その叫さけびを聞く者がいた。

　白しろ十じゆう字じ教きようの祭服姿の男、アラン・ティベルティと幽ゆう霊れいめいた濡ぬれ髪がみの巫み女こ、賀か久く留る左さ京きようだ。

　彼らの足元には、屋上の半分を覆おおい尽つくすほどの水たまり──それはもう、泉いずみと呼よべるくらいに大きい──がある。そこに映うつし出されているのは、血を流し倒たおれる暁あきらと泣き叫さけぶルナの姿すがた。

「くっ、はははは！　やった。やったぞ。対異い教きよう徒と最強の能のう力りよく〝断罪神鏡ヘイトリフレクシヨン〟を完全に攻こう略りやくした。一番厄やつ介かいな男を殺してやったぞ！　ざまあ見ろ！」

　アランは肩かたをふるわせて盛せい大だいに笑った。

　傍かたわらにはクロスボウを両りよう腕うでに装そう備びした天使が控ひかえている。暁を貫つらぬいたのはこの天使だった。

「見たか、左さ京きよう？　あの玖く珂が暁が手も足も出ずに死にゆくんだ。なんて愉ゆ快かいな姿だろうな！」

「……ん」

　左京は無言でうなずいた。

「礼を言うぞ左京。おまえの契けい約やくした〝怠惰トレークハイト〟がいなければ、こうもかんたんにあの男を殺すことはできなかっただろうよ」

「ん。礼とかはいらない。自分は愛すべき〝愛あい憎ぞうの悪あく魔ま〟イシュタル様への忠ちゆう誠せいを示しめすだけ」

　左京は淡たん々たんと答える。

〝怠惰〟は動かずして敵を屠ほふる。名前のとおりの怠なまけ者らしい能力を有していた。設せつ定ていした同一の属ぞく性せいを持つもの同士を強引に接せつ続ぞくし──片かた方ほうからの一方的な干かん渉しようを可か能のうとする。かんたんに言えば、テレビ画面を見ながら、テレビの中の存そん在ざいにちょっかいを出せる力だ。

　左京は媒ばい介かいを〝水〟に設定した。噴ふん水すいの存在する公園を自らのフィールドとし、闇ク御ラ津ミ羽ツ神ハの生みだした屋上の泉いずみを画面に見立てた。この水みず鏡かがみにアランの天使が矢を放つことで、距きよ離りや空間を無む視しして敵てきを貫く、姿すがたなき狙そ撃げき手しゆが誕生したのである。

　マスティマの〝断罪神鏡〟が効きかなかったのも当然のこと。左京もアランも催さい眠みん効こう果かのある光を直視してはおらず、水鏡に映うつる虚きよ像ぞうを見て、攻撃していたのだ。

「次は、あの幼よう女じよか。不死鳥の契けい約やく者しやらしいが、〝怠惰〟とクロスボウのコンビネーションで殺せる相手ではないな」

「……うん」

「ん？　浮うかない顔をして、どうした？」

「……いや」

　左京はとっさに首を横にふった。ふってから、なにをしているのだと自問した。心配事があるなら素す直なおに相談するべきじゃないのか。いままではそうしてきたはずじゃなかったのか、と。

　頭が痛いたい。ずきんずきんと締しめつけるように痛む頭を押おさえてアランの横顔を注視する。

　精せい悍かんな顔立ち。純じゆん然ぜんたる正せい義ぎを見み据すえる強い瞳ひとみ。どんな重じゆう圧あつも受け止められそうな肉体。それと同じ影かげが網もう膜まくの裏うらにうっすらと浮かんでいるのに、アランと同一人物なのかどうか、自信が持てない。

　記き憶おくの奥おく深ふかくにいる〝彼〟は、もっと優やさしく、正義感にあふれた男だったはずで──

「ッ」

　痛い。頭が、痛い。考えれば考えるほど脳のうの奥を疼とう痛つうが襲おそい、思考は雲うん散さん霧む消しようしてしまう。

　だが左さ京きようは思考がとぎれる前に、気力をふりしぼって、その問いを口にした。

「ねえ。こうして彼らを殺すことは……正しい？」

「なに……？」

　アランの顔が、かっ、と怒いかりの色に染そまる。

「正しいか、だと？　我われらが愛すべきイシュタル様の意思を疑うたがうのか？」

「そういうわけでは、ないけれど。イシュタル様は、洗せん脳のうのわざが得意だった、はず」

「もういい、黙だまれ！」

　怒ど気きをはらんだ叫さけびとともにアランの平手が左京の頬ほおで弾はじける。乾かわいた音が鳴る。左京は、すこしだけ赤くなった、鈍にぶい痛いたみが生じる頬をさすりながら、うつむいた。

　左京はそこで黙ったが、まだ怒りが冷めやらぬのか、アランは苛いら立だたしげに濡ぬれ髪がみをつかんで、額ひたいと額がくっつきそうな距きよ離りから睨にらむ。

「あのお方を愚ぐ弄ろうするような発言は誰だれであろうと認みとめられない。洗脳だと？　私たちは、ただの捨すて駒ごまとは違ちがう。七の魔ま人じんの一人だぞ？　この忠ちゆう誠せい心しんは本物だ！」

「じゃあ、どうして……アランは天使で、自分は日に本ほん神しん道とうの、水すい龍りゆう？　宗しゆう教きようが、違うけど」

「…………ッ」

　アランは返答に窮きゆうした。

　きっと、憶おぼえていないのだろう。どうしていまの契けい約やく霊れい体たいと契約しているのか、どの教きよう団だんに属し、どういう地位を築きずいてきたのか。それらの大切な情報、すべてを。

　左京自身も比ひ良ら坂さか翠すい花かから賀か久く留る神社の話を聞かされなければ、闇ク御ラ津ミ羽ツ神ハの詳しよう細さいどころか自分の名前さえ憶えていなかった。だが心の奥おくの奥、本ほん能のうの部分が叫ぶのだ。思い出してほしい。きっと、そこにはなにかがあるはずだ。

　沈ちん黙もくに居いたたまれなくなって、左京は水みず鏡かがみに視し線せんを移うつす。そこでふと、首をかしげる。

「…………あの子、なにをやって…………」

　ルナはいつの間にか泣きやんでいる。暁あきらの体を抱だきあげて、そっとベンチに横たえる。その周囲を炎ほのおの渦うずがまいている。炎の密みつ度どが増まして、二人の体は完全に見えなくなった。水鏡に映うつるは公園一面に広がる炎だけ。

　そのとき、白い煙けむりを噴ふいて、水鏡が弾はじけた！

　公園の噴ふん水すいが沸ふつ騰とうした？　──そう悟さとった瞬しゆん間かん、左京は敵の狙ねらいに気づいて愕がく然ぜんとした。

「おい左京、見ろ。あれを見るんだ！」

　狼ろう狽ばいしたようなアランの声。顔をあげて、左京も息を呑む。

　炎が無む尽じん蔵ぞうにふくれあがり、ここら一帯を紅くれないに染めている。炎は地を舐なめ空を滑すべりたちまち周囲の建物を喰くらい尽つくしていく。きん、と、耳に響ひびくような甲かん高だかい鳥の鳴き声がした。

「大だい悪あく魔まフェネクス……！　あれほどの炎を生みだせるのか……!?」

　アランの顔が驚きよう愕がくに歪んだ。左京も驚おどろきを隠かくせない。

　ルナがかつてあれほどの炎ほのおを生んだことはなかった。少なくともイシュタルやシムショーンが集めた情報には記しるされていなかった。魔ま力りよく量りようや制せい御ぎよ能のう力りよくの限げん界かいがあるのだと判はん断だんしていた。

　限界？　どこがだ？　あれならば、その気になれば街をまるごと焼き尽つくせるではないか！

　そしてこれは、左さ京きようとアランにとって、とんでもなくまずい事じ態たいだった。

　ルナは、こちらがどこにいて、どうやって攻こう撃げきしているのかはわかっていないだろう。それは左京たちの策さくがうまくいった結果だ。しかし、絶ぜつ対たいに安全な場所から安全に敵てきを狩かれる環かん境きようを整えたことで、ある種の慢まん心しんが生まれていたのかもしれない。

　森の中に潜ひそんだ敵を殺すには森そのものを焼き払はらえばいいという単たん純じゆんな理り屈くつを失しつ念ねんしていた。もちろん、それほどの炎を生みだすなんてほぼ不ふ可か能のうだし、本来であれば考こう慮りよする必要もない可能性だったのだが。それでもこの瞬しゆん間かんに己おのれの迂う闊かつさを悔くいずにはいられなかった。

　熱気が顔に触ふれる。灼しやく熱ねつの風が濡ぬれ髪がみを揺ゆらす。足元のビルが炎えん上じようし、黒こく煙えんが立ちのぼる。

　炎の波が四方八方から押おし寄よせて、全身が包まれてしまいそうになる。

「闇ク御ラ津ミ羽ツ神ハ！」

　左京は契けい約やく霊れい体たいの名を呼よんだ。〝怠惰トレークハイト〟ではなく、慣なれ親しんだ賀か久く留る神じん社じやの祭さい神じんだ。

　藍あい色いろの龍りゆうに向けて、念じる。反はん射しや的てきに突とつ発ぱつ的てきに無む意い識しきに、その命令をくだす。

　──アランを護まもって。と。

（ああ。自分は、どうかしている）

　これは理性的な判断からほど遠い。完全なる判断ミスだ。左京が死ねば闇御津羽神は消えてしまうし、水の加か護ごを付ふ与よしたところでその場しのぎにしかならないのに。

　彼を護らねば、という衝しよう動どうのまま、左京は動いていた。

　闇御津羽神が、アランの体にまとわりつき、炎を跳はね除のける水の膜まくを張はる。それに気づいたアランが目を見ひらき、ばか、と、咎とがめるような目で、左京を見返した。こちらに腕うでがのびる。

　とっさにその手を取りたくなって、右手をのばす。のばそうとする。けれど、その腕は、押し寄せた炎に包まれて、黒く焼け焦こげてしまう。熱い。灼しやく熱ねつが肌を焼いて、脳のうを焼いて、そして、記き憶おくを覆おおい隠かくしていた薄うすい膜まくを焼いた。

　ああ。ようやく思い出した。

　業ごう火かに焼かれながら、左京は口を動かした。

　自分たちは騙されていた。本当の敵はあの子たちじゃない──。

　その言葉がアランに伝わったのかどうか、左京には知るすべがなかった。




　　　　＋　＋　＋




　偽にせ鳴なる神かみ市しが地じ獄ごくの業ごう火かに焼かれていく。

　そのさまを、ルナは遥はるかな高みから見おろしていた。

　精せい神しんも、肉体も、いまはフェネクスと完全に同化している。だがその姿すがたは、もはや霊れい鳥ちようとは呼よべない。鳥の原形などほとんど残っていない、ただの炎ほのおの塊かたまりに過すぎなかった。

　フェネクスはもともと、街ひとつを消しよう滅めつさせるほどのポテンシャルを秘ひめていた。だが、それはあくまで最大出力すればの話である。自じ我がを持つ大だい悪あく魔まゆえに、フェネクスは、鳥の形を失うことを怖おそれている。だからこそ、ふつうは本気を出さないし、出せないのだ。

　しかしいま、ルナは自らの肉体を霊枢核コアとして利用している。〝生体霊枢核バイオロジカル・コア〟は、霊れい体たいとの完全な同調を実じつ現げんし、祓ふつ魔ま師しが霊体を完全に制せい御ぎよできる。ゆえに本気が出せる。

　形など失っても構かまわない。暁あきらを襲おそった敵てきを許ゆるさない。絶ぜつ対たいに葬ほうむり去ってやる。

　ルナは火力を緩ゆるめることなく、周辺を容よう赦しやなく焼き尽つくしていく。

（敵は絶ぜつ対たいにこの炎が届とどく範はん囲いにいる）

　確かく信しんをもってルナは火力をあげていく。

　この書庫の世界は、時空が歪ゆがんでいるために、時間や距きよ離りや方角が無む秩ちつ序じよに乱みだれている。しかし、拓たく真まの〝解析アナライズ〟によると、この世界は区画と区画を渡わたるさいに強きよう烈れつな歪みが発生するものの、同区画内で立ち回るぶんには問題ないという。

　敵の攻こう撃げき方ほう法ほうは鋼こう鉄てつの弓矢。つまり物理攻撃。必中必殺の攻撃ならばともかく、そうでないとすれば、敵は「獲え物ものを本当に殺せたのか」を確たしかめる必要がある。「死んだと思いこんでいた敵が生きていた」場合のリスクは非ひ常じように高く、有ゆう能のうな人間ほど、生死の確かく認にんを怠おこたらない。

　敵は、正確な道順を知るすべがない。つまり、この公園と同じ区画にいなければならない。

　逆ぎやくに、この区画すべてを焼き払はらったところで、ルナの仲間は被ひ害がいを被こうむらない。

　拓真、ミトラ、翠すい花か、モニカは前の区画に留とどまっているはずだし、サヴァトリィも別区画だ。

（燃もやし尽くす。全部、全部全部、灰はいにしてやる）

　暁は、いけすかない男だった。いつも偉えらそうで、上から目線で、気に入らないことがあると、細剣レイピアを抜ぬいてルナを貫つらぬいてきた。だとしても、白しろ十じゆう字じ教きようの学がく生せい寮りように匿かくまわれて、一いつ緒しよに生活していれば、情じようも湧わいてしまう。

　ときどき覗のぞかせる「役やく割わりだけがあって自分がない」存そん在ざい独どく特とくの虚きよ無む感かんは、ルナへの贖しよく罪ざいのために世話係を申し出たシスター・クラウディアを思い出させる。彼女を殺したドイツ教区への復ふく讐しゆうを誓ちかい、メンゲルを殺したのちに自ら死ぬすべを探さがそうとしていたルナ自身にもかぶる。

　暁を寝ねかせたベンチを見おろす。燃やさないように慎しん重ちように避さけている場所。

　青白い唇くちびるがぴくりとも動かない。その姿すがたが、胸むねのうちに生じた怒いかりを、何倍にも膨ぼう張ちようさせる。

「あああああああああああ！」

　ルナの叫さけびは霊鳥の鳴き声と混まざり、紅ぐ蓮れんの街に轟とどろいた。

　各所で火柱があがり、燃え尽きた木もく造ぞう建けん築ちくが崩くずれ、ビルが鉄てつ骨こつをむき出しにして傾かたむいた。それこそ終末のような。地じ獄ごくのような世界に塗ぬり替かわっていく。

　凄すさまじい熱に空気が蜃しん気き楼ろうのように歪ゆがむ。燃え盛さかるビルは黒い塔とうのようにそびえている。

　その中のひとつ。一本のビルの屋上で、ひときわ大きな火柱が、天空へと猛たけりのぼった。

「違ちがう」

　ルナが発生させた火柱ではない。

「そこか……」

　殺気のこもる低いつぶやき。同時に炎ほのおの塊かたまりが猛もう烈れつに形を変えていく。細く、小さく、それでいて洗せん練れんされた凄すごみを備そなえた──散さん漫まんだった魔ま力りよくと炎が一点に集まり、一個この形を成す。

　少女。小こ柄がらで小生意気そうな幼いたい気けな少女の姿すがただ。

　華きや奢しやな手足に炎をまとい、金色の髪かみは赤々と強い光を帯び、背せ中なかには一対ついの紅ぐ蓮れんの翼つばさ。その姿すがたはまるで怒いかりに身を燃もやす天使だった。

　炎の翼で空を打ち、ルナは滑かつ空くうした。風の音を背はい後ごに置き去りにして、目的のビルの屋上へと一本の矢のごとく降こう下かする。

　いた。見えた。そこに立っているのは、祭服に身を包んだ、精せい悍かんな顔立ちの白しろ十じゆう字じ教きよう徒と。彼の腕うでの中には、人の大きさぐらいの、黒い塊があった。

（白十字教徒……あのリストにいた、アラン・ティベルティ）

　ルナは思考しつつ、着地する。腕の中の人物が誰だれなのかはわからないが、最低でも一人は、仕し留とめることに成せい功こうしたらしい。

　右手の上で炎を生じさせる。炎えん弾だんで敵の手足を貫つらぬき、じっくりと焼き殺すつもりだった。

「……？」

　が、ふと眉まゆを寄よせて、立ち止まる。

　アランがすみれ色の空を仰あおいで立ち尽つくしたまま、ぶつぶつとなにごとかをつぶやいていた。

「ああ、おまえの言うとおりだ、左さ京きよう……どうして私は、忘わすれていたのだろうな……」

　西洋人らしい切れ長の瞳ひとみからあふれた水すい滴てきが頬ほおを伝っていく。小こ刻きざみに肩かたがふるえている。死を悼いたみ、嘆なげくようなその姿に、ルナの翼は怒りを増ましたかのようにさらに燃えあがった。

「涙なみだ……？　なにそれ。仲間がやられて、泣くわけ？　ずいぶんと自分勝手なんだね……！」

「…………」

　アランは応こたえない。無言で人型の塊を地面に置くと、瞑めい目もくし、胸むねの前で十字を切った。

「モニカおねーさんから聞いてるよ。メンゲルはあんたらの命令で既き存そんの神に頼たよらない力を求めて禁きん忌きの研究に手を染めた。私にフェネクスを押おしつけたのも、シスター・クラウディアを殺したのも……暁をっ……殺したのもっ……全部全部あんたらだっ。あんたらに涙を流す権けん利りなんてないっ……！」

「私はなにも知らない……と言っても、信じてはくれないだろうな」

　アランは静かに言った。ルナの炎がさらに激はげしさを増す。

「ふざけんな……！　ふざけんなァッッ！」

　アランの顔面に向けて、炎弾を放つ。炎弾が直撃し、小爆発が生じる。炎と煙があたりを覆おおい尽つくす。敵てきの姿すがたが見えなくなっても、怒いかりのままに炎ほのおを生みだし、投げつづける。

「はあっ……はあっ……ふざけんな……知らないとか、なんだよそれぇ……私の大切な人を奪うばいまくって、人生をかき乱みだしまくって、知らないって……ふざけるなっ！」

　そのとき、どんっ、と、衝しよう撃げき波はが屋上全体を舐なめ尽つくした。

「!?」

　唐とう突とつな爆ばく風ふうに煽あおられて、ルナは腕うでで顔を隠かくし、飛ばされないように足をつっぱる。

　視し線せんの先で、火ひ柱ばしらが生じていた。さっきと同じ、ルナが発生させたものではない火柱だ。

　風が炎と煙けむりを払はらった。黒と赤の幕まくを掻かき分けて、アランが悠ゆう然ぜんと歩み出る。

「私はようやく思い出せた。聖せい職しよく者しや協きよう会かいに忠ちゆう誠せいを誓ちかい、正せい義ぎ執しつ行こうの使命を帯びていた。彼女は、左さ京きようは、信しん頼らいすべきチームメイトであり、大切な……本当に大切な存そん在ざいだった」

　アランの体を凄すさまじい熱気の渦うずが取りまいている。その右腕に、奇き妙みような装そう備びがついていた。

　赤い籠こ手てだ。無数の龍りゆうの鱗うろこで覆おおわれた厳いかつい籠手が赤熱し、ぎぃぃぃ、と軋きしみをあげる。

「記き憶おくを取り戻もどしたいま、聖職者協会のために正義に殉じゆんじなければならないのかもしれない。頭ではわかっている。だが、駄だ目めだ！　この胸むねにっ、腕にっ、滾たぎる憤ふん怒ぬの感情を抑おさえられない。これは〝憤怒ツオーン〟のせいなのか？　それとも私自身の感情なのか？　くそっ、くそっ、ああっ」

　アランは左手で胸を掻きむしると、ぎらりと光る目をルナに向けた。

「怒りを司つかさどる聖せい獣じゆう〝憤怒〟よ。私は左京を殺した彼女を許ゆるせない。不死鳥を殺さねばならない。力を貸かせ。私に奴やつを殺させろ！」

〝憤怒〟と呼ばれた龍の籠手が呼こ応おうするように脈みやく動どうした。

　ルナは歯を剥むき、翼つばさを広げ、

「上等……こっちだって、許すつもりなんて……ない！」

　全身全霊をかけて灼しやく熱ねつの風を放った。風は屋上を囲むように渦うずを巻まく。赤い竜たつ巻まきがアランの体を四方八方から引き裂さかんとする。

　だが竜巻は次の瞬しゆん間かんに雲うん散さん霧む消しようした。〝憤怒〟の腕のひと振ふり。ただのそれだけで。

　怒りと怒り。炎と炎。両者のぶつかり合いが暴あばれ狂う熱風を生みだし、爆音が轟とどろいた。

　アランが腰こしを低くし、しっかりと地面を踏ふんだ。〝憤怒〟が脈動し魔ま力りよくと熱の奔ほん流りゆうが起こる。拳こぶしの一点に集束していく。

（なにかがくる……あれを撃うたせたら、危き険けん……！）

　ならば、と、ルナは空中に展てん開かいした十の炎えん弾だんを発はつ射しやした。弾丸は複ふく雑ざつな軌き道どうを描えがき、防御をかいくぐって、アランの体を貫こうとする。すこしでも防ぼう御ぎよに意識が向けば、魔力が分散し、強い攻撃を放つことなどできなくなるはずだ。

「……なっ!?」

　ルナの顔が驚きよう愕がくに染まる。

　アランは、避よけなかった。すべての炎弾を、そのまま受けてみせたのだ。

　しかも、攻こう撃げきの直後で、逆ぎやくに、ルナのほうに隙すきができている。

「うおおおおおおおおおお!!」

　アランが咆ほう哮こうとともに跳ちよう躍やくした。上空十メートル。その距きよ離りが、一息に詰つまる。

　彗すい星せいのごとく赤の光が尾おを引き、圧あつ倒とう的てきな拳こぶしの一撃が、ルナの体に吸すいこまれる。

「あっ……！」

　体がくの字に折れ、衝しよう撃げきが脳のう天てんに駆かけ抜ぬける。アランの左手が髪かみをつかむ。空中で体を入れ替かえると、アランは〝憤怒ツオーン〟でルナの顔面をわしづかみにした。

　龍りゆうの爪つめが肌はだに食いこみ、炎と血しぶきが弾はじける。

　痛いたみと、奇き妙みような浮ふ遊ゆう感かんのあと。

（落ちてる……！）

　急きゆう激げきに空が遠のいていくのを実感し、背せ筋すじに悪お寒かんが走る。

　直後、コンクリートの砕くだける轟ごう音おんと頭ず蓋がいと背せ骨ぼねの折れる音が耳じ朶だを打った。意い識しきが暗転し、手足がぴくん、ぴくんと痙けい攣れんするのを感じる。久ひさ々びさに死にもっとも近い感覚だとルナは思う。

　だが同時にその程てい度どでは死なないことも彼女は知っている。体内の器官が熱とともに癒いえていき、爪にやられた傷きずも炎ほのおがふさいでいく。

　その様子を見て、アランは口元に笑みを刻きざむ。

「不死鳥か……なるほど、容よう易いに殺すことはできないようだ……が、」

「────!!」

〝憤怒〟の爪が深々と胸むねに突つき刺ささり、ルナの体は地面に縫ぬいつけられた。熱と痛みで全身が悲鳴をあげ、口から血けつ塊かいがこぼれ落ちる。体が痙攣し勝手に跳はねまわるが、しっかりと固こ定ていされていて、逃のがれることができない。

「無力化する手しゆ段だんなどいくらでもある」

　アランが腕うでに力をこめる。ぐり、ぐり、と内ない臓ぞうを掻かき回されて、せりあがる不ふ快かい感かんに吐はき気をもよおし、ルナは喘あえいだ。痛い。痛い痛い痛い。助けて。痛い。頭の中を泣き言がいくつもいくつも横切って、だけど、暁あきらを殺した相手に命いのち乞ごいなど絶ぜつ対たいにしたくなくて、唇くちびるを引き結ぶ。

　ごっ、と両手に炎を生む。悪あがきとばかりに二発、体の上のアランに向けて炎を放つ。

　だが、効きかない。炎はアランの顔にあたると吸いこまれるように消え去ってしまう。

　ルナははっと息を呑のむ。

「その、顔……」

　アランの顔は人のそれではなくなっていた。

　赤い鱗うろこに覆おおわれた爬は虫ちゆう類るいの顔。凶きよう悪あくに輝かがやく金色の瞳ひとみに真っ赤な舌した。右腕の籠こ手てだけでなく、全身が鱗に埋うめ尽つくされている。驚おどろいて、ルナはふたたび炎を放つ。しかし、炎は、鱗に吸きゆう収しゆうされて、あっという間に消えていく。

「〝憤怒〟は怒りの炎を燃やし、炎を喰くらい、炎を支し配はいする」

「ッッッッッッッッッッッッッッッッ!!」

　アランの籠こ手てが強きよう烈れつな光を帯びると、ルナは目を剥むいて絶ぜつ叫きようした。ただの痛いたみではない。まるで生命力そのものを喰くわれているような感覚に手足が痺しびれ、視し界かいが霞かすんだ。

　体の炎ほのおが弱まる。あれほど復ふく讐しゆう心しんに燃もえ盛さかっていた炎は徐じよ々じよに小さくなっていき、それに合わせて意い識しきも遠のいていった。まずい。炎そのものを喰らわれれば、フェネクスと同化しているルナの存そん在ざいそのものが吸きゆう収しゆうされてしまう。

　現げんに傷きずをふさぐはずの炎が生じず、胸むねには穴あながあきっぱなしで血が流れつづけている。

　死。強きよう烈れつに現実味を帯び始めたその単語にルナは恐きよう怖ふし表情を強こわ張ばらせた。

　これまで何度も経けい験けんした痛みのはずなのに、ひどく空くう虚きよな気持ちが胸にある。

　なんだか、とても孤こ独どくだ。

　いや、覚かく悟ごはしていた。仕方ない。復讐心に駆かられて暴ぼう走そうした時点で幸せな未来なんてない。すべて自分が悪いんだ。ミトラだって、きっと救きゆう済さいしてくれないに違ちがいない。

　寂さびしい。

　いやいや、そうじゃない。寂しさを感じる資し格かくなんてない。ドイツ教区に誘ゆう拐かいされて実の親からも悪あく魔ま契けい約やく者しやだと怖おそれられて……その寂しさを埋うめるために仲良くなった人間は、どうなった？　シスター・クラウディアは処しよ刑けいされ、ミトラは命を狙ねらわれ、暁あきらも矢に貫つらぬかれた。自分は疫やく病びよう神がみ。自分が寂しいなんて、自じ己こ中ちゆう心しん的てきで、わがままな態たい度どが、他人を不幸に陥おとしいれる。

　だから、これでいい。孤独のまま死ぬぐらいがちょうどいい。

　……………………。

　…………。

　……嫌いやだ。

　嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ。

「寂しいのも、痛いのも……嫌だ。嫌だよぉ……」

　血の塊かたまりを吐はきながら、涙なみだの塊をこぼして、感情の塊をもらす。

　実じつ年ねん齢れいは二は十た歳ちだというのに。見た目相そう応おうの幼おさな子ごみたいに醜みにくく泣きわめく。そんな自分の姿すがたを想そう像ぞうすると、そのあまりの情なさけなさにまた哀かなしくなって、連れん鎖さ的てきに涙があふれだす。

「それでいい。自分の感情を偽いつわるな。くだらんごまかしなど必要ない」

「……え？」

　幻げん聴ちようだろうか。限げん界かい突とつ破ぱした孤独感がありえない声を聞かせたのだろうか。

「誰だ!?」

　だがその声はアランにも聞こえているらしかった。声を張はりあげて振ふり返る。

　そこに立っていたのは──美人の女性だった。

　フリルにまみれた愛らしいカチューシャ。黒と白の対たい比ひが美しいエプロンドレス。端たん正せいな顔は仮か面めんを貼はりつけたかのような無表情だ。片かた手てに構かまえた細剣レイピアが空のすみれ色を反はん射しやしている。

　暁あきらのもうひとつの契けい約やく霊れい体たい〝言こと伝づての天使〟だった。

　踊おどるような足さばきから繰くり出される華か麗れいな刺し突とつが、アランの体を貫つらぬこうとする。金きん属ぞく同どう士しの摩ま擦さつ音おん。鋭えい利りな刃やいばが鱗うろこの隙すき間まに刺さしこまれる。

　が、刃の進行は、肉体を貫くことなく止まった。細剣レイピアが半なかばからひん曲がり、その反動で、〝言伝の天使〟の右みぎ腕うでが嫌いやな音をたてた。腕が変な方向に曲がり、メイド服の袖そでがふくらむ。

「生きていたのか、玖く珂が暁。だがこの程てい度どの下級天使しか呼よび出せないほどに衰すい弱じやくしていると見える。こんな細腕で私の〝憤怒ツオーン〟を止められるものか！」

　アランは拳こぶしを握にぎりしめ、籠こ手てを脈動させ、絶ぜつ大だいなる魔ま力りよくを渦うずまかせる。身をすくませている〝言伝の天使〟の顔がん面めんへと〝憤怒〟の一いち撃げきがたたきこまれる──！

「素す晴ばらしい判はん断だん力りよくです。〝言伝の天使〟は力不足を自覚します」

　無表情のまま淡たん々たんと語るメイド。

「ゆえに力ある者に一いち任にんいたします」

　その体が一いつ瞬しゆん後ご、霧きりとなって散ったかと思うと、黄金色に輝かがやく巨きよ大だいな天使が現あらわれていた。

「──!?」

　アランは驚きよう愕がくに目を見ひらいた。〝断罪神鏡ヘイトリフレクシヨン〟を発動させた状じよう態たいのマスティマが眼がん前ぜんにいきなり現れたのだ。まるで〝言伝の天使〟の存そん在ざいを上書きするように。

　敵てき意いを向けてはいけない。攻撃を止めなければいけない。だが籠手に魔力を凝ぎよう縮しゆくし、攻撃の動作に入っていたアランは、その圧あつ倒とう的てきな力ゆえに制せい御ぎよができなかった。

　黄金色の光が網もう膜まくに焼きつく。脳のうを焼く。自らを滅めつせと、自らの悪の心を恥はじ、自らを断だん罪ざいせよと、神の命令がくだされる。その催さい眠みんの光を浴あびたアランは痙けい攣れんし、腕を動かし、自みずからの顔面に〝憤怒〟の拳こぶしを叩たたきつけていた。

　爪つめが鱗うろこを裂さき、鮮せん血けつが飛散する。すべての炎ほのおを喰くらい尽つくし、支し配はいする〝憤怒〟の力が、彼自身の炎を根こそぎ奪うばおうとする。

「ぐ、あ……ああああああっ！」

　絶ぜつ叫きよう。全身を龍の鱗で覆おおった人ならざる者は膝ひざを折り、祈いのりを捧ささげるように天を仰あおいだ。

　いまこの瞬間に彼がなにを思うのか。ルナにはわからない。しかし、金色の爬は虫ちゆう類るいの瞳ひとみから、まるで人であるかのように涙なみだが流れていくのだけが見えた。

「オレの天使はどちらも大気中の水分が霊枢核コアになっている。瞬時に入れ替かえることなど造ぞう作さもない──復ふく讐しゆう心しんに支配され、状じよう況きよう判はん断だんを誤あやまったな、アラン・ティベルティ」

　死んだと思っていた暁が、そこにいた。

　炎の向こうから、ゆっくりと歩み寄よってくる。脇わき腹ばらの傷きずを押おさえているし、ふらついているものの、まだ口元に笑みを浮うかべるだけの余よ裕ゆうはありそうだ。

「アキラ……どうして……？」

　ルナは、茫ぼう然ぜんとつぶやいた。

　苦しみもがくアランの前で瞑めい目もくし十字を切ってから、暁あきらは悠ゆう然ぜんとルナを振ふり返る。

「どうしてもなにもオレは最初から死んでいない。敵の居い場ば所しよをあぶり出し、確かく実じつに仕し留とめるためにわざとやられた。貴き様さまを哀かなしませたことを謝あやまるつもりもない。恨うらみたければ恨め」

「……そ、そんなの……作戦だって、言ってくれれば、私がやったのに……」

「貴様が死なないことなど敵にもバレている。ここはオレが捨すて駒ごまになるのがベストだった」

　暁は地面に落ちていた細剣レイピアを拾い、さやに収おさめながら言った。

「言ったはずだぞ、金きん髪ぱつ。最後に勝つために捨て駒だろうがなんだろうが利用する。それが、オレのやり方だと。当然、オレ自身が捨て駒になることも考こう慮りよしている」

「……滅め茶ちや苦く茶ちやだよ」

　ルナはこみあげてくるものを必死で内側に抑おさえつける。

　暁はすこしだけ屈かがんで、ルナの金色の髪に手を置いた。それからわずかに目をそらして言う。

「だが、あれほど哀しまれるのは想定外だった。謝あやまる気はないが、好きに罵ののしる権けん利りをやる」

　その、あまりにも暁らしい言葉に、いよいよ生の実感が湧わいてきて、ルナはわっと泣いた。

　ふだんなら反はん撃げきに細剣で刺さされてもおかしくないような罵ば詈り雑ぞう言ごんを無む限げんに吐はき出すルナ。

　暁はすこしだけ眉まゆをひそめながらも、ただ黙だまってその言葉を聞きつづけていた。




　　　　＋　＋　＋




　炎えん上じようするビルをルナを引き連れてあわてて抜ぬけ出し、暁は一軒けんの雑ざつ貨か屋やに向かった。天使の置き物やカウベルで飾かざりつけられた店てん舗ぽだ。ここへ行こうと思ったのは、奇き跡せき的てきにルナの炎に焼かれずに残っていたからだ。

　ルナは〝憤怒ツオーン〟に生命の炎を吸すわれ、ほとんど身動きが取れなくなっている。

　暁も脇わき腹ばらの傷きずが深く、頭がぼんやりしていた。血がうまくめぐっていないのが自覚できる。ゆっくりしている暇ひまはないし、早く拓たく真またちのもとに戻もどらなければと思うのだが、体を休めないことにはもう一歩も動けそうになかった。

　雑貨屋の中には商品の代わりにすみれ色の書物がばらまかれていた。その山を崩くずして、二人ぶんの隙すき間まを作ると、ルナの体を横たえて、暁も、どっかりと腰こしをおろした。

　地味に痛む脇腹を押おさえて唇くちびるを噛かんだ暁の顔を、薄うすくひらかれたルナの目が見つめていた。

「柄がらにもなくカッコつけちゃって」

「特定の場所への遠えん隔かく攻こう撃げきは、その発はつ動どう条じよう件けんがわからない以上、野放しにしておける能のう力りよくではなかった。あの時点では公園だけがフィールドだったのだろうが、いつ逢あい沢ざわや銀ぎん髪ぱつを狙ねらえるようになるかわからん。だから、あの場面でオレが倒たおれ、貴様がフェネクスで敵てきを炙あぶり出さねばならなかった」

「仲間の私まで騙だますことなかったじゃん！」

「理り性せいの制せい御ぎよを外さなければ貴き様さまはあの規き模ぼの炎ほのおを生みだせなかったはずだ。敵てきにも、残りは金きん髪ぱつだけだと錯さつ覚かくさせ、安心させる必要があった……ぐっ」

　ポケットから取り出した針はりと糸で傷きず口ぐちを縫ぬっていた暁あきらの口からくぐもった声がもれる。ルナはざまあ見ろとばかりに唇くちびるをとがらせて、それから、ふと、眉まゆを寄よせた。

「矛む盾じゆんしてない？　私があんなに哀かなしむと思わなかったって言ってたじゃん」

「矛盾などしているものか。貴様が一人になれば、無ぶ様ざまに敵に追い詰つめられるだろう。そうすれば必死になって本気を出さざるを得なくな──ぐぅっ!?」

　小さな拳こぶしから繰くり出されるジャブが傷口をえぐり、暁は脂あぶら汗あせを流して身体を丸めた。

「ふん！　レディに対する不ふ義ぎ理りはそれでチャラにしたげる。お腹なかをぶっ刺さされる気持ちがわかってよかったね！　ばーか」

「貴様……あとで憶おぼえておけ……」

　背せ中なかをふるわせる暁から目をそむけて、ルナはぷくりと頬ほおをふくらませた。〝憤怒ツオーン〟の攻こう撃げきと疲ひ労ろうに青白くなった顔には、涙なみだが乾かわいた痕あとがくっきりと残っている。

　暁は不思議なものを見るような顔でその横顔を眺ながめながら、ふむ、と下あごを撫なでた。

「てっきり貴様はオレのことを嫌きらっているものと思っていたのだがな」

「嫌いだよ。ばーか」

　即そく答とうしたルナの手が探さぐるように暁の手を握にぎる。

「だけど私にとっては数年ぶりの家族で、数ヶ月ぶりの友達だもん。死なれたらつらいし寂さびしいし哀かなしくなるに決まってるじゃん」

「オレは繰くり返される世界の中で幾いく度どとなく死んでいる。いまさら死を怖おそれる気もない。ある意味で貴様と同じようなものだ」

「その繰り返しをこっちは自覚できないんだってば。この世界で私が出会ったアキラは、死んじゃったら二度と生き返らない。前の周回のことを憶えていないってことは、次の周回に記き憶おくを引き継つげるわけじゃないんだからさ。こっちの気持ちもすこしは考えたら？」

「……ふん」

　ごまかすように鼻を鳴らしてルナの追つい及きゆうを躱かわし、暁はふたたび傷口を縫いつけていった。焼けるような痛いたみに顔をしかめつつ確かく実じつに傷をふさいでいく。

　暁の痛がる姿すがたをにやにやと見つめていたルナはその目をふと心配げに細めてみせた。

「拓たく真まおにーさんたちは大だい丈じよう夫ぶかな」

「問題ない。逢あい沢ざわに限かぎって、敗北はありえない」

　暁の掛かけ値ねなしの称しよう賛さんにルナが驚おどろいたような顔をする。

「他人をそこまで褒ほめるのって珍めずらしいね」

「他人を無意味に貶けなしたいと考えたことが、そもそも、ない。オレは常つねに事実をありのままに話しているだけだ。ごまかしや建前を使っていないだけだ。逢沢はクソ生意気な気に食わん男ではあるが、その事実と、実力者だという事実は矛む盾じゆんしないからな」

「敵てきは七しち聖せい人じんに匹ひつ敵てきするほどの祓ふつ魔ま師し集しゆう団だんだよね。それでも拓たく真まおにーさんは勝てる？」

「正せい確かくには勝ってもらわねば困こまる。逢あい沢ざわが負けるということは、オレたちの誰だれもが勝てないと証しよう明めいされてしまうようなものだからな」

　身しん体たい能のう力りよく、状じよう況きよう判はん断だん力りよく、〝解析アナライズ〟と〝分解ブレイク〟の能力、そしてそれらの扱あつかい方。すべてにおいて、暁あきらたちの遥はるか上。他人に盲もう目もく的てきな信しん頼らいを寄よせることなど絶ぜつ対たいにない暁が、唯ゆい一いつ、楽観的な目で見ることのできる相手──それが逢沢拓真なのだ。

「あそこまで欲ほしいと感じた人材はなかなかない」

「拓真おにーさんへの信頼が厚あついんだね」

「いや、違ちがうな。間違っている」

　暁は己おのれの胸むねに親指を突つきつけて、やたらと偉えらそうに胸を張はった。

「オレはオレの目を信用している。逢沢は絶対にこんな場所ではくたばらない」

「拓真おにーさんとちゃんと組めたのは今回が初めてなんじゃなかったっけ？」

「前の周回まで、奴やつは孤こ高こうを貫つらぬいていたからな。だが実力はどの周回でも別べつ格かくだった。初めてだろうとなんだろうと信頼に値あたいする」

「もしも次の周回があったら私も信頼してもらえるのかな」

　ルナが意地の悪い顔と声で言った。

　暁は鼻息をわずかにもらす。

「手のかかるガキだったと憶おぼえておこう」

「なにそれ。ひっどーい」

　ふくれっ面つらで不平を述のべるルナの鼻先に、細剣レイピアの切っ先を突つきつける。

「いくら影かげ縫ぬいの依い頼らいとはいえ、オレがただの犯はん罪ざい者しやを部屋に匿かくまうと思うか？　他人の顔色をうかがって不平不満を秘ひめておくような真ま似ねはしない──そのオレがなにも言わずに住まわせてやっているんだ。あらためて確かく認にんするまでもなく貴き様さまのことは認みとめている」

「へー……」

　ルナが目を見ひらいて、感心したような声をもらし、それから堰せきを切ったように笑いだした。

「ふふっ。ふふふふふっ」

「なにがおかしい？」

「私のこと好きなんだ？」

「他意を感じる物言いだが、感情を好悪の二に元げん論ろんで語るならば、そういうことになるな」

「ロリコーン」

「再さい生せい能のう力りよくが鈍にぶっていそうだから自じ重ちようしていたが、そろそろ刺さしても大だい丈じよう夫ぶそうだな」

「あー、いたたたたた。まだダメそう。ぜんぜん再生しなーい」

　ルナは傷きずなど一ミリもない胸を抱かかえて痛いたがるそぶりを見せる。わざとらしいことこの上なかったが、実じつ際さいに〝憤怒ツオーン〟の爪つめにやられた顔の傷きずはまだ燃もえふさがっていなかった。

　暁あきらも自分の傷口を縫ぬい終えたものの、鈍にぶい痛いたみと熱でだいぶ意い識しきが朦もう朧ろうとしている。

「これじゃ三十分経たっちゃうかもね」

　三十分以内に戻もどらなければ暁とルナは死んだものと考え、拓たく真またちは先に進むことになっている。優ゆう先せんすべきは〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟と先に接せつ触しよくすることであり、暁たちの生死にかまっている暇ひまはないのだ。

「戻ったところでこの体ていたらくでは足手まといだ。逢あい沢ざわはああ見えて甘あまいからな。お荷物だろうと律りち儀ぎに護まもろうとする。戻るなら、回かい復ふくして、戦う力を取り戻してからだ」

　暁はそう言って、ルナからすこし離はなれた床ゆかに寝ねそべった。

　するとなにかが床を転がる気け配はいがして、ぴったりと背せ中なかに小さな手が触ふれる。

「なんのつもりだ」

「ホッとしたついでに、もっと安心したいだけ。ホントにもう、シスター・クラウディアみたいなことは、絶ぜつ対たいに嫌いやなんだから」

　暁は胸のうちで妙みような感情が芽め生ばえたような錯さつ覚かくに襲おそわれた。だがその正体がいまいちわからず、いつもと変わらぬ態たい度どで応こたえる。

「暑苦しい。失せろ」

　言葉で突つき放しつつ、体が離れないのは、いまだ癒いえない傷のせいだろうと暁は結けつ論ろんづけた。




　書庫の世界での戦せん闘とうが開始してからまだ一時間も経たっていない。

　すみれ色の空はなにも語らず、ただ若わかき祓ふつ魔ま師したちの死し闘とうを見おろしているだけだった。
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「──以上です。戦せん況きようは芳かんばしいとは言えないですね」

　企き業ぎようビルの林立する中立区画商業通り。高こう層そうビルの一室、机つくえが長方形に配置された会議室。会議スペースを取り囲むようにすみれ色の本が山積みになっている。

　破は戒かい僧そうクリシュナはホワイトボードに人名と×印を書き連ねながら説明すると、他の三人の男女を順番に見回した。イシュタル、レムステラ、〝原げん初しよの悪あく魔ま〟の三人だ。〝原初の悪魔〟の闇やみに塗ぬられた顔は見えないが、イシュタルとレムステラはひどく苛いら立だたしげにしている。

　それも当然だろう。

　ボードに書かれているのは祓ふつ魔ま学がく園えん側がわ、イシュタル側、双そう方ほうの戦せん闘とう可か能のうな人物の一いち覧らんだ。

　祓魔学園側はB.L.サヴァトリィ、逢あい沢ざわ拓たく真ま、ミトラルカ・シルヴェスタ、比ひ良ら坂さか翠すい花か、モニカ・クレメンティの五人。玖く珂が暁あきらとルナ・フェルマーも戦闘不能とはいえ死し亡ぼうはしておらず、回かい復ふくし次し第だい、いつでも合流してくるおそれがある。

　一方、イシュタル側はここにいる四人しか残っていない。モルガン・ホフマン、シムショーン、アラン・ティベルティ、賀か久く留る左さ京きようの四人は敗北し、復ふつ活かつの望みもなかった。

「どうして〝原初の悪魔〟が行かないのです？」

　クリシュナはかねてからの疑ぎ問もんを口にした。ヴォドゥン教の神しん殿でんで見せた圧あつ倒とう的てきな力ならば、かんたんに敵を排はい除じよできるはずだ。〝聖霊ミスラ〟を怖おそれていたふしもあるとはいえ、クリシュナが〝嫉妬ナイド〟の力を借りてかけた呪のろいが健けん在ざいなうちは、反はん撃げきの怖れもない。

「〝叡えい智ちの悪魔〟とタダで接せつ触しよくできるとは限かぎらない。逢沢拓真に力を与あたえたことから考えても、あの女は奴やつらに肩かた入いれしていると考えたほうが自然だ。〝叡智の悪魔〟を強引に押おさえつけるためには俺の力は温おん存ぞんしておく必要がある」

「なるほど。たしかにイシュタル様やあなたと同どう格かくの悪魔となると、私たち魔人では力不足」

「だけど。これ以上はまずいねまずいねまずすぎるネ。腐くされBitchのヴィオレッタちゃんがどこに仕し舞まわれちゃってるのかもぜんぜんわからないシ。こっちばっかり一方的にやられてちゃ話にならないヨ」

　イシュタルは神しん妙みような顔でホワイトボードを見つめた。

　クリシュナが低い声で言う。

「時を急ぎすぎましたか。七の獣けものは本来、祓ふつ魔ま師しごときに退しりぞけられるような存在ではないはず……やはり未完成のままでは……」

　かたわらに立っていたレムステラがふいに口をひらく。

「あらぁ、大だい丈じよう夫ぶよ、クリシュナ。ねぇ、イシュタル様。このレムステラがいるものね？」

　艶つやっぽい間ま延のびした声で言い、ボディラインを強調するように腰こしをくねらせる。直後、その顔や体の輪りん郭かくが真っ黒な液えき体たいと化した。黒いジェルが不気味に蠢うごめいて、女性の影かげが徐じよ々じよに原形を失っていく。肩かた幅はばが広く、胸むな板いたが厚あつく、頬ほおや腰や胸むねの丸みが取れて洗せん練れんされていく。

　黒いジェルに色が宿り、明めい確かくな一個の形を成したとき、クリシュナやイシュタルの口からはほうとため息のような声がもれていた。

　そこにいたのは仮か面めんの男だ。浅あさ葱ぎ色いろの着流しをまとった男──祓ふつ魔ま学がく園えん理事長、影かげ縫ぬいである。

「〝色欲ベギール〟は獲え物ものを籠ろう絡らくする……想い人に身を変じ、色いろ香かの吐と息いきが夢ゆめの世界へ誘いざなう」

　影縫に変じたレムステラの口から艶えん美びな笑みがもれる。

　ぞくりとするような色香に背せ筋すじをふるわせながらクリシュナは笑った。

「なるほど。逢あい沢ざわ拓たく真まとミトラルカのそばにはモニカ・クレメンティがいる。彼女が操あやつるのは見つめた相手を衰すい弱じやくさせる〝魔ま眼がんの天使〟──その鉄てつ壁ぺきを崩くずすには最さい善ぜん手しゆというわけだ」

「滝たき鳳ほう仙せんは使えなかったけど、学園内部の人間関係を報ほう告こくしてくれたのが役に立ったわねぇ」

　レムステラは仮面の奥おくの瞳ひとみを妖あやしく細めて、余よ裕ゆうを感じさせる声で言った。

「この力で彼らをたっぷりねっとり掻かき乱みだしてあげる」
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　暁あきらとルナは指定の時間までに帰ってこなかった。

　しかし拓真は、待機場所である中立区画の一いつ軒けん家やから、一歩も移い動どうしていなかった。ミトラも翠すい花かも時間の経けい過かに気づいているはずだったが、それを口にすることはなかった。数分前に西の方角から凄すさまじい炎ほのおがあがるのを見た。あれはきっとルナだ。ルナは生きていて、きっとここに戻もどってくるはずだ。ミトラの呪いがまだ解とけていないのが気がかりだったが、そのことも含ふくめて、ルナに状じよう況きようを確かく認にんしたいと考えていた。

　──それは言い訳わけだ。

（玖く珂が……おまえは、俺を買いかぶりすぎだ）

　暁とルナを死んだものと考える。それは拓真にとって、けっしてかんたんなことじゃない。兄を失った経験のある拓真は親しい人間の死を怖おそれている。表情に出さないように意い識しきしているだけで、両足は、いまにも走り出してしまいそうだ。

　それだけじゃない。気がかりは、他にもある。

「スイカのことが気になりますか」

　ふいに横から声をかけられて、拓真は思わず体を強こわ張ばらせる。

　礼れい儀ぎ正しくソファに腰かけたミトラがじっと拓真の横顔を見つめていた。

「教きよう祖そ様は読心術が備そなわってるのか」

「そんなものなくても、目を見ればわかりますよ」

　苦笑を返されて、拓たく真まはようやく自分が翠すい花かを視し線せんで追っていたことに気がついた。

　すこしだけ気まずそうに頬ほおを掻かき、ミトラと一いつ緒しよにふたたび翠花のほうを見る。

　掃はき出し窓まどをあけて、縁えん側がわに腰こしかけた翠花の、静かな背せ中なかがそこにあった。偽にせ鳴なる神かみ市しの街まち並なみをぼーっと眺ながめながら、細長い指を、体の前で何度も組み合わせている。いつも快かい活かつに揺ゆれているポニーテールも、いまはうなだれているように見えた。

「あいつは人一倍責せき任にん感かんが強くて、ああ見えて、繊せん細さいなところもある。サヴァトリィが風ふう神じんと雷らい神じんを解かい放ほうした気け配はいもないし、玖く珂がとルナも帰ってこないとなると、やっぱり、箱をあけちまった責せき任にんを感じずにはいられないんだろう」

「拓真は……えっと……スイカを、とても大事に思っていますよね」

　ミトラはうつむいて、小さな声で言う。

「幼おさななじみだからな」

「それだけじゃなくて、なんというか、その……〝特別〟を感じるといいますか」

「世話になってきたからな」

「そういうことでもなくて……」

　ミトラがもどかしそうに言葉を選ぼうとする。その顔の前に片かた手てを差し出して、拓真は、「いや、いい」と制せいした。

「わかってる。本当なら恋こい人びととか、もっと先の関係とか、そういう相手になっててもおかしくなかった。こんだけ助けられて、世話を焼かれて、そうならないほうがおかしいんだろうって、俺もそう思う」

「はい。だから、呪のろいが解とけたら、ちゃんと……スイカのことを、見てあげてほしいです」

　胸むねのリボンを握にぎりしめて、ミトラは途と切ぎれ途切れに言った。

　拓真は真しん剣けんな顔でその言葉を聞いたあとで、首を横にふった。

「どうしてですか？」

「感覚的な話でしかないんだが……どうしてか、そうなっている未来がまったく想そう像ぞうできないんだよ。俺も百もも瀬せの事じ件けんのあと、いろいろと考えるようにはなってたんだけどな……あいつとのシーンだけは、何な故ぜかまったく……」

「だ、誰だれとのそういうシーンなら、想像できたのですか？」

「それはまあ──いや、なんでもいいだろ、そんなのは」

　危あやうく口を滑すべらせかけて、拓真はあわてて取り繕つくろった。胸の奇き妙みような高鳴りとともに両りよう腕うでが熱を帯びるのを感じて、自分の迂う闊かつさを恥はじる。いったいなにをやっているんだ俺は、と。

　ミトラの頬は紅葉のように赤くなっていて、緋ひ色いろの瞳ひとみは、潤うるんでいる。どきりとするような視線から目をそらして、拓真はやや早口になった。

「とにかく。翠花をあのままにして移い動どうするのは危き険けんすぎる。ちょっと話してくる」

「は、はい。がんばってください」

　ミトラの照れたような声に送り出されて、拓たく真まは翠すい花かのもとへ向かった。

　おとなしくたそがれる巫み女こ服ふく姿すがたの翠花が幼おさないころの大和やまと撫子なでしこ然ぜんとした彼女と重なって、拓真は懐なつかしい気分になる。そういえば、あのときの翠花も、護ご衛えいの目が行き届とどかないところで拓真がいじめを受けると、ひどく責せき任にんを感じてふさぎこんでいた。

「モニカ先生は？」

　拓真が隣となりに立つと同時に翠花は気け怠だるげな口く調ちようで訊きいた。

「建物の外で見み張はりをやってる。この中で一番の戦力はあの人だからな」

　ミトラは〝聖霊ミスラ〟を封ふうじられ、翠花も風ふう神じんと雷らい神じんを使いに出している。いまこの場でまともに戦えるのは、拓真とモニカだけだ。

「悔くやしい。あたしはいつだって大人に勝てない」

　座すわってよ、と目で訴うつたえられた気がして、拓真は隣に腰こしをおろした。顔の位置が近づくと香こう水すいの匂においが鼻先に漂ただよってくる。素そ朴ぼくな印象の翠花にしてはすこし強すぎる気がした。

　ふいに翠花が拓真の腕うでにしなだれかかる。やわらかな胸むねの感かん触しよくが服ふく越ごしにあたり、拓真はその事実を頭から追い出すべく、軽くつばを飲のんだ。

「……なに甘あまえてんだよ」

「ねえ拓真。あたし、昔よりも大人になったと思う？」

　小さな声で翠花が問う。

　体の一部分はとてもよく育っている、などという、茶化した返答を求めてはいなさそうだったので、拓真は率そつ直ちよくに答えた。

「実感はないな。いまも昔も翠花は翠花だ」

「だよね。はあ、成長ないんだなぁ、あたし」

　ため息をひとつ。どこか切なげな苦笑を見せる。

「戦せん闘とうではサヴァちゃんやモニカ先生にはまるで歯が立たない。試験のときも影かげ縫ぬい理事長には赤ちゃんを相手にするみたいな態たい度どを取られちゃったし……判はん断だん力りよくも全然なくて、一人で考えて行動すると、今回みたいに最悪の事じ態たいを招まねいてしまう……あはは、ホント駄だ目めね、あたし」

「そういうところもひっくるめて翠花らしさだと思うけどな」

「なによ。無む能のうは無能のままいろっての？」

「驚おどろいた。本当に弱気になってるんだな。おまえが自分のこと無能扱あつかいするなんて」

「うっさいわね。あたしに至いたらないところが多いことなんて、あたしが一番よく知ってるの。十六年間も付き合ってんのよ」

「たった十年程てい度どの付き合いの俺は、翠花を無能だなんて、たまにしか思ってないけどな」

「……なにそのフォローしてるんだか貶けなしてるんだかわからないセリフ」

　翠花が不ふ機き嫌げんそうにむくれてみせる。しかし、表情からはさっきまでの自じ虐ぎやく的てきな色が消えているような気がした。

「翠すい花かは適てき性せいを無む視しして〝こうありたい〟とか〝こうあるべき〟って願望に振ふり回されてるだけだ。俺や大人おとなにだって負けない才さい能のうはちゃんとある。ちょっと不器用なだけでな」

「だって……あんたがどんどん先に行っちゃうんだもん」

「俺が？」

　いじけたような翠花の言葉が意外で、拓たく真まは思わず自分を指さし訊きき返す。

「あんたはあっさりおじ様や逢あい沢ざわ家の大人たちを超こえたじゃない。こんなに落ち着いて、大人になっちゃってさ」

「あのな、大人になるって、べつにそういうことじゃねえだろ」

「わかってるわよ！　理り屈くつじゃわかってるの。でもこういうのは理屈じゃないの。わかりなさいよ、ばか」

　翠花は消え入りそうな声でつづける。

「護ご衛えいが解とかれたあと、あたし、どうすればいいのかわからなくなっちゃったことがあったの。小さいころから、護衛として拓真を護まもって生きてきたから、これからもずっとそうやって生きていくんだろうなって漠ばく然ぜんと思ってたから……はしごを外されちゃったのよね」

「新しい目標を探さがせばいいだろ……って、たぶん、そういうことじゃないんだろうな」

「偉えらい。朴ぼく念ねん仁じんの拓真のくせによくわかったわね。そう。他の目標を見つけようとしたんだけど、ダメだったのよ。理由はわからないんだけど、他のことをあんまり考えられなかった」

　拓真はその感覚に心当たりがある。翠花と恋こい人びとになる未来図がまったく描えがけないのと同じ。魂たましいレベルで「それは違ちがう」と定められているような奇き妙みような感覚なのだろう。

「翠花にとって、俺は呪のろいみたいなものなんだな」

「そんなこと……」

「あるだろ。俺も〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟の呪いを解いたあとにどうするかはまだわからないんだ。ずっとこいつと生きてきたから、いまさらコレのない生活なんて想そう像ぞうできない」

　右手首の数珠じゆずに触ふれながら拓真はしみじみと語った。

「だけど、そのうちどうにかなるだろ、といいかげんに考えてる自分もいる。生きてれば、新しい問題がわんさか出てきて、ひとつのことにこだわってなんていられなくなるだろうし」

「そんなもんかなぁ」

「翠花はひとつのことにこだわりすぎて新しい問題に対しても空回りしちまってるんだ。もっと柔じゆう軟なんになろうぜ」

「……こだわりたいに決まってるじゃない」

　うつむきがちになり、掠かすれぎみの小さな声で言う。

　拓真は目の前にある翠花の頭に手をのばし、わしゃわしゃと掻かき回した。

「ちょっ。やめてよ。縛しばってる髪かみがほつれるっ」

「勝手に自分を下に見て、勝手に取り残された気になるな。俺はちゃんと認みとめてるし、たとえおまえがとんでもない雑ざ魚こだったとしても、この関係がなくなるわけないだろうが」

「う、ううっ……わかった。わかったわよ。だから、もう許ゆるしてっ」

　手がふり払はらわれ、どん、と肩かたを押おされてしまった。

　頬ほおをふくらませた翠すい花かに恨うらめしげに睨にらまれる。

「カッコつけながら触さわらないでよ……もやもやする」

「カッコつけたつもりはないけど……まあ、悪かったよ」

「ふん。全部終わったら国産牛を使った高級ハンバーグを奢おごらせるわ」

「はいはい……っと、なにかあったのか」

　苦笑した直後、モニカが庭に入ってきたのに気づいた。

　モニカは、赤面した翠花をちらりと一いち瞥べつして、ふっと眼鏡めがねの奥おくの目を細めると、

「お邪じや魔まだったかしら」

　と、薄うすく笑う。

「な、ななっ、なにも邪魔なことなんてっ」

「いや、特に。見み張はりはどうした？」

　翠花が声を裏うら返がえらせ、拓たく真まは平然と訊きいた。

「それが、ちょっと困こまったことがあって……あなたの力を借りたいのよ」

　拓真は無言で翠花と目を合わせる。翠花はこくりとうなずいた。

「わかった。行こう」




　モニカに案内されたのは潜せん伏ぷく中ちゆうの一いつ軒けん家やから出てすぐの交差点だった。曲がり角の電柱に身を潜ひそめて、モニカは、道路の先にあごをしゃくる。

「あそこに影かげ縫ぬい理事長らしき人が座すわってるんだけど、見える？」

「えっと……？」

　その方向へと目を凝こらしてみる。

　浅あさ葱ぎ色いろの着流しの裾すそがちらりと覗のぞいている。電柱に背せ中なかを預あずけて座っているようなのだが、こちらに背中を向けているため、いまいち判はん断だんしづらい。

「影縫は負ふ傷しようして病院にいるんじゃないのか？」

「そのはずよ。私とサヴァトリィで送り届とどけたから間ま違ちがいないわ。でも、あの人は責せき任にん感かんが強い人でもあるから、もしかしたら、追いかけてきたのかもしれない……途と中ちゆうで力ちから尽つきて、ああして休んでいるのだとしたら、早く助けてあげたほうがいいんでしょうけど」

「罠わなの可か能のう性せいもある」

「ええ。だから、念のため、あなたを呼よんだの。〝解析アナライズ〟なら正体を見み破やぶれるでしょう」

「なるほどな。オーケー、行ってくる」

　拓たく真まはモニカのもとを離はなれて、ゆっくりと影かげ縫ぬい（？）に近づいていった。周囲への警けい戒かいも怠おこたらず、影縫（？）からの奇き襲しゆうに備そなえながら、抜ぬき足差し足、一分かけて歩み寄よる。

「影縫か？」

　声をかけるが返事はない。

　電柱を回り込み、相手の顔を確かく認にんする。それを見て、拓真の顔がさっと青ざめた。

「──なんだこれは」

　どうして浅あさ葱ぎ色いろの着流しを修しゆう道どう服ふくの上から着せられたモニカ・クレメンティがこんな場所で気き絶ぜつしている？

　体のどこにも傷きずはなく、戦せん闘とうの痕こん跡せきは残っていない。しかも奇き妙みようなことに、モニカは苦く痛つうどころか幸福さえ感じていそうな安らかな表情を浮うかべていた。

　嫌いやな予感に背せ筋すじがふるえ、振ふり返る。予想したとおり、一いつ緒しよに来たはずのモニカの姿すがたが完全に消えてしまっていた。

　念のため、気絶しているモニカに左手をあてて〝解析アナライズ〟──その正体を看かん破ぱする。

　その正体は、まぎれもなくモニカ・クレメンティその人だった。外がい傷しようはないが、強力な睡すい眠みんの呪のろいをかけられている。三日間は目覚めないだろう事実を〝解析〟の診しん断だん結けつ果かが告げる。

　──やられた！

　拓真をここに連れてきたモニカこそが、モニカになりすました何者かだったのだ。つまり、

（あいつは……ミトラと翠すい花かのところにいる……！）
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　書庫の世界の建物内には例外なく本が詰つまっているらしく、本来ならば絶ぜつ対たいに書物を保ほ存ぞんしないような水場もすみれ色の書物にまみれていた。具体的には洗せん面めん所じよである。

　実じつ際さいの鳴なる神かみ市しの家か屋おくを転てん写しやしたからなのか、洗面所には洗面所としての機き能のうもきちんと残されており、鏡かがみにくしにドライヤーにと揃そろっているし、水も出るようだった。

（まったくもう。あいつってば）

　ふてぶてしい態たい度どで掻かき乱みだされてあっちこっちに跳はねまくった髪を梳とかしつけていく。内心で文もん句くを言いながらも、鏡に映うつる翠花の顔はだらしなく緩ゆるんでしまっていた。はっとして頬ほおを二、三度たたいて、怒いかりの表情を取り繕つくろう。そんなかんたんに懐かい柔じゆうなんてされないんだからね、ちょろくなんてないんだから、ナメるんじゃないわよ、と言い訳わけする。

　髪をセットしなおし頭の上でリボンを使って一本に結ぶと、よし、とうなずいた。

「あれ？　もう用事はいいの？」

　鏡かがみ越ごしに、廊ろう下かを横切ろうとする拓真の姿すがたが目に入り、翠花は声をかけた。

「…………」

　拓たく真まはぴたりと足を止めて、翠すい花かのほうを振ふり向いた。そのときに一いつ瞬しゆんだけ浮うかんだしかめ面つらを、翠花は見み逃のがさなかった。

「なによ。あたしに声をかけられるのが気に入らないって言うの？」

「……いや、そういうわけじゃないんだが」

　拓真が煮え切らない口く調ちようで答えた。

　ずかずかと足音高く歩み寄より、翠花は遠えん慮りよなしに拓真の足を踏ふみつけた。

「いたっ!?」

「ん……？」

　翠花の片かた眉まゆが不ふ審しんげに持ちあがる。

　目の前に立っている男が見知らぬ誰だれかであるかのような錯さつ覚かくに襲おそわれたのだ。

「あんた、本当に拓真？　あたしの八つ当たりを素す直なおに受けたことなんて過か去こに一度も……って、ひあぁっ!?　っく……ちょっ……えっ……ええっ!?」
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「すまん、翠花。こんなに魅み力りよく的てきな女の子が近くにいたのにどうして俺はいままで気づけなかったんだろう。いや、違ちがう。呪のろいのせいで、そうできなかっただけで、本当はずっとこうしたかったんだ」

　洗せん面めん所じよの床ゆかに押おし倒たおされて首くび筋すじに指を這はわされる。悪お寒かんがぞくぞくと背筋を駆かける。数ミリほどの至し近きん距きよ離りに顔を寄せられて、心しん臓ぞうの鼓こ動どうが爆ばく発はつ的てきに高鳴っていくのを自覚する。

　理性はうるさいくらいに警けい鐘しようを鳴らしている。明らかにおかしい。拓たく真まはふつうじゃない。逃にげなきゃいけない──わかっているのに、手足に力をこめることが、翠すい花かにはできなかった。いつものように強く拒きよ絶ぜつすることができず、麻ま痺ひ毒どくを塗ぬられたみたいに力が抜ぬけてしまう。

　拓真の顔がすぐそこにあって、吐と息いきが肌はだに触ふれるだけで、理性が強引に溶とかされる。

「う、あぁ……」

　表情が蕩とろけ、細い息がもれ、まぶたが落ちていく。唐とう突とつな睡すい魔まが、意い識しきを根こそぎ刈かり取っていく。その段だん階かいになって、ようやく自分がなんらかの術じゆつをかけられたことに気づいたが、すでに手て遅おくれだった。

（悔くやしい……またドジっちゃった……）

　悔かい恨こんは声にはならなかった。

　完全にまぶたがとじる寸すん前ぜん、

「無む駄だな時間を使ったわ。逢あい沢ざわ拓真が戻もどるまでにミトラルカを落としたかったのだけれど……まあ、一人減へらしただけでも上々かしらぁ」

　見み慣なれた幼おさななじみの口から発せられたとは思えない口く調ちようで言葉が紡つむがれた気がしたが、そのことを頭で考えるよりも先に、視し界かいは暗くら闇やみに包まれ、意識は深しん淵えんに落ちた。
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「どうしたのですか、血相を変えて」

　拓真が大急ぎで駆かけ戻もどると、玄げん関かん口ぐちでミトラに迎むかえられた。

　緋ひ色いろの大きな目を丸くして、小首をかしげている。

　いつものドレスワンピースに腰こしには短刀〝雷らい切きり〟をさげている。背せ中なかには祭さい壇だん。ざっと体を確かく認にんした限かぎりでは、おかしなところはなさそうだ。

　が、安心はできない。モニカは浅あさ葱ぎ色いろの着流しを着せられていた。つまり一度は影かげ縫ぬいに変身し、衣服だけを偽ぎ装そうのために脱ぬぎ、モニカにかぶせた可か能のう性せいが高い。敵てきの変へん身しん能のう力りよくは、服装や小道具をも完かん璧ぺきに再さい現げんできるのだと考えたほうが確かく実じつだろう。

「確認させろ」

　真しん剣けんな眼まな差ざしで言い放ち、左ひだり腕うでを持ちあげる。

　一いつ瞬しゆんだけびくりとふるえたが、ミトラはすぐに意図を察したのか、こくりとうなずいた。

「離はなれて、ミトラちゃん！」

　鋭するどい制せい止しに拓真とミトラは動きを止めて、声のほうに目をやった。そしてふたり同時に息を呑のむ。眉まゆをつりあげて拓真を睨みつける翠花の、その額ひたいからは、一ひと筋すじの血が流れていた。

「その偽にせ者ものに近づいたらダメよ。そいつは他人に変身できる。しかもその吐息は人を深い眠ねむりに誘いざなうの。あたしも拓真の姿すがたで近づかれて、やられたわ。眠る寸前に頭を打ちつけて、どうにか意い識しきをつないだけど……とにかく離はなれて！」

　ミトラの困こん惑わく顔がおが拓たく真まと翠すい花かの間を行ったり来たりする。

　これには拓真も混こん乱らんした。自分が本物だというのは思考するまでもなく事実だが、困こまったことにミトラと翠花の正体が断だん定ていできない。ふたりのうちのどちらかが偽にせ者ものなのか、あるいは、どちらも本物で、偽者はどこかに隠かくれているのか。両方が偽者である可か能のう性せいは高くない。

　複ふく数すうの偽者を用意できるなら、拓真を外に誘さそい出すときに、もっと長く足止めする方法が他にあったはずだ。あんな一いつ瞬しゆんで噓うそが見み破やぶられるような手しゆ段だんを取る必要なんてなくなる。

　思考にかけた時間はほんのすこしだけだった。

　真しん剣けんな顔で翠花の顔を見つめて、拓真は精せい一いつ杯ぱいに気取った声でこう言った。

「翠花……ずっと言おうと思ってたんだが、おまえって、滅め茶ちや苦く茶ちやかわいいよな」

「なっ……なによこんなときに、いきなり……！　そんなわざとらしい口く説どき文もん句くであたしを騙だまそうったって、そうはいかないんだからねっ」

　すこし嬉うれしげに頬ほおを赤らめて、びしっと拓真の鼻先に指を突つきつける。

　その姿すがたを目の当たりにした瞬間、拓真は口元に薄うすい笑みを浮うかべていた。

「オーケー。おまえが偽者だ」

　地を蹴けりミトラの横をすり抜ぬけ、翠花に肉にく薄はくすると、〝雪ゆき風かぜ〟の鯉こい口ぐちを切った。掌てのひらに肉を貫つらぬく感かん触しよくが伝わり、細い体を突き抜けて、背せ中なかから光る刀身が生える。傷きず口ぐちや口から鮮せん血けつが迸ほとばしり、翠花──いや、翠花を騙かたった偽者は驚きよう愕がくの目を向けてきた。

　翠花の肉体がどろりと溶とけて、液えき状じよう化かした人ひと影かげがふたたびべつの人間を形づくる。

　液体は露ろ出しゆつ多めの黒衣をまとった、豊ほう満まんな体の美女へと一瞬で変じた。胸むねの大きさやスタイルの良さは翠花に匹ひつ敵てきするが、顔も雰ふん囲い気きもなにもかもが違ちがっている。

「どうし……て……この、レムステラのわざを……見み破やぶれ……た……？」

「翠花が、俺なんかの口説き文句で嬉しそうな顔をするわけないだろ。あいつならもっともっと不ふ機き嫌げんそうな顔をするはずだ」

「そんな……正せい確かくに比ひ良ら坂さか翠花の反はん応のうをトレースしたはず……」

「まあ、それは冗じよう談だんだけどな。正体を見破ったのは、いまこの瞬間だ」

「なっ……確かく証しようもなく、仲間を攻こう撃げきしたというの？」

「確証はなかったが、信しん頼らいはあった」

〝雪風〟の刃やいばをしっかり押おしこみながら拓真は不ふ敵てきに笑った。

「本当に俺を疑うたがっていたなら、いまの翠花なら〝受け〟で構かまえるはずなんだよ。俺は〝受け〟のあいつなら絶ぜつ対たいに捌さばける程てい度どの速さで攻撃した──刺さされた時点で偽者確定だ」

　幾いく度どとなく組手を繰くり返してきた拓真には翠花のすべてが手に取るように理り解かいできる。姿し勢せい、顔つき、視し線せん、構かまえる際さいの腕うでの角度、魔ま力りよくの流れ。あらゆる情報から現在のコンディションがわかるし、そのときどきで異ことなる反はん応のう速そく度どの限げん界かいも、瞬時に見切れる。

　積み重ねのないミトラ相手では、正直、ここまでは見切れない。だからミトラではなく翠すい花かで試すことにしたのだ。

「頭を傷きずつけてまで偽ぎ装そう工こう作さくしたのに残念だったな」

「ぐ……まだ……まだよ……う……ああああああああああああ!!」

　ガシィ！　と、レムステラの両りよう腕うでが、拓たく真まの体を捕とらえた。刃やいばを腹はらに呑のみこんだ状じよう態たいで抱ほう擁ようすれば、傷はさらに深まり自じ滅めつを招まねくだけだというのに。離はなすものかという執しゆう念ねんに燃もえる瞳ひとみが精せい神しんを、見た目の細さからは想そう像ぞうできないほどの力を秘ひめた腕が肉体を、それぞれ束そく縛ばくする。

　赤く淫いん靡びな唇くちびるが目の前に近づいた。濡ぬれた口内から彼ひ岸がん花ばなの香かおりが漂ただよう。

「……！」

　唐とう突とつな睡すい魔まが脳のう幹かんを襲おそった。全身をゆるく覆おおう倦けん怠たい感かん。長時間の勉強や昼食後のような心ここ地ち好よいまどろみが誘ゆう惑わくする。寝ねてしまえ、寝てしまえ、溺おぼれてしまえ、と。

「うふふ。甘あまい眠ねむりの海に溺れなさい。あなたが目覚めたときにはすべてが終わっている」

　血を吐はきながらも、凄せい惨さんかつ艶つややかな笑みを崩くずさない。目は虚うつろになりつつあるが、それでもけっして抱だきつく力を緩ゆるめず、誘惑の吐と息いきを送りつづけている。

「モニカ・クレメンティも比ひ良ら坂さか翠花も落ちた。あなたも落ちれば、残るはミトラルカと赤毛の蓮れん教きよう徒とだけ……イシュタル様を阻はばむ者などもういない。叡えい智ちに触ふれ、第二の〝聖霊ミスラ〟を創そう造ぞうし、新たな世界を創つくる。こんな面おも白しろい世界の礎いしずえとなって死ねるなんて最高じゃなぁい」

「新しい世界……？　そんなもん必要ねぇ……てめえらの都合なんか知るかよ……！」

「都合、ねぇ。最初に自分たちの都合で悪を定めてきたのはどちら様だったかしら。本人が望む望まざるにかかわらず、ただ悪あく魔まと契けい約やくしているからと言って排はい斥せきする……そんな価か値ち観かんを正せい義ぎと断だんじたのは人間──聖せい職しよく者しや協きよう会かいのほうではなくて？」

「ふざ……ける……な……！」

〝雪ゆき風かぜ〟の柄つかから両手を離はなし、左手で顔がん面めんを押おさえる──〝解析アナライズ〟。

　レムステラという女の魂の情報パーソナルデータが脳内に流れてくる。それは、生まれながらの悪魔契約者ゆえの壮そう絶ぜつな人生を想そう像ぞうさせるに足る、数々の情報だったが……拓真の心に同情の念は浮うかばなかった。あらゆる動機は行こう為いを正当化しない。

「ミトラは世界中に否ひ定ていされても世界を責せめなかった！　自分の教きよう義ぎも正義も曲げることなく、まっすぐに正せい々せい堂どう々どうと向き合おうとしている。そんな奴やつを俺はずっとそばで見てきたんだ。騙だまされているわけでもなく、洗せん脳のうされてるわけでもなく、ただ自分の理念で悪を成すって言うなら──いまさらそんな動機が正当化されると思ってるんじゃねえ！」

　魂の情報を受け取った上で拓真は選せん択たくした。

　レムステラの顔面にすみれ色に輝く右手を叩たたきこむ。

「ああああっ」

　紙を引き裂さくような断だん末まつ魔まの声が耳に響く。

〝色欲ベギール〟と契けい約やくし、人であることを捨すてた女の体が、微び粒りゆう子しとなって拡かく散さんした。




　床ゆかに落ちた〝雪ゆき風かぜ〟が乾かわいた音を立てて、直後、一気に力が抜ぬけたように拓たく真まはくずおれる。

「拓真！」

　ミトラが悲鳴をあげて駆かけ寄よってくる。

　その心配げな顔を気き丈じように見あげて拓真は彼女の腰こし元もとに手をのばした。

「大だい丈じよう夫ぶだ。それより、〝雷らい切きり〟を借りるぞ」

　レムステラが力ちから尽つきてもいまだに尽きない眠ねむ気けに耐たえながら拓真は短刀を抜ぬいた。レムステラの吐と息いきは確かく実じつに拓真の意い識しきを蝕むしばんでいる。このままでは一分と経たたず寝ねてしまうだろう。

　この眠気を吹ふき飛ばすには刺し激げきが必要だ。ただの刺激じゃない。死ぬほど強きよう烈れつな刺激だ。

　拓真は、己おのれの腹はらを、深々と貫つらぬいていた。

「……ッ!?　拓真……っ？　なにをしているのですか……!?」

　血相を変えたミトラに〝雷切〟が取り上げられる。刃やいばが抜けたことで、滝たきのように血が流れていき、激げき痛つうが、脳のう天てんを突つき、全身に駆ける。──やばい。血が、一気に抜けている。眠気は消えたが、べつの意味で、視し界かいがぼやけてくる。倒たおれてしまえたらどれだけラクだろうか。

　だが倒れなかった。倒れるわけにいかなかった。足を踏ふん張ばり拓真は壮絶な笑みを浮かべる。

「痛いてぇな……ああ、だけどこれならいい。じゅうぶん、耐えられる。呪のろいの睡すい魔まに抗あらがうすべは知らないが、体をぶった斬ぎられても気き絶ぜつしない程てい度どの訓練は積んでるからな」

「だからって、なんて無茶をするのですか。耐えても血がなくなったら死んじゃいますよ!?」

「ばーか。これぐらい余よ裕ゆうよ……ゆ……」

　拓真の精せい一いつ杯ぱいの笑みが凍こおりつく。

　腹の底から凄すさまじい不ふ快かい感かんがこみあげて、口から全部をぶちまけたくなる衝しよう動どうをこらえる。顔がん面めん蒼そう白はく、ふるえる手でミトラの手を握にぎり、

「消しよう毒どく液えきとガーゼと包帯とタオル……頼たのむ……」

　情なさけなく懇こん願がんした。

　本当なら全部用意し準じゆん備び万ばん端たんの上で切せつ腹ぷくすべきだったのかもしれない。冷静な判はん断だんのつもりでいたが、どうやらよっぽど睡魔に追い詰つめられていたらしい。

　ミトラが救急箱を探さがしにあわただしく去っていくのを見送って、拓真は苦いため息をついた。

　魔ま人じんの一人、〝色欲〟のレムステラの言葉を思い出す。彼女の言ったことが本当だとすれば、祓ふつ魔ま学がく園えん側に残っている戦力は拓真とミトラとサヴァトリィの三人のみ。つまり別行動中の暁あきらとルナはやられてしまったかもしれないのだ。

　信じたくはない。死んだとは限かぎらないし不死身のルナを倒すすべがあるとも考えられないが。少なくとも敵てきは、暁とルナを倒たおしたものと認にん識しきしている。

「先に進むしかない……か。くそっ……もっと他にやりようがあったんじゃないのか……？　どこで間ま違ちがえた？　どうすればよかったんだ……？」

　自分の血が作った赤い水たまりに浸つかるように腰こしを落とし、壁かべにもたれかかる。明かりのない天てん井じようをぼんやり見あげながらつぶやいてみても、答えなんて降ふってこない。

　──いや。この期ごに及およんで、後こう悔かいなんてしている場合じゃない。たかが仲間の一人や二人が脱だつ落らくしたくらいで感かん傷しよう的てきになるような生なま半はん可かな鍛きたえ方はしていないはずだ。

　と、口ではなんとでも言える。だけど、それは違ちがう、という事実は誰だれよりも拓たく真ま自身が知っているのだ。

　異い常じよう事じ態たいを前に顔色ひとつ変えず脅きよう威いを屠ほふる強い男──それは本来の逢あい沢ざわ拓真の姿すがたからは程ほど遠とおく、己おのれを鍛え律することで無理矢理に創つくりあげた英えい雄ゆう像ぞうに過すぎない。

　翠すい花かの記き憶おくにあるような、護まもられっぱなしの甘あまったれ……そっちこそが本ほん質しつだ。

　自分は、たった一人で圧あつ倒とう的てきな脅威に立ち向かえるような人間じゃない──。

「拓真っ、すぐに処しよ置ちをしますっ、じっとして……ああっ！　水たまりになってますっ」

　戻もどってきたミトラは、あまりにもスプラッタな廊ろう下かの状じよう況きようを前にふええっと飛びあがった。しかしすぐに駆かけ寄よって、ワンピースの裾すそが汚よごれるのも厭いとわずに正せい座ざをし、シャツのボタンをひとつひとつはずしていく。

　呪のろいが決けつ壊かいしかねない破は壊かい力りよくのあるシチュエーションではあったが、さすがに腹はらに穴あながあいていては、自じ制せいするまでもなく興こう奮ふんできない。

　真っ赤に染そまった制せい服ふくシャツを脱ぬがされて肌はだをさらすと、ミトラはぐっと顔を近づけた。

　傷きず口ぐちをまじまじと眺ながめつつ、片かた手てのガーゼと消しよう毒どく液えきをたまに見て、

「えっと、消毒液を滲にじませたガーゼをここにねじこめばいいのでしょうか」

「はっ!?　──っぐ!?」

　真しん剣けんそのものといった顔でボケられて、拓真は思わず大きな声を出し、それが傷口を刺し激げきして激げき痛つうに身み悶もだえた。汗あせを浮うかべながらふるえる顔でミトラを見あげる。

「もしかして……応おう急きゆう手て当あてのやり方、わからない……とか？」

「勉強したことはあるのですが……」

「実じつ践せん経けい験けんは……」

「山でころんだときの擦すり傷を少々」

　か細い声で告げるミトラ。

「自分でやる。頼たのむから自分でやらせてくれ！」

　拓真はきっぱりと言って、ミトラの手から救急箱をひったくった。

　役立たずですみません、と、しゅんとうなだれるミトラを慰なぐさめつつ、応急処置を始める。

　体たい育いく座ずわりをして、はらはらとこちらをうかがっていたミトラが、ぽつりとつぶやいた。

「どうして無理をしたのですか？」

「目を醒さますためだよ。敵てきの呪のろいで眠ねむ気けが限げん界かいで──」

「そうではなく。いえ、それもそうなのですが……わたしが言っているのは、スイカを刺さしたことです」

　意外な台詞せりふに拓たく真まはすぐに返事ができず、すこし抜ぬけた顔でミトラを見つめてしまう。

「さっき通りかかった洗せん面めん所じよで気き絶ぜつしているスイカを見かけました。傷きずはなくて息もあり、寝ねているだけだったのでタオルだけかけてそのままにしてきましたが……彼女は無事ですよ」

「……そうか」

　胸むねのつっかえが取れて頭のてっぺんから緊きん張ちようが抜ぬけるような感覚を覚える。

　そこでようやく拓真はハッとした。ようやく気づきましたか、とでも言いたげなにこにこした笑顔を向けられて、どことなく悔くやしい気分になって唇くちびるを噛かむ。

「本当に俺は弱いな。理り解かいしてたのに、納なつ得とくしてなかったってところか」

「スイカと同じ顔、同じ姿すがたをした人間を刺すなんて、精せい神しん的てきな負ふ荷かがかかるに決まってます。たとえ偽にせ者ものとわかっていても、平然とやってのけてしまえるような、冷たい人ではありませんから……自覚はなかったかもしれませんが、それは拓真にとって〝無理〟なのですよ」

　緋ひ色いろの瞳ひとみが腹はらの傷口へと向く。

「刺し激げきを与あたえて眠ねむ気けを醒さます。たしかに正せい論ろんです。それも、噓うそではなく本当のことなのかもしれません。ですが、それだけではないはずです。スイカを刺した罪つみをすこしでも贖あがないたくて、自分を痛いためつけたのではありませんか？」

「…………」

　沈ちん黙もくは真実を語る。

　見み透すかされたようなきまりの悪さに拓真はごほごほと数度、咳せき払ばらいをして、

「俺もまだまだ未み熟じゆくだ。自分を騙だましきれてこそ一流だってのに……っと、これでよし」

　しっかりと包帯をまいてテープで留とめた。右に左に体をよじって、きちんと固こ定ていされていることを確かく認にんする──大だい丈じよう夫ぶそうだ。

　復ふく調ちようをアピールすべく立ちあがろうとした瞬しゆん間かん、ミトラに正面から肩かたを押おさえつけられた。

「もうすこし休みましょう。体も、心もぼろぼろです」

「これは競争だ。〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟にどちらが先に接せつ触しよくできるかのゼロサムゲーム。こんなことで立ち止まってたら、それこそ翠すい花かたちに義ぎ理り立だてできないだろうが……！」

　強い口く調ちようで言い放ってから拓真は、しまった、と口をつぐんだ。

　しかしミトラの目に大声を出された驚きよう愕がくや恐きよう怖ふの色はない。ただ強い光を湛たたえた瞳ひとみが真しん摯しに見つめている。

「拓真の言いたいことはわかりました。そもそも〝聖霊ミスラ〟とのコンタクトを封ふうじられて、戦うことのできないわたしに、偉えらそうに命じる権けん利りなんてありません……ですが、こんなわたしにひとつだけわがままを許ゆるしてほしいです」

「……聞けないものは聞けないぞ」

「冷静に、しっかりと、右手を見てください。わたしのお願いはそれだけです」

「え……っ？」

　言われて自分の右手に目を落とす。

　右手首にまかれた数珠じゆずの、環かん状じようにつながれた珠たまのうち、三つが砕くだけ散っていた。細い紐ひもと残りの珠でかろうじてつながっているが、これではいつ千ち切ぎれてもおかしくない。

「な……そんなばかな。封ふう印いんが壊こわれるようなことなんて、なにもしてないぞ……」

「拓たく真まはいま、徹てつ底てい的てきに追い詰つめられています。肉体的にも精せい神しん的てきにも。過か去こ、現げん在ざい、未来。どうすればよかったのか、どうするべきか、どうなってしまうのか……それらを知りたいという気持ちを抑おさえられなくなっているんだと思います。いいですか、拓真。〝無理〟なんです」

　珍めずらしく教きよう祖そ様らしい顔で説せつ教きようするミトラ。

　拓真は、ぐ……と喉のどが詰まり、反はん論ろんの言葉を吐はき出せない。

　ミトラの忠ちゆう告こくの意味を理り解かいできないわけじゃない。無理なのは重じゆう々じゆう承しよう知ちだ。しかし、拓真は歯を食いしばって苦にがい気持ちをふり払はらい、逆ぎやくにミトラの肩かたをつかんだ。

「ぼろぼろだろうがなんだろうが、ここは立ち止まっていいところじゃないんだよ」

「拓真……」

「兄あに貴きが魔ま王おうレベルの大悪魔と契けい約やくしたとき、俺はそれがヤバイことだって知ってた。それは兄貴の身を滅ほろぼすって、わかってたんだ。だけど、止められなかった。無力だったんだよ。力のない俺には兄貴を止める権けん利りがなかったんだ。そりゃそうだよな、〝ルネサンス〟を倒たおすための代案なんてなかったんだ……『俺がなんとかしてやる』って、そう言ってやれるくらいに強ければ、いまごろは……！」

　血を吐はくような声で言い、拳こぶしで床ゆかを殴なぐりつける。

〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟ヴィオレッタを追い求め、誰だれよりも強くなることを目指し、己おのれを鍛きたえ抜ぬいてきた意思の源みなもとは、そこにあった。拓真は兄を処しよ刑けいされた恨うらみを聖せい職しよく者しや協きよう会かいに対して抱いだきながらも、己の弱さゆえに、見えていた最悪の結末を回かい避ひできなかった後こう悔かいをも同時に抱えていた。

　呪のろいを解とくことにこだわっていたのも、その先の未来が見えずにいたのも、そうだ。兄の代わりに逢あい沢ざわ家を継つがねばならない。そのためには呪いを解かなければならない。だけどそれは自分自身の願望ではなく、ただの贖しよく罪ざいに過すぎなかった。だから先の展てん望ぼうなどなにもない。

　数珠がまたひと粒つぶ、音をたてて砕けた。

「俺が無理をしなくちゃヤバイとわかってて、それでも立ち止まって、その結果が本当にヤバイことになるなんて……そんなばからしいこと、ないだろ？　せっかく無理ができる体と心を手に入れたんだ、ちょっとぶっ壊れるぐらいでちょうどいい」

　拓真のぎらついた目で見つめられて、今度はミトラが喉を詰つまらせる番だった。口をひらきかけては閉とじてを繰くり返して、喉元まで出かかった反はん論ろんを呑のみこむような動作を見せる。

　強こわ張ばっていた唇くちびるが緩ゆるんで、ふう、と気の抜ぬける音がもれた。

「それが拓たく真まの信しん仰こうですか……なるほど、拓真もわたしと同じだったのですね」

　世界に諦てい念ねんした人間が浮うかべる脆もろい笑顔でミトラは言う。

「故こ郷きようの集落が焼かれたとき、わたしはマイトレヤ教の神しん殿でんの奥おくでふるえていることしかできませんでした。本当は立ちあがって、戦って、両親を助けなくちゃいけなかったのに。そんな力はどこにもなくて、泣いているしかなかったのです」

　首だけで背せ中なかの祭さい壇だんを振ふり向く。その目は、懐なつかしみと慈いつくしみに、細められている。

「いまだってそうです。いつだって大事なときにわたしは無力です……本当は拓真の隣となりに並ならび立って戦いたい。〝聖霊ミスラ〟の力を借りて、拓真のパートナーとして、世界最強の祓ふつ魔ま師しの名に恥はじない戦いを見せたいのです」

　床ゆかに落ちた〝雪ゆき風かぜ〟を拾いあげ、ミトラは拓真の眼がん前ぜんにそれを差し出す。

「だから拓真の気持ちはすごく理り解かいできます。残念ながら理解できてしまいました」

「……悪いな。頭の固かたい偏へん屈くつな護ご衛えいで」

　愛刀に手を伸のばして拓真は笑った。

「いいえ」

　ミトラは首をふると、にっこりと柔にゆう和わな微笑ほほえみを浮うかべてみせた。

「拓真は拓真という名の信仰に従したがっているだけです。わたしがマイトレヤ教を信じることと、なにも変わりませんよ」




　　　　＋　＋　＋




　翠すい花かとモニカの体を居い間まに運んでタオルをかけると、拓真たちは校こう舎しやを目指して出発した。気き絶ぜつした二人を残していくのは心配だったが、さすがに連れていくわけにもいかなかった。

　拓真は同年代男子の平へい均きんよりもだいぶ力があるとはいえ、意い識しきを失った女性を二人も同時に、ラクに担かつげるわけではない。その状じよう態たいで敵てきと遭そう遇ぐうすれば、それこそ悲ひ劇げきだ。

　拓真とミトラは二人きりで偽にせ鳴なる神かみ市しを歩いていく。

　歪ゆがんだ時空を〝解析アナライズ〟の導みちびきに従って、正しい道順で進んでいく。

　数度の歪みをくぐり抜ぬけ……ふいに、空気が変化した。この世ならざる者……それも、そこにいるだけで他の生物を凍こおりつかせるほどの圧あつ倒とう的てきな存そん在ざい感かんを放つ何者かの気け配はいを感じる。

　目の前には、三つの建物がＵ字に配置された見み慣なれた校舎の姿すがた。だが、鏡きよう面めんガラスの文明的なビルではない。海外の童話やファンタジーにでも出てきそうな石いし造づくりの尖せん塔とうだ。

　呪のろわれた両りよう腕うでが疼うずきをもって報しらせてくる。この場所こそが檻おり。〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟ヴィオレッタが封ふうじられた書庫の最深部。拓真がずっと探さがし求めていたはずの場所だ。




「なるほど……やはり逢あい沢ざわ拓真は道順を知っていましたか。追つい跡せきが功を奏そうしましたね」




　不気味に静せい謐ひつな男の声に、拓たく真まは喰くいかかるように振ふり返る。地面の闇やみからぬるりと生えるようにして、坊ぼう主ず頭あたまの青年が姿すがたを現あらわす。額ひたいにほくろをつけ、仰ぎよう々ぎようしい錫しやく杖じようを手にした破は戒かい僧そうは、蛙かえるを舐ねぶる蛇へびと同じ黄金色の瞳ひとみをいやらしく細めた。

　どこからどう見ても蓮れん教きようの聖せい職しよく者しやだというのに、その笑みはやたらとまがまがしい。ミトラを隠かくしながら〝雪ゆき風かぜ〟の柄つかに手を添そえる。

「いまだ未み熟じゆくの身とはいえ、手負いの二人を相手に負ける道理はありません。〝嫉妬ナイド〟よ。私に私の理想とする神しん格かく霊れい体たいの姿をお与あたえください……！」

　高らかに錫杖を打ち鳴らすと同時にクリシュナの肉体が変化を始めた。生なま半はん可かな変化ではない。腕うでも、脚あしも、首も、骨ほねが抜ぬけたかのように柔じゆう軟なんにくねり、体積を徐じよ々じよに膨ぼう張ちようさせていく。服が破やぶれて露ろ出しゆつした内側には、肌色ではなく、わずかにぬめった爬は虫ちゆう類るいの表皮が覗のぞく。

「八や岐またの大蛇おろちという名はご存ぞん知じですか？」

　ちろりと躍おどる赤い舌が問いかける。

　知らないはずもない。日本の神話に登場する有名な怪かい物ぶつの名前は、ゲームや漫まん画がにも登場することが多く、宗しゆう教きようを学ぶ気のない拓真の耳にさえ頻ひん繁ぱんに入ってくる。

「八岐大蛇、九く頭ず龍りゆう……これらは日に本ほん神しん道とう特有の神のみを指しているわけではありません。インド神話における蛇じや神しんナーガは、蓮教が日本に伝わる過か程ていで神道文化と混まざり、神しん仏ぶつ習しゆう合ごうの後、蓮教と神道の共きよう同どう資し産さんとなり隠かくされることとなった……言わば、奪うばわれた神と呼よべましょう」

「蛇神……おまえは、その蛇神になったっていうのか……？」

　巨きよ大だいな怪かい物ぶつを見あげて拓真は茫ぼう然ぜんとつぶやく。

「〝嫉妬〟の力を借り、蓮教と神道が禁きん忌きとした蛇神を再さい現げんしたのです」

　一本一本が極太のチューブめいた超ちよう弩ど級きゆうの蛇。九の蛇の首が根元でつながっている。根元には核かくらしき黒くろ塗ぬりの御み影かげ石いしがはまった肉にく塊かいがあって、心しん臓ぞうのように脈打っている。

　首のひとつひとつが、黄金の瞳をぎらつかせ、邪悪な牙きばを覗かせる怪物。

　一本でも脅きよう威い。それが、九本。聞く者を絶ぜつ望ぼうさせる龍りゆうの咆ほう哮こうがびりびりと鼓こ膜まくを刺し激げきする。

「くくっ。禁忌とされるほどに危き険けん視しされた蛇神の攻こう撃げき……その細い刀で受けきれますか？」

　嘲ちよう笑しようと同時に数本の首が地面をえぐりながら殺さつ到とうしてきた。〝雪ゆき風かぜ〟一本でこの攻撃を凌しのげるか？　冷静に考えるまでもなく無理だ。刀では時速五十キロで走るトラックさえ防ふせげない。それ以上の強度を誇ほこる蛇神の頭ず突つきを正面から受けたらぽっきり逝いってしまうのは明らかだ。

「く……っそ……！」

　くるりと振ふり返ると拓真は、ミトラの体を小脇に抱かかえて走り出した。

　処しよ置ちしたばかりの腹はらの傷きずが疼うずいて足がもつれそうになるが、どうにか堪こらえて校こう舎しやの中を目指して駆かけていく。

　ちらりと顔だけで背はい後ごを見やれば、九の頭が地を抉えぐり、凄すさまじい勢いきおいで追ってくる。

　石いし段だんを駆かけあがり、ぽっかりと口をあける塔とうの入口をひたすらに目指す……が、大だい蛇じやの牙はすでに背はい後ご数センチのところまで迫せまっていた。真っ赤な口こう腔くうから吐はき出される生なま温ぬるい吐と息いきが首のあたりを撫なでて、ぞわっと背せ筋すじがふるえあがる。

　だが本命は背後ではなかった。左右。二本の頭の挟きよう撃げきが一いつ瞬しゆんで肉にく薄はくする。

　全身が喰くいちぎられて、地じ獄ごくのような痛いたみにさらされることを拓たく真まは覚かく悟ごした……直後、目に飛びこんできたのは、二本の剛ごう腕わんが、二本の蛇へびの頭を鷲わしづかみにしている姿すがただった。

「やーっと追いついたよー。雷らい神じんも風ふう神じんも消えちゃって、もうダメかと思ったけどー」

　場にそぐわない能のう天てん気きな声。視し界かいの隅すみでちらつく、赤い影かげ。高らかに鳴る下げ駄たの音。

「ちょーっとばかし予定が狂くるっちゃったけど、今度こそ、このアホな兄あに弟で子しはボクが倒たおすよ」

　サヴァトリィが、にこやかに宣せん言げんした。彼女の背後では、不ふ動どう明みよう王おうが、蛇神の首を押おさえつけている。

「サヴァトリィ……！」

　無事だったのか、などと、拓真の口からあきれるくらいにありきたりな言葉が出そうになる。

　しかし、熟じゆく練れんの祓ふつ魔ま師しは無む駄だ口ぐちを許ゆるさない。サヴァトリィは、すぐに背中を向けて、敵てきのほうに集中する。

「〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟のいる中ちゆう枢すうまで、もうすこし。ここまでくれば、あとはただ上を目指して、駆かけあがってやればいい。絶ぜつ対たいに敵に引き渡しちゃダメだからね。拓真くん、ミトラちゃん」

　サヴァトリィの発はつ破ぱに、拓真とミトラは一瞬、顔を見合わせる。

　そして、力強くうなずいた。




　　　　＋　＋　＋




　本、本、本。一面の本に埋うめ尽つくされ、すみれ色に彩いろどられた螺ら旋せんの空間。

　奥おくへ奥へ。高みへ高みへ。彼女の待つ場所へと、呪のろいの腕うでに導みちびかれるように階かい段だんをあがる。

　ふいに、脳のうが鈍にぶい痺しびれに襲おそわれた。頭を押さえてうずくまる。かろうじて顔をあげて視し線せんを向けると、隣となりにいたミトラも同じように苦しげな顔をして目の端はしに涙なみだまで浮うかべていた。

　ざりざりと砂すな粒つぶを擦こするようなノイズが響ひびく。まぶたの裏うらで光が明めい滅めつし、意い識しきが混こん濁だくしていく。

　これは、錯さつ覚かくなのだろうか……？

　灯とう籠ろうに照らされてぼんやりと浮かびあがった円えん筒とう状じようの壁かべに美しい映えい像ぞうが映し出された。まるで映画のスクリーンのように、ぱらぱらと映えい像ぞうが動き出す。頭の中に直ちよく接せつ呼よびかけるように、副音声が流れこんでくる──。




　　　　※　※　※




　すみれ色の少女は書庫で生まれた。赤、青、緑、黄、白、黒、灰はい色いろ、さまざまな色の本がそこにはあって、表題を彩いろどる文字も装そう飾しよくも個こ性せい的てきで、幼おさない好こう奇き心しんをじゅうぶんに満たしてくれた。本はどれも、長い長い物語が書かれたもので、少女は永ながい永い時をかけてそれらを読どく破はした。

　宇う宙ちゆう空くう間かんを航こう行こうする巨きよ大だい艦かん船せんの世界。

　狩しゆ猟りようと農のう耕こうで生きる全ぜん裸らの部族が跋ばつ扈こした荒こう涼りようたる世界。

　文明が発達してビルが乱らん立りつし、自動車の行き交う世界──などなど。

　それらすべての世界に生きる、すべての人間の物語だ。

　ある日、少女にはすみれ色の書庫が与あたえられた。すみれ色の本しか存そん在ざいしない、たった一色の書庫だ。名前も与えられた。すみれ色の書庫を管理する者──ヴィオレッタ。ひねりもなにもない簡かん素そな名前だ。

　そして役やく割わりを与えられた。

　その世界を肥こやせ……と。

　世界は情報でできている。人、モノ、動植物、あらゆるものに魂の情報パーソナルデータは存在していて、それらが寄より集まって、世界が構こう築ちくされている。

　ヴィオレッタは、その情報の塊かたまりを喰くらって生きる存在だった。

　どんな世界にも必ず終わりが訪おとずれる。永えい遠えんはない。何な故ぜなら、知ち恵えを授さずかり、歴史を積み重ね、世界の持つ情報の総そう量りようが十二分に肥えたとき、それを食す者が世界の外側にいるからだ。

　彼ら彼女らは喰らうために世界を育てる。その過か程ていで必要になれば、そこで暮くらす人に助言を施ほどこし、知恵や力を与える。

　宗しゆう教きようや異い界かいの怪かい物ぶつたる霊れい体たいを呼よび出す秘ひ術じゆつを授さずけるのも仕事のひとつだ。

　異界なんて本当は存在しない。そういう場所が存在し、そういう神様や怪物が存在していることにしてしまうだけだ。霊体はヴィオレッタが自みずから創つくり出した人形でしかない。あくまでも彼女が育てているすみれ色の世界の中にしか存在しない怪物だ。

　そうやって、ゆっくりと、収しゆう穫かくの時を待つ。

　──待つだけでよかったのだ。本当は。

（あはは。面おも白しろいなぁ、この子たち）

　だけど、いつからか前のめりになっていて、頭の中が楽しみにあふれてしまった。もっと、ゆっくりと。もっと、じっくりと。眺ながめていたいと考えるようになってしまった。

　だから、食べちゃうのはもっと先。ずっとずっと先の話。

「食べないならワタクシ様にちょーだいヨ」

　同じ顔をしたべつの少女が焦じれたように袖そでを引いた。特に愛や憎にくしみの情報を好んで食べる少女で、どこかの世界の神話に出てくる女め神がみの名前を借りて、イシュタルと名乗っていたなと思い返しながら、ふるふると首をふる。

「これはあたしの世界だから。欲ほしいなら、ちゃんとルールを守らないと」

「世界を外から変えるのはタブー。内側から変えなきゃいけない……ネ。イジワルダネ。ワタクシ様は知ってるヨ。キミはこの世界に異い分ぶん子しを排はい除じよするための絶ぜつ対たい的てきな守しゆ護ご神しんを与あたえているよネ？　ソイツがいる限かぎり、ルールの内側でこの世界を奪うばい取るのは難むずかしいネ」

「じゃあ、あきらめて？」

「ヤダ」

　イシュタルはからからと人形めいた笑い声をたてた。

「せっかく美お味いしくなりそうな世界だからネ。ワタクシ様が一番美味しく食べられるような、そんな世界に作り替かえてから、食べたげるヨ」

「できるものなら、やってみればいいんじゃない？」

　ヴィオレッタは挑ちよう発はつ的てきな笑みを浮うかべる。

　できるわけがない。

　だって、この世界には最強の守護者たる絶対神──〝聖霊ミスラ〟がいるのだから。

「それを欲ほしがってるのはワタクシ様だけじゃないヨ。名無しのアイツも──」

「名無し？」

「そ。彼ならヴィオレッタちゃんを出し抜ぬくすべを知ってるかもネ」

「受けて立つわ。まあ、無む駄だだと思うけれど」

　それは、世界の外側にいる者達が送る日にち常じようの一コマだった。




　　　　※　※　※




「つまり──〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟や〝愛あい憎ぞうの悪魔〟たちは、養よう豚とん場じようの権けん利りを巡めぐって、国くに盗とり合がつ戦せんをしていたってことか……？」

「訪おとずれる終末というのも、そのため……なのですか」

　頭ず痛つうが収おさまり、映えい像ぞうが弾はじけて消える。

　茫ぼう然ぜんとつぶやき、立ち尽つくす拓真とミトラの前には、塔とうの最上階の部屋が広がっていた。

　映像を見ていただけのつもりが、いつの間にか、ここに導みちびかれていたようだ。以前、ピエトロの尋じん問もんを受けたときに見た夢ゆめの世界とまったく同じ光景がそこにある。

　銀ぎんの剣で縫ぬい留とめられたすみれ色の少女がゆっくりと顔をあげた。美しい顔にあどけない笑みを湛たたえ、痛いたましい姿すがたをさらしていることなど忘わすれてしまいそうな清せい廉れんな気け配はいを漂ただよわせている。
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〝叡智の悪魔〟ヴィオレッタが目線で拓真の腕うでと銀の剣を行き来した。

　意図を察してうなずき、拓真は左手を柄つかに添そえる──〝解析アナライズ〟。十秒が経たち、封ふう印いんの正体を看かん破ぱ。右手で触ふれて〝分解ブレイク〟。

　剣は銀粉をあげて砕くだけ散り、ヴィオレッタの細い体がぐらりと傾かたむいた。両手でその身を受け止めて、拓真はなんとも言えない微び妙みような表情を浮かべる。

「捕つかまえるときはあっけないもんだな……感かん慨がいもなにもない」

　ヴィオレッタは腕うでの中で軽く身じろぎすると、妖あやしげな光を帯びた目で見あげてきた。

「ムードのないセリフ。女の子に嫌きらわれちゃうわ」

　それからちらりとミトラのほうへ視し線せんを投げ、とん、と拓真の胸むねを押おした。体を離はなすと、組んだ両手を思いきり頭上に持っていき、んん、と息を吐はいて伸のびをする。くるりと一回転。

「もう。遅おそい。ずーっと。ずーっと待ってたんだよ」

「どういうことですか？　あなたは拓真に呪のろいをかけて、逃にげていたのではないのですか」

　ミトラがおずおずと訊きいた。

「あなたと一いつ緒しよにここにきてもらうために呪いをかけたの」

　ヴィオレッタは断だん言げんした。

「叡智と宗しゆう教きようを与あたえられたことで、この世界の人類は、とても賢かしこく、とても強く、豊ほう富ふな栄養を備そなえた最高の情報の塊かたまりに育ってくれた。あたしはそれを面おも白しろいと感じるほうなんだけど、中にはその美お味いしさにしか目がいかない子もいる。彼女たちの策さく謀ぼうにやられちゃって、こうして囚とらわれてしまったんだけど……やっぱり、お気に入りのこの世界をかんたんにあの子たちにくれてあげる気には、なれないから」

「俺とミトラに解かい放ほうしてもらうために……？」

「そう。彼女たちが仕し掛かける終末の時と重なっちゃったのは困こまった展てん開かいだけど。ま、大だい丈じよう夫ぶ」

　ヴィオレッタの手の上にすみれ色の炎ほのおが生じる。

　するとそこには一冊さつの分ぶ厚あつい本が現あらわれていた。彼女の体の半分ほどもある大きな本で、書庫に保ほ存ぞんされている他のあらゆる本とはすこしばかり趣おもむきが違ちがっている。すみれ色ではあるのだが、赤みが強く、まとう魔ま力りよくもずっしりと重い。

「これは本物の〝叡えい智ちの書〟。あたしがあなたたちの世界に出しゆつ現げんするための霊枢核コア。だけど、本当はそんなものどうだっていいの。勝手に設せつ定ていしただけのことだからね」

　くすりと微笑ほほえんで、〝叡智の書〟が差し出される。

「世界にまつわるすべての情報が記しるされた書。世界の外側にいるあたしたちがこの世界の理ことわりを知るためのマニュアルみたいなもので、実はここに書かれてる全部の情報を熟じゆく知ちしてる子なんてあんまりいないの。だからこそ、例外的に知ってるあたしは〝叡智の悪あく魔ま〟なんて呼よばれてるし、同どう格かくのはずのイシュタルでさえこの叡智を欲ほしがってるわけだけど」

「そんな代しろ物ものを俺なんかに渡わたしていいのか？」

　拓たく真まの問いに、ヴィオレッタは首を否ひ定ていの方向にふった。

「〝聖霊ミスラ〟に食べさせて」

「え……？」

「どういうことですか？」

　意外な言葉に拓真とミトラは目を開かい閉へいさせ、ほぼ同時に疑ぎ問もんを口にした。

「聖せい職しよく者しや協きよう会かいは世界の危き機きに直面したとき、〝叡智の書〟の力を借りてきたんだろ？　それを失えば人類は遠からず滅めつ亡ぼうする……って話じゃないのか」

「たしかに、危き険けんな賭かけ。けれど〝原げん初しよの悪魔〟の気配がすぐ近くにあるの……アレに渡してはいけない……名無しだったアレは、あたしの世界を掻かき乱みだして、半分以上も書き換かえている。〝叡智の書〟が渡ればジ・エンド……遠い未来の滅亡を憂うれう余よ裕ゆうはないの。いますぐに、この本を完全に消し去らなければ、近い未来にすべてが終わる」

「〝原初の悪魔〟は、そんなにやばいのか」

「うん。この世界の絶ぜつ対たい的てきな守しゆ護ご神しんとして用意した〝聖霊〟を無力化するために人の価か値ち観かんを操そう作さし、守護の一族たるマイトレヤの民族が滅ほろぼされた……〝原初の悪魔〟は完全にあたしの読みの上を行ってる」

　ヴィオレッタの言葉に、ミトラが、ぴくりと反はん応のうした。

　その反応を目ざとく察知してヴィオレッタはつづける。

「本来は〝聖霊〟は絶対不ふ可か侵しんの存在。あらゆる宗しゆう教きようはマイトレヤ教から派は生せいしたと呼んでもいいくらいに、それぞれの宗教が根っこの部分でつながっていたの。だけど〝原初の悪魔〟は聖職者たちをそそのかし、対立を生んだ。あたしから奪うばいやすい世界に変えるためにね」

「……っ」

　ミトラの緋ひ色いろの虹こう彩さいがふくらんだ。ふるえる手が胸むねのリボンをつかみ、唇くちびるがきつく噛かみしめられる。青い魔ま力りよくの膜まくが祭さい壇だんにまとわりつく。第三者の勝手な決めつけかもしれないが、拓たく真まにはミトラの怒いかりが理り解かいできる気がした。

　それは、そうだろう。大切な両親が奪うばわれたのは、大たい義ぎのためでも恐きよう怖ふのためでもなく、遥はるかな高みから世界を俯ふ瞰かんする者が、美お味いしい情報が食べたかったがためなのだから。そんな、自分勝手な理り屈くつに情じよう状じよう酌しやく量りようの余よ地ちなんて、あるわけがない。

　だが拓真はあえて激げき情じようを抑おさえる。ミトラの怒りを理解できるからこそ、ここは自分が冷静にならなければならないと、自じ制せいする。

「待ってくれ。いまミトラは敵てきの呪のろいで〝聖霊ミスラ〟を呼び出せないんだ」

　ヴィオレッタは困こまったように眉まゆを寄よせた。

「呪いを解いてあげられたらいいのだけど、さっきの剣で力を奪われつづけていたから、すぐには解かい呪じゆしてあげられないわ……ごめんね」

「〝解析アナライズ〟と〝分解ブレイク〟を使うのはどうだ？　〝聖霊〟と同じでこの世界から完全に消しよう滅めつさせることができるはずだ」

　拓真は名案のつもりだったが、ヴィオレッタは静かに首をふった。

「〝解析〟が読み取る魂の情報パーソナルデータとはそもそもなんなのか、なんとなく理解できてるでしょう。この世界を構こう築ちくするすべての理ことわりを記しるした〝叡えい智ちの書〟なんて〝解析〟したら、あなたの頭が耐たえられない。パンクして廃はい人じんコース」

「だったら、残る方法はひとつだな」

「えっ」

「ようは〝原げん初しよの悪あく魔ま〟とイシュタル……この二人を倒たおせば問題ないんだろ？」

「悪いけれど、ひいき目のあたしにだってあなたたちの勝ち目は見えないわ。神や霊れい体たいとは格かくが違ちがう。住んでいる世界、ステージが、文字通り違うのよ」

「だが以前にイシュタルは俺の〝分解ブレイク〟を怖おそれてた。ミトラの〝聖霊〟も、わざわざ禁じたり封ふうじたりするってことは、奴やつらに通用するってことだろ」

「……そうね。たしかにそれらはあたしが用意した、世界の外側にも通じる力。けれど、死んじゃうよ？　あなたたちが勝てないのは過か去この繰くり返しで何度も何度も証しよう明めいされてる……」

「……どういう意味だ？」

　ヴィオレッタの意味深な台詞せりふに眉まゆを動かして反はん応のうする。

　が、その答えは聞けなかった。

　ヴィオレッタは、バッと駆かけ出すと、手すりから身を乗り出し、螺ら旋せん階かい段だんの遥はるか下を眺ながめる。それから青白い顔で、拓真たちを振ふり返る。

「どうやら悠ゆう長ちように説明してあげる時間もないみたい」

「チッ……！　しつこい奴らだな」

「あなたたち、本当にアレと戦うの？」

「それしか選せん択たく肢しはないだろ。〝叡えい智ちの書〟を喰くわせなくてもいいなら、それに越こしたことはないんだ。あんたはなにか不ふ吉きつな情報を握にぎってるみたいだが、関係ない」

　拓たく真まが断だん言げんすると、ヴィオレッタは、そう、と残念そうにつぶやいた。

　諦てい念ねんするような、失敗を悟さとっているような無表情で、じっとこちらを見つめてくる。

「二人とも、覚かく悟ごをして」

「覚悟、ですか？」

　首をかしげたのはミトラだ。

「そう。あなたは特にね。大切な人を傷きずつける覚悟を持って」

「大切な人を……？　そんなこと、わたしにはできません」

「しなければならないこともあると知りなさい。その甘あまさを捨すてられなければ〝原げん初しよの悪あく魔ま〟を倒たおすなんて絶ぜつ対たいに無理だもの」

「…………」

「心配するな、ミトラ。俺がやる」

　銀色の頭に手をのせて、拓真はやわらかい声で言った。もともと〝聖霊ミスラ〟の使えないミトラを戦わせるわけにはいかない。ヴィオレッタの問い自体がナンセンスだ。

　ヴィオレッタの表情から不安の色は消えない。

「力を過か信しんしてはダメ。あたしの呪のろいは〝原初の悪魔〟を殺せない。アレを倒せるのは、世界の外側にも干かん渉しようできる〝聖霊〟だけ──危あぶなくなったらあたしを連れて逃にげてくれれば、それでいい。〝叡智の書〟さえ渡わたさなければ、終末を先送りにすることもできるから」

「わかった。無理はしない。が、やれるところまでやらせてもらう」

「うん……がんばって、あたしの大切な子たち」

　そう言って、肉体を霧きりに変じたヴィオレッタは、厚あつい本の中に吸すいこまれていった。

　本音を言えば、まだ聞きたいことは山ほどあった。ヴィオレッタ自身のことも気になるし、どうして呪いの対象を拓真にしたのか、〝原初の悪魔〟とは何者なのか。最後の一言にはどういう意味があったのか。

　しかし、どうやら思考することさえ許ゆるされないようだ。螺ら旋せん階かい段だんの下。穿せん孔こうした闇やみの奥おく深ふかくから絶ぜつ望ぼう的てきかつ圧あつ倒とう的てきな魔力の気配が這はいあがってくる。

「拓真……」

「わかってる。おまえはこれを持って、さがってろ」

　不安げなミトラの胸に〝叡智の書〟を押おしつける。〝雪ゆき風かぜ〟の柄つかを握にぎり、息を吸すい、闇の先を睨にらむ。息の詰つまるような重圧を感じながらも拓真は目を逸そらさずに腰こしを落とす。

　足音。人の起こすあらゆる音には感情が宿るものだ。激はげしい音であれば怒り、静かな音であれば哀あい愁しゆうや落らく胆たん、軽やかな音であれば歓かん喜きといったように。

　しかし、その足音にはそれがない。いっさいの感情を読み取れない〝無〟の足音が迫せまりくる。

　足音はたしかな確かく信しんを持って、この最上階へ向かっている。

「腹はらに抱かかえて丸くなれ。絶ぜつ対たいに敵てきに渡わたすな」

　拓たく真まは念ねん押おしすると、床ゆかを蹴けって、みずから足音の方向へと駆かけ出した。

　狙ねらいは上かみ手てからの奇き襲しゆう。階段をあがりきる前に迎むかえ撃うち、上方という有ゆう利りな立ち位置を確かく保ほし、〝雪ゆき風かぜ〟の刃はを首めがけて斬きりおろすつもりでいた。

　階段から宙ちゆうに躍おどり出し、横よこ薙なぎに一いつ閃せん。重力の助けを借りた渾こん身しんの一いち撃げきを放つ。

　敵は、狙いどおりにそこにいた。フードを深くかぶり、顔の部分が闇やみ色いろで塗ぬりたくられた、奇き妙みような男……〝原げん初しよの悪あく魔ま〟である。

「はあっ──！」

　段だん差さによる死角からの乾けん坤こん一いつ擲てきの斬ざん撃げき。風をはらんだ白はく刃じんがフードを掠かすめる。拓真の斬撃は、意図、角度、威い力りよく、どれもが獲え物ものを屠ほふるに足りていた。

　が、〝原初の悪魔〟はひとつ格かく上うえだった。

　上からの奇き襲しゆうを察知した〝原初の悪魔〟は逆ぎやくに前進した。反はん射しや的てきに逃にげ腰ごしになることもなく、蛮ばん勇ゆうを誇こ示じするでもなく。たった一発のカウンターを入れるためだけに一歩踏ふみ出し、握にぎりこんだ拳こぶしを拓真の腹はらにぶちこんだ。

　殴なぐり飛ばされて高々と宙を舞まった。着地のときに受身を取り損そこねて背せ骨ぼねが嫌いやな音で軋きしんだ。ぐ……と、胃いから血けつ塊かいが逆流し、喉のど元もとまでこみあげてくる。

　傷きず口ぐちの真上に直撃したのは不幸だった。叫さけび出したくなるほどの激げき痛つうが全身を襲おそい、立ちあがることもできない。

　拓真、拓真、と泣きそうな声と体を揺ゆさぶる感覚が伝わるが、そんな健けな気げなことをしてくれる相手の顔を見返す余よ裕ゆうもない。

「久ひさ々びさに会えたと思ったら、ずいぶんと威い勢せいの良い男に成長している」

　男か女かも判はん別べつできない曖あい昧まいな声こわ音ね。だが、理由もなく懐なつかしいと思えてしまう声だ。

〝原初の悪魔〟が最上階に足を踏み入れる。

　斬撃で裂さかれたフードが重力の気まぐれではらりと落ちる。

「────────────!?」

　がつん、と打ち砕くだかれたような衝しよう撃げきが脳のうに走る。

　なんだ……これは？　いったい全体なにがどうしてどうやってこうなった？

　あまりにも現げん実じつ離ばなれした光景を前に混こん乱らんした拓真はしばし呼こ吸きゆうも忘わすれて相手の顔に見入った。

　同じように驚きよう愕がくし、ぽかんとひらかれていたミトラの口から、決定的な一言が紡つむがれる。

「拓真……？」

　拓真。ありふれた名前だし唯ゆい一いつ無む二にの固こ有ゆう名めい詞しではないが、ミトラの知るその名前の持ち主はたった一人しかいない。逢あい沢ざわ拓真という護ご衛えい役やくの少年ただ一人のはずだ。

　だからこそ……ミトラの口から語られたことで、錯さつ覚かくや見み間ま違ちがいという線は否ひ定ていされ、拓真はますます混こん乱らんを深めていくしかなかった。

〝原げん初しよの悪あく魔ま〟は拓たく真まとまったく同じ顔をしていた。
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　最初に浮うかんだのはレムステラが生きていた可か能のう性せい。だが〝分解ブレイク〟の力で目の前で灰はいと化したのを確かく認にんしている以上、それはない。

　次に浮かんだのはレムステラとまったく同じ能のう力りよくを持ったべつの存そん在ざいという可能性。もしもその仮か説せつを立りつ証しようするなら、〝解析アナライズ〟で調べるしかない。

　だが直感が叫さけんでいる。目の前のこの存在は、まちがいなく逢あい沢ざわ拓真そのものだ、と。

　第六感とは一いつ般ぱん的てきにオカルトだが祓ふつ魔ま師しはそれが理り屈くつで説明できることを知っている。人は目に見えずとも魔ま力りよくの流れを肌はだで感じられる。魔力の質しつ感かん、温度が、直感という形で情報を伝える……それが第六感だ。

「魔力の性質まで完全に拓真と同じです……これは……どういうことですか……？」

　ミトラの視し線せんが困こん惑わく気ぎ味みに拓真と〝原初の悪魔〟の間を行き来する。

〝原初の悪魔〟は気にも留とめず、拓真だけを見て、口をひらく。

「自分自身で願った世界の改変に抗あらがう……その虚むなしさに気づけない哀あわれな男、か」

「なに意味わからんことを言ってんだ」

　歯を食いしばって立ちあがり、自分と同じ顔を正面から睨にらみつける。

〝原初の悪魔〟は無表情で首を傾かたむけた。

「ああ。一周目の記き憶おくはないんだったな。それは悪かった」

　一見すると、体にまるで力が入っていない、無む防ぼう備びな姿すがただ。しかし〝原初の悪魔〟がまとう雰ふん囲い気きは、そこらの祓魔師や霊れい体たいとは一線を画かくする。

　本ほん能のう的てきな恐きよう怖ふ心しんをくすぐる冷めた眼まな差ざし、洗せん練れんされた負の魔力が、見る者の足を縫ぬい留める。

　だが拓真は逃にげ出したくなるような感情を押おしこめて、相手を睨み返す。胸むねのうちで煮にえたぎる感情をぶつけようと口をひらく。

「俺は世界の改変なんて望んじゃいない。それは、あんたらの勝手な国くに盗とりゲームの話だ。俺やミトラの人生をこねくり回しておいて、ふざけたこと言ってんじゃねえよ」

「噓うそは言ってない」

〝原初の悪魔〟は静かにミトラのもつ〝叡えい智ちの書〟をあごで示しめす。

「この世界のすべての情報が記しるされたその本を読んでみればいい。一周目の世界でなにがあったのか、教えてくれるはずだ。おまえは世界の改変を望んだ……この俺と契けい約やくして、な」

「いいかげんなこと言っ」

「俺が逢沢拓真の肉体を得ていること、それ自体が証しよう拠こだ」

　拓たく真まの反はん論ろんは〝原げん初しよの悪あく魔ま〟の淡たん々たんとした声にさえぎられる。

「〝聖霊ミスラ〟と契けい約やくしたマイトレヤの民が世界の守しゆ護ご者しやとして崇あがめられ、祓ふつ魔ま師しの頂ちよう点てんに君くん臨りんし、世界の敵てきと戦う──そんな世界を最初に否ひ定ていし、マイトレヤ教の世界から離はなれることを決めた背はい教きよう者しや……それが一周目のおまえだ」

「玖く珂がの真ま似ね事ごとかよ。一周目だの二周目だの、ワケのわからねえ御ご託たくを並ならべやがって。精せい神しん攻こう撃げきのつもりだろうが、そんなもんにかかるほどヤワじゃない」

　悪魔のささやきに耳を貸かすな。そう自分に言い聞かせ、拓真は〝雪ゆき風かぜ〟を捨すてると、右手首の数珠じゆずをつかんだ。

　直感が告げている。出し惜おしみをしていられる相手ではない。

「せいぜい手て加か減げんしてくれよ、ヴィオレッタ！」

　軽口じみた叫さけびとともに、むしるように封ふう印いんの数珠を取り去った。

　どくん、と心しん臓ぞうが高鳴る。脳のうが焼きごてをあてられたように熱くなる。両りよう腕うでが高熱とともにすみれ色の光を発し、黒い紋もん様ようが、うぞうぞと拓真の身を喰くらわんと蠢うごめきだす。

　身を灼やくほどの知ち識しき欲よくの高まりを押おしのけて、拓真は〝原初の悪魔〟へと跳とびかかった。

　すべてを理り解かいし、破は壊かいする最強の能のう力りよくをもって、最強の悪魔を倒たおす。その意思のままに、すみれ色の拳こぶしを振ふりあげ、自分と同じ顔のいけすかない男の顔面に振りおろす。

「え」

　拓真の口から間ま抜ぬけな声がもれた。

　右手に伝わる手て応ごたえに、信じられないと、目を見ひらく。

　拓真の拳はあっさりと直ちよく撃げきしていたのだ。〝原初の悪魔〟は首をぴくりとも動かさず、攻撃を頬ほおで受け止めていた。回かい避ひのための予よ備び動どう作さもいっさいなく。ただ漫まん然ぜんと攻撃を受けた。たしかに、見た目にダメージはない。拓真の拳ごとき問題ではない、という意い思し表ひよう示じだろう。

　だが、これはただのパンチではない。触ふれただけで瞬しゆん時じに対象の魂の情報パーソナルデータを汲くみ、即そく座ざにその存そん在ざいを解といてしまう──直撃即死の攻撃だ。

「なるほど。強くなったな」

〝原初の悪魔〟は涼すずしげに言うと、拓真の肩かたに手を置いた。ただそれだけの動作に見えた。しかし、直後、拓真の体は不ふ可か視しの膂りよ力りよくに振り回されるように吹ふき飛び、壁かべに叩たたきつけられた。

「が……ッ」

「力は余あまっているが、まだ本調子ではないな」

　拳を開かい閉へいし、調子を確たしかめながら、〝原初の悪魔〟はつぶやいた。

　いったい、どうなっている？　どうして〝分解ブレイク〟が効きかない？

　ヴィオレッタの言葉を思い出す。〝叡智の悪魔〟の呪のろいは〝原初の悪魔〟を殺せない。彼女はそう言っていた。まさか本当に、いっさい効かないとは思わなかった。破壊できなかっただけではない、〝原初の悪魔〟の魂の情報を読み取ることさえできなかった。

　──まずい。

　不安が芽め生ばえる。〝原げん初しよの悪あく魔ま〟の手の内がまるで読めない。何な故ぜ、〝分解ブレイク〟が効きかないのか、理由がわからない以上、勝ち筋すじなど見えるわけもない。数珠じゆずの封ふう印いんを解とき、呪のろいに身を委ゆだねて敵てきを滅めつする。それは言わば拓たく真まにとっての切り札、最強の武ぶ器き。

　それが通用しないと思い知らされたいま、もはや勝ち目はない。

「……!!」

　拓真は床ゆかを蹴けった。ふたたび拳こぶしをかかげ〝原初の悪魔〟に肉にく薄はくする。たとえ勝ち目がなくても、ここで退ひくわけにはいかない。〝叡えい智ちの書〟を死守し、〝聖霊ミスラ〟が使し用よう可か能のうになるまでの間、時間を稼かせぐ。それがいまの自分にできることだ。

「はああああああああああっっ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに拳の一いつ閃せん。敵の丹たん田でんへと正せい拳けんが吸すいこまれる。

　ずん、と、手て応ごたえ。だがまたしても〝原初の悪魔〟は涼すずしげな顔のまま。不動のまま攻こう撃げきを受けきられた。ひゅん、という風切り音。容よう赦しやなく下か腹ふく部ぶを蹴けりあげられる。

　足が浮うき、宙ちゆうにわずか体が持ちあがる。すばやく首根っこを押おさえられ、手元に引き寄よせられると、つづけて右みぎ頬ほおに衝しよう撃げき。目が眩くらむ。腹はらに膝ひざが入る。傷きず口ぐちを抉えぐられて、思わず苦鳴が口から出てしまう。

「そこがいいのか」

〝原初の悪魔〟は無感情な口く調ちようで嗜し虐ぎやく的てきな台詞せりふを吐はくと、何度も何度も拳を振ふるった。傷口の上から執しつ拗ように攻撃を加えられる。傷口がひらき、包帯が赤く滲にじむ。全身に凄すさまじい痛いたみが広がる。手足から力が抜ぬけ、視し界かいが、白くかすんでいく。

　やばい。やばいやばいやばいやばいやばいやばいやばいやばいやばいやばいやばい。

　対たい抗こう策さくが浮かばないまま漫まん然ぜんとダメージだけが蓄ちく積せきしていく。殴なぐられるたびに気き絶ぜつし、次の衝撃で意識を取り戻もどすというサイクルに、思考力がどんどん削けずられていく。

　考えなければ。頭を回さなければ状じよう況きようは悪化する一方だ。それなのに考える力が削がれる。この悪あく循じゆん環かん。早く断たち切らねば、取り返しがつかなくなる。

　ふたたび腹に一撃。壁かべに叩たたきつけられ、肺はい腑ふから空気が抜ける。膝ひざをつき、乱みだれた呼こ吸きゆうを整えようと、一回、二回と肩を上下させる。

「拓真……っ。やめてっ、もうやめてくださいっ……！」

　ミトラが目に涙なみだを溜ためて訴うつたえる。

　──それがいけなかった。

「ああ……死しに体たいの逢あい沢ざわ拓真よりも、わずらわしい聖せい女じよを先に消しておくか」

〝原初の悪魔〟は標的をミトラに変え、一歩を踏ふみ出した。音のない静かな一歩で、瞬まばたきする間にミトラの眼がん前ぜんに移い動どうする。一いつ瞬しゆんの出来事に身をすくませ、ひっ、と恐きよう怖ふの声をもらしたミトラへと、容赦のない拳が襲おそいかかった。

　武ぶ術じゆつの心得があり、打だ撃げきを受けるすべを知る拓たく真までさえ追い詰つめられた圧あつ倒とう的てきな力。体たい術じゆつにおいて素人しろうと同どう然ぜんのミトラが受ければ、フィギュアのように上半身がねじ切れかねない。

　拓真は軋きしむ体に鞭むちを打って走り出し、ミトラをかばうべく前に出た。

「……っっは!!」

　がん、と、衝しよう撃げき。不完全な体たい勢せいで受けたために踏ふん張ばりが利きかず、紙のように飛ばされる。拓真の体は欄らん干かんを越こえて、宙ちゆうに投げ出された。下には螺ら旋せん階かい段だんに吸いこまれていくような闇やみ。何メートルの高さだろうか、一階の床ゆかはここからでは見えないほどに遠い。

　落ちたら確かく実じつに死ぬ。

「拓真──ッ!!」

「な……!?」

　あまりに突とつ然ぜんのことで拓真は思わず言葉を失った。

　ミトラが、飛んでいた。

　翼つばさがあるわけじゃない。背せ中なかの祭さい壇だんが飛ひ行こう機き能のうを備そなえているわけでもない。

　それなのにミトラは拓真を追いかけて自ら身を投げ出していた。

「ばかっ、おまえまで落ちてきてどうするんだ！」

「だって！　拓真を見み捨すてることなんてできません！」

「いまの俺には触さわれないんだぞ!?　そもそも空中でどうやって助けるんだよ！」

「〝聖霊ミスラ〟の空くう間かん転てん移いで安全な場所に移動しますっ」

「その〝聖霊〟が封じられてるから俺が体からだ張はってたんだろうがっ！」

「マイトレヤ教には友を見捨てることを善よしとする教きよう義ぎなんてありませんっ。わたしの正当な行ないはきっと神様が見てくれている……〝聖霊〟はきっと応こたえてくれると、信じます！」

　涙なみだで潤うるみながらもその目には決意の炎ほのおが燃もえている。小さな体から流れる青い魔ま力りよくの光。その光を灯らせ、ミトラは、〝聖霊〟との交信を試みる。二人の体は落ちていく。光が弾はじける。落ちる。光が灯る。落ちる。消える。発光。落ちる。消しよう滅めつ。

　耳の横で風のうなりが聞こえる。ミトラは目をとじ、両手を合わせて祈いのる。体がどんどん地面に吸すい寄よせられていくのを感じる。もうすぐ。もうすぐ地上に着く。そうすれば、今度はあの世に昇のぼる番だ。

　奇き跡せきを信じて祈りつづける少女の顔を見つめながら、拓真は強く強く歯を噛かんだ。頭に浮かべたのは神への祈りなどという優ゆう等とう生せい的てきな思考ではない。

　不平。糾きゆう弾だん。ふざけるな、という叱しつ責せき。

　ミトラの一いち途ずな信しん仰こう心しんを拓真は知っている。世界から否ひ定ていされ、迫はく害がいを受けながらも、その教えを絶ぜつ対たいだと信じ、両親との最後の絆きずなだからという私し情じようがあるにせよ、揺ゆらがぬ信仰を捧ささげてきたのだ。もしいまここでミトラを救わない神だというのなら、そんなものは滅ほろびてしまえ。

　そんな拓真の呼よびかけに応えたのかどうか。その真相はわからない。

　しかし、そのとき耳に聞こえてきたのは……

〝聖霊ミスラ〟のあげる誇ほこらしげな咆ほう哮こうだった。
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〝聖霊〟が顕けん現げんするほんの一分前の出来事だ。

　尖せん塔とうの入口前、祓ふつ魔ま学がく園えんの校こう舎しや前まえ広ひろ場ばにあたる場所で行われていた死し闘とうに決着が着いていた。

　ずたずたに引き裂さかれた蓮れん教きようの法衣と砕くだけ散った仏ぶつ具ぐの山、折おれた腕うでを押おさえて仰あお向むけに倒たおれていたサヴァトリィは、細く長い息をすみれ色の空へと吐はき出した。

「負けた……完全敗北」

　消しよう沈ちんしたようにそうつぶやいてから、ひょい、と上体を起こす。

「の、はずだったのが、首の皮かわ一いち枚まい、つながったー……ホント幸運だなー、ボク。いま宝たからくじ買ったら大金持ちになれるんじゃないかな」

　ふだんどおりの軽い口を叩たたいて、変わり果てた兄あに弟で子しのほうを見やる。

　九の頭をもつ巨きよ大だいな蛇じや神しんは完全に動きを止めていた。虚こ空くうからのびた強きよう靭じんな縄なわが全方向から八や岐またの大蛇おろちを拘こう束そくしている。首の一本一本には黄金の剣つるぎが突つき刺ささっている。

　左手で縄の持ち手を握にぎり、無数の剣を携たずさえているのは、全長二十メートルという、見あげんばかりの巨きよ躯くを誇ほこる大だい仏ぶつだった。サヴァトリィがいつも従したがえている不ふ動どう明みよう王おうより、ひと回りもふた回りも大きい。

「サヴァトリィの従える不動明王……これが……その本来の姿すがたでしたか……」

　かつてともに修しゆ行ぎようした兄弟子の掠かすれ声にサヴァトリィが複ふく雑ざつそうに眉まゆをひそめる。

「拓たく真まくんが封ふう印いんをはずしたみたいだったからね。貸かしてた魔ま力りよくが一時的に返ってきてくれた。全力なら、キミごとき倒たおすのに苦労はいらないんだ」

「〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟の呪のろいとはいえ、進行を食い止めるのに、それほどの力が必要でしたか？　この実力なら、私のようにわずかな力だけで呪いを制せい御ぎよできたはず……いや、そもそも、これほどの力をどうやって身に着けたのですか」

「ボクは影かげ縫ぬいから悪魔の洗せん礼れいを受けて、四十八回、浄じよう土どの手前に足を運んだ。何度も死の淵ふちまで行き、悟さとり、契けい約やく霊れい体たいへの理り解かいを深め、魔力を洗せん練れんさせてきた。拓真くんを最さい大だい限げんに使える状じよう態たいにしておくためには絶ぜつ対たいに必要だったからね」

「……！　なるほど……力不足ゆえに呪いが中ちゆう途と半はん端ぱに残ったわけではない、ということですか。〝解析アナライズ〟と〝分解ブレイク〟を自じ在ざいに使い分けられる程てい度どに呪いを残しておく……その調整のために魔力のほとんどを注いでいたというわけですね」

「そゆこと。完全に解かい呪じゆは無理だけど、完全に機き能のうを停止させておくだけならかんたんだったからね。まあそれでも拓真くんの自じ制せい心しん次し第だいなんだけど……あの力は〝聖霊〟の暴ぼう走そう時じの保ほ険けんとして絶ぜつ対たいに必要だった。だから、けっこー無理をしたんだよね」

「やられました。私はとうの昔に越こえられていたわけですね」

　八や岐またの大蛇おろちの口から自じ嘲ちようじみた声がもれる。

「なるほど。たしかに私は〝嫉妬ナイド〟だ。いまとても、あなたの才さい能のうが妬ねたましくて仕方ない」

「浄じよう土どに送る前に遺ゆい言ごんを聞いてあげるよ。ボクや寺のみんなに言うことはないかい？」

　クリシュナの蛇へびの顔には表情などない。しかし、クク、という笑声は、彼のあくどい笑みを、サヴァトリィに想そう像ぞうさせた。

「くそったれ」

　クリシュナは、たった一言、そう言い放った。

「最後にキミの本音が聞けてよかったよ」

　サヴァトリィはすこし寂さびしげに微笑ほほえんだ。

　不ふ動どう明みよう王おうの最後の剣つるぎが振ふりおろされ、蛇じや神しんの核かくが、粉々に打ち砕くだかれた。







[image: 第四章　悪魔の取引]

　眼がん下かで獣けものの咆ほう哮こうが聞こえるや虹にじ色いろの光が塔とう内ないを充みたした。

　拓たく真まとミトラの気け配はいが遠のいたのを見み届とどけると、〝原げん初しよの悪あく魔ま〟はつまらなそうに髪かみをかきあげて踵きびすを返す。近くに落ちていた大きく厚あつい書物──〝叡えい智ちの書〟を拾いあげる。

　拓真を助けるためにとっさに飛び出したせいだろう、護まもらねばならない大切な品物の存そん在ざいを放ってしまうとは間ま抜ぬけな話だ。

「世界最強の聖せい女じよとはいえまだ高校生の少女。どうしても感情が優ゆう先せんされる……まあ、仕方のない話だな」

〝原初の悪魔〟は欄らん干かんに座すわりながら書に触ふれた。世界を構こう築ちくする情報から第二の〝聖霊ミスラ〟を完成させるためのすべを検けん索さくしていく。

「お疲つかれお疲れお疲れネ。やっぱりワタクシ様とキミ以外は残らなかったカ」

　道化めいた声に振ふり返ると、〝愛あい憎ぞうの悪魔〟イシュタルが闇やみの奥おくからすっと歩み出た。病的に白い指で、つん、と〝叡智の書〟の背せ表びよう紙しをつつきながら意地悪げに唇くちびるを曲げる。

「んんん～？　憎にくむべき腐くされBitchのヴィオレッタちゃん、ずいぶんおとなしいネ」

「疲ひ弊へいしている。どうやら想そう像ぞう以上にきつい封ふう印いんを施ほどこされていたようだな」

「あらら。それならわざわざ魔ま人じんたちを戦わせなくても、ワタクシ様とキミで害がい虫ちゆうどもを駆く除じよして回ればよかったネ」

「まあ、結けつ果か論ろんだ。どちらにせよ、魔人たちはただの人ひと柱ばしら。死ぬところまでが仕事だからな」

「ぷくくくく。強い欲よく望ぼうやコンプレックスに支し配はいされた聖せい職しよく者しやほど御ぎよしやすい奴やつはいないネ。あーんなに崇あがめてくれちゃって、気持ち良かったったらないヨ」

　両手で口元を隠かくしてからからと笑う。

「もともと七しち聖せい獣じゆうがあんなに弱いわけがないんだよネ。なにせ前の周回で腐くさるほど世界を滅ほろぼしまくってきた子たちなんだからサ」

「今回は想定外がいくつも重なった……ミトラルカが生き残り、七人の信者を集めかねない勢いきおいで勢せい力りよくを回かい復ふくさせていた。だから書庫に攻せめ込むリスクを負わねばならなくなったし、まだ未完成の聖獣を魔人たちに貸かし与あたえることにした……やれやれだ」

「でも、書庫に囚とらわれてたヴィオレッタちゃんが思いのほか衰すい弱じやくしてるのがわかったし、もし今回失敗しても、次の周回では最初から本丸を落としに行けるネ」

「ああ……」

　イシュタルが可お笑かしそうに笑うのを、〝原げん初しよの悪あく魔ま〟は静かに見つめていた。

　やがて〝そこ〟に行き当たり、手を止める。〝叡えい智ちの書〟が、〝第二聖霊アルコーン〟の完成に必要な最後のピースを埋うめてくれた。

「アラン、左さ京きよう、シムショーン、クリシュナ、モルガン・ホフマン、レムステラ……六人に貸し与えた大たい罪ざいの力を回かい収しゆうする……そして最後のひとつ。膨ぼう大だいな生いけ贄にえと時を必要とせず、神かみ喰くらいの力を〝第二聖霊〟に付ふ与よする……これで完成だ」

〝聖霊ミスラ〟はヴィオレッタがこの世界に与えた最高神。世界に散らばる情報の集合体であり、その情報を喰らう、〝原初の悪魔〟たちと同じ、世界の外側の力を持つ獣けものだ。

　だからこそ……〝聖霊〟はこの世界の内側で最強だった。

　これに対たい抗こうするにはヴィオレッタと同じように、〝聖霊〟と同格の神を創つくらねばならなかった。外側からの強きよう制せい介かい入にゆうが禁きんじられている以上、世界の内側で〝聖霊〟を倒し、世界の管かん理り権けんを手にするには、絶ぜつ対たいに必要なことだった。




〝第二聖霊〟が誕たん生じようする。

　魂たましいを揺ゆさぶるような咆ほう哮こうとともにおぞましい獣が顕けん現げんする。

　その影かげはあまりにも巨きよ大だいで、出現するだけだというのに、周囲に多大な影えい響きようを及およぼした。

　すみれ色の本が散らばり、尖せん塔とうの壁かべが剥はがれ落ち、震しん動どうとともに足元から崩くずれていく。

　獅し子しの頭。猛もう虎この胴どう体たい。漆しつ黒こくの翼つばさ。赤い竜りゆう鱗りんの脚あし。尾おには九く頭ず龍りゆうの頭。

〝聖霊ミスラ〟とよく似にているが、それよりも遥はるかに大きく、遥かに邪じや悪あくな気け配はいをまとっている。




「凄すごい！　凄いネ！　ぷっくくく。このまま世界を滅ほろぼして、ワタクシ様が美お味いしくいただける、愛と憎にくしみに充みちた、あまっあまでどろっどろな世界を創──────────!?」

　イシュタルのハイテンションな台詞せりふは途と中ちゆうでぶつりと断たたれた。

　イシュタルは、え、という顔をして、口をぽかんとあけている。

　しかし声は、途切れたまま出てこない。

　それはそうだろう。顔の下に喉のどがなければ声は出ないのだから。

「…………」

〝原げん初しよの悪あく魔ま〟はイシュタルの顔を目の高さにかかげて、無言でじっと見つめていた。

　恐おそるべき速さと力でイシュタルの首をねじ切ったのだ。切せつ断だん面めんから噴ふき出した血がシャワーとなって、〝原初の悪魔〟の顔に降ふり注ぐ。

「……!!　……!!　……!!　……!!　……!!　……!!　……!!　……!!」

　血走った眼まな差ざしで声を張はりあげようとするイシュタル。憎ぞう悪おと驚きよう嘆たんと畏い怖ふと怒いかりを叫さけぼうと口を大きくひらき、しかし、声ではなく血けつ塊かいがあふれ出るだけだった。嘲ちよう弄ろうと欺ぎ瞞まんを繰くり返し人を弄もてあそんできた悪魔の口が、いまは仲間を呼よぶこともできず、姑こ息そくな交こう渉しようも許ゆるされない。

「〝叡えい智ちの書〟への接せつ触しよくがほぼノーリスクでできるとわかった以上、おまえはいらない」

「……!?」

「当然だ。おまえに任まかせていたら、この世界を俺好みの味に調整できないだろう」

「……!!　……!!　……!!　……!!　……!!　……!!　……!!　……!!」

「『騙だましたな』とでも言いたげな顔だが……知らなかったのか、イシュタル？」

〝原初の悪魔〟の口元が無む邪じや気きに歪ゆがむ。

「ずるくて、いじわるで、うそつき……それが悪魔だ」

　イシュタルの顔に本物の絶ぜつ望ぼうの色が浮うかぶ。

「〝第二聖霊アルコーン〟」

　その名を呼ぶと、〝原初の悪魔〟は、イシュタルの首を生まれたばかりの神の御ご前ぜんに放った。

　強きよう靭じんな牙きばが何本も生えた洞どう窟くつのような口がひらかれた。歓かん喜きの咆ほう哮こうをあげて、〝第二聖霊〟は、極上の供く物もつにかぶりついた。激はげしい咀そ嚼しやく音おんと唾だ液えきの粘ねん着ちやく音おん。世界の外側に生きる者をも、完全に喰くらい尽つくす神かみ喰くらいの異い能のうが、イシュタルの存そん在ざいを抹まつ消しようする。

　彼女の残された胴どう体たいが塵ちりと化して風に散っていく。

〝原初の悪魔〟の瞳ひとみはすでにそちらを見ていなかった。

　いっさいの感情を宿さない目で己おのれの従じゆう僕ぼくたる神を見あげ、淡たん々たんと告げる。

「これより、ヴィオレッタの世界を終わらせる。世界にその威い容ようをお披ひ露ろ目めしてやれ」




　　　　＋　＋　＋




　拓たく真まとミトラは塔とうの外に転てん移いすると同時に大地の鳴動に襲おそわれて体たい勢せいを崩くずした。

　振ふり返ると、尖せん塔とうが根元から崩ほう壊かいしていくところだった。砂さ塵じんが舞まい、細かい瓦が礫れきが弾はじける。

　咆ほう哮こう。破は壊かい。塔を突つき破やぶり、姿すがたを現あらわす巨きよ大だいな獣けもの。まるで羽化だ。古今東西あらゆる獣を縫ほう合ごうしたような、どこか見み慣なれた獣が塔という繭まゆを突き破り産うまれ出る。

　最初に反はん応のうしたのは〝聖霊ミスラ〟だった。両の脚あしを突っ張ぱり、殺気まじりにうなる。

　ミトラが、はっとして、唇くちびるをふるわせた。

「どういうことですか……あれは……」

　拓真も気づいた。

「〝聖霊〟……!?」

　すみれ色の空を駆かける獣は〝聖霊〟によく似にていた。

　だが圧あつ倒とう的てきに大きい。全長十メートルに及ぶ〝聖霊〟さえ赤子に見える巨きよ躯く。それが、軽く身じろぎする。その拍ひよう子しに尾おが、ついでのように残り二本の尖塔を薙なぎ払はらった。

　拓真はミトラを軽く蹴けり〝聖霊〟の下に転がし、自分も滑すべりこむ。瓦が礫れきを回かい避ひ。い、痛いたいです、と涙なみだ目めになって振ふり向くミトラに、拓真はすまなそうな顔で両りよう腕うでをかかげてみせる。

「呪のろいで触さわれない。瓦礫を全部〝分解ブレイク〟してもいいが、捌さばききれる自信がなかった」

「そ、そうでしたか……わたしもどんくさくてごめんなさい」

「それよりあの怪物はなんだ？　あれがもう一匹の〝聖霊〟なのか？」

「あっ！」

　ミトラが悲鳴じみた声をあげる。

「〝叡えい智ちの書〟が……ありません」

　じわり、と緋ひ色いろの瞳ひとみがにじむ。

「きっと飛び出すときに落としてしまったのです……ごめんなさい……ごめんなさいです……わたし、なんてことを……！」

「いや、いい」

　拓真は思わず頭を撫なでそうになり、呪いを思い出してぐっと堪こらえる。

「ミトラが助けてくれなかったら俺は死んでた。感かん謝しやしてる」

「拓真……しかし」

「〝聖霊〟も使えるようになったんだ。あんな霊体、一いつ瞬しゆんで倒たおせるだろ」

　安心させるように、落ち着いた声で言う。

「いやー、ちょっと、あれはどうだろう」

　サヴァトリィが、降ふり注そそぐ瓦礫の合間を縫ぬってやってきた。蓮れん教きよう衣いの破やぶけ具合が戦せん闘とうの激はげしさを物語っている。クリシュナの姿すがたが見えないということは、やはり彼女が倒してくれたからこそミトラの呪のろいが解とけたのだろう。

「助かった、サヴァトリィ」

「礼とか言ってる場合じゃないよ。あの霊れい体たいはちょーっとシャレにならないんじゃないかな」

「それでもやるしかないだろ」

「ボクは加か勢せいできないよ？　さっきの戦せん闘とうで魔ま力りよくを使いきっちゃった」

「大だい丈じよう夫ぶだ。〝聖霊ミスラ〟と俺の腕うででアレを止める」

　強く断だん言げんし拳こぶしを握にぎる。

「──できると思うか？」

　闇やみの底から響くような無感情な声が聞こえた。

　元は塔とうだった瓦が礫れきの山の頂ちよう点てんに〝原げん初しよの悪あく魔ま〟が立っている。

「〝第二聖霊アルコーン〟は〝叡えい智ちの書〟の知ち恵えを借りて完全な存そん在ざいとなった。前までの周回では自力で組みあげた理り論ろんのもと不完全な神を創つくり出すに留とどまっていたが、今回は……本物だ」

〝第二聖霊〟と呼よばれた獣けものが咆ほう哮こうとともに、その巨きよ大だいすぎる爪つめを振ふりおろした。

「〝聖霊〟！」

　ミトラの呼びかけに応こたえて〝聖霊〟が地を蹴けった。厚あつい装そう甲こうよりも硬かたい胴どう体たいで、敵てきの攻こう撃げきを受け止める。直撃。そして、衝しよう撃げき波は。凄すさまじい風が拓たく真まの前まえ髪がみを揺ゆらす。

　直後、〝聖霊〟の双そう頭とうの蛇へびの尾おが、爪に絡からみついた。霊体を従じゆう属ぞくさせる王の力。

　しかし〝原初の悪魔〟は淡たん々たんと告げる。

「〝第二聖霊〟は嫉しつ妬と深ぶかい。ゆえに何者も己おのれの上に置かない」

　ならば、と、〝聖霊〟は漆しつ黒こくの翼つばさをはためかせる。世界の呪のろいを浄じよう化かし、万ばん物ぶつをあるべき姿すがたへと還かえらせる神風を浴あびせかける。

〝原初の悪魔〟は動じない。

「〝第二聖霊〟は傲ごう慢まん。ゆえに過か去こに還かえることはない」

〝聖霊〟のたてがみがふるえ、虹にじ色いろの光の珠たまが生じる。光が〝聖霊〟の体を覆おおう。そして、頭上。〝第二聖霊〟の死角に瞬しゆん時じに転てん移い。無む防ぼう備びな首くび筋すじに強きよう靭じんな牙きばが突き立てられる。

　神しん仏ぶつ悪あく魔まを滅めつする神かみ喰くらいの牙。あらゆる霊体を無に還す絶対の刃。

　しかし、その直撃を受けてなお、〝第二聖霊〟は健けん在ざいだった。消しよう滅めつどころか掠かすり傷きずさえつかない。ぶるり、と水を払はらう犬のような動作で〝聖霊〟を振り落とす。落下しつつある〝聖霊〟に、爪の追撃。猛もう虎この胴体が裂さかれ鮮せん血けつが散る。

「避よけろ！」

　拓真が叫さけび、背はい後ごへ飛び退のく。サヴァトリィもミトラを抱かかえて退いた。

　そこへ〝聖霊〟が落ちる。ずずん、と腹はらを揺ゆさぶる震動。地面に深々と穴あなを穿うがつ〝聖霊〟の姿に、拓真もミトラもサヴァトリィも絶ぜつ句くするしかなかった。

　世界最強の霊体である〝聖霊〟が地に沈しずめられたのだ。すべての攻撃を跳はね返され、無ぶ様ざまに地上へ叩たたき落された神は、地を引っ掻かきながらかろうじて立ちあがる。だが、鴉からすの翼つばさは折れ曲がり、脚あしの竜りゆう鱗りんは剥はく落らくしている。瞳ひとみにもわずかに畏い怖ふの色がうかがえた。

「〝聖霊ミスラ〟が怖おそれてる……？　そんなばかな話があるか。〝聖霊〟が負けるなんて……いや」

　拓たく真まは首を振ふる。現げん実じつを否ひ定ていしても仕方がない。まず目の前の現実を受け入れる。それから次にするべきことを考えるのだ。

〝第二聖霊アルコーン〟は漆しつ黒こくの翼で宙ちゆうに浮うき、大きく口をひらき、口内で炎ほのおの塊かたまりを醸じよう成せいしている。これは十秒、いや、五秒。とにかくほんの目先の未来に、炎による攻こう撃げきがくる。

「ミトラ！　俺を空くう間かん転てん移いで！」

「……はいっ！」

　瞬しゆん時じに狙ねらいを悟さとり、ミトラはうなずいた。

〝聖霊〟から生みだされた虹にじ色いろの光が拓真を包み、その体を〝第二聖霊〟の背せ中なかに移うつした。

　拓真はすみれ色に輝かがやく両りよう腕うでを振ふりおろした。〝第二聖霊〟の魂の情報パーソナルデータが脳のう内ないに流れこむ。やった、と思った。〝原げん初しよの悪あく魔ま〟には効きかなかったが、あれは、そもそも魂の情報を読み取れなかったのだ。理り解かいできねば破は壊かいはできない。逆ぎやくに理解できるものが破壊できない道理はない。

　はずだった。

「……がっ……!!」

　ずきん、と頭が疼とう痛つうに襲おそわれた。手が離はなれてしまう。触ふれていた箇か所しよから煙けむりが噴ふき出し、その剛ごう毛もうが円形に脱だつ毛もうしているのが見えた。無む効こう化かはされていなかった。だが〝第二聖霊〟は消えていなかった。

　その現げん象しようの理由と頭痛の正体に拓真は即そく座ざに気がついた。

　オーバーフロー。魂の情報の絶ぜつ対たい量りようが多すぎるのだ。一個体の情報が多すぎる、という意味ではない。

「こいつ……中にいったい何匹びき……何人いやがる……!?」

　それぞれ異ことなる複ふく数すうの魂の情報。それがひとつの肉体の中に同どう居きよしていた。

　──児じ童どう失しつ踪そう事じ件けんや教会地下での動物実験。

　脳のう裏りに浮かぶのは血なまぐさい光景とオリヴィアたちの供きよう述じゆつだ。〝第二聖霊〟を創そう造ぞうするための準じゆん備びとして生いけ贄にえが必要と言っていた。つまりこの怪かい物ぶつは見た目だけでなく、中身も、継つぎはぎだらけの合ごう成せい獣じゆうというわけか。

　驚きよう愕がくはそれだけではない。

　イシュタル。読み取った情報の中に〝愛あい憎ぞうの悪魔〟イシュタルが含ふくまれていた──。

「……仲間を喰らわせたのか!?」

「仲間ではない。騙だます者と騙される者の関係だ」

〝原初の悪魔〟が、ふわりと〝第二聖霊〟の背に舞まい降おりた。

　無感情な目を拓真に向け、淡たん々たんと告げる。

「もはや〝聖霊ミスラ〟も〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟の呪のろいも、この新たな神を殺せない。悟さとれ。これより始まる世界の終末をおとなしく見み届とどけろ」

「断ことわる」

　拓たく真まは即そく答とうした。

「この世界に生きてる人間は終末なんざ望んでない。新たな世界なんて心底どうでもいい。外の連中の勝手な食しよく欲よくで世界を終わらされてたまるかよ」

「何な故ぜだ？　おまえには関係ないだろう。世界が終ろうと、終わるまいと、おまえにはどうせ未来の展てん望ぼうなどありはしない。一度、世界を否ひ定ていした者に世界は優やさしくしてくれない」

「またそれか。あんたの妄もう言げんにはうんざりだ。ミトラが崇あがめられてた世界を俺が否定したって言ってたけどな、俺にはそんな記き憶おくはこれっぽっちもない」

「事実は事実だ」

「悪魔の証しよう明めいってか？　俺がやってないってことは証明できないもんな。だが、そんなくだらない問答に付き合ってやるつもりはない」

　拓真は、だっ、と〝第二聖霊アルコーン〟の背せ中なかを蹴けった。

　一いつ瞬しゆんのうちに〝原げん初しよの悪魔〟のふところに入りこむ。その胸むな板いたを、拳こぶしが打つ。

「愚おろかな。策さくもなく攻こう撃げきを繰くり返したところで万が一にも俺を倒たおせるものか。ラッキーヒットなどありえない」

〝原初の悪魔〟は眉まゆひとつ動かさない。まるで効きいている様子がない。

　しかし、拓真の口元には──笑みが浮うかんでいた。

「そんなことはわかってる。言われなくても、策さくはこれから手に入れる」

「……む？」

　妙みような言葉の意味に気づき〝原初の悪魔〟がたじろいだ一瞬の隙すきをつき、拓真の手が伸のびる。

　敵が後ご生しよう大事に胸むねに抱かかえていたすみれ色の書物──〝叡智の書〟に。

　触ふれる。その、瞬間。

　拓真の視し界かいは真っ白な光に埋うめ尽つくされた。




　　　　＋　＋　＋




「──こんなもの読み取ったら頭がパンクしちゃうって、警けい告こくしてあげたのに。あなたって、けっこう無茶なことをするのね」

「ここは？　あたりが真っ白だけど」

「死後の世界」

「……まじか。死んだのか、俺」

「うそよ」

「うそかよ」

「うふふ。知らなかったの？　悪あく魔まっていうのは──」

「ずるくって、いじわるで、うそつき……だっけ」

「嬉うれしい。憶おぼえててくれたのね」

「で、ヴィオレッタ。ここは？」

「心配しなくても案内したげる。〝叡えい智ちの書〟の膨ぼう大だいな記録の中から、あなたの知りたいことだけをね。〝分解ブレイク〟を使わないなら、全部理り解かいしなくてもいいから」




　真っ白な世界に色がつく。

　拓たく真まはその世界を俯ふ瞰かんして眺ながめていた。

　切り立った険けわしい山。登山列車の駅。翡ひ翠すい色いろの綺き麗れいな海。中央に近代的なビルの並ならぶ街まち並なみ。

　その景色は、鳴なる神かみ市しに似にている。

　しかし、微び妙みように違ちがう。見たことのない種類の建物が多く、自然の緑も目立っていた。

「これは一周目の世界。マイトレヤ教が世界の中心でいられた世界」

　ヴィオレッタの声が隣となりから聞こえた。

「一周目……？　あれは与よ太た話ばなしじゃなかったのか？　どうしてこんなものを俺に見せる？」

「あたしが見せてるんじゃないのよ。あなたが見たいと思ったものが見えてるの」

　そのとき、祓ふつ魔ま学がく園えんの校こう舎しやビルから銀ぎん髪ぱつの少女が出てきた。

　見み慣なれた祭さい壇だんを背せ負おい、見慣れた制せい服ふくを着た、見慣れた少女だ。

　彼女の周囲には、群むらがるように、同じ制服姿すがたの少年少女たちが取り囲んでいる。

「ミトラルカ様！　途と中ちゆうまで一いつ緒しよに帰ってよろしいでしょうか！」

「ミトラ様、天使の具ぐ象しよう魔ま術じゆつについて、今度教えていただきたく……私は異い教きようの者なので、ずうずうしいお願いだとは思うのですが、是ぜ非ひ……」

「実戦で悪あく魔ま契けい約やく者しやを圧あつ倒とうしたってホントっすか!?　やっぱりミトラ様は別べつ格かくだなぁ」

「きゃははっ。男子ってば失礼すぎー。ミトラ様と格を比くらべられるわけないじゃん」

　外野にちやほやされながら、ミトラは終始にこやかに対たい応おうしていた。嫌いや味みを感じさせないその態たい度どは、なるほど、現げん在ざいのミトラとよく似にている。

「周りの態度が大おお違ちがいだな」

　拓真があきれたように言う。

「もともとマイトレヤ教は最さい高こう峰ほうの世せ界かい宗しゆう教きようだったから……」

「悪魔契約者は一周目にもいたのか」

「〝原げん初しよの悪魔〟とイシュタルの妨ぼう害がい工こう作さくは一周目からあったわ。彼らが悪魔を大量に創つくって、人々をたぶらかして……おかげでマイトレヤ教だけでなく、たくさんの宗しゆう教きよう組そ織しきと悪魔に対たい抗こうするための仕組みを創らなくちゃいけなくなったの──あ、ほら、あそこ」

　ヴィオレッタが指さした先、校門のところに一人の少年がいた。

　祓ふつ魔ま学がく園えんの制せい服ふくをきちんと着ている。穏おだやかそうなたれ目だ。困こまったような顔をしている。目の前で眉まゆをつりあげてなにやら憤ふん慨がいしているポニーテールの少女のせいか。

　少年は、顔つきこそ現げん在ざいと違ちがうが、顔のつくりは拓たく真まそのものだ。少女はもちろん翠すい花かだ。

　ミトラが二人に気づいた。笑顔の質しつががらりと変わる。聖せい女じよめいた楚そ々そとした笑顔ではなく、友人と接せつするときの笑顔だ。拓真の知っているミトラの笑顔に近い。

　ぺこぺこと群ぐん衆しゆうにお辞じ儀ぎをすると、ミトラは、拓真たちのほうに駆かけ寄よっていく。

「一周目のときから、あなたたちは仲間同士だったのよ」

　ヴィオレッタが説明する。

「数珠じゆずをつけてないな。俺」

「だって、呪のろわれてないもの」

「……？　おかしくないか。それならどうして俺は祓魔学園にいるんだ？」

「お兄さんが生きていたら、あなたは真っ当に祓魔師を目指すことになるの。なんの宗しゆう教きようにしようか全然決まらなくって、結局、マイトレヤ教に入ったみたいだけど」

「兄あに貴きが生きてる……ってことは、あそこにいる俺、弱いんじゃないか？」

「うん。修しゆ行ぎようしてないし、契けい約やく霊れい体たいもいないし、はっきり言って雑ざ魚こかも」

「……辛しん辣らつだな」

「入学試験も比ひ良ら坂さか翠花と組んでたから、ほぼなにもしないで合ごう格かくしたみたい。ミトラルカと出会ったのは、本当にたまたまで……悪あく魔ま契けい約やく者しやの襲しゆう撃げきに巻まきこまれて、死にかけていたところを助けてもらったんだって」

「情なさけなさすぎる……」

　戦せん闘とう能のう力りよくがほぼ一いつ般ぱん人じんレベル。それなのに偶ぐう然ぜんにも世界最強の聖女に見み初そめられて友人になる。なんてできすぎたシナリオだ。ミトラは迫はく害がいされず、両親も失わず、隼はや人とは死なず、翠花に護まもられながら学園生活を過すごす……軟なん弱じやくで愚ぐ鈍どんな生きざま。

　だから……そう、だからこそ……拓真はそんな生活を羨うらやましいと感じてしまった。

「いいな。すごく楽しそうだ」

「うん。しかもあなたとミトラルカは恋こい人びと同士になるの」

「殺したくなるほど充じゆう実じつしてるな、あの野や郎ろう」

　拓真は自分自身を見おろして、顔をしかめる。

　ヴィオレッタは哀かなしげに笑った。

「最後の七日間がくるまではね」




　場面が切り替かわる。

　そこには一面の雪ゆき景げ色しきがあった。

　鳴なる神かみ市しの有り様は……一変していた。

　建物は破は壊かいされ地面は抉えぐられ数十年間放置された廃はい墟きよのようになっている。

　街の中心には、おぞましい雪の像ぞう。いや、よく見れば、人工的に創つくられた物ではない。

　二匹ひきの怪かい物ぶつが互たがいの体を喰くらいあった姿すがたのまま力ちから尽つきていた。雪をかぶり、真っ白な像のようになっているだけだ。

「〝聖霊ミスラ〟と〝第二聖霊アルコーン〟……いや、〝聖霊〟はあんなに大きくなかったはずだ」

「ううん。あれが本当の〝聖霊〟の姿。七の位階すべてにじゅうぶんな数の信者がいれば、あんなふうに最高の力を発はつ揮きできるの。それでも〝第二聖霊〟と相打ちが限げん界かいみたいだけど」

「相打ち……ミトラは？　ミトラはどうなったんだ？」

「死んじゃった」

「……！」

　拓たく真まが愕がく然ぜんとする。ヴィオレッタは、くす、と笑った。

「不思議ね。いまのあなた、一周目のあなたと同じ顔をしてる」

　また場面が切り替かわる。

　所ところ狭せましと詰つまった人、人、人。どうやら登山列車の中らしい。

　窓まど際ぎわの席で、イヤホンをつけた少年と、フードをかぶった黒い人ひと影かげが向かい合っていた。

「やりなおしてみたくはないか？」

　人影は言った。

　少年は激げつ昂こうしたように叫さけぶ。

「しつこいな！　そんなの……やりなおしたいに決まってるだろ！」

　その瞬しゆん間かん、フードからもれだした闇やみが、少年を丸ごと呑のみこんだ。




「あれが〝原げん初しよの悪あく魔ま〟の最初の姿。一周目のあなたは悪魔のささやきに耳を傾かたむけたの」

「そんな……まさか」

「うん。ミトラルカの死を認みとめられず、〝原初の悪魔〟に誘ゆう惑わくされて、契けい約やくしてしまったのよ。逢あい沢ざわ拓真のすべてを捧ささげれば願いを叶かなえる……と。代だい償しようを求めて願いを叶えるのは悪魔として正当な行ないだから……反はん則そくぎりぎりだけど、いちおう、彼は理ことわりの内側であたしに対たい抗こうしてきたと言えるかな」

「まさかあいつ……リセットしたのか？　〝第二聖霊〟が倒されて、世界の改変が実じつ現げんできなかったから……」

「うん。しかも、このとき、同時にあたしの支し配はいからも逃のがれちゃってね」

「どういう意味だ？」

「〝原初の悪魔〟はこの世界に生きる人間の肉体を手に入れた……つまり、世界の外側の存そん在ざいでありながら、世界の内側の存在でもある……あたしが理り解かいできない存在に変わったの」

　そこで拓たく真まは思い出す。〝原げん初しよの悪あく魔ま〟には〝分解ブレイク〟が効きかなかった。あれは、〝原初の悪魔〟とやらが、ヴィオレッタの理り解かいの外にいる相手だったからか。

「〝原初の悪魔〟は規き格かく外がいの存そん在ざいだった。世界の外側にいるあたしやイシュタルや彼は、世界がいくらループしようとも存在がリセットされない。だから〝原初の悪魔〟は逢あい沢ざわ拓真の肉体を引き継ついだまま次の周回に移い行こうした」

「待てよ。じゃあ、二周目以い降こうの俺は誰だれなんだ？」

「世界の内側の存在はリセットされるの。だから一周目の逢沢拓真は〝原初の悪魔〟となってループをつづけるけど、二周目以降のあなたはリセットのたびに記き憶おくも情報も全部消える」

「要するに一周目の俺は、この俺とはべつに、存在しつづけてるってわけか。ややこしいな」

「〝聖霊ミスラ〟の能のう力りよくが最初からふたつあったことには気づいてた？」

　ヴィオレッタが首をかしげて問う。

「最初……あいつに会ったばかりのころは……えっと、空くう間かん転てん移いと神かみ喰くらいの力があったな」

　と、口にして、はっと目をひらく。

「ルナを入信させたときにひとつ、百もも瀬せのときにひとつ、能のう力りよくを復ふつ活かつさせてた。信者一人につき、能力がひとつ……じゃあ、最初からふたつ持ってたのは……」

「そう。一周目の逢沢拓真がマイトレヤ教の信者だった事実を、世界が記憶してたから」

「そういうことだったのか……」

　拓真が納なつ得とくの息を吐はく。

「〝原初の悪魔〟は世界をループさせ、聖せい職しよく者しや協きよう会かいの価か値ち観かんを変へん容ようさせた。マイトレヤ教をあたかも人じん類るいの敵てきであるかのように扱あつかい、滅ほろぼした。生き残ったミトラルカにも〝聖霊〟を禁きんじ、隙すきを見ては密ひそかに排はい除じよしようと暗あん躍やくした……残ざん酷こくだよね。たしかに、ミトラルカが英えい雄ゆうとして戦って、傷きずついた果てに死んでしまう未来は変わった……だけど、待っていたのは、英雄にもなれず、邪じや教きようの娘むすめと罵ののしられ、無念のまま殺される未来」

「理り不ふ尽じんだ」

　拓真の拳こぶしが怒いかりにふるえる。

「それが悪魔の契けい約やくだもの」

　ヴィオレッタの口く調ちようは冷たさを感じるものだったが、それが本意だと思っているようにも聞こえなかった。

「悪魔は人の願望を叶かなえる。だけど、その人にとって幸せな結果になるとは限かぎらない」

「素す直なおに叶えられることはない、ってことか。世界で一番強くなりたいと望んだら、自分以外の人類が滅めつ亡ぼうさせられて、『これで世界一だ』と言われるようなもんだな」

「うん。悪魔と取引するっていうのは、そういうことだよ」

「ったく。一周目の俺はつくづく間ま抜ぬけだな。かんたんに騙だまされやがって」

　拓真は自じ虐ぎやく的てきな笑みを浮うかべて頬ほおを掻かく。

〝原げん初しよの悪あく魔ま〟の甘かん言げんに惑まどわされて、拓たく真まは最初のループを引き起こした。

　そして、ミトラは過か酷こくな運命を課かせられた……。

　──いや。待てよ。それでは説明できないことがある。

「玖く珂がの奴やつは何度も世界がループしていると話していた。〝原初の悪魔〟の契けい約やくは、内ない容ようだけ見れば、たった一度のループでいいんじゃないか？　次の周回では〝聖霊ミスラ〟を封ふうじたんだし、〝第二聖霊アルコーン〟で世界を終わらせることができたはずだ」

「この先も知りたい？」

　ヴィオレッタは問いかけながらも、どこか諦あきらめたように肩かたをすくめてみせた。当然、拓真はここまできて退ひくほど半はん端ぱな男ではないし、どうやら彼女もそれを悟さとっているらしい。

「かんたんに言うと……〝原初の悪魔〟がルール違い反はんぎりぎりの策さくであたしを上回ってきたので、こっちも違反ぎりぎりだけど、あなたたちに手を差しのべたの」

　そう言って、ヴィオレッタが足元に目を向ける。

　映えい像ぞうがふたたび切り替わっていた。

　同じく雪の降ふる鳴なる神かみ市しの景色が広がっていたが──その廃すたれ具合は、先ほどのそれよりも、さらにひどい。

　もはや原形を留とどめないほどに建物が破は壊かいされ、生命の気け配はいがほとんど感じられないのだ。

「これは、七の獣けものが滅ほろぼしたあとの鳴神市。彼らはここでさんざん暴あばれたあと、世界中に散らばっていったの……ほら見て、あそこ」

　ヴィオレッタが指さした先には神社の跡あと地ちがあった。

　布ふ団とんには青い顔で眠ねむる拓真の姿すがた──そしてその胸むねに顔をうずめて泣きじゃくる翠すい花かがいた。

「拓真……拓真ぁ……」

　翠花はみっともなく泣いている。彼女がこれほど人目を憚はばからずに泣く姿など、これまでに見たことがなく、拓真は素す直なおに驚おどろいた。

「あんなに強かったじゃない！　どうしてあたしより先に死んじゃうのよっ……置いていかないでよ、ばかぁ……」

　物言わぬ拓真の右手を両手で握にぎりしめ、翠花は悲ひ愴そうな罵ば声せいを繰くり返す。右みぎ腕うでには珠たまの割われた数珠じゆず。〝叡えい智ちの悪魔〟に刻きざまれた紋もん様ようは顔にまで至いたっていたが、翠花の体を破壊することはなかった。

「二周目……俺は死んだのか。このときもまだ弱かったのか？」

「ううん。戦せん闘とう能のう力りよくはいまのあなたと同じくらいだよ。ただ、あなたではどうしようもないくらいに〝第二聖霊〟は強かったの」

「これからの未来を見せられてるようで気分が悪いな」

「ミトラルカを亡なくして、自じ暴ぼう自じ棄きになってたのもあるけどね。いまのあなたみたいな冷静さはなかったかな。巫み女この子も必死で支ささえてあげてたし、心の傷きずを埋うめる形とはいえ、恋こい人びとに近い関係にも、なってたんだけど……」

「俺が、翠すい花かと？　……信じられないな」

「いまのあなたは絶ぜつ対たいにあの子を恋こい人びととして好きにはなれないよ」

「……どういうことだ？」

「百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかず」

　ふたたび状じよう況きように注意を戻もどす。

　すると、泣きじゃくる翠花の背はい後ごに、すみれ色の髪かみの少女が歩み寄よっていた。

〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟ヴィオレッタだ。

　彼女は翠花に問いかける。

「やりなおしてみたくない？」──と。

〝原げん初しよの悪魔〟が拓たく真まをそそのかしたのと同じ言葉をヴィオレッタは紡つむいでいた。

　翠花は一秒たりとも迷まよわなかった。即そく答とうだった。

「やりなおしたい」

　そうして周囲にすみれ色の光が広がっていく──。

「そう。このとき、比ひ良ら坂さか翠花はあたしとの取引で、世界に対して強力な呪のろいをかけた」

「強力な……呪い」

「うん。さっきも言ったように、願望を叶かなえるには代だい償しようが必要になる。そして、本人が幸せになれないような、いじわるな叶い方をする」

　自分自身の感情の違い和わ感かんと、ヴィオレッタの言葉。ふたつが合わされば、さすがの拓真も、気づかずにはいられなかった。

「俺を死なせたくない。その代わりに……」

　拓真は言葉を濁にごした。翠花のその感情を口にするのが躊躇ためらわれた。

　その葛かつ藤とうを察してか、ヴィオレッタが言葉の後を継ついだ。

「比良坂翠花の恋は未み来らい永えい劫ごう報むくわれない。たとえ何度世界が繰くり返されても、あなたと添そい遂とげる未来は完全に閉とざされたのよ──ループ先のあの子は、そんな約束をした記き憶おくなんてないから、ただの年中片かた思おもい娘むすめになっちゃうの。可哀かわい想そうだけど」

「なるほど。それで……」

　俺は翠花を恋れん愛あい対たい象しようとして見れないのか、と、その決定的な台詞せりふは照れくさくて呑のみこんだ。幼おさない日からどれだけ世話になってきたかを考えれば、たしかに、運命に強きよう制せいされていたから惚ほれられなかった、と言われたほうが納なつ得とくできる。

　自分でも冷めた反はん応のうだと思うが、熱い気持ちを抱いだけないのも翠花の代償のせいなのだろう。

　しかし、もしも前の周回で翠花に助けられたのだとすれば──

「だーめ」

　思考をさえぎるように、ヴィオレッタの指が鼻先に添えられる。

「事実を知った以上、自分の感情を無む視しして、あの子と付き合うこともできる……って考えているでしょう？」

「どうせ特定の相手に心当たりなんてない。翠すい花かのことは、恋れん愛あい感かん情じようではないけど、好きではあるんだ。義ぎ理りを通してもいいと思えるくらいには……」

「あのね、それ、すごく失礼だと思うよ」

「……そうか？」

「学園を卒業するまではごまかせるんじゃない？　でも、そのあと何年も何年も一いつ緒しよに暮くらしていくんだよ？　その間、あなたは絶ぜつ対たいに燃もえあがらないし、仮か面めんをつけつづけなきゃいけないの。それってお互たがいにとって苦く痛つうだと思うな。女の子って、敏びん感かんな生き物だから。表向きで好きだと言われても、心が冷めてたら、絶対に気がつくよ」

「難むずかしいもんだな」

「うん。難しいの。それくらい、あの子の願望は強かった。本当、とんでもないよ」

　ヴィオレッタは長い指でくるりと宙ちゆうに円を描えがく。

「なんて願ったと思う？　『拓たく真まが誰だれかに殺されるたびに時を戻もどしてほしい』、だよ？」

「まさか……二回目以い降こうのループっていうのは、全部、翠花の願いの結果なのか!?」

「うん。二周目の比良坂翠花の願いは、ループ後にも作用しているの。だから今回も、あなたが誰かに殺されれば、世界はリセットされる」

　拓真は、む、と妙みよう案あんを思いついたような顔をする。

「じゃあここで俺がやられれば、〝第二聖霊アルコーン〟が完成する前に戻れるのか」

「戻れるけど、〝原げん初しよの悪あく魔ま〟はループしても存そん在ざいと記き憶おくを引き継つぐからね」

　そうだった、と拓真は眉まゆをひそめる。

　相手の動向からして、〝原初の悪魔〟が〝叡智の書〟に頼たよったのはおそらく今回が初めてだ。大方、ヴィオレッタが力を失っていることを知らず、書庫の世界を攻こう略りやくせずにいたのだろう。

　次は、ない。次の周回では、〝原初の悪魔〟は最初から〝叡智の書〟の内ない容ようを知っている。そうなれば〝第二聖霊〟の復ふつ活かつも早いだろう。止める手しゆ段だんはない。

　仮かりに暁あきらの能力を頼たよって、次の周回の自分たちに情報を引き継いでもらったとしても、後手に回ってしまうのは変わらない。

　と、そこで暁の名前が浮うかんだことで、拓真はあっと声をあげた。

「玖く珂がはいったい何者なんだ？　そういえば、一周目と二周目にあいつの姿すがたはなかったが」

「それは、いないよ。だって、そのときには玖珂暁なんて存在しないんだもの」

「驚きよう愕がくの事実の連続で、もう驚おどろかないつもりだったが……また大きく出たな。存在していなかっただと？」

「うん。二周目からは〝原初の悪魔〟の謀ぼう略りやくもあって、あたしは聖せい職しよく者しや協きよう会かいのトップたちの手でこの書庫の世界に囚とらわれた……だけど、ページの一部──断だん章しようを外に飛ばすことで、あなたたち若わかき祓ふつ魔ま師しに力を与あたえたり、有力者の血に連なる者の子を産うませたりしたの」

　拓たく真まは、暁あきらの言葉を思い出していた。

〝叡えい智ちの悪あく魔ま〟ヴィオレッタは自分の母親かもしれない。と、暁は言っていた。

　正せい確かくには本人ではなく断だん章しようだが、暁の推すい測そくは正しかったのだ。

「マイトレヤ教が禁きんじられた場合に世せ界かい最さい大だい規き模ぼの宗教となった白しろ十じゆう字じ教きよう。その内部の、なるべく有力者になるように、教きよう皇こうの血に連なる者に近づかせたの。教皇の義妹となったあたしの断章は、あなたに近づけるために日本人の夫を作り、玖く珂が暁を産んだ……もちろん、役やく割わりを終えた断章は消えてしまったのだけど」

「父親が日本人なのか。じゃああいつの金きん髪ぱつはどこからの遺い伝でんだ？」

「うふふ。知らなかったの？　あれ、染そめてるのよ」

　ヴィオレッタがいたずらっぽく笑い、拓真も思わず苦笑する。

「〝叡智の悪魔〟ってやつは怖おそろしいな。プライベートも全部筒つつ抜ぬけか」

「親しん戚せきのどこを見み渡わたしても髪かみの色が違ちがうのは幼おさない彼にはコンプレックスだったみたい。髪を金色に染めて、青のカラーコンタクトをつけたのよ」

「あいつ、無愛想なくせに意外といろいろ考えてるんだな」

「繊せん細さいないい子だよ。課せられた使命のせいで、ずーっと気を張はってるみたいだけど」

「〝原げん初しよの悪魔〟やイシュタルの引き起こす終末を回かい避ひする……か。たしかにあいつはずっとそのことしか考えてないって顔してた。ちょっと、人形じみてたな」

「うん……でも今回初めて一いつ緒しよに暮くらすことになった不死鳥の女の子は、いい刺し激げきになってると思う。あなたとも仲良しになれたみたいだし」

「仲良くねーよ」

「うふふっ。そーゆーところがまた仲良しさん」

　ヴィオレッタはくすりと笑うと、ふいに真しん剣けんな目になった。

「あたしは三つの介かい入にゆうをしたわ。あなたに呪のろいをかけ、比ひ良ら坂さか翠すい花かの望みを叶かなえて無む限げんループを実じつ現げんし、玖珂暁というループ前の記き憶おくを引き継つぎつづける頭ず脳のうを用意した……でも足りない。これだけやっても〝原初の悪魔〟は倒たおせなかった」

「いや、これで終わりだ。俺が〝叡智の書〟に触ふれたのは、すべてを終わらせるため……教えてくれ、ヴィオレッタ。奴やつを倒すには、どうすればいい？」

　拓真の真しん摯しな問いに、

「ないのよ」

　絶ぜつ望ぼうが応こたえた。

「ない……？　それは、存在しない……って、意味か……？」

　ヴィオレッタはうなずいた。

「〝原初の悪魔〟には〝聖霊ミスラ〟の神かみ喰くらいが効きくわ。だからこそ、彼はミトラルカを怖おそれていたの……でも信者を二人しか集められていない〝聖霊ミスラ〟では〝第二聖霊アルコーン〟を倒たおせない。あの、新たな神を倒さない限かぎり、〝原げん初しよの悪あく魔ま〟に近づくことも難むずかしいよ。実じつ際さい、これまでの周回ではあなたの死し亡ぼうによるループで引き分けに持ちこむのが限げん界かいだった。〝原初の悪魔〟が表おもて舞ぶ台たいに出てくることは少なかったから、あなたの死がループの引き鉄がねになってることも、知られていなかったし」

　ヴィオレッタのまつ毛が憂うれうようにふるえた。

「でも彼にはさっき〝叡えい智ちの書〟を読まれちゃったから……ループの原げん因いんがあなたにあることも知られてしまった。たぶん、あなただけは殺さず、他のみんなを殺して、世界を創つくり変えることになる」

「くそ……どうすりゃいいんだ」

　拓たく真まは拳こぶしを握にぎり、血が滲にじむほど唇くちびるを噛かんだ。

〝叡智の書〟にさえ攻こう略りやく法ほうが書かれていない。

　そんな敵てきをどうやったら倒せる？

　拓真の脳のう裏りで悪魔がささやく。おまえだけは死なないのだろう、ならば世界など見み捨すてて生き延のびる道もあるじゃないか、と。だが当然のことながら、拓真は即そく答とうで却きやつ下かした。

　ここにいるのは隼はや人とを死なせてしまった幼おさない日の無力な拓真ではない。どんな神しん仏ぶつ精せい霊れいをも破は壊かいする賢けん者じやの力がある。〝叡智の書〟の力で知れるはずのなかった情報も知れた。大だい丈じよう夫ぶだ。頭を回転させつづけろ。必ず活かつ路ろはあるに違ちがいない。

　しかし、ヴィオレッタは、哀かなしげな表情を見せた。

「力になれなくてごめんね。本当はもっともっと人じん類るいのことを見守ってあげたかった。笑って泣いて怒おこって恋こいして傷きずついて……抱だきしめちゃいたいくらい、面おも白しろくって、愛いとしい、あなたたちに最高の人生を送ってもらいたかった」

　諦てい念ねんじみた吐と息いきをもらしたヴィオレッタの肉体が虚こ空くうに溶とけるように薄うすまっていく。

「過か去こ形けいで語るなよ……まだだ。まだ俺は諦あきらめてない！」

　拓真は、みじめたらしく足あ掻がいて、手を伸のばした。

　だが、拓真の手は、空くうをつかむだけだった。

　景色がばらばらのピースになって散っていく。

〝叡智の書〟が見せる情報の景色が消えていく。

　現げん実じつに戻もどるのだ。拓真はまだ〝原初の悪魔〟の攻略法にたどり着いていないというのに。

　世界が無む慈じ悲ひに色を変える。〝第二聖霊〟の体毛のにおいがよみがえってくる。

　そうして、執しつ行こう猶ゆう予よの時は終わり、拓真は現実に引き戻された。
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　拓たく真まがはっとすると、目の前には拳こぶしが迫せまっていた。顔の前で腕うでを交差。だが、急ごしらえの防ぼう御ぎよなど、拳は平気で縫ぬってくる。頬ほおに鋭するどい痛いたみが走る。顔面が変形するのではと思うほどの衝しよう撃げきを受けて、拓真は体毛の上を滑すべるように転がった。

〝原げん初しよの悪あく魔ま〟の足が倒たおれた拓真の腹はらに突つき刺ささる。敗者を踏ふみにじり、見下しながら、彼は〝叡えい智ちの書〟を軽くかかげた。

「俺を殺す方法は見つかったか？」

〝原初の悪魔〟は抑よく揚ようのない声で訊きいた。

　拓真は口の中に溜たまった血をぺっと吐はき出し、相手をきつく睨にらみあげる。直後、首をつかまれ、目の高さに持ちあげられた。足が浮うき、首が絞しまり、息ができなくなる。

　意い識しきが遠のきそうになる。しかし拓真は精せい神しん力りよくだけで持ちこたえ、敵てき意いの眼まな差ざしを維い持じする。

　その視し線せんを受け止めて、〝原初の悪魔〟は目を細めた。

「いい目だ。その目で世界が塗ぬり替かわる瞬しゆん間かんをしかと見み届とどけるといい」

　そのとき、突とつ風ぷうが吹ふきつけた。眼がん下かから圧あつ倒とう的てきな気け配はいが急きゆう上じよう昇しようしてくる。

「拓真を離はなしてくださいっ……〝原初の悪魔〟！」

　ミトラの声とは思えない絶ぜつ叫きようが地上から響ひびいた。彼女の怒いかりと決意を代だい弁べんするかのように、〝聖霊ミスラ〟は猛たけりながら〝第二聖霊アルコーン〟の喉のど笛ぶえを噛かみ切ろうと牙きばを剥むく。

　ぐわっ、と、〝第二聖霊〟が吼ほえた。

　声は衝しよう撃げき波はとなり、空気をふるわせ、歪ゆがませた。

　衝撃波に呑のまれ、〝聖霊〟の体は弾はじき返される。押おし戻もどされて、地上に落とされる。

「世界最強の神、怖おそるるに足らず」

〝原初の悪魔〟が言った瞬間、

〝第二聖霊〟の九本の尾おが、落ちてゆく〝聖霊〟を絡からめ取った。

「だが侮あなどるつもりもなし。眠ねむれる獅し子しを目覚めさせることはない。〝第二聖霊〟よ、旧ふるき神をその顎あぎとで喰くいちぎれ」

　口がひらかれる。そこから桃もも色いろの息がもれる。

　すると、暴あばれていた〝聖霊〟が、ぐったりと動きを止めた。

　唾だ液えきまみれの獣けものの口が〝聖霊〟に近づく。

「〝聖霊〟!?　応こたえてくださいっ、起きてっ、あれを倒して、拓真を助けてっ！」

　ミトラの必死な呼よびかけに、しかし、〝聖霊〟はぴくりとも反はん応のうしなかった。

　神かみ喰くらいの力を備そなえた鋭するどい牙が〝聖霊〟に突つき立てられる──

　消える。世界から否ひ定ていされつづけたミトラが最後まですがってきた神様が。

　一周目の逢あい沢ざわ拓真が願ったミトラの幸福は彼自身の願いによって奪うばわれつづけてきた。その歴史を今回もまた繰くり返さなければいけないのか？

　これでは兄の隼はや人とを失ったときとなにも変わらない。どれだけ修しゆ行ぎようしてもどれだけ実戦を積んでもなにもできない。

　認みとめよう。自分が無力な凡ぼん人じんであることを。無理して律りつさなければ翠すい花かやミトラに護まもられるしかなかった情なさけない男でしかなかったことを。

〝原げん初しよの悪あく魔ま〟の前で自分は絶ぜつ望ぼう的てきなまでに弱者だ。

　だけど……いや、だからこそ……考えろ。思考は弱者に与えられた最強の刃やいば。物事を構こう成せいする理ことわりを知り、解とき明かす。解かい析せきしろ。敵てきの本質を知れ。分解しろ。手足の一本一本、細さい胞ぼうのひとつひとつ、思考の一いつ片ぺんずつを切り取って、敵を見切れ。

　いまこの瞬しゆん間かんにミトラと〝聖霊ミスラ〟を救うためにはどうすればいい!?

〝原初の悪魔〟と〝第二聖霊アルコーン〟の急所はどこにある──!?

　意い識しきは遠のきつつある。絞しめられた喉のどは空気を求めてひゅうひゅうと情なさけなく鳴っている。手足の指の先からも力が抜ぬけている。それでも、拓真はふるえる手を持ちあげた。頭の横に指を添そえて、口元に、虚きよ勢せいじみた笑みを浮うかべた。

「……！　……！」

　挑ちよう発はつ的てきな言葉を吐はこうとするが、声は出ない。

〝原初の悪魔〟にとっては無む視ししても構かまわない些さ細さいな抵てい抗こうに過すぎなかったかもしれない。だが、その自信に充みち溢あふれた瞳ひとみと、拓真自身のこめかみに触ふれそうな指は無視できないはずだ。

　狙ねらいどおり、〝原初の悪魔〟は拓真の首から手を離はなして、投げだした。〝第二聖霊〟の攻こう撃げきも中ちゆう断だんしている。ぜぇはぁぜぇはぁ！　と、貪むさぼるように呼こ吸きゆうして、拓真は相手を睨にらみつけた。

「ははっ……そうだよな。見み過すごせるわけがないんだ」

　拓真は満まん身しん創そう痍いながらも不ふ敵てきに笑う。




「〝聖霊〟やミトラに手を出してみろ。俺は俺を破は壊かいする」




〝原初の悪魔〟の瞳に感情の火が灯った。

　その変化の兆きざしを見逃さず、拓真は畳みかける。

「俺が死ねば世界はリセットされる。〝第二聖霊〟も創つくり直しだ」

「己おのれを人質に脅きよう迫はくするつもりか……クク」

〝原初の悪魔〟は笑った。

「教えてやろう。脅迫とはこうやるものだ」

「!?」

　驚きよう愕がくに目を剥むく拓真の前で〝原初の悪魔〟は腕うでを振る。〝第二聖霊〟が〝聖霊〟の胴どう体たいに噛みついた。ぶちりと肉の裂さける音がして、鮮せん血けつを噴ふく。

「逢沢拓真の命に価か値ちはない。何千回繰くり返すことになっても俺は構かまわん。永えい劫ごうを生きる情報喰らいにとって、時間の概がい念ねんなど無に等しい。瞬まばたきする間に時は充ちる」

〝原げん初しよの悪あく魔ま〟は邪じや悪あくな眼まな差ざしで拓たく真まを見おろす。

　追い詰つめられた拓真の手に汗あせがにじむ。思考を加速。眼がん前ぜんに立ちはだかるのは圧あつ倒とう的てき脅きよう威い。言葉での駆かけ引きさえ不発だった。どうすればいい？　どうすれば勝てる？

　牙きばは〝聖霊ミスラ〟の尾おを喰くらった。双そう頭とうの蛇へびの顔をした尾が千切れて断だん末まつ魔まをあげる。

　どうすればいい？　〝第二聖霊アルコーン〟の魂たましいのストックが尽つきるまで〝分解ブレイク〟しつづけるか？

　牙は〝聖霊〟の翼つばさを喰らった。根元から抉えぐられ、漆しつ黒こくの羽は根ねが舞まう。

　無理だ。この質しつ量りよう。いったいどれだけの生いけ贄にえを捧ささげられてきたのか知れない。

　牙は〝聖霊〟の脚あしを喰らった。竜りゆう鱗りんが砕くだかれ光の粒りゆう子しが散る。

　目の前で〝聖霊〟の肉体が徐じよ々じよに削られていく。ミトラの生きる希望だった神しん聖せいなる獣けものに、世界最強と呼ばれた威い風ふう堂どう々どうたる面おも影かげはすでになく、ただ犬のような呻しん吟ぎんをもらすだけ。

　考えろ。弱者に与えられた武器とはなにか？　弱者が取るべき行動とはなにか？

　それは────。

　それは…………………………。

「やめてくれ……俺の負けだ」

　敗はい北ぼく宣せん言げん、のみ。

　無ぶ様ざまに膝ひざをつき、両手をつき、頭をさげる。

　土ど下げ座ざ。服ふく従じゆうの証あかしである。

「浅いな、逢あい沢ざわ拓真。命いのち乞ごいから隙すきを突つけるのはせいぜい耄もう碌ろくしたジジイまでだ。悟さとれ」

「世界を改変するのは構かまわない。好きにしてくれ」

「……ほう？　諦あきらめるのか？」

〝原初の悪魔〟が眉まゆを動かした。

「もう俺はあんたにさからわない……世界を改変して、あんた好みの味にして喰らえばいい。だが、ひとつだけ俺の願いを聞いてほしい」

　拓真は屈くつ辱じよくに唇くちびるを噛かみしめながら、しかし土下座の形は維い持じしたまま、懇こん願がんする。

「ミトラたちを死なせないでくれ。この世界の住人の存そん在ざいを、生かしたまま、世界を改変すると約束してくれ」

「なるほど。終末が避さけられないならば、せめて延えん命めいしたいと……そういうことか」

「ああ……そのとおりだ」

「たしかに改変後も世界はすこしだけつづく。俺好みの味に調整するまで……せいぜい十数年もあれば事足りるだろうが、たったそれだけでも生き永ながらえるなら御おんの字か？」

「ああ……家か畜ちくでいい。あんたの掌てのひらの上でいい。ただ、生かしてくれ」

「クク……断ことわる。俺になんらメリットがない」

「いや、ある」

　拓真は断だん言げんした。顔をあげて相手の顔をまっすぐに見あげる。

「もう一度、契けい約やくしよう。俺はいまの願がん望ぼうを叶かなえてほしい。その代わりに、あんたにはいまの俺の肉体をくれてやる」

「…………」

〝原げん初しよの悪あく魔ま〟の瞳ひとみが品定めするような光を帯びた。まじまじと拓たく真まの顔と体を見つめ、それから、ふむ、と息をもらした。

「なるほど。いまのおまえの肉体を得れば、俺が死なない限かぎり世界はリセットされなくなる。九十九パーセントありえないが、生かしておいて寝ね首くびを掻かかれるのも面倒だ。ならば己おのれの肉体としてしまったほうが話が早い」

「……どうだ？」

「するとおまえは改変後の世界に存そん在ざいを引き継つがれないが、それでいいと？」

「覚かく悟ごの上だ。俺の自じ我がは死んでもいい。ただ、あいつらを生かしてやってくれ」

「だめ────!!」

　拓真の提てい案あんに最初に反はん応のうしたのはミトラだった。遥はるか眼がん下かのミトラが涙なみだで顔をくしゃくしゃにして、丁てい寧ねい語ごもかなぐり捨すてて叫さけんでいる。

　サヴァトリィも歯がゆい表情で数珠じゆずを握にぎりしめている。言葉を発さないのは大人おとなの冷静さゆえだろう。拓真の選択は、事じ態たいの先さき延のばしながらも一定の意味があることが、彼女にはわかっているのだ。

　終末が訪おとずれれば現げん存ぞんする人じん類るいが駆く逐ちくされ、〝原初の悪魔〟にとってもっとも美び味みな魂の情報パーソナルデータを備そなえた新たな人類だけが生かされる。そして飼かい馴ならされ、繁はん殖しよくさせられ、収しゆう穫かくの時に一気に喰らわれる。

　拓真の提案は、いまの人類がすこしでも生きていられるようにという、延えん命めい措そ置ちだった。

「そんなのっ、そんなの、ダメです！　絶対にダメ!!　やだ！　やだ────!!」

　ミトラが泣き叫びながら駆かけ出そうとするのをサヴァトリィが止める。

　悲痛な泣き声に揺ゆれそうになる心をぐっと抑おさえつけて、拓真は敵てきの顔を見み据すえる。自分とまったく同じ顔に冷然とした表情をのせて、〝原初の悪魔〟はうなずいた。

「いいだろう。その取引、応おうじてやる」

「……助かるよ」

　拓真はふっと諦てい念ねんじみた息を吐はき出す。それから眼がん下かの仲間たちに目を向けて、

「サヴァトリィ。ミトラのことを頼たのむ」

「ボクなんかに務つとまるかな」

「あんたはもともと俺やミトラのお目付け役だったんだろ？　なら、いままでどおりに自分がするべきことをやり遂とげてくれれば、それでいい」

　そう言うと、拓真は片かた目めを弾はじいた。

　茶ちや目めっ気けあるウインクのつもりだ。

　似に合あわないな、と、拓たく真まは自分で思った。

　それから、言葉にはできない本音を、口の動きだけで表ひよう現げんする。ミトラには伝わらないだろう。が、サヴァトリィには伝わるはずだ。読どく唇しん術じゆつを習得しているから遠目の会話もバッチリ理り解かいできる、などと、ストーカー気き質しつの彼女が自じ慢まんしていたのをよく憶おぼえている。

　サヴァトリィは、一いつ瞬しゆんだけ目を大きくひらいて、それから、こくりとうなずいた。

「うん。ミトラちゃんのことは任まかせて」

「そんな！　拓真！　拓真！」

　ミトラの呼びかけを拓真はあえて無む視しした。

　顔を見て、言葉を交わしてしまうと、心が負けそうな気がした。

「……頼たのむ」

　振ふり返り、ふたたび懇こん願がんすると、〝原げん初しよの悪あく魔ま〟は拓真の頭に手をあてた。

「自分のすべてを捧ささげられるか？」

　その口が決まり文もん句くを述のべる。

「十六年間の人生。体、心、記き憶おく。そのすべてを」

「ああ」

　拓真にうなずく以外の選せん択たく肢しがあるはずもなかった。

　瞬間、〝原初の悪魔〟の輪りん郭かくが闇やみの液えき体たいと化し、どろりと拓真の体を覆おおった。

　そして。

　十六年かけて積み上げられた逢あい沢ざわ拓真の人じん格かくは暗くら闇やみに呑のまれ、その肉体は永えい遠えんに奪うばわれた。




　　　　＋　＋　＋




　拓真の肉体がびくんと跳はねたかと思うとぐらりと傾かたむき〝第二聖霊アルコーン〟の上からまろび落ちる。頭から真っさかさまに落下していく。だが脳のう天てんを打ちつける結果にはならなかった。轟ごうッ、と全身から魔ま力りよくが発散され落ちる速度が緩ゆるやかになる。羽を生やした天使のような軽やかな着地。

　いや、天使ではない。羽を生やし、超ちよう然ぜんと降こう臨りんするのは、悪魔もまた同じだ。

　ミトラは、涙なみだの幕まくに遮さえぎられて怪しい視し界かいの向こうに、拓真の笑顔を見たような気がした。

　そして、戦せん慄りつした。そこに拓真の優やさしさや慈いつくしみや親愛の念を微み塵じんも感じなかったからだ。幼おさないころから磨みがきつづけた霊れい感かんが告げている。逢沢拓真はもういない。そこに存そん在ざいしているのは〝原初の悪魔〟だ……と。

　世界の外側に住まい、裏うらで暗あん躍やくし、マイトレヤ教を邪じや教きよう指し定ていに追いこんだ元げん凶きよう。

　そして拓真の肉体を奪い、世界を終わらせようとしている悪あく党とう。

　──許ゆるせない。許せるわけがない。

　腰こしから〝雷らい切きり〟を抜ぬき、魔力をこめる。雷らい神じんの加か護ごを授さずかった刃やいばがバリバリと雷気をまとう。

「おいおい、俺を攻こう撃げきする気か？　せっかく拾った命を無む駄だにするなよ」

〝原げん初しよの悪あく魔ま〟は両手をあげて「降こう参さん」めいたポーズを取る。軽口の叩たたき方が、ミトラの知っている拓たく真まのそれとすこしだけ似にていた。

　その事実が──よけいにミトラの神しん経けいを撫なでた。雷らい気きがますます強くなる。長い銀ぎん髪ぱつが静電気を帯びて、魑ち魅み魍もう魎りようのように逆さか立だった。

　緋ひ色いろの瞳ひとみに宿るのは殺さつ意い。柔にゆう和わな聖せい女じよはここにはいない。その姿すがたは復ふく讐しゆう心しんに駆かられた悪あつ鬼きだ。

「勘かん弁べん願いたいな。俺は奴やつと契けい約やくしたんだ。あんたらの命は助ける、と。下へ手たに抵てい抗こうされて、間ま違ちがえて殺してしまったら大変だろう？」

「うぅ……うう──!!」

　バシィ！　と凄すさまじい勢いきおいの電気が行き場を失い、弾はじけた。

　その言葉はけっして拓真の台詞せりふではない。

「拓真は……本当に消えてしまったのですか……？」

「当然だ。俺と取引したのだからな」

「そんな……まだ、いますよね……？　拓真の意い識しきはどこかに眠ねむっていて、わたしの声が聞こえているんですよね？　……そうだと言ってください。呼よびかければ、きっと……」

「ククッ。もしそうなら、とても美しいシナリオになりそうだがね。残念ながら中ちゆう途と半はん端ぱに元の人じん格かくが残るような取引はしない主しゆ義ぎなんだ。奴やつの自じ意い識しきが俺を抑おさえる、というような感動の展てん開かいは期待しないほうがいい」

「ああ……あぁぁあ……」

　情なさけない吐と息いきがもれる。

　ミトラは〝雷らい切きり〟を地面に突つき刺さし、くずおれると、ふるえる唇くちびるから声を出した。

「集落が焼かれたときにわたしは決めたのです。マイトレヤ教を再さい興こうさせて、たくさんの信者さんや新しい家族ができたら、きっとわたしの力で護まもってみせるのだ、と。お飾りじゃない、名実ともに世界最強の祓ふつ魔ま師しとなりたい……と。

　そんなとき、わたしの前に現あらわれたのがあなたです。

　何事にも動じず、聖職者に冷たくて、それなのにわたしやスイカを思って護ってくれる。

　わたしはそんなあなたに憧あこがれていました。

　あなたみたいなヒーローになりたかった。

　でも、ひどいです。どうしてわたしにチャンスをくれないのですか！　いつも自分で決めて、自分で行動して……わたしだってあなたやみんなを護るヒーローになりたかった！

　これじゃあもう……憧れの拓真を助けてあげることもできないじゃないですか……！」




「違ちがうよ、ミトラちゃん。拓真くんはキミにすべてを託たくしてる」




　信じられない言葉がミトラの耳じ朶だを打った。ばっと顔をあげると、満まん身しん創そう痍いのサヴァトリィの口がすばやく動く。高こう速そく詠えい唱しよう。虚こ空くうから生まれた不ふ動どう明みよう王おうの腕うでが、地面にある一冊さつの本を拾いあげた。拓たく真まの落下時に一いつ緒しよに落ちていた〝叡えい智ちの書〟である。

「ハッ！」

　サヴァトリィ渾こん身しんの気合とともに不動明王が腕を振ふる。

〝叡智の書〟は高速回転しながら〝原げん初しよの悪あく魔ま〟の顔面を襲おそった。

「醜みにくいぞ。敗者にも美しい引き際ぎわを求めたいところだな」

〝原初の悪魔〟は書の投とう擲てきを軽く片かた手てで弾はじいた。

　が、その瞬しゆん間かん、

「がっっっ……ぐごあがあああああああああああああああああ!!」

〝原初の悪魔〟は突とつ如じよとして世界の終わりのような絶ぜつ叫きようをあげた。頭を押おさえてうずくまり、びくん、びくんと痙けい攣れんを繰くり返している。目は血走り、耳と鼻から血が噴ふき出している。

　拓真の両腕に刻きざまれた紋もん様ようがすみれ色に輝かがやき、うぞうぞと蠢うごめき始めた。

　放り出された〝叡智の書〟からヴィオレッタの残ざん影えいが浮うかびあがる。彼女はくすくすと、いたずらっぽい笑声をもらした。

「あの子本人が触ふれたんなら、廃はい人じんにならないよーに手心を加えてあげるんだけどね。あなただったら死なないだろうし、べつにいいよね？　〝原初の悪魔〟サン」

　そうか、とミトラは納なつ得とくした。

〝叡智の書〟に触れた瞬間に〝解析アナライズ〟が自動発動し、この世界の理ことわりがすべて拓真の脳のうに一気に流れこんでいるのだ。

　主あるじの悶もん絶ぜつする姿すがたを前に〝第二聖霊アルコーン〟は完全に動きを止めていた。創つくられた神は創そう造ぞう主ぬしの命令で動く人工物に過すぎない。己おのれの意思はなく、〝聖霊ミスラ〟を捕とらえていた尾おの力も緩ゆるまった。

　翼つばさをもがれ、尾おを千切られ、脚あしを喰くわれた〝聖霊〟がミトラの目の前に落ちてくる。

　信しん仰こうする神のぼろぼろな姿を見て、ミトラの目にふたたび涙なみだが浮かぶ。しかし、すぐにはっとして、涙を拭ぬぐう。〝聖霊〟の目は死んでいなかった。獅し子しの顔にくっついた獰どう猛もうな瞳ひとみ。それはたしかになにかを訴うつたえるようにミトラを見つめていたのだ。

　サヴァトリィがミトラの肩を叩たたく。

「まったく、拓真くんも無茶なことを思いつくよ。作戦の概がい要ようを口パクだけで伝えるなんてさ。ボクが読どく唇しん術じゆつをミスったら全部終わりなのにね。

　拓真くんはボクにボクの仕事をしろと言った。

　ボクに課せられた使命を考えれば、彼がなにを言いたかったのか、わかるよね？」

　ミトラは、あっと口をあけた。

「わたしが……〝聖霊〟の力で拓真を倒す……」

　サヴァトリィは、そう、とうなずいた。

　そんなことはできない、とミトラは思う。

　だけど、やらなければならない。

　自分の命を懸かけた一いつ世せ一いち代だいの大勝負を仕し掛かけた拓たく真まを裏うら切ぎるわけにはいかない。

　ずるくて、いじわるで、うそつきな悪あく魔まを、悪魔のやり方で欺あざむいた。

　拓真は最後までミトラの憧あこがれた強いヒーローだったのだ。

　そして、そんな彼がいま、最後の望みを自分に託たくした。

　その期待に応こたえなくてどうする？

　ミトラはいま、拓真の狙ねらいを完かん璧ぺきに理り解かいしていた。

〝原げん初しよの悪あく魔ま〟の人類に対する圧あつ倒とう的てきなアドバンテージ。

　それは、世界が何度繰くり返されようとも、存そん在ざいがリセットされないという点だ。

　逆ぎやくに言えば〝原初の悪魔〟は一度死んだらその事実がリセットされない。この周回の拓真の肉体が死ねば世界はループし、〝原初の悪魔〟は永えい遠えんに復ふつ活かつしない。イシュタルも死んでいる以上、ループ後の世界で〝第二聖霊アルコーン〟が創つくられることは絶ぜつ対たいにない。

　ただ……この先は賭けなのだ。逢あい沢ざわ拓真という存そん在ざいがループできるのかどうか。〝原初の悪魔〟と一いつ緒しよに存そん在ざい自じ体たいが抹まつ消しようされるのだろうか。それとも、一周目の拓真が体を奪うばわれていたにもかかわらず、二周目以い降こうではべつの拓真が存在していたように、次の周回ではべつの拓真がきちんと生まれるのだろうか。

　わからない──だからミトラの手はふるえ、〝聖霊ミスラ〟に最後の指令を下せない。

　世界がリセットされれば拓真の記き憶おくは消える。

　ミトラの苦しみは、攻こう撃げきを加える一いつ瞬しゆんだけ。

　それなのに決けつ断だんできない。

　それはそうだろう。

　憶おぼえているとか、いないとか、そういう問題じゃない。ミトラにとって拓真は憧れの人であり家族であり……とにかく大切な人なのだ。

　そんな拓真の存在そのものを抹消するようなこと……できるわけがない。

　いや、違ちがう。

　やらなければいけない。

　ここで〝原初の悪魔〟を倒たおさなければ、世界そのものが喰くわれる。過か去こも現げん在ざいも未来もない虚きよ無むの中に全ぜん人じん類るいが放り出される。

　世界のリセットによって、人の歴史や記憶には大きな変化が起こるだろう。中にはミトラの行動によって、不幸になる人も出てくるかもしれない。それでも〝原初の悪魔〟を倒すことは、自分に課せられた使命。悪魔から世界を護る祓ふつ魔ま師しとして……世界に胸むねを張はれる宗しゆう教きようの教きよう祖そとして、絶ぜつ対たいにクリアしなければならない課題なのだ。

　拓真……。拓真ならどうしただろうか。あの無ぶ愛あい想そうで優やさしくて強い護衛の少年は、もしも、同じ立場だったら……。

「あ……」

　とくん、と、心しん臓ぞうが跳はねた。

　すっと……頭にのぼった血が冷えていくのを感じる。

　鼓こ動どうが徐じよ々じよに落ち着いていく。

　不思議と〝原げん初しよの悪あく魔ま〟に抱いだいていた、燃もえたぎるような憎ぞう悪おの心も消えている。

　そうだ……拓たく真まと出会ったばかりのころ。まったく同じ状じよう況きようがあったではないか。

　ミトラが〝聖霊ミスラ〟の制せい御ぎよを乗っ取られて暴ぼう走そうしていたとき──拓真は「生きろ」と言いながら、〝聖霊〟を消しよう滅めつさせるために呪のろいの力を使ったのだ。

　うっすらと憶おぼえている。

　あのときの拓真はけっして冷たい目をしていなかった。

　誰だれよりもつらそうな顔をしながら、拓真は己おのれの甘あまえを許ゆるさなかった。

「わたしの憧あこがれた英えい雄ゆうは、そういう人でした……」

　ミトラは胸むねの前で手を合わせて瞑めい目もくする。

　青い魔ま力りよくの光があふれだし、満まん身しん創そう痍いの〝聖霊〟の体を優やさしく包んでいく。

　体はふるえている。

　涙なみだも止まらない。

　だけど目に見えない力が背せ中なかを押おしてくれている。

　マイトレヤ教を滅ほろぼされた日に、欲ほしいと願った力。それは世界中の誰もが怖おそれる世界最強の力なんかではなかった。

　大切な仲間と信者の人々を護まもらねばという意思の力だ。

「〝聖霊〟。わがままで私し情じようばかりのダメな教きよう祖そですが、どうかお許ゆるしください」

　そして、

　命じた。

「ミトラルカ・シルヴェスタの名において告げる──。

〝聖霊〟よ、異い教きようの神か霊みを喰くらいたまえ!!」

〝聖霊〟の牙きばが〝原初の悪魔〟の肉体に突つき立った。

　拓真の顔をした悪魔の口から想そう像ぞうを絶ぜつするほどの断だん末まつ魔まの声が響ひびき渡わたり、




　そして、




　世界は暗くら闇やみに包まれて、その様相を変えていく。

　リセット。

　終末へと進んでいた、滅ぶはずだった世界は消え……
















　新しい世界が、始まった。
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「拓たく真ま」

　聞き慣なれた少女の声と体が揺ゆすられる感覚。

　スマートフォンのアラームと陽ひ射ざしからして、朝が訪おとずれたのだろう。

　だが布ふ団とんの魔ま力りよくには抗あらがえない。

「もう起きてるから。先に下に降おりてて」

「十五分前にも同じ台詞せりふを聞いたんだけど？」

「じゃあ、あと十五分」

「……あー、今日は雷らい神じんの調子が良いわー。布団ごとホイル焼きにできちゃいそー」

　少女の棒ぼう読よみ気味の脅おどし文もん句くに、拓真はもそもそと起き出した。

　さすがに寝ね坊ぼうが理由で殺されてはかなわない。

「おはよう、翠すい花か」

「早くないわよ。もうっ。大事な入学式の日に寝坊できるなんて信じられないっ」

　翠すい花かと呼よばれた少女は頬ほおをふくらませて言うと、制せい服ふくと下着を顔に投げつけてきた。

「だいたい拓たく真まはだらしなさすぎるのよ。その歳としでまだ契けい約やく霊れい体たいもいないし。あたしと組まなきゃ祓ふつ魔ま学がく園えんに入学すらできなかったし。ホント、あたしがいないとダメなんだから」

「うん。感かん謝しやはしてるよ」

「感謝はしてるよ、じゃなーい！　いつまで無む宗しゆう教きよう者しやでいるつもり？」

　翠花はばしっと拓真の手を取ると、袖そでをまくった。

　真っ白な細ほそ腕うでがさらされる。

「逢あい沢ざわ家の体たい術じゆつを習得してるならまだしも、この腕、いくらなんでも綺き麗れいすぎるでしょ！　う、羨うらやまし……じゃなくて、鍛きたえ方がまだまだ足りないってことよ」

　翠花の説せつ教きようはもっともだ。

　異い界かいの怪かい物ぶつたる霊れい体たいと契けい約やくし、悪あく魔ま契けい約やく者しやと戦う存在、祓魔師──その養成機関である学園への入学を控ひかえて、契約霊体どころか信じる宗しゆう教きようすらない。それはやっぱり異い常じようなのだろう。

「でも、無宗教者だから、この屋や敷しきを借りられたわけだし……僕と組むって建前があったから、翠花だって堅かた苦くるしい神しん道とう寮りようにいなくていいわけで……」

「今日は風ふう神じんの調子もいいのよね。シベリアまで吹ふき飛ばされたい？」

「……反はん省せいしてます。早く入信先を見つけるよう努力します」

　圧あつ力りよくに屈くつし、拓真は平へい伏ふくした。

　翠花は肩かたにかかった黒くろ髪かみを指でいじりながら、いじけたように唇くちびるをとがらせる。

「日に本ほん神しん道とうにすればいいのに。そうすれば、あたしと……」

「ん？　なにか言った？」

「なんでもなーいー。とにかくさっさと着き替がえなさいよばかっ」

　顔を真っ赤にして踵きびすを返し、翠花は肩をいからせて部屋を出て行った。

　その背せ中なかを見送りながら拓真は困こまったように頬ほおを掻かく。

「神道でもいいはずなんだけど……なんでだろ。しっくりこないんだよなぁ……」

「ほら急いで！　時間ないっての！」

「おわっ！　ま、待っていま行く！」

　拓真はあわてて着替えを済すませ、転がるように部屋から飛び出した。




　拓真と翠花が息を切らせて駆かけつけると、祓魔学園の校こう舎しや前まえ広場は人であふれていた。

　祭さい服ふく姿すがたの修しゆう道どう士しや修道女、法衣をまとった坊ぼう主ず、ターバンをまき知ち的てき精せい霊れいとたわむれる男、清せい楚そな巫み女こに筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした修しゆ験げん者しや。古今東西あらゆる宗教の入り乱みだれた光景がそこにある。

　前方に設しつらえられた壇だんの上に、一いつ風ぷう変わった男が登った。

　浅あさ葱ぎ色いろの着き流ながしをまとった日本人だが、顔にはマスカレードの仮か面めんをつけている。

　理事長らしきその男は入学試験のときと同じ飄ひよう々ひようとした態たい度どで若き祓魔師たちを激げき励れいした。

　ぼんやり聞いていた拓たく真まには細かい話が伝わらなかったが、他の生徒はやたら生き真ま面じ目めに話を聞いていて、なんとなく宗しゆう教きようっぽいな、などと思う。

　という感想は次の瞬しゆん間かんに粉々に砕くだけ散った。

　ざわざわとざわめき始めたのだ。生徒たちの目には芸げい能のう人じんを見るような好こう奇きの色がありありと浮うかんでいる。中には純じゆん粋すいな尊そん敬けいの眼まな差ざしもあったが、ほとんどはミーハーなそれだった。

　それらの視し線せんを追いかけて、拓真は、ああ、と納なつ得とくする。

　理事長の挨あい拶さつの次は最さい優ゆう秀しゆう成せい績せきで入学した首席学生の挨拶があったのだ。

　新入生代表として壇だん上じようにあがったのは、可愛かわいらしい女の子だった。

　長い銀ぎん髪ぱつをなびかせて、清せい楚そなドレスワンピースをまとった……いや、なによりも特とく徴ちよう的てきなのは、小さな体に背せ負おった大きな祭さい壇だんだ。

　拓真は彼女を知っている。いや、知らない生徒なんているわけがない。

「新入生代表。ミトラルカ・シルヴェスタです」

　にこやかに、それでいて軽けい薄はくさを感じさせない、真しん摯しな声でミトラルカは挨拶を始めた。

　ミトラルカ・シルヴェスタ。

　世せ界かい四よん大だい宗しゆう教きようの中でも最さい大だい規き模ぼの勢せい力りよくを誇ほこりながらも、教きよう祖そ以外には祓魔師のいない、原げん則そく不ふ戦せん主しゆ義ぎの教きよう団だん──マイトレヤ教の正当後こう継けい者しやである。通つう称しよう、世界最強の聖せい女じよ。

　入学試験時の彼女の活かつ躍やくを思い出すといまでも胸むねが熱くなる。凛りんと背せ筋すじを伸ばして敵てきを見み据すえ、〝聖霊ミスラ〟の圧あつ倒とう的てきな覇は気きで圧あつ倒とうする。戦わずとも悪あく魔まのほうが怖おそれをなして逃にげていた。

　その実力はすでに世界で認みとめられており、実じつ戦せん経けい験けんも豊ほう富ふらしい。七しち聖せい人じん入り確かく実じつと目もくされる実力者でありながら、どうして祓ふつ魔ま学がく園えんに入学しているのかという記者のインタビューには「他の宗教のことをきちんと理り解かいし、共きよう存ぞんを目指すためです」と答えたのだから本物の大物だ。

　拓真とは天と地の差だ。

　ちなみに翠すい花かが隣となりでぐぬぬぬと悔くやしそうにお札を噛かんでいるのは、彼女も首席を狙ねらっていたからだ。昔から一番でないと気が済すまない性質の彼女は二位だったのが我が慢まんならないらしい。

　拓真が足をひっぱったのも二位落ちの理由のひとつだと思うので、今度、翠花には好物のハンバーグを奢おごってあげようと思う。やや高級めのやつを。

　ミトラルカの挨拶が終わると、盛せい大だいな拍はく手しゆと歓かん声せいが湧わいた。どの宗教の生徒も羨せん望ぼうの眼差しを彼女に注いで、一部のライバル心剥むき出しの野心家以外は基き本ほん的てきに好意的のようだった。

　圧倒的な力を持ちながらも他教団を弾だん圧あつせず、いらぬ介かい入にゆうもせず、ただ平へい穏おんに生きつづけるマイトレヤの民族はほとんど敵てきを作らない。しかも危き機きが訪おとずれれば教祖自らが駆かけつけ無む償しようで脅きよう威いを駆く逐ちくしてくれる……徳とくと強さを備そなえた者を恨うらむひねくれ者はそう多くはなかった。

　あれで同い年。拓真としては世界の違ちがいを感じずにはいられなかった。

　入学式が終わると今日は解かい散さん。祓魔学園のカリキュラムは変わっていて、入学後はしばらくオリエンテーション期間がある。正式なクラスが確かく定ていするのはその後だ。

「待て、逢あい沢ざわ拓たく真ま」

　翠すい花かと一いつ緒しよに帰ろうとしていたところに背はい後ごから声がかかった。

　黒の祭服をまとった金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美男子がむっとした顔を向けている。

「え……っと……？　玖く珂が暁あきら……さま？」

　そこらから、キャーッ、と声があがる。

　修しゆう道どう女じよたちが両手を真っ赤な頬ほおにあてて、くねくねと悶もだえながら「暁さま、暁さま」と叫さけぶ。

　拓真は、彼のことを知っていた。白しろ十じゆう字じ教きようの教きよう皇こうの血を引く新入生で、白十字教系の女生徒からの人気がすごく高い。ミトラルカと同じく超ちよう大おお型がたの新入生だ。

　ミーハーな声にはいっさい興きよう味みを示しめさず、暁は、まっすぐに拓真のほうに歩み寄よる。

「ちょっと。うちの拓真になんの用？　喧けん嘩かならあたしが買うわ」

　ずいと前に出た翠花を一いち瞥べつして、暁はため息をついた。

「……哀あわれな女だ」

「はあ!?　ちょっとどうして哀れまれなきゃいけないわけ!?」

「いいからどけ、黒くろ髪かみ。べつに逢沢を取って食おうというわけではない」

　暁は翠花をスルーして拓真の前に立った。威い圧あつ的てきに見み据すえられて、思わず身がすくむ。

「前回とはまるで別人だな……ふん。素す直なおでかわいいものだ」

　意味不明な台詞せりふとともに一冊の本を押おしつけてくる。

「これは……」

「歴史書……貴き様さまにとっては小説みたいなものだ。気が向いたら読むといい」

　まじまじと装そう丁ていを眺ながめてみる。きちんと製せい本ほんされてはいるが題名も作者名も版はん元もとの名前も記しるされていない。自じ主しゆ制せい作さくの本なのだろうか。

　去り際ぎわ、暁は奇き妙みような言葉を残した。

「ミトラルカに会え。貴き様さまと銀髪はそれを望んでいた」

　拓真の質しつ問もんを待たずに暁の姿すがたは修しゆう道どう女じよの群むれの向こうへと消えていた。

「なんなのあいつ」

　翠花がぷりぷりと怒おこり顔になって言う。

　拓真は手元に残った本を眺ながめながら、

「さあ……」

　と、首をかしげるしかなかった。




　　　　＋　＋　＋




　玖珂暁はまとわりついてくるファンを振ふり切って、教きよう職しよく員いん棟とう反対側の裏うら庭にわに逃にげこんだ。

　ベンチに腰こしかけていたすみれ色の髪の少女がにこやかに手を振ふって、

「ご苦労様」

　と、労ねぎらった。

「ふん、面めん倒どうな使命を残してくれたものだ」

「ごめんね。あの子たちにはつらい宿命を背せ負おわせてしまったから、最後にひとつだけプレゼントをあげたかったの。前回の記き憶おくを引き継つげるのはあなただけだから」

「オレに小説家の才さい能のうはないな。つまらん作業だった」

　ヴィオレッタの正面のベンチに座すわって、暁あきらはどこか遠い目をする。

「使命は終えた。この後、オレはどうするべきだろうな」

　前の周回で終末の危き機きは去っている。ヴィオレッタの願いで拓たく真まとミトラに前回の記憶を引き継ぐ手伝いをしたが、それ以外に人生の目標などなにも設せつ定ていしていない。

「ゆっくり考えればいいんじゃない？　まだ高校生なんだし。あ、そうだ」

　妙みよう案あんを思いついたとばかりに両手を合わせる。

「暁もあの子たちと友達になるとか──」

「断ことわる。群むれるのは趣しゆ味みじゃない」

「ふうん」

「……なんだその顔は？」

「いやぁ？　本当に孤こ独どくが好きなら『あんなこと』はしなかったんじゃないかなってね」

　ヴィオレッタは小こ悪あく魔まじみた笑みを浮うかべる。

「あなたは使命に生きてきたけど、ひとつだけ、エゴを見せたよね」

「…………」

　痛いたいところを衝つかれて、暁は押おし黙だまった。

　にやにやと笑うと、ヴィオレッタは、ひょいと視し線せんを動かした。

「ほら、来るよ」

　そう言って、彼女は魔ま法ほうのように姿すがたを消した。

　気を利きかせたつもりか。よけいな真ま似ねを。と、暁は内心で毒づいた。

「あ、いたいた。ごめん待たせちゃった？」

　教きよう職しよく員いん棟とうのドアから出てきた、幼おさない見た目の少女がぶんぶんと手を振ふり回して駆かけてくる。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんツインテール。低身長。腰こしにくくりつけた大きなからすのぬいぐるみ。

「遅おそいな。遅すぎる。一分は待った。教育が足りないようだ」

「あ、生意気。私は今日から祓魔学園の教きよう師しなんだからね。立場も年ねん齢れいも上の私に偉えらそうな口を利きかないのー」

「生意気はどちらだ。刺──」

　思わず細剣レイピアの柄つかに手を伸のばしかけて、あわてて思い留まる。

　前の周回の記憶で暁と彼女の間で何度となく繰くり返されてきたスキンシップは、いまはやるわけにはいかないのだ。

　ルナ・フェルマーの服ふく装そうは修しゆう道どう服ふく。つまり暁あきらと同じ正式な白しろ十じゆう字じ教きよう徒となのだ。使し役えきする霊れい体たいも天使であり、大だい悪あく魔まフェネクスとはなんの関係もない。歳としも取るし怪け我がを負えば死ぬふつうの人間だった。

　ただどちらにせよ発育の良いほうではないらしく、ルナの見た目は前の周回とあまり変わっていない。ほんのすこし大人おとなびたような気がしないでもない程てい度どだ。誕生日プレゼントに贈おくったぬいぐるみを大事に持ち歩いているあたりも子どもっぽい。

　物理的な懲ちよう罰ばつが不ふ可か能のうなので暁は精神的に反はん撃げきすることにした。

「ああ、そうだった。年とし寄よりは丁てい重ちように扱あつかわねばな」

「んなっ!?　たしかに私のが年上だけど、まだ二十なんだけど！　まだ二十なんだけど！」

　ぽかぽかと胸むな板いたを叩たたかれながら暁は思う。

（これが前の玖く珂が暁の望んだ日にち常じようか……存ぞん外がい、生なま温ぬるい男だったのだな）

〝原げん初しよの悪あく魔ま〟が消えればドイツ教区がそそのかされることもなかった。ゆえにルナが不幸になる未来など存そん在ざいしなかった。それがわかっていながら、暁はドイツを走り回ったのだ。

　とある集落で地味な生活を送っていた白十字教の一信者であるルナを祓ふつ魔ま師しとしてスカウトし、部下にすると言い放ち、手元に置いてきた。ヴィオレッタに頼たのまれたわけではない、完全に自分のエゴによる行動だった。

　使命は終えた。だがそのエゴの積み重ねの先になにがあるのかを見る──それは前の周回の玖珂暁に託たくされた使命なのかもしれない。

　などと、言い聞かせてはいるものの。

　結局のところ、素す直なおな感情から目を逸そらして、言い訳わけをしているだけなのだ。

「アキラって私のこと好きでしょ。子どもって好きな人にほどいじわるするって言うしー」

「黙だまれ。帰るぞ──ルナ」

「！　……へえ、アキラが女の子を髪かみの色以外で呼よぶなんて」

「無む駄だ口ぐちはいい。置いていくぞ」

「うふ、ふふふっ。はーい」




　　　　＋　＋　＋




　結局、玖珂暁から渡わたされた謎なぞの本は二ヶ月かけて読破したが、とても奇き妙みような読どく書しよ体たい験けんだった。

　逢あい沢ざわ拓たく真まという名前の少年の活かつ躍やくが記しるされていたのだが、生身で霊れい体たいや他の祓魔師と渡わたり合う超ちよう人じんとして書かれていて、あまりの非ひ現げん実じつっぷりに笑ってしまった。どう考えても僕じゃない、という思いが先にきて、逆ぎやくに純じゆん粋すいなフィクションとして楽しめたくらいだ。

　だってミトラルカ・シルヴェスタの護ご衛えい役やくって。そんなばかな。マイトレヤ教が邪じや教きよう指し定ていされてミトラルカが迫はく害がいされていたという話もフィクションのための演えん出しゆつにしても酷ひどすぎる。

　祓ふつ魔ま学がく園えんのミトラルカは世界中から注目を浴あびながらけっして驕おごらない本物の聖せい女じよだ。感かん謝しやこそされても疎うとまれることなどない。

　そもそも──

「作中の僕が無む宗しゆう教きよう者しやなのはいいとして、どうしてミトラルカ様の誘さそいを何度も断ことわってるのさ。僕だったらこんな教きよう祖そ様のいるマイトレヤ教に入信しないわけがない」

　読み終えた本をとじて拓たく真まはつぶやいた。

　祓魔学園校こう舎しやビルの屋上庭園。遥はるかな高みから街全体を見み渡わたせる最高の読書空間だ。入学してから二ヶ月間、無宗教者として肩かた身みの狭せまい思いをしてきた拓真の逃とう避ひ先さきである。

　他の生徒はほとんどこないので、昼休みにはよくここで昼を食べて読書している。

「本当ですかっ」

　誰だれもいないはずなのにすぐ近くで声が聞こえた。

　びくりとして振ふり返ると、

「み、ミトラルカ……様？」

「様、なんてつけなくていいですよ。クラスメイトなのですし」

　驚おどろいた。雲の上の存そん在ざいだと思っていたミトラルカ・シルヴェスタが目の前にいるのだ。

　拓真は首がかっと熱くなるのを自覚した。ミトラルカの可愛かわいらしい笑顔がすぐそこにある。

　同じ教室で二ヶ月間過すごしてきて、遠目に見ていることしかできなかったが、素す直なおで明るくて優やさしくて強くて素す敵てきだなと思っていた。

　暁あきらに渡わたされた本を読み切る気になったのも、妄もう想そうを後あと押おししてくれそうだと期待したからだ。

　どうして？　と訊ききたかったが、ぱくぱくと金魚のように口を動かすだけで言葉を発せない。

　そんな情なさけない拓真に、ミトラルカは人ひと懐なつこい笑みを浮うかべてみせた。

「わたしも同じような本をもらったのですよ」

　そう言って、ミトラルカは拓真の横に置かれた本を指さした。

「世界中から嫌きらわれた女の子と彼女が慕したった一人の男の子のお話でした」

「それって……」

「はい。わたしとあなたのお話ですよ」

　ミトラルカが声を弾はずませる。

　しかし拓真は恥はずかしさと焦あせりで頭が沸ふつ騰とうしそうだった。もしかして、変に思われているんじゃ……という疑ぎ念ねんが芽生える。こんなもの第三者が読んだら拓真の妄想小説でしかない。

　変なものを書かないでください。と怒おこられるんじゃないか。不安がどんどんふくらんでいく。

「あの、ご、ごめん。信じてほしいんだけど、これは僕が書いたんじゃなくて……」

　あわてて言い訳わけを口にする。

　するとミトラルカは、頭上に疑ぎ問もん符ふを浮かべ、こてんと首をかしげた。

「知っていますよ？」

「え？」

「ちょっとユニークな白しろ十じゆう字じ教きよう徒とさんにもらいました。彼には繰くり返された時の向こうを覗のぞく目があるそうです。これは、前の周回のわたしとあなたのお話なのだと思います」

「……それ、信じてるの？」

　半はん信しん半はん疑ぎな拓たく真まの問いにミトラルカはすぐにうなずいた。

「もちろんです。輪りん廻ね転てん生せいも時間の繰くり返しも可か能のう性せいのひとつとしてあり得るのです。マイトレヤ教の教きよう典てんにもそのことは書かれていますから」

「は、はあ」

「実はこの本を読んでから、ずっと気になっていたのです」

　ミトラルカは頬ほおを染そめてはにかんだ。

「あなたに話しかけようと思って、ずっと機会をうかがっていたのですが……なかなか話しかけるきっかけがなくて。そしたらあなたがマイトレヤ教に入信してくれると言ったので」

「声をかけてくれた……と？」

　こくり、とミトラルカはうなずいた。

　あらためて間近で見ると本当にかわいい女の子だ。見ているだけで鼓こ動どうが速まってくる。

　ミトラルカは上うわ目め遣づかいになって、小さな手で胸むな元もとのリボンをきゅっと握にぎりしめた。

「あの……ためしにわたしのことを『ミトラ』と呼よんでください。本のように」

「え、ええっ!?　そ、それって愛あい称しよう、だよね……？」

「はい。わたしも、もし迷めい惑わくでなければ『拓真』と呼んでみてもいいですか？」

「……は、はい」

　か細い声で答える。どくどくとさっきから心音がうるさかった。

　あの世界最強の聖せい女じよと下の名前で呼び合うなんて！

「拓真」

　ミトラルカの──いや、ミトラの声が優やさしく耳を打った。聞き慣なれたフィーリング系の音楽のようにその音はすっと胸の底に落ちていく。恥はずかしさで頬が熱くなると同時に懐なつかしく、ホッとするような感覚が呼び起こされる。

　不思議だ。ミトラとは初めて会話するはずなのに。

「ミトラ」

　なのに……その名前も妙みようによどみなく口から出てきた。

「えへへ。ちょっと恥ずかしいですね。不思議です。初めてお話しするはずなのに……」

　ミトラは照れたように笑って、ふと寂さびしげに眉まゆを寄よせた。

「ずっとあなたに入信してほしいと願っていたような気がします」

　そして、ふたたび笑顔を取り戻もどすと、ミトラは右手を差しだした。

「友達になりましょう。拓たく真ま」

　拓真はその手をじっと見つめて……拳こぶしを握にぎりしめる。

「いまの僕は、とても弱い」

　そして絞しぼり出すように言う。

「あの本に出てくるようなヒーローじゃない……誰だれかを護まもれる力なんてない。こんな僕じゃ、いまのミトラと釣つり合わない」

「そんなの、これからいくらでも強くなれるじゃないですか」

「えっ？」

「前のわたしはあなたと釣り合うために頑がん張ばっていました。強くなりたい理由があって、強くなりたい気持ちがあれば、きっと強くなれます。前の拓真だって、あんなに強くなったのは、強くならなきゃいけない理由があったからなのですよ」

　ミトラの言葉に拓真ははっとした。

　自分がいままで特定の信しん仰こうを持たず、父親の特訓にもやる気を出せず、強くなれなかった、その本当の理由を理り解かいした。前の周回の拓真は無む宗しゆう教きよう主しゆ義ぎ者しやではあったが、彼には彼の信仰があった。己おのれの目標を己でつかみ、大切な人を護れるようになりたい。そのためには強くなるしかないと彼は信じていたのだ。

　なら──信じてみようか。

　いつかミトラの隣となりに立ち、彼女を護れるような男になることを。

　拓真は──ミトラの右手を握にぎりしめた。

「うん。いまはまだこんなんだけど……それでもよければ、よろしく。教きよう祖そ様」

　はい、と声を弾はずませて、ミトラは満面の笑みを見せた。

「マイトレヤ教は、拓真の入信を大いに歓かん迎げいします」







　　　あとがき




　強い人と弱い人。護まもる人と護られる人。敬うやまわれる人と侮あなどられる人。正せい義ぎとされる人と悪とされる人。物語の中でも現げん実じつでも、いろいろな人がいろいろな立場に置かれて、もっと良い状じよう態たいになりたいと抗あらがってみたり、人生こんなもんかと諦あきらめてみたり、いっそ全部ぶち壊こわしてみたいと自じ暴ぼう自じ棄きになってみたり──それぞれの人生の選択の結果に社会があるわけです。人生いろいろ、隣となりの芝しばは青い。だから気にするな。なーんて綺き麗れいなことを言われても、どうしても思わずにはいられない。「なんで自分の人生はこんなハードモードなんだ……あいつらはめちゃくちゃイージーモードじゃないか」……と。どう考えても自分のせいじゃないのに、自分はなにも悪いことをしていないのに、うまくいかない、めげる……そんなときにふと思うのです。

「これ私、運命ねじ曲げられてね？　私に苦労させて、もがいてる姿すがたをケラケラ笑って観賞してるいたずらっ子が世界の外にいるよね絶ぜつ対たい。そうだよだからこんなハードモードなんだよ」

　よし、ならばぶち倒たおしてくれよう。私に不幸をもたらした何者かを物語で倒してくれよう。そう決意して、この作品を書き上げました。余よ談だんですが、去年の私が麻雀マージヤンで負けまくっていたことと前ぜん述じゆつの内ない容ようは関係ないということにしておきたいですね。（ちなみに今年に入ってから勝ちまくっているのですが、この作品を完結させることができたこととは無関係のはず）

　…………………………………………………………………………………………閑かん話わ休きゆう題だい。

　というわけで、こうして無事に『祓ふつ魔ま学がく園えんの背教者ミトラルカⅣ　─紫色の黙もく示し録ろく─』をお届とどけすることができました。それもこれも応おう援えんしてくださった読者の皆みな様さまのおかげです。

　拓たく真まとミトラ、翠すい花か、暁あきら、ルナといった若わかき祓魔師たちの物語はこれにて終わりです。人によって感想は異ことなると思いますが、作者としては、ハッピーエンドだと考えています。「前の彼ら」が望んだ未来をつかみ取ったことは観かん測そく者しやたるあのキャラクターもきちんと見届けていますから……。

　連載開始から一年という長いような短いような間でしたが、ミトラたちや物語を好きになってくれてありがとうございました。感想のメッセージをくれた方々も、ありがとうございました。いつも励はげみにしております。多謝！

　イラストのukyo_rstさんや出版に携たずさわった関係者の皆様にももちろん感謝！

　現在は新作を準じゆん備びしていまして、こちらもそう遠くないうちに発表できればと考えています。時期は私の頑がん張ばり次し第だいですが。

　きっとまた面おも白しろくするので、書店で見かけたら是ぜ非ひ手に取ってやってくださいな。では。
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三み河かわごーすと

１９８８年生まれ。所属宗教なしの小説家。

最近ようやく携帯をスマホに機種変更しました。動機は「某スクールアイドルゲームをやりたいから」という純粋なもの。友人作家から「きっかけは女か」と疑われましたが、否定はしませんでした。
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ukyo_rst

素敵なキャラ達を好き放題書かせて頂いてとても楽しかったです。ありがとうございました！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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